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　　　　　　　　　　　１




「五月さつきッ、もう、終わりにしろよッ」

　柴田しばた浩司こうじは風呂上がりのパジャマ姿でベッドルームの戸口に立つと、リビングのコンピュータで作業している江森五月に声をかけた。細い眉はつり上がり、切れ長の少し冷たい印象を与える眼には怒りの色が見え隠れする。

　こうなるとすっきりした鼻筋や小さな顎の綺麗な顔は、整っているだけに冷酷とも言える様相になってしまう。

「すみません、浩司さん、もうじき終わりますから、先に休んでて下さーい」

　慣れたタッチで素早くキーボードを叩きながら、江森えもりは振り向きもしない。ブルーのスウェットを着た大柄な身体は、ディスプレイを向いたままだ。

　まるで無視されたように感じ、柴田は顔をしかめたままベッドルームへ入った。

　こうやって二人きりになったのは五日ぶりだというのに…………。しかし、どちらかと言うと、五日も会えなかったのは柴田の方に責任があった。

　この所、受け持ち患者の容体が悪くて病院に泊まり込むことが続き、二度程、自分からデートをキャンセルしてしまったのだが、その時江森は「お医者さんは忙しいから、しょーがないですよォ」と言ってくれた。

　自分にも非があるというのは頭では分かるが、それでも身体が江森を欲しがっている。一分でも早く、一秒でも長く、江森と愛し合いたいのに…………柴田はすっかりむくれて、ベッドに潜り込んだ。

　柴田浩司は私立Ｊ医大付属病院に勤務する医師だ。消化器を専門とする第２外科に所属し、後期研修中の下っ端なので、今が一番忙しい時期だった。 

　一方の江森五月は、富士製薬という製薬会社の営業マン通称ＭＲ（Medical Representative）で、二ヶ月程前Ｊ医大の担当となり、柴田と知り合ったのだ。

　色々あったが、二人は今、恋人同士の付き合いをしていた。

　内気で口下手の柴田は人付き合いが苦手で、こと恋愛に関しては特にオクテだ。江森が初めての恋人なので、一言気持ちを伝えるのにも最初のうちはひどく苦労していたくらいだ。

　江森は江森で、柴田の繊細な気持ちの動きを理解し切れずにいったい自分のことを少しでも好きなのかどうかと長い間悩んで来たが、そのいささか風変わりなところにも純粋さを感じ、かえって魅せられた。

　柴田のほうが求めてくれるのなら今やどんなことにも応じようという心構えになっている。

　柴田は小柄だが学生時代、水泳部だったせいか、決してなよなよしているというわけではない。とは言え、江森と並ぶと本当に細く、華奢にさえ見える。

　何しろ江森は身長は柴田より１５㎝も高い１８５㎝だし、体格も良いのだ。そして優しい顔立ち、明るい色の真ん中分けの癖毛の持ち主で、少年のようにきらきらした大きな瞳をしている。柴田が我がままを言うと却って嬉しそうに、茶色の瞳を輝かせてにこにこする。実は柴田に我がままを言われると、年下の自分が頼りにされているという気がして嬉しいのだ。

　ゆえに付き合っている有り様は、年は三つ下の江森の方が不器用で子供っぽいところのある柴田のことをお守りしているようにも見える。

　だが今夜はいくら柴田がふくれて見せても、江森は譲歩できなかった。どうしても整形外科の医師から頼まれた学会用のデータまとめを明日までにやらなくてはならない。溜め息をつきながら、作業を続けた。

　製薬会社のＭＲは、本業は薬のセールスだが、実際は医者の使い走りのようなものだ。学会の資料作り・文献検索から、接待ゴルフや飲み会の手配まで、細々と医者に奉仕しなくてはならない。

　外資系と合併が進んだこともあり、昔ほど『業界の癒着』はなくなったが、『阿吽の呼吸』は必要で、なんといっても『お前ンとこの薬、使ってやらないぞ』という殺し文句には、なすすべがない。

（医者ってワガママな人種なんだよな……あっ、こんなこと浩司さんに言えないけどさ）

　などと心の中で愚痴をこぼしながら江森は作業に励む。やっと終了し、ベッドルームへ行くと、柴田はむくれてすでにベッドに入り、身体を堅くしていた。脇に滑り込んで「ごめんね、浩司さん、終わったよ」と声をかける。柴田は横を向いたまま「整外の医者なんか、most sutupid doctorって言われてんだぜッ、あいつらの相手なんか、すんなよッ」とぼそっと言うので、江森はプッと吹き出してしまった。

「浩司さん、ＭＲとか看護師さんとかには差別しないのに、仲間には厳しいんだね」と言い、そっと肩を抱いた。まだ機嫌は悪く「何時に帰んだよッ」と言う。江森は柴田の耳元に顔を近づけて「明日、直行って、夕方会社に電話しといたから」と優しく答えた。会社に顔を出さずに、営業に出るという意味である。

「じゃー、朝までいられるな？」

　すると柴田は嬉しそうな声を出し、振り向くと抱きついてきた。

「うん」

　ぐいと抱きとめて、しっかり抱え込む。

　江森は会社の独身寮に入っているので、あまり不品行なことをすると査定に響いてしまう。三回に一回くらいしか泊まっていけないので、柴田は不満だった。でも今夜は朝まで一緒にいられる……自分から江森の暖かい胸に潜り込み、顔を擦り寄せた。

　全身で喜びを表す柴田に、江森は下腹部がカァッと熱くなるのを感じた。この少し気難しい年上の恋人は、胸の中では本当に素直で柔順なのだ。

　顔を両手で挟み、そっと自分の方へ向かせた。

「だから、今日はうんとやれるよ？　明日の朝もね？」

「……バカッ」

　言いながら、柴田は唇を求めてきた。

「浩司さん、最近大胆だね、前はキスも嫌がったのに」

「え、嫌がったか？」

「うん、最初のころはね」

　笑いながら江森は求めに応じる。いったんギヤが入るともう動きは素早く、口づけを与えながらもどかしげにパジャマを脱がせ、自分もスウェットの上下を脱ぎ捨てた。枕に柴田を押し付けると、覆いかぶさって胸に舌を這わせた。すぐ小さな突起にたどり着き、丁寧に周りからなぞる。柔らかく噛みながら、もう片方の突起も摘まみ、軽く捻った。

「ああ…………ッ、もうッ」

　それだけで柴田は身体を震わせ、腰を持ち上げる。

「ううッ…………んッ」

　上ずった声が漏れた。

「浩司さん、すごく溜まってるね」

　江森がくすりと笑ったので、柴田は頬を染め、腕で顔を隠した。

「意地悪ッ」

　そんな姿も愛らしくてたまらない。江森は腕を外させると、そっと額に口づけを与えた。

　下へは手を伸ばして焦らすように弄ぶ。

「も……」

　擦り付けてせがむ柴田の唇を捕らえ、さらに胸から腹へと舐めていく。が、手は柔らかく包み込むだけで、愛撫を与えようとしない。

「さ、五月ッ」

　唇が下腹に到達すると、江森は大きな手を開いた。すると固くなったモノが、待ち兼ねたように飛び出してくる。

「五月……もう……し、し……」

　頬を赤らめて声を震わせてせがむ柴田に、江森は口がほころんでしまう。

（浩司さん、本当にかわいいよな）

　眼の前で愛撫を待ち望んで震えているモノを、パクリと口に含んだ。

「あッ、やだッ…………それッ」

　驚きの声を上げ、柴田は身体を捩って逃れようとするが、がっちりと大きな手で腰を押さえ込み、舌で先端を責め立てた。唇で締め付けた途端、柴田の悲鳴が上がる。

「ウウッ、アアアアアッ」

　口の中のモノは一回だけ飛びはね、すぐにおとなしくなる。身体のほうはまだ快楽の名残を味わうかのように、しばらくビクンビクンと痙攣しているので、江森は全身でぎゅっと抱き締めてやった。口での刺激は、経験の少なかった柴田には強烈過ぎると見えて、いつもあっと言う間に達してしまうのだ。

「う……やだって言ったのに」

　柴田は弱々しく抗議するように呻く。

「なんで、やなの？」

「……俺、口だと、早いんだもの」

　江森はぷっと吹き出した。

「早いと悪いの？」

　江森の方は、自分の愛撫にひとたまりもなく解放してしまう柴田の姿を見るのが好きなのだが。

「だって……すぐいっちゃうと」

　柴田は恥ずかしそうに俯く。

「……なんか、損したみてー」

　拗ねたように言うので、もうかわいくてたまらないと江森は思った。

「早いって言うと、カッコ悪いからさ、感じやすいって言えば？」

「……そーか、うん、だな、お前の言う通りだ」

　柴田は深く頷く。

（あーもう、かわいいんだよな、この人は。ちょっとトロくてさー）

　抱き寄せて、口づけした。

「アアッ……アッ」

　ふいに柴田が喘ぎ始めた。

「ウ……アウッ、ンッ」

　苦しそうに身を捩り、腰を擦り付ける。

「どうしたの、浩司さん？」

「五月ッ、五月ッ」

　名前を呼んで、首にしがみついて来た。

（アッ、またあれだ！）

　時々、激しい感情の爆発を柴田は見せる。病院で柴田は冷静で物事に動じない有能な医者として通っていた。江森もこういう関係になるまでは、その落ち着いた表情の下に、脆く傷つき易い孤独な魂があることを知らなかったくらいだ。

　幼い頃から柴田の家では言い争いが耐えなかった。諍いに疲れ果て、柴田を置いて出ていった母、残された自分を疎んだ父、柴田母子を嫌っていた腹違いの兄…………誰一人として柴田を暖かく受け入れる者はいなかった。そのため、極端に感情を抑制することに慣れていたのだが、江森という総てを受け止めてくれる恋人を得てから、時々生の感情をぶつける発作を見せるようになっていた。

　まるでダムの放流のような激しい感情が柴田から流れ出す。

「ううっ、五月ッ、どこにも行かないでくれッ」

　江森にむしゃぶりつき、下腹を押し付ける。

「アアッ、アア…………ンンッ」

　全身を震わせ、腰を揺らして求める。

「浩司さん、だいじょぶだよ」

　江森も付き合い始めた頃は驚いたが、最近では馴れてきているので、いつものように抱き締めて囁き続ける。やがて、身体の震えが収まって来た。

「ああ…………五月」

　柴田はぐったりと江森の胸に頭を預け、喘いだ。

「だいじょぶ？」

「……ん……ごめんな、なんか、心配になっちゃってさ……」

「平気だよ、だいじょぶだからさあ」

　平気、繰り返していると、柴田の身体から力が抜けていく。

　落ち着いたのを見計らうと、江森はそっと指を後ろへ這わせる。

「浩司さん？　いい？」

　汗ばんだ髪を掻き上げ、仰向かせた。そして足を抱え上げ、ゆっくりと入って行く。

「ああ…………んッ」

　緊張が抜けているので、やすやすと奥まで達した。

「五月ッ」

　柴田は自分から腰を使い、もっと深くまでと打ち付けてくる。

「……お前が中にいると……安心する」

　微笑んで江森の顔を両手で挟み、見詰めた。

　江森の方は複雑な気持ちでいた。

　この所、ふっと江森は何やら不安を感じることがある。こうやって全身で求められているのは分かる。柴田が本当に江森を必要としているのも。そして江森自身も、もう柴田なしではやっていけないのも。

　それでも、愛の行為を重ねながら不安が募るのだ。

　それは、

「この人は僕でなくても、いいんじゃないだろうか」

ということだった。

　そもそものきっかけは、柴田が心の内を打ち明けないまま、十四年間も想い続けていた親友が、共通の友人であった橋爪はしづめ薫かおるという眼科の女医と結婚してしまったことだった。その親友とは、中学から大学までずっと柴田と一緒で、今は内科に籍を置く相沢和彦という医師である。

　失意の底にいた柴田に、手を差し伸べたと言えば聞こえはいいが、強引に関係したといってもよかった。

　柴田はそんなにイヤじゃなかったと言ってくれたが、江森自身は今にして思えば、レイプだったと感じている。その時柴田は男とやるのは初めてで、

（ほら、初めての男って、印象が強いから、何だか特別にいいって思い込んでしまうことだって、有り得るよな）

と、江森は思っている。

（よく言うもの……初めての人は忘れられないって）

　江森は初め自分が相沢の替わりとして柴田を慰めることが出来れば、それで十分だと思っていた。しかし、愛が深まるにつれて、我が儘が出て来る。愛が強ければ強いほど、不安が増していく。いくら身体を重ねて愛し合っても、常に頭の中に疑惑が残るのだ。

　恋の病の特効薬は、愛し合うことに間違いないが、それはもう、良く効く薬には必ず副作用が付き物といった所だ。

　柴田は誰かがいれば、それでいいんじゃないか…………受け止めてくれる、そしてセックスしてくれる男なら誰でも。

　そんなこと！　と、かぶりを振ると、江森は行為に没頭していった。

　ゆっくりと腰を強く、弱く、また強く打ち付ける。ぐいと深く入ると、柴田は背中を反り返らせて根元を締め付ける。内部は火のように熱く、粘膜は柔らかくねっとりと江森に絡み付いてくるようだ。

　江森が腰を使うと柴田はそのたびに喘いで、快楽にトロけるような笑みを見せる。有能で冷静な医者といった表情がこういう時はひどく淫らになるので、この落差がたまらない。

「もっといやらしい声、出してよ」

　恥ずかしがるような言葉をかけると、更に羞恥心から乱れ、痴態を見せるので、江森はますます興奮するようになっていた。終わったあといつも怒られるのだが、どうにも止められないのだ。

「僕の太いの、いいでしょ？　ね？　どう、して欲しいの？」

「バカッ……やめ……」

「言ってよ、うんと深く、入れて欲しい？　それとも、こう？」

　浅い所で、腰を捻ってやる。

「アアッ……ンンッ、イ……」

「いやなの？　いい？　どっち？」

「アアンンッ、いいよ……ッ、もっと……」

　恥ずかしそうに眼を伏せ、頬を染めながら言う姿がかわいくて、深く口づけながら囁き続ける。

「浩司さんの身体、やらしくて欲しがりだ……もう、僕のじゃないと、満足しないよね？」

「バカッ……五月……ッ」

「言ってよ！　僕のじゃなきゃ、だめだって！」

　突き込んで、叫ぶ。

「アアッ……お、お前のじゃなきゃ、だめだッ、俺ッ」

　身をくねらせて声を絞り出すので、更に深く捩り込む。

「アアアンンッ……いいッ……五月ッ」

　桜色の薄い唇から漏らす甘い声は、官能的でそれだけでいってしまいそうだ。

「その声、サイコー、感じちゃうよ、もっと言って」

「バカッ、ンンッ……アアッ」

　抜きかけて焦らし、またぐいと侵入した。

　柴田は喘いで下腹を波打たせる。すると、壁全体が蠢動し、快感が背筋を走り抜けて、江森はもう少しで放ちそうになる。ぐっと堪え、力を込めてうねる粘膜を突いた。

「アアアアアッ、もうッ、五月ッ」

　我慢出来ないというように、かぶりを振りながら切れ長の眼に涙を滲ませ、こちらを見詰めるが、どこか遠くを見ているようで、焦点が合っていない。

　江森は急に不安になる。

（……僕に抱かれながら、相沢センセのこと、考えてるのかも）

　そんな、馬鹿な、と江森は自分をしかりつける。

「僕を見て！」

　叫んで、激しく打ち込み始めた。柴田の両肩に手をかけ、身体が軋むほど、力いっぱい杭で穿つ。荒々しく引き抜き、また深く入った。

「アッ、アッ」

　柴田は江森の乱暴な行為に驚いたが、そのまま身を委ね、頭を反り返らせた。露になった滑らかな喉元に誘われて舌を這わせると、ビクビクと身体を痙攣させる。解放が近いというサインだ。

　この所、江森は柴田の反応を熟知してきたので、そっと下腹部に手を伸ばすと、案の定、すっかり回復してはちきれんばかりだ。先端も湿っている。

「またいきそうだよ」

　耳元で囁く。

「……馬鹿ッ」

　言いながら、自分から手に擦り付けてきた。

「握って、欲しいの？」

　指で撫でながら尋ねると、

「……うん……握って」

　恥ずかしそうに小さく言うので、口づけし、大きな手で根元から握る。腰を突き上げた。

「アアア……アアッ」

　叫び声と同時に歓喜を迸らせる。それとともに締め付けられ、江森もまた中に欲望を放っていた。

　終わったあと、江森はいつものように胸の中で安らかに眠る柴田の髪を撫でていた。

（たとえ、相沢センセの身代わりでも……いい……今、こうやっていられるなら）



　明け方、柴田は眼を覚まし、再び求めて来た。まだ半分夢の中に身を置いているようで、江森が「浩司さん？」と囁き、胸の突起を指先で愛撫すると、うっとりとした笑顔をみせた。そして、首に縋りつき「…………あいざわ？」と尋ねたので、江森は心臓に針を刺し込まれたように感じた。気付かない振りをして突起を吸っていると、「…………ア…………ンッ、ハァッ」と、淫らな声をあげ、自ら大きく足を開いて誘い込む。一気に爆発しかけて、江森が侵入すると、それだけで満足そうにすうっと寝入ってしまった。

「浩司さん…………」

　大人しく眠るわけにはいかず、仕方ないので自分で慰め、到達の直前に再び侵入し、中で放った。

（やれやれ……）

　今の柴田の言葉は結構効いた。

　相沢和彦は中学からの親友で、長い間ずっと身近にいたのだから、夢に出てくることぐらいあるだろうと、自分に言い聞かせようとする。

（ただの夢なんだから……）

　でもあんなに愛し合ったばかりなのに、柴田にとっては何だったんだろう。今、ここにいるのは自分なのに…………柴田は混同しているんだろうか。

（相沢センセに抱かれたって、思ってるってことなのかな）

　まさか、そんな！　江森はブンブンと首を振る。

　でも、自分だって、相沢先生の身代わりでもいいと、さっき、ちらっと思い浮かんだくらいだから、責められない。

（そうだよな…………初めての時、自分からそう言ったんだもんな）

　相反する感情で、江森は身体が引き裂かれそうに苦しくなった。

　胸に視線を落とすと、柴田は幸せそうに微笑んで眠り続けている。

　その寝顔を見ると、先程の苦しみが少し和らいで来た。

（今、ちゃんとこうしているんだから…………大丈夫、僕のものなんだ）

（これからなんだ。知り合って、二ヶ月なんだから）

　江森はまだちくちくと痛む胸に柴田を抱き締め、窓の外の白んでいく空を見詰めていた。
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「五月ッ」

　柴田の声で起きてみると、柴田がすっきりした顔でシャワーも済ませ、きちんと身繕いしてベッドに腰をかけていた。グレーの細かいチェックのジャケットに、紺色のマオカラーのシャツを合わせている。江森の見立てで買ったファッションで、爽やかでカジュアルな雰囲気だ。

（ったく、なんか……すっきりしちゃって）

　江森の方は何だか欲望を吐き出した後にしてはもやもやしたものが残っていた。手首を掴んで引き寄せようとすると「駄目！　朝一番の手術に入らなきゃならないから」とそっけなく言って、手を振り払う。いつもの冷静な医者の表情に戻っていた。

「お前、もう少し、寝てていーよ」と、キーケースを放る。

「鍵、どうします？」

「また、管理人室に預けといてくれ」

　部屋を出て行きかけ、こちらを振り向くと「あ、そうだ、合鍵、作っとけよ！　便利だから」と言った。

「ええっ？」

　大学時代は恋人に不自由しなかった江森だ。それでも恋人に「合い鍵」と言われたら躍り上がってよろこんだものだ。それがあんまりあっさり言われ、感動するよりも拍子抜けし、ぼうっと半分口を開けたまま柴田を見送る。

（便利？　僕って、医者の使い走りだけじゃなく、浩司さんの欲望を満たす便利屋なのかも……）

　自分で思い当たって、胸が激しく痛んだ。







　その日は柴田からの携帯電話へのコールはなかった。

　今日は忙しいと前もって聞いていたので、連絡は来ないだろうと思いつつも、もしかしたら来るかもしれないと、柴田の面影が一日中ちらついて離れない。

　二人だけの時にふいに見せる嬉しそうな笑顔や、ちょっと拗ねた表情、恥ずかしそうに頬を染めた様子が、次々にふわふわと目の前に浮かび上がっては消える。たっぷり肌を合わせたあとの充実感もあったが、時折その奥でかすかに胸が疼いていた。明け方、柴田の寝言を聞いた時のように。

　午前中は内勤で、江森はデスクワークを必死でこなした。午後からは企画部と新しいパンフレットの制作会議がある。猛烈な働きぶりに、上司が「おい江森、明日でもいいんだぞ」と声をかける。

「いえっ、明日は外回りですからッ、今日の午前中に仕上げますッ」

　外回りということは、Ｊ医大に行けるということなのだ。柴田と出会うチャンスは少しでも多い方がいい。内勤なんか、していられないのだ。

　無論、上司はそんな個人的事情があるとは思い及ばない。「いやー、感心、感心」とねぎらう。江森はＪ医大以外にも、近くにある幾つかの個人病院を受け持っていたが、そこの評判は上々で、よく「いいＭＲさんだ」と言われていた。

「ほらあの、野田医院の院長婦人も、毎日早く来てくれるって、褒めてたぞ」

　これもＪ医大を午後たっぷり訪問出来るよう、江森がいつも早い時間に営業に訪れているせいなのだが。

「はあ」

　江森は生返事で仕事を続けた。

　昼休みもそのままデスクに向かい、食事も簡単に一人で済ませたが、つかの間一人になったので、妄想が頭の中で一気に膨らむ。

　妄想の中で柴田は初め恥じらっていたが、たちまち滑らかな肌を見せて色々な姿態を取る。

（昨日、あんなにやったのになー）

　自分でも呆れたが、情熱の塊は嵐に高まって、江森を飲み込みそうになる。飛び上がって柴田の元へ駆けつけたくなったが、何とか衝動を苦労して抑え、気が付いたら午後の会議は遅刻寸前だ。あわてて会議室へ駆け込んだ。

　夜になってとうとう連絡が来ないとなると、また明け方の寝言を聞いた時のショックが蘇る。

（そういえば、朝もそっけなかったもんな……）

（昨日あんなにやったから、浩司さん、もう今日はしたくないんだ）

（だから、僕にも会いたくないんだ）

（今度から一回だけにしようかな、そうしたらまたすぐ会ってくれるかも）

（いや、一回じゃ僕が足りないよぉ）

　思考は堂々巡りで、いつも前向きの江森は珍しく落ち込んで来た。







　江森が九時過ぎに寂しく一人で寮へ帰ると、寮の入り口で管理人の田中が植え込みの手入れをしていた。桜や海棠の花時を過ぎ、つつじには早いという時期であったが、一本ある花水木が満開で、白い花弁が夜のとばりの中にふわふわと浮いている。花好きの田中のお陰で、寮の狭い植え込みはいつも花に溢れていた。

「田中さん、ただいま」

　江森は力のない声で挨拶する。

　田中は五十代半ばで、遅い結婚をして子供を二人、もうけたあと、亭主に先立たれてしまった。小太りだが身長はこの年代の女性にしては高い。色々苦労したらしく、白髪交じりのひっつめた頭に、しわの深く刻まれた顔は、『ここに人生あり』といった風貌だが、明るく世話好きで寮の若い者は皆、世話になっていた。江森の声に振り向いて「まあ、エモちゃん、今日は一人？」と言う。何気ない言葉だが、グサッときて俯いているので、声をかけた田中の方が焦った。

「いつも元気印のあんたが、それじゃあ駄目よ？」

　戸口で下を向いたまま、立ちん坊している江森の隣へ行き、中へと背中を押す。

「ほら、ご飯、まだなんでしょ？」

　江森にどうも恋人が出来たらしいことは、女の、というか、母親の勘で分かっていた。娘と息子が一人ずつおり、それぞれ短大と専門学校だ。もうじき独り立ちするだろうという寂しさがある。目の前の江森にも同じような感慨があった。

（寮で、面倒見てあげても、所詮はみんな恋人を見付けて、出てっちゃうのよね）

　でもそれが一番、幸せだと思う。好きな人と一緒に住むのが……。

　寮の食事時間は過ぎていたが、食堂の明かりを点けて呼び入れた。炊飯器はつけっぱなしになっていたので、暖かいご飯を山盛りにする。おかずを二人分用意して電子レンジで暖めて前に置いてやった。

「すみませーん」

　にっこりしてもりもり食べ出したので、ほっとした。なんだか難しい恋人のようで、苦労しているらしいことも田中には分かる。

「あんたね……」

　おばさんの説教など、聞きたくないかもと言い澱んだが「いい、老婆の心で言うのよ？　価値があるものを手にいれるためには、少しは努力しなきゃいけないよ。最近の若い子は、みんなお手軽だからねー。執着心がないって言うか、諦めが良いって言うか」と、続けた。自分の様子を見て心配して助言してくれているのだと、江森にも分かった。

「簡単に手に入るもんに、大事なもんなんて、ないんだよ」

　そりゃあ、あたしも苦労したサ、と付け加えた。

（そーなんだ……）

　考えてみれば柴田はそんな背は高くないけど、医者だし、まァ３高と言っていい。性格はネクラで無愛想に見えるけど、本当はとても情熱的な恋人だ。顔も誰が見ても綺麗で、今まで手付かずでいたのが不思議なくらいだ。本人が男にしか欲情しないッていったって、他の男にやられずに二十八才までバージンでいた方が奇跡というものだ。

　手に入れるのだって大変だったし、ずっと自分のものにしておくのに苦労するのは仕方ないことなんだ。

（僕なんて、普通の男でさ、特別、人より優れたところなんてないし、給料も安くて、相手が医者じゃあ、なまじのもんもプレゼント出来ない。柴田センセが僕を選んでくれたッてことだけで、ラッキーって思わなきゃいけないんだ）

　まだ浮かない顔の江森を、田中は心配そうに覗き込む。

「大事なもんだったら、頑張って、絶対、手放しちゃ駄目よ？　あとで後悔しないためにもね？」

（そうだよな）

　柴田を手放すなんて、もう自分には考えられない。どんな大変なことがあろうとも、絶対離れ離れになりたくない！　こんなことぐらいで、めげてはいられないのだ！

「僕、大丈夫です、頑張りますから！」

　にっこりする江森に、田中もつられてにっこりする。

　同期の中では一番の営業成績なのだが、強引な所はなく、その誠実な人柄のゆえだと評判の男だった。寮で見せる、子供のように無邪気な笑顔を見ていると、これなら得意先で愛されるに違いないと、田中は思う。

「ほら、もう一杯、食べなさいよ」

「ハーイ！」

　江森は猛然と食べ始める。

　もともと素直で気立てがいいので、田中の暖かい言葉が心に沁み入る。あっと言う間に励まされて、元気が出て来る。ご飯をおかわりした。根っから人が良く、楽天的で、元気は売るほど余っている健康的な男だ。そんなに長く落ち込んでばかりではいられない。単純と言えば単純なのだが、そこがこの男の良いところだった。
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　翌日の木曜日、江森は午後Ｊ医大につくと地下の駐車場から病院棟へと向かう。

　木曜日、第２外科は大きなオペが入る日で、夕方まで医局員は忙しい。その前に他の部署を回る予定でいた。それから２外の医局を訪問し、柴田に会って「今日デートしたい」と言うつもりだった。携帯電話のコールを待っていられなかったのだ。

　十二階建の病院棟は、一階が手術部と各科の外来で、内科は第１内科から順番に奥へと、第４内科まで並んでいる。まだ午後の診療が終了していないので沢山の人が廊下のベンチで待っており、マイクで呼び出されると次々にカーテンの陰へと消えて行く。

　江森が受付に近付くと、順番を乱す不逞のやからといった冷たい非難の視線が、あちこちから発せられる。ズルしたと思われるのは心外なので、あたりに聞こえるよう大声で「富士製薬です」と名乗ると、第２内科の外来へ足を踏み入れた。

「おお、頼むよ」

　一番奥の診療室から、白衣を着た恰幅の良い初老の紳士が顔を出す。

　江森は第２内科の教授から文献検索を頼まれていたのだった。きょうび、ほとんどの論文は電子化されているが、昔のものだと図書館にしかないこともある。

　２内ニナイの教授は明るくて真面目な江森をことのほか気に入っていた。気に入られるのは嬉しいのだが、頼まれごとや接待の付き合いも多く、江森はちょっと苦労しているのである。今日も、学会誌の号数の書かれたメモを渡したあとも、なかなか放してくれない。診療椅子の腰をかけさせられ、やたらと話を振られてしまった。

　教授には年頃の娘がおり、銀行に勤務していた。

「江森くん、どうなのかね……娘にボーイフレンドが出来たようなんだが……」

　教授は腕を組んで、白髪のかすかに混じった頭を振る。最近帰りの遅い娘を心配しているのだ。

「友達と旅行に行く、とかいって、相手は男ってこともあるんだろう？」

　女性経験の豊富な江森だ。本当のことを言えば、熱烈に愛し合っている恋人同士なら旅行に行くまでもなく、一時間暇があればホテルに飛び込んだっておかしくない。自分だって、勤務中でも柴田をかっさらって、ラブホテルどころか、車に連れ込んでセックスしたくなっちゃう時もあるのだ。

　まさか父親を不必要に心配させる訳にもいかず「……その……まぁ」と言葉を濁す。

「そうだろうな」

　教授は力無く頭を垂れた。

「あっ、先生、でもッ、娘さんのこと、信じて差し上げて下さいッ」

　江森は焦ってフォローする。

「本当に恋人が出来たなら、きちんとお父さんに紹介するはずですから！」

　娘の結婚相手には医者を、と望んでいた教授であったが、最近心が揺らいでいる。

（やっぱり、性格のいい男が一番だよ）

　目の前の江森を見ながら思っていた。

（医者は性格に問題がある奴が多いからな。江森くんなら大賛成するんだがな）

　その後も教授の話にしばらく付き合って、やっと江森は解放された。

　今度は産婦人科の医局に顔を出すため、隣に建つ研究棟へ行こうと渡り廊下へ向かっていると、偶然前から柴田が歩いて来た。

　緑色の手術着の上にシングルの白衣を引っ掛けている。患者の前ではいつもきちんと前を留めているのだが、今は手術が終わってリラックスしている状態なのか、前を開けたままだ。そのせいで開いた喉元がさらけ出されており、眼が吸い寄せられてしまった。

　柴田は前にいる江森に気付いていたが、ことさら無視する態度に出た。もともと照れ屋なので、江森と二人だけの時は素直に自分の感情をあらわすようになったが、他の場所ではとても馴れ馴れしい態度などとれない。わざと無視してしまうこともあった。それが江森にはもう一つ納得できない。

（そりゃ、何も外でべたべたして欲しいとは、思わないけどさ）

　途中で廊下を曲がろうとしているので、「センセ！」と言って、そばへ走り寄った。

「……ああ」

　あさっての方を向いて、返事する。江森はちょっと傷ついて、小さな声で「センセ、今日、いい？　行って？」と尋ねた。

「え……」

　柴田の方も、一応は色々計画を立てていたのだ。

　木曜は手術日で、仕事が終わるのはいつも遅くなる。加えて、今日は三病棟の主任が結婚退職するので、お別れパーティーに出なくてはならない。

　金曜は緊急以外の手術はなく、いつも医局会が開かれる日だったが、札幌で学会があるため、講師以下、約三分の一の医局員が出張する予定で、明日は中止となった。午後は検査予約も入っておらず、早く仕事を切り上げられそうだった。

（明日は久し振りにゆっくり……）と、考えていた所で、いきなり今日と言われて困った。

「駄目だ！　今日は」と反射的に答えていた。

「ちょっと、重要な会があるから、また後で連絡する」

　それだけ言うと足早にその場を去る。どうも言葉が足りなくて、誤解されるたちだった。

「……浩司さん」

　傷ついたといった顔で呆然と見送っていると、三病棟の看護師が通り掛かった。

「あら、富士製薬さん、どーしたの？　そんな顔して」

　ひどく悲しそうな顔なので、つい声をかける。こいつと柴田は出来ているんではと、実は看護師達は疑っていた。柴田が女に興味が持てないというのは、看護師達には知れ渡っている。ネクラだが綺麗でいばらない柴田は、結構看護師達に好かれていた。加えてホモというのが人気に拍車をかけた。競争にならないので、皆で一緒にかまえるからである。しかも柴田は表情は変えないが妙にトロい所があって、すぐ、態度に出てしまう。

　この所、病院で江森を見掛けると急にＵターンしたりするので、看護師達は反応を見て喜んでいた。不細工な男同士だったらアリコロリでも撒きたくなるが、相手が江森なら許す、と皆の意見は一致していた。

「どうしたの？　柴田センセに怒られたの？」

「い、いえッ、別にッ」

　江森は焦ってぶんぶん首を振った。大柄でハンサムな江森のこのストレートな反応が楽しいのである。看護師はくすくす笑って「柴田センセってきついもんね」と言ってみる。

「いえっ、そんなことないですよォッ」

　江森がマジで否定するので、へェ、とわざと驚いた顔をしてみせた。

「ほかのＭＲさん達は、みんな柴田センセのこと、敬遠してるわよ？」

　でも、と続けた。

「看護師には人気、あるけど」

　江森は「エーッ」と大声を出した。顔が綺麗だし、人気がないわけがないと思ってはいたが、柴田はいつも「俺なんか、ネクラだから誰からも好かれてねーよ」などと言っていたのだ。

「そ、そんな人気あるんですかッ」

　江森が顔色を変えて詰め寄るので、

（ふっふっふ）

　これだから楽しくてやめられない。

「そーよォ、ファンクラブ、あんだからァ」

「え、ええッ！」

　いくら柴田が女に欲情しないといっても、と江森は不安になってきた。看護師達は一緒の職場で働いているのだ。しかも、自分よりよっぽど長い時間、柴田のそばにいる。

「な、何人くらいファンクラブに入ってるんですか？」

　そう尋ねてみる。

「そーねェ」

　看護師はわざとらしく、時計を見る。

「あらら、こんなとこで油、売ってらんないのよねー」

「エエーッ」

　江森は悲しそうに眉を寄せて、看護師の眼をじっと見詰める。まるで飼い主に怒られた秋田犬のようだ。しっぽがついていたら股の間に挟んだに違いないと、看護師は吹き出しそうになった。三十近いベテラン看護師なので、江森にとってはいささか相手が悪かった。

（やだーッ、もーッ、こりゃ、おいしさ二倍だわよー、こいつらッ）

　これはもう遊ばない手はないと「あのさ、今夜、うちの病棟の主任が結婚退職すんで、お別れパーティーがあるのよ。協賛、する気ある？」と振った。

「どこですかッ、うかがいますッ、」

「六時には来られないわよね？」

「え、ちょっと無理です」

「じゃあ……」

　看護師は二次会の場所を教えてやった。

「くわしくはそん時ネ」と片目をつぶる。

「ありがとーございましたッ」

　手をぶんぶん振りながら遠ざかって行くので、『お楽しみが増えたわ』と内心、舌を出した。







　その夜、江森が二次会のカラオケボックスに着いたのは、だいぶ宴も盛り上がったころだった。

　駅の近くのレストランやブティックなどが入っている新築のビルで、道路から一段下がった半地下にあった。若者が好みそうな、白いペンキのサイディングに大きな木の格子扉といった、西海岸風の外装で、入ってすぐの所にはゲームコーナーもある。一緒に来た男がぬいぐるみなどを女に取ってやったりするのだ。店もなかなか抜目がない。無論、さまざまな機種のプリクラが並んでいるのは言うまでもない。

　中に入ると、剥き出しのレンガの壁には「EAST AVENUE」「PARADISE ALLEY」などの英字の道路標識が何枚も取り付けてある。アンティークな雰囲気のコカ・コーラのポスターなども貼られていた。

　名前を告げると、奥の個室に案内される。二十人程入れる部屋で、コの字型に並べたテーブルにはスナックやピザなどが所狭しと置かれ、ビールとウィスキーの瓶も林立していた。

　退職する主任は今年二十九才で、今日の主役らしく上座に座り、胸にすずらんのコサージュを付け、白い襟で水色のツーピースを着ていた。ショートヘアの小柄でポッチャリした狐目の秋田美人で、救急外来で当直していた時、怪我人を担送してきた救急隊員と恋に落ちたのだ。一応退職するのだが、外来にパートで努めることになるらしかった。

　江森は白にピンクの縁取りのトルコ桔梗の花束を抱えていた。駅前の花屋を通りかかった時、手ぶらで行くのもなんだか、と思いついて飛び込んだのだ。バラとチューリップぐらいしか分からないので、店員に相談した所、選んでくれたのである。

「富士製薬さーん、こっちよッ」

　誘ってくれた看護師が席を空けて呼ぶ。そばへいって花束を「主任さんに」と言って渡し、封筒を差し出す。

「少なくてすみません、まだあんまり沢山使えないんです」

　小声で付け足した。ＭＲは接待費としてある程度、上司の許可を得なくても使える額が認められていたが、まだ入社三年目ではあまり高額は出せないのだ。そのかわり、花束は自腹だった。

「いいのよォ、それよりお花なんて、さすがァ、気がきくわァ」

　主任の所へ持って行くので、目をやると、なんと柴田と副医局長の大月、あと数人の第２外科の医者がいた。そう言えば三病棟の患者はほとんど第２外科なのだから、当たり前だった。

（ゲーッ）

　もう遅い。柴田は恐ろしい眼つきでこちらを睨んでいる。メスを持っていたら、投げ付けてきたかもしれないと、江森はゾッとした。

（なんだい、浩司さんだってッ、大事な会とかいっちゃってさッ、看護師さんのパーティだったんじゃないかッ）

　そう思うと怖くない。無視して、言われた席に座った。

「とりあえず、ビールね」と言って注いでくれるので、「あ、いえ、僕が接待役ですから」と、周り中に注いだ。

「やっぱ、気が利くわぁ」

「若い男の子に注いでもらうとビールの旨さが違うわ」

　ベテランの看護師たちは一気にアゲアゲとなる。

「…………で」

　乾杯のあと、こっそりと江森は尋ねる。

「柴田センセのファンクラブって？」

　あまりの直裁な切り込み方で、ど真ん中高め打ちごろホームランコースだ。みんなもう、笑いを堪えるのに必死だ。

「あたし、会員！」

「あたしも！」

　五、六人が次から次へと手を挙げるので、また（ゲーッ）と仰け反った。

「な、なんでそんな、人気あるんですか？」と言うと、

「えーっ、だって綺麗じゃん」

「あたしたちにえばらないし」

「ナイーブだし」

「ネクラなとこ母性本能、くすぐるしねッ」

　口々に言う。とどめに、中でもお雛様のような可愛い顔をした若い看護師が、けろっとして、「それにホモだから」と付け加えた。

「え？　ええっ？」

　江森はむせそうになった。

「だって、女には興味がないって、せまった子に言ったのよッ」

「しかもミスナースってぐらい可愛い子に！」

「そしたらそうってことでしょ？」

「納得よねーッ、あの顔はその手の顔だもん」

　口々に相槌を打つ。

「なんでホモだといいんです？」

　不審そうに江森が尋ねると「だってさー、誰も抜けがけできないでしょ、だから安心してかまえるってわけよォ」

　江森の頭には理解不能だった。女の考えることは分からない。

「それにねー、柴田センセって、性格、むずかしそーじゃん？　付き合うには面倒だから、見てるだけでいいのよ」

　鋭い観察力であった。女はこういう所が長けているのである。

「ファンクラブの会長って誰です？」

　斜め前の病棟ナース長が、表情を変えずに手を挙げた。

「え？　ええっ？」

　病棟ナース長の近藤は四十代初めで、離婚後看護学校に入学し、資格を取ったというしっかり者だ。責任感が強くさっぱりとした性格で、若い看護師達からは「おねーさま」と頼りにされている。１６８㎝と背が高く、痩せぎすで、長い髪をひっつめて後ろに束ね、顔は頬骨が高く顎もがっしりと角張って男性的な風貌だ。が、その実は夢見る文学少女がそのまま成長したといった所で、特にミステリーを好み、夜勤の時も暇があると「ナントカ殺人事件」といった本を読んでいる。ばかりか、気前よく患者にも本を貸してやっていた。

　しかし、トマス・ハリスという作家のサイコスリラー『羊たちの沈黙』が流行った時は、主人公の殺人鬼、精神科医のレクター博士の真似をする『レクター博士ごっこ』なるものを、暇をこいている患者とやったりしていたので、他科の、特に精神科の医師から苦情が出た。副医局長の大月は仕方なく、「外科病棟なんだから、頼むからスプラッターとホラーは貸さないでくれ」と釘を刺したのである。最近は女流ベストセラー作家のミステリーにすっかりハマっており、その作中に妙にホモっぽい男が出て来たりするものだから、ホモへの興味が目覚めたのだ。柴田のファンクラブ結成の際には、即、会長に立候補したという訳であった。

　近藤ナース長の鋭い視線に、江森は心臓の鼓動が早くなってくるのを感じた。他の子たちも、

「なんでそんなに、柴田センセのこと、聞きたがるのォ？」

「ひょっとして気があるんじゃない？」

と、囃し立てる。

「ち、違いますよォ」と言いながら、ナース長のコップにビールを注ごうとしたが、震えて少しテーブルにこぼしてしまった。

「ワッ、すみませんっ！」

　すると、何もかも知っているゾという顔をされた。ミステリーマニアのナース長の眼をごまかすことが、自分に出来るとは思えない…………江森は冷汗が出て来た。

　一方、部屋の反対側で江森を睨みつけている柴田の方は、内心腹わたが沸騰しそうであった。

　江森が入って来た途端、看護師達が一斉に振り返り、ワァッと華やいだのに気づいている。

（なぜ、こんな所に……）

　無論、その原因が自分にあるとはまさか想像だに出来ない。

（さっき、会った時は、なんにも言わなかったのに！）

　大勢の女性に囲まれた姿を遠くに見ると、体格の良いハンサムぶりがひときわ目立ち、ブルーグレイのスーツに花束を持った姿も似合っていて、自分の恋人のようには思えない。しかも江森は確かにこちらをちらりと見たのに、気付かない振りをした。病院では柴田もそういう時があるのに、すっかり棚に上げて、頭に来ている。

　隣にいる大月が、江森の周りに若い看護師が群がっているのを見て、わざわざ太縁の眼鏡をかけなおし「江森君はハンサムだし、かっこいいから、もてるよな」と羨ましそうに言ったりするので、なおさら火に油である。大月は三十代後半だったが、すでに腹も出つつあり、生え際もやや後退気味で、自分では気にしていた。若い子達の方はまったく大月のことは眼に入っていないので、かわいそうに気にも留めていなかったのだが。

　キャッキャッという嬌声が時折あがり、江森は顔を赤くしてニコニコしている。

（くそ……あいつはもともと、女が好きだったんだよな……）

　そう、自分は男にしか欲情しないが、江森の奴は……本当は女の方が好きなのかもしれない……。

　ガッと目の前のグラスを掴み、ぐいと煽ると、叩きつけるようにテーブルに置いた。

「ワッ、な、なんだ？」

　大月はビクッとして横の柴田を覗き込む。いつものきつい眼はほとんど三白眼になっていて、まるで親の敵を見付けたといった顔である。

「せ、接待とかが嫌いなのは分かるが、こっちが呼んだんじゃないんだから、看護師達が呼んだんだから」

　大月は勘違いして急いで宥める。いつもは大人しいのだが、結構短気なところもあり、切れる時は早いと知っていた。だが柴田は大月のフォローを無視し「俺、帰ります」と言うと、脇に置いてあったジャケットを鷲掴みにして立ち上がり、戸口のほうへ歩いて行く。

　江森のそばを通り過ぎる時は、『覚えていろよ』といった視線を投げ掛けた。

（え、えッ！）

　あまりの柴田の怒りの表情に、江森は驚愕した。

　あんな怖い顔は初めてだ……。

　江森は江森で、まさか柴田が焼き餅を自分に妬くなど考えたこともなかったので、なぜ怒られるのかが分からない。すると、大月がやって来て「おい、江森君、行って謝ってこいッ」と言う。

「え？」

「なんか、ほら、あいつ、ＭＲの接待とか受けんの、いやがるだろ？　どーもそれで……」

　大月の誤解も甚だしかったが、タイミングは抜群だった。何がなんだか分からないうちに江森は周りに追い立てられてしまった。

　看護師たちも「早く！」とはやし立てる。

　江森が柴田を追い掛けていったあと、看護師達はいっせいにナース長の方を振り向いた。ナース長は確信に満ちた笑みを浮かべ、『出来てる』とＶサインを出す。

「やっぱり！」

「そーだろーとは思ったけどさー」

「ナース長の眼はごまかせないわよねー」

　口々に言い合った。







　江森が急いで階段を昇って戸口に立ち、左右を見回すと、足の早い柴田はだいぶ遠ざかっている。

「センセーッ、待ってくださーい」

　大声を出して走るので、柴田も仕方なく立ち止まった。

「たくもーッ、恥ずかしいから大声出すんじゃねーよ！」

　思いっきり、江森を睨む。

「センセッ、あー良かった」

　やっと追い付いてホッとしていると、柴田が暗い顔でこちらを見ている。

「え？」

「……へらへら笑いやがってよォッ」

　次第に柴田は胸がむかむかとしてきた。両の拳を握り締める。

「なんだよッ、あの顔はッ」

「え？　え？」

「なーにが、『今日、行っていい？』だよ！　女と会ったあとで、俺んとこ、来る気だったわけかッ」

　なぜ柴田がこんなに怒鳴るのか、江森は訳が分からない。

「ちっ、違いますよォ、先生に会ったあのあと、誘われたんですよォ」

「……ほーほー、そーか、俺が駄目なら女ってわけなのか？　断られたら即、次か？」

　冷たい眼で睨む。

「お前は女の方がいーんじゃねーかッ、ホントはよッ」

　顔が真っ赤になって来た。エンジンの回転数が上がってきて、もうレッドゾーン一歩手前である。

「だいたい、営業なんて口がうまいんだからッ、どころかッ、花なんて持ってきやがってよッ、俺にくれたためしがあるかッ」

「え、ええッ、浩司さん、花、欲しいんですか？」

「馬鹿ッ、俺は欲しくないッ、けど、何も女にやるこたねーだろッ」

　ここまで来てやっと、どうも柴田が焼き餅を妬いているらしいというのが分かってきた。

「浩司さん、もしかして、妬いてんの？」

「ンなわけ、ねーだろッ、この間抜け！　俺がなんで妬くんだッ」

　しかし、図星を刺され、動揺して視線をそらしてしまう。

（浩司さんが妬いてくれるなんて）

　江森は怒鳴られながらも嬉しくなってきた。

（初めてだ……いっつも僕ばっかり妬いてるけど、浩司さんも……）

　手を伸ばして肩を掴み、引き寄せた。

「馬鹿ッ、なに、すんだよッ、こんなとこでッ」

　じたばた暴れるのを無理矢理ぎゅっと抱き締める。

「ウ……」

　江森に抱き締められると何だか力が抜けてしまうのだ……。暖かな胸の中で、柴田は大人しく身体を江森に預ける。が、まだ怒りは完全には収まらない。胸に顔を埋めながら、文句を言う。

「バカヤローッ、へらへら女に笑いかけんじゃねーよッ」

「はいはい」

「俺以外の奴と、親しく口をきくなッ」

　営業マンとしてそれは無理な注文であったが「分かりました」と答える。

「約束しろッ」

「はいっ」

　ようやく怒りが収まって来た。が、まだ不満げに「大体、なんであんなとこに、誘われて来たんだよッ」と言う。

「だって、もとは浩司さんのせいなんですよ？」

「……なんだってェ？」

　声に凄みが増し、また怒らせそうになったので、江森は焦った。

「看護師さん達がッ、柴田センセは人気があって、ファンクラブもある、なんて言うんですよォ？　気になっちゃって……来たら、教えてくれるってゆったから」

　柴田は呆れ顔で、江森を見上げた。

「バーカ、オメーは単純だから、からかわれたんだよッ、ンなわけ、ねーだろッ、俺はネクラで嫌われもんだっつーの」

　きっぱり言うので、江森は混乱して来た。

「……そ、そォかなァ、そうは思えないんだけど」

「そーだよッ！」

　江森は心配そうな顔で、柴田を見詰める。

「けど看護師さん達って、いっつもそばにいるじゃないですか。浩司さんを盗られたら大変だもの」

　柴田はむっとして言い返した。

「俺はッ、何度言わせるんだよッ、女には欲情しないのッ」

「そォですかァ？」

　江森もつい疑わしそうな口調になる。

「そーなんだよッ、お前だけッ、お前だけだッ、俺が欲しーのはッ」

　手を背中に廻し、しがみついて来た。通りすがりの人が疑惑の眼で見て行くので、口付けはぐっと我慢したが、もう江森は今日このまま帰る気にはなれなかった。

「行っていい？　今夜」

「……ウ」

「ね？」

　…………今日、やったからって、明日やっちゃいけないってことはないよナ、と柴田は考えた。

「……うん」

　顔を上げると、「でもまだ早いから、どっかで飲んでいこう」と言う。実のところ、江森は今すぐマンションに行ってやりたかったが、『それじゃーあんまり性欲小僧だよな』と思い、同意した。

「……俺の行きつけの店が近くにあるんだ」
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　二人は連れだって駅の繁華街に近付いた。肩は組めなかったが、江森はそっと指を柴田の指に絡ませる。大柄な身体の陰で見えないと安心したのか、柴田も振り払わずに、応えて力を込めるので、江森は幸せで胸が一杯になった。そばを横切る恋人同士のイチャつきも、今夜は羨ましくない。

（看護師さんのパーティに出たぐらいで、あんなに焼きもちを妬いて怒っちゃうなんて、そんなに僕のことを好きになってくれてたんだ）

　どこからともなく漂ってくる花の甘い香りも、繁華街のネオンの輝きも、なんだか今夜は特別に二人の為だけにあるようだ……。

（僕の大事な人を見て！）

　江森は得意げに辺りを見回す。世界中の人間に、柴田を自慢したかった。

　Ｊ医大のあるこの街は、新宿より私鉄で三十分程の距離なので、住宅地として早くから開発されており、最近、駅前には洒落たビルが立ち並ぶようになっていた。しかし一歩入ると、昔からの小さな雑居ビルが多い。

　目的の店はそちらのほうで、飲屋の看板が縦にずらりと並んだビルの一階にあった。

　先程の店よりはだいぶ落ち着いた感じの英国風パブだ。チューダー朝風の木張りの作りだが、壁にはビートルズの写真に加えて、デヴィッド・ボウイやローリングストーンズなどのポスターも貼ってある。

　木製の扉付近には、緑の葉の生い茂る観葉植物の鉢が飾られている。店内にもたくさんの鉢が、テーブルの間に仕切りとして置かれていた。

　中へ入ると柴田はカウンターの中の小太りのマスターに「ボトル出して」と声をかける。

「やあ、先生、お久し振り」

　確かに行き付けの店らしかった。

「待ち合わせ？」とマスターが言う。

「え？」

　柴田が怪訝な顔をすると、アイスピックで氷を割りながら「お友達、来てますよ」と顎で指す。

「……相沢」

　柴田の身体が一瞬、緊張した。

（えッ）

　江森が目を凝らすと、隅の暗がりで一人で飲んでいる若い男が目に入った。柔らかそうな髪を真ん中で分け、細いメタルフレームの眼鏡をかけている。すらりとした長身にラフなブルーデニムのブレザーを引っ掛け、レンガ色のポロシャツを中に着て、白いコードレーンのパンツにローファーといったカジュアルな服装だ。

（相沢センセ……）

　結婚式で見掛けて以来だった。相沢和彦と橋爪薫の幸せそうなツーショットを柴田が泣きそうな顔をして見詰めていたことが、江森の目の前に蘇る。隣に立ちすくむ柴田の表情が苦しそうに歪み、息遣いが荒くなったのが分かった。押え切れないほどの思慕が柴田の身体から溢れ出して行くように江森には思えた。捕まえていないと相沢に取られてしまうのではと、江森は思わず手を伸ばしかけたが、寸前で堪える。が、張り詰めた緊張に耐えられず、「浩司さん」と声をかけると、男がこちらに気付いた。

「柴田」

　意志の強そうな太い眉をひそめ、整った面長の顔をこちらにむけた。しかしなんとなく、元気がない。いつもは優しい眼鏡の奥の瞳も、酒のせいか、鈍く淀んでいる。真ん中分けの髪もくしゃくしゃで撥ねていた。

「……相沢」

　柴田はふらふらと引き寄せられるようにそばへ行く。江森は心配になって、すぐ後へ続いた。

　相沢はだるそうにこちらを見上げた。柴田の顔をしばらく見ていたが、ふいと視線をそらす。目の前のウィスキーのボトルを持ち上げ、投げやりな態度で酒を自分のグラスに注いだ。

「……一人なのか？」

　柴田は尋ねる。

「ああ」

「薫ちゃんは？」

　その言葉に、相沢はきっと鋭い視線をこちらへ投げかける。が、また手の中のグラスに眼を戻した。

（え？）

　なにやら言葉に表せない不穏な空気が漂うのが江森には感じられた。が、漠然とした不安を抱えながらも、棒のように傍に立っていることしか出来なかった。

　相沢はグラスを傾けながら言う。

「ああ、薫、妊娠したんだ、酒は控えてる」

　柴田の顔色が変わった。

「……赤ちゃん、出来たのか」

　相沢が視線を合わさずに、「ああ、僕はまだ早いって言ったんだけど、あいつは欲しがってる」と浮かない声で付け足す。

　すると柴田は「もう二十八なんだから、薫ちゃんにとっては、早すぎるってことはないぜ！」と強い口調で言った。そして相沢の横顔を睨む。胸の中には、一言では言い尽くせない様々な想いが渦巻いていた。

「赤ちゃんが出来た」という事実は、あまりにも強い衝撃だった。

（当たり前だ、だって結婚したんだもの）

　でもそれは、二人は本当の意味で夫婦になったということなのだ。

（家族ってそうだもの）

　その一方で相沢が子供を望んでいないという告白は、柴田の心の一番奥にある傷口を押し開いていた。

　……薫は自分にとって、妹のような女性だった……相沢を奪われたとは言え、薫が悲しむ姿は見たくない。なのに……。

（相沢が赤ちゃんを欲しがらないなんて……父親が望まない子供なんて、俺みたいじゃないかッ！）

　柴田は胸が締め付けられるように苦しくなって来る。

「なんで、そんなこと、言うんだよッ」と厳しい声で尋ねる。

　すると相沢はぽつりと答えた。

「僕はまだ、父親になる自信、ないんだ」

「ええッ！」

　柴田は大声を出した。

（いつも優しくて自信に満ちている相沢がそんなこと言うなんて……なんで）

「どーゆーことだよッ、それッ、結婚して家庭を持つって、そーゆーことだろッ」

　自分には決して手に入らないものを手に入れたんじゃないか……怒りがこみあげてきた。

「父親どころか、薫を本当に幸せにしてやれるかどうかだって、怪しいものさ」

　相沢は自嘲気味に言うと、またグラスに口を付ける。アッと江森が止める間もなく、柴田は相沢のグラスを弾き飛ばしていた。

「なっ、何するんだッ」

　グラスの割れる音と、相沢の叫びが店に響いた。客達が何事かとこちらを見ている。椅子から腰を浮かしている者もいた。マスターはいつも仲良く飲んでいる二人だったので、『いったいぜんたい、どーしたんだッ』という顔をした。

「浩司さんッ」

　江森が声をかけたが、柴田はぐいと一歩前に出て、「どーゆー意味だッ、薫ちゃんを幸せにするッて、お前、誓ったろッ、俺にッ」と叫んだ。

「人の心は変わるってことじゃないか？　お前の方こそッ」

　柴田の顔からさっと血の気が引いた。

（心は変わる………）

　相沢の言葉が、胸の奥へと突き刺さる。

（俺だって……）

　ぎゅっと眼を瞑り、拳を握り締めた。

　相沢はそんな柴田の姿を見て、更に顔色を青ざめさせる。

「お前だって、そうだろうッ」

　相沢の言うことに江森は何か感じるものがあったが、もう考えをまとめる余裕はなかった。

「テメーッ、そんな変わり易いなら、そもそも、誰だって幸せになんか、できねーよッ」

　柴田はいきなり相沢に殴り掛かった。

「ワーッ、浩司さんッ、駄目だッ」

　江森の伸ばした手は一瞬遅く、二人はテーブルと椅子をひっくり返しながら倒れ込む。ついでにそばの観葉植物の鉢も、隣のテーブルの客に倒れかかった。

「やめろッ、外でやれッ、外でッ」

　隣の客も掴み掛かる。マスターが飛んで来た。

「ルセーッ」

　柴田は相手かまわず殴りつけた。ケンカ慣れしていないので大した威力はないが、まるで野良猫が猫捕りにかかって暴れているようである。これはもう、元凶の柴田を押えなければどうにもならないと江森は悟った。

　スーツの上着を脱ぐと、でかい身体を生かして中へ割って入り、一人一人引きはがすと、柴田の頭から上着をかぶせ、体重をかけて床に引き倒し押え込んだ。ギューギュー押えると、苦しがって暴れたが、次第に大人しくなってきた。そのあいだ中、周りから蹴りを入れられたが、江森が身体で庇ってやった。

　やっと静かになった柴田を抱えると、「すみません」を連発する。自腹を切って弁償し、警察を呼ぶことは堪忍してもらった。唖然としている相沢に「お先に」と声をかけ、上着でくるんだまま、柴田を連れ出す。

　柴田は上着の中で身体を固くしている。相沢の傍を擦り抜ける時、震えるのが布を通して感じられた。

　店の外へ出ると、江森は被せていた上着をずらし、肩にかけてやる。見ると、柴田は唇を白くさせ、細かく震えていた。

「浩司さん……」

　抱き寄せると、柴田はまた身体を強ばらせる。

（どうして相沢センセに殴り掛かったんだろう）

　結構短気で切れるときは早いと知っていたが、まさか相沢に殴り掛かるなんて、江森の予想を超えていた。

　江森は震えている柴田に心配そうに眼を注ぎながら、車道へと飛び出し、手を挙げた。

　幸いまだ宵の口で、すぐに一台のタクシーが空車のランプを倒し、ハザードを点滅させ、スピードを落とす。

「浩司さん、早く！」

　柴田を押し込むと、江森は自分も急いで後から乗り込んで、マンションの住所を告げた。

　柴田はリヤシートに深く腰をかけ、肩に掛かった上着の襟を両手でぎゅっと握っている。

「寒いの、浩司さん？」

　江森は熱を与えようと、にじり寄る。すると柴田はびくりと身体を震わせ、シートの端へと移動した。

「え？」

　拒否のサインに江森は思わず肩に手をかける。今度ははっきりと江森の手を振り払い、柴田は逃げるかのように、扉に身体を押し付けた。そのまま窓の外を見ている。

「え……！」

　こちらへ無理やり引き寄せようと思ったが、ルームミラーの中の運転手と視線が合ってしまった。ミラーに運転手の顔が映っているということは、こちらの様子も見えているということなのだ。男と女でも、今の様子は痴話喧嘩に見えてぶざまだが、男同士ならなおのこと変に思われてしまう。江森はぐっと堪え、膝の上で拳を握り締めた。

　窓ガラスに頬を押し付けている柴田に、運転手は「気分悪いなら、窓を開けてもよろしいですよ」と声をかける。

「飲み過ぎですか？」

　柴田が黙っているので、江森は替わりに「ええ、ちょっと」と答えた。

「すぐ、着きますから」

　吐かれてはかなわんと、運転手はスピードを上げる。

　薄暗い車内を赤や青や黄色の光の矢が通り過ぎてゆく。柴田はさっきから硬い表情で、外の景色を睨みつけている。尖った鼻梁から暗い影が頬に落ち、光の雨が額や髪に降り注ぐ。車窓のフレームの中、光と影が目まぐるしく交錯し、柴田の横顔を幻想的に浮かび上がらせる。江森は美しさに見とれながらも、冷たい拒絶の気配に声をかけられないでいた。

　初めて出会った頃のような孤独の影を感じ、江森は不安になる。

（まるで、内緒で相沢先生のことを想ってた頃みたいだ……）

　いや、本当は今も想っているんじゃないのか。思い当たって心臓がびくりと飛び跳ねる。

（でなきゃあ、あんなこと……）








　マンションに着いてタクシーの外へ出ると、柴田はぐったりして肩を貸さないと歩けなくなっていた。

「大丈夫、浩司さん！」

　江森は苦しそうに呻く柴田を支え、部屋へと向かった。　

　部屋に入ると柴田は暗い声で「……吐く」と言う。

　バスルームで背中をさすってやっても、たいして食べていなかったのか、ほとんど何も出ない。苦しむ柴田を抱きかかえ、江森の方が泣きそうになってきた。もうどうしていいか、分からない。さっきまではあんなに柴田と二人で幸福だったのに。何もかも、相沢に会ったおかげだ。

　相沢が二人の間に割り込んできたのだ。

　服を脱がせ、ベッドに寝かせて良く見ると、右眼はアオタンになっているし、顔も掻き傷だらけだ。身体中を調べたが、右腕にガラスか何かで切ったらしい小さな切傷が一つ、少し出血していて、あとは痣だけだった。柴田は顔を強張らせ、救急箱を取ってきて手当してやっても何も言わない。

「浩司さん」

　呼び掛けてみるが、眼を伏せるだけだった。手当が終わると、毛布を頭から被って向こうを向く。全身で江森を拒絶していた。

「浩司さんッ」

　声を荒げ、肩に手をかけてこっちを向かせる。掴み掛かるようにして、唇を奪った。

「ウウッ、やだッ」

　力いっぱい、突き放された。カッとなって、手首を掴み枕に押し付ける。

「相沢センセに会ったから、僕に触られるのがやなの？」

　こんなことが言いたいんじゃない！　でも……。

　自分でも情けないことに、声が震えるのが分かった。どす黒い嫉妬が腹の底でぐるぐると渦を巻く。

「あんなに僕のが欲しいって、言ってたくせに！」

　どんなにもう、江森のじゃなきゃ駄目だと身体に言わせても、心は相沢を求めてるんだ……！嫉妬と不安が江森を打ちのめす。江森の異様な雰囲気に、柴田は驚いて眼を見開いた。

「僕はどーせ替わりだもんね」

　これ以上、醜いことを言いたくなかったのに……言ってしまう。

「いいんだ、替わりでも、僕」

　ぐいと柴田のズボンのベルトを引き抜き、

「浩司さんが抱ければ、それでいい」

　ジッパーを降ろした。

「やだッ」

　柴田が大声を出す。

「俺はやだッ」

　抱かれるのが嫌と言ったのかと思った江森は、頭に血が上って来た。

「どーしても抱くッ」

　柴田の両手首を掴む。

「……え……えッ」

　大きな手が鉄の輪のように、柴田の手首を締め付ける。江森の顔には思い詰めた表情があり、瞳には欲望が満ちていた。熱い息遣いと全身から発散させるオスの香りに、初めて身体を重ねた時の荒々しい行為が記憶の底から蘇り、柴田は身体を竦ませて江森を見上げた。

　柴田の眼に恐怖の色があったことが、江森の怒りに拍車をかけてしまった。

（僕が怖いなんてッ）

　激しく挑みかかる。両手首をまとめて枕を上からかぶせ、押えた。下着ごと、ズボンを一気に引きずり下ろす。上にのしかかり、片膝をみぞおちにのせて体重をかける。

「く、苦しいッ」

　呻くのもかまわず、膝で押さえ付け、片手で自分のジッパーを下ろし、中から猛ったモノを掴み出した。自分のモノが柴田を傷付ける凶器になるのかと思ったが、かまわず腰を抱き上げ両肩に足をかつぐようにすると、引き裂くように侵入する。

「ウ……アアアッ」

　悲鳴に近い声があがったが、続けて中へ進む。強い抵抗に全身の力をかけた。

「ウ……グッ……ウウッ」

　柴田が痛みに痙攣するのがわかったが、さらに力を込め、根元まで捻じ込む。

「やだッ、やめろッ、苦しいッ」

　呻く声に耳をふさいで激しく腰を打ち付けた。どうしても止められなかった…………こんなに愛しているのにどうして……。

「浩司さんッ、愛してるんだッ」

　叫びながら犯し続けた。







　どれ程の時間がたったか分からない。

　江森は疲れ果てて、柴田の身体の上で眠り込んでいた。冷たい感触にハッと気付くと、冷えきった柴田の手足が触れているのだった。

「ア、アアッ」

　急いで跳び起きる。周囲を見回し、真っ青になった。

　惨憺たる有り様だった。毛布は乱れ枕はスッ飛んでいる。シーツには血が点々とついていた。柴田は全裸でぐったりと横たわっていて、身体は痣だらけだった。喧嘩の痣か、自分がつけたものか、わからない。

　自分の方は、ワイシャツとズボンを着たままで、まるで強姦魔だ。ショックだったのは、柴田が一度も喜びを感じなかったことだ。

（サイテーなこと、しちゃった…………）

　いくらやってから後悔するたちとはいえ、嫉妬がこれ程、自分の心を苛んでいるとは思わなかった。

　バスルームへ飛んで行って、熱い湯にタオルを浸し、持って来て柴田の全身を拭う。

「……あ」

　しばらく手足を擦っていると、柴田は気が付いて呻き声をあげた。が、まだ瞼は堅く閉じられたままだ。

　サイボードからブランデーを取ってくると、瓶からあおり、口移しで少しずつ流し込む。

「……ん……あ」

　僅かに眼が明けられた。

「ごめん、許して」

　江森が言うと、何も言わずに手が差し延べられ、江森の首にまとわりつく。驚いたことに、引き寄せようとする。顔を近付けると、

「……俺……違うんだ」

「え？」

「……やだって言ったのは……違うんだ……」

　何か必死で言おうとしている。うまく言えなくて、もどかしげにしていたが、そのうち諦めて力なく眼をつぶった。その様子が痛ましく、江森は泣き出しそうになった。

　取り返しのつかないことをした……。

　シーツを取り替え、冷えきった身体にパジャマを着せてやると、毛布にくるむ。サイドテーブルの上に昼間作ったばかりの合鍵を置いた。

（もう、浩司さんの恋人でいる資格、ないんだ、僕）

　破れた心のまま、マンションを出た。

　夜は更けてとうに月は地平線の下に沈んでいる。

　江森はとぼとぼと歩き続けた。







　寮に帰りつくと、もう二時だった。汗ばんだシャツを脱ぎ捨てる。自分の犯した獣の行為の匂いが染み付いているようで、ゴミ袋に押し込んだ。

　ユニットバスへ行き、シャワーを浴びる。ふと、洗面台の小さな鏡に、目のギラギラした暗い顔の男が映っていることに気付いた。自分の顔なのだ。

（これが……）

　こんな醜い顔をして、自分は柴田を抱いたのだ。タオルを腰に巻き付けて、せまいワンルームにもどるとベッドに横たわる。

　自分のしたことを思い出すとゾッとする。自分にあんなドス黒い感情があるとは今の今まで、知らなかった。しかも悪いことをしたという気持ちの裏に、まだフツフツと煮えたぎる怒りがある。やり場のない怒りだけに、消えることがないのだ。

　柴田が相沢を愛していたのはわかりきったことだった。それを承知で、自分は柴田を愛するようになったのに。初めて柴田を抱いた時、自分で言ったのだ、「相沢センセの代わりになりたい」って。

　それではもう満足できない。柴田には自分を誰かの代わりではなく、江森そのものを好きになってもらいたい。そして、自分だけを。

　さっき相沢に会った時、柴田は吸い寄せられるように歩いていった。相沢が「来い」と言ったら、柴田は行ってしまうだろう……どんなに江森が止めても。江森はセカンド、ファーストではないのだ。

（でも、それとレイプとは、全然別次元じゃないか！）

　江森は愕然とした。愛していようがいまいが、一番とか二番とか関係無く、ひどいことはひどいことなんだ。

　そもそも初めての時も、無理やり抱いたようなものだった。柴田は男とやるのはその時が初めてだったから、あんなもんかも知れないと思ったろうけど、あの時も自分は夢中になって、長いこと犯したのだ。涙の滲んで上気した顔が色っぽくて、ますます興奮して止まらなくなった。

「それって、異常なんじゃないか」

　しまいには柴田はぐったりして、江森はやり殺したのかと青くなった。二度目はまァ、合意の上だったけど……。

　三度目は自分のせいで江森の手が動かなくなったと後悔しているのに付け込んで、脅迫まがいに散々いじめながら抱いた。今度は恥ずかしがったので、またまた興奮して行為を続けた。

「ああッ、僕ってサイテー、ケダモノだよ〜」

　江森は頭を抱えた。柴田はまだあまり経験がなかったから、それをいいことに江森は自分の欲望を優先させていたのだ。

　ガールフレンドに不自由しなかった江森は、経験だけは積んでいた。執着のない恋人だったので、お互いの欲望を解消するだけといった希薄な関係がほとんどだった。柴田の携帯電話へのコールだけを頼りに出番を待っている自分は、単なる欲望の処理だけかと少し傷付いていたが、何のことはない、自分がかつて恋人達に対してそうだったのだ……自覚には乏しかったが。

　それを棚に上げて柴田を責めるとは、見当違いも甚だしかった。

　柴田は相沢と身体の関係はなかった。それでもまだ一番愛しているということは、相沢がいかに柴田の心を大切にしていたかという証拠だ。

　振り返ってみれば、自分が柴田に与えたのは身体だけだったのかも知れない。今まで自分が女達に対してそうだったように。

（僕ってサイテーだったんだ）

（こんなことじゃ、浩司さんが僕のことを一番好きになるわけがないじゃないか）

　柴田が傷付き易くて寂しがりやだと分かってから、もっと優しくしようと誓ったのに。これでは身体だけが目的と思われても仕方がない。それに加えて、

（僕、ひどいこと、言った）

「浩司さんが抱ければそれでいい」

　そう言ってしまった。

　こんなことを付き合っている女性にもし言ったとしたら、しばかれるだけではすまないと思い当たり、江森は背筋が冷たくなった。

（というか、浩司さんが男性だからいいとかそういう問題じゃないじゃないか）

（ええと、そうじゃなくって）

　論旨がずれてきて江森は自分の頭を殴りつける。

（違うんだ！）

　そういうことじゃなくて、身体だけじゃだめなんだ。本当に欲しいのは、柴田の心なのだ。柴田の心を自分一人のものにしたいのだ。柴田にとって、唯一無二の存在になりたい、誰かの代わりではなく。柴田の心さえ自分のものになれば、あとは何もいらない。ちょっと身体も欲しいけど、我慢してもいい。

（いくら抱いても、浩司さんが相沢先生のことを一番好きなのは、やっぱりいやだ！）

　……今、分かった……無理して我慢していただけなのだ、二番でもいいなんて。

　でも、もう遅い。あんなひどいことをしたあげく、相沢センセより好きになってくれなんて、虫が良すぎる。

　涙がこぼれた。

「遅すぎるよ……いっつも、やってから後悔、すんだよな、僕」

　でも、やり直したい。どんなことをしてでも、許して欲しかった。

「浩司さん……」

　ベッドにうつぶせになって、枕に顔を埋めた。

　目をつぶると、柴田の色々な表情が浮かんで来る、柴田は自分より大分背が低いので、思い出す顔はいつもこちらを見上げている。ちょっと、寂しそうだったり、甘えた顔だったり、拗ねたような顔だったり……いつも江森のことを全身で求めていた。江森にもそれは良く分かっていたのに……その手を振り払うようなことをしたのだ。

　失いたくない……でももう駄目かもしれない……きっと柴田は二度とコールしてこないだろう……。

「いやだッ、そんなの！」

　跳び起きて枕を抱えた。自分の身勝手さは十分わかっていたが、そんなことにはかまっていられなかった。

　明日、病院へ行ったら、２外の医局と三病棟を回って柴田を探そう。どうしても会って、謝ろう。どんなことをしても許してもらおうと思った。

（また会ってくれるなら、どんなことでもする！）

　一番好きになってもらうために、絶対努力しようと心に誓った。
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　次の日、病棟で柴田に会った近藤ナース長は腰を抜かす程驚いた。柴田の顔色は悪く、右眼のまわりには青黄色い痣がある。手や顔は掻き傷だらけだ。しかも、ふらふらして何を聞いても、上の空である。

（あのあと、江森に強姦されたんでは）

　昼近くにはぐったりとナースステーションの机につき、カルテを広げたまま何やら虚ろな眼をしている。とても放ってはおけず、ちょうど指導医も学会出張のことだしと、近付いて「先生、もう帰りなさい」と言ってやった。よくわからないという顔をしているので、「そんな状態で勤務していても、返ってみんなに迷惑がかかるだけですよ」と、はっきり言い渡す。

「……そうだな」

　珍しく従順に頷き、病棟から帰っていった。

　見ていた看護師達が寄って来て、

「まさか、別れることにしたんでは」

「夫婦喧嘩にしちゃ、深刻そうでしたよね」

と口々に言う。

「うーん……ホモの世界は奥が深いのかもね」

　ミステリー小説よりミステリアスだ。ナース長は『これはいいものを見付けた』と思った。







　江森も暗い顔で昼過ぎ、病院に着いた。朝から柴田を探したかったが、外の病院で頼まれたことがあり、どうしても外せなかったのだった。しかし例え捜し出して会ったとしても、何と言って謝ったら良いか分からない。

　いきなり土下座をするわけにもいかないし、よっぽど、昨日言われたことを思い出し、でかい花束でも抱えてこようかと思ったくらいだった。が、なんぼなんでも医局や病棟で柴田に花を手渡す訳にもいかなかった。

　いつも女の方から求められていた江森は、実はパートナーの機嫌の取り方をあまり良く知らなかった。そう言えば、下手なことをして、しょっちゅう、浩司さんに怒鳴られていたっけ…………江森は考えた。今まで女性の方から離れていったのは、ここに原因があったのかもしれなかった。

　虚ろな眼で柴田の姿を求めながら、三病棟を歩いていると「富士製薬さんッ」ときっぱりした声が聞こえる。振り向くと、三病棟の近藤ナース長だった。じろじろと上から下まで眺め回され、赤くなる。まるで警官の職務質問に会ったようである。

「あの、ですね」

　ナース長は腕組みをしながら言う。

「はァ」

「柴田先生ンとこ、行って様子見てやった方が、いいですよ？」

　意味ありげな口調だ。

「ええっ？」

「あなた、知らないんですか？　もう今日会ったら、痣とかついて、ぐったりしてるんで、私、強姦でもされちゃったのかと思いました」

（すッ、するどいッ）

　あなたの推理はあたっている、とは言えなかった。ますます赤くなって俯いた。

「まあとにかく、あの調子じゃー、お見舞い、行った方が宜しいかと思います。以上」

　そう言うと、踵を返して去って行く。

（ええッ？　そんなに具合悪いんだ？）

　まさか早退しているとは思わなかったので、驚いてナース長が足早に去って行くのを追った。

「どっ、どこに行けばいいんですか？」

　後ろから声をかけると、再び立ち止まり、振り向く。何を言っとるかという顔をされた。

「柴田先生のマンションです。どこかは、よっく、ご存じでしょ？」

「はい」

　反射的に肯定してしまった。やっぱり、という顔で肯かれ、「早退、私がさせましたから」と言った。

「早く、行った方が、宜しいですよ、あの調子じゃあ」

「そ、そんなに具合、悪そうでしたか？」

　江森は今度は真っ青になる。

（こいつ……少しトロいな）

　ナース長は思った。

「あの、ですね。私の別れた夫はマザコンでした」

「え、ええッ？」

　また腕を組みながら眺め回した。

「柴田センセは、ファザコンのブラコンです。私の推理では」

「は、はァ」

「あんたがしっかりしてくれないと、困りますね」

　厳しい眼で睨む。このボーッとした能天気な男は少し苦しんだ方がいい。ナース長は江森の反応を見ながら考えていた。

（ホントにどこがいいんですかねえ？）

　完璧に自分の好みではない。どうでもいいことだが。それでも柴田のことは気に入っているので、釘を刺しておく。

「まァ、帰るとき見た感じでは、もしかしたら今頃は……マンションで手首でも切るか……首でも吊るか」

「ワァーッ」

　江森はその言葉に驚いて走り出す。

（そーそー、走れよ、お前）

　江森の小さくなっていく後ろ姿を見ながらナース長は自分の成果に満足した。







　マンションのインターホンにたどり着くと、江森は柴田の部屋の番号を押し、「浩司さんッ、返事してッ」と叫び続けた。もう、許して欲しいとかそういうことは後回しだ。例え許してくれなくてもいい、柴田の元気な姿さえ見られれば…………。

（なんで、合鍵、返しちゃったんだろッ）

　後の祭りである。一分が数時間とも言える間をおいて、「……なんだよ」と柴田の声がした。ひどく機嫌が悪そうである。

「僕だよッ、入れてッ」

　ロックが解除されると、江森は広いエントランスを横切って、エレベーターが来るのも待てず、階段を駆け上がった。五階の柴田の部屋まで行くと、ブザーを鳴らし続ける。

「待てってばッ」

　いらついた声が返り、またしばらく間が空いて、扉が開けられた。

「浩司さんッ」

　江森が飛びついて中を見ると、たたきに柴田が素肌に白いタオル地のバスローブを羽織って立っている。シャワーを浴びたところだったのか、髪も身体もびしょぬれだ。顔色は少し悪いが、比較的元気そうだ。

（良かったー）

　顔を見るまでは生きた心地がしなかった。

「…………入れよ」

　柴田は刺々しい声で言う。怒っているのは当たり前だったので、江森はしゅんとして中へ入った。柴田はリビングまで身体をつらそうに引きずって行く。これでは戸口まで時間がかかったのも当然だった。

　リビングに着くと、腕を組んでソファの前に立つ。江森がソファに腰を降ろしても立ったままで江森を睨みつけ、

「……なんだよ」と、また言った。

「僕、心配で」

　フンと鼻を鳴らすと、「やり殺したとでも思ったか」と言う。江森は真っ赤になって俯いた。

「言ったろッ、俺は女じゃねーんだから、そんなヤワじゃねーよッ、一晩、休みゃ大丈夫だッ」

「……ごめん」

「もう、いいよ！」

　ぷいと横を向く。やはり立ったままなので、「浩司さん、座ってよ、話、あるから」

とそっと言うと、「痛くて座れねーんだよッ」とキッとこちらを睨んだ。

「ア…………」

「たくもーッ、オメーはでかくてバカぢからなんだからッ、少しは手加減しろよッ、このバカ！」

　穴があったら入りたい、と言いそうになったが、皮肉と受け取られかねないので、ぐっと堪え、「とにかくごめんなさい」とだけ、言った。

「テメーはいッつも、そうだッ！　やってからそー言うッ！」

　柴田は大声で怒鳴ると「イテテ……」と顔をしかめた。

「クソッ、大声出させるなッ、ひびくッ」

　江森はソファから飛び上がると、「浩司さんッ、横になって、横になれば大丈夫でしょ」と言い、身体を抱きかかえてソファに横たえてやった。肩にクッションを当てがう。自分はフローリングの床にぺたりと座り、柴田の手を握った。

「……ウウ……朝からもう、歩いただけでヒビいてたんだよッ、テメーのせいだッ！　この、マウンテンゴリラやろーめがッ」

　確かに痛そうで、冷汗をかいていた。

「ごめん、ごめんよ」

　言いながら、手で髪を掻き上げ、汗を拭ってやった。柴田はホーッと溜息をついた。

「もういい！」

　江森はぎゅっと柴田の手を握り締める。

「僕……ひどいこと、した……」

「その通りだよッ」

「浩司さん……もう僕のこと、嫌いになった？」

　じっと眼を覗き込む。柴田も見詰め返し、ボソッと「そう言えりゃいいんだけどナ……」と言う。

「え、それじゃ、まだ、僕のこと、好き？」

「……まーな」

　俯いて小さな声で答えた。

（え？）

　江森は嬉しくて胸から心臓が飛び出しそうに感じた。

「ホント？　ホントに？　僕のこと、好き？」

「……好きだよ」

　柴田は少し顔を赤らめて答える。

「ひどいこと、したのに、ホントに好き？」

「ルセーナッ！　何回、言わせんだよッ、好きだよッ！」

　つい、大声を出し、また顔をしかめた。

「僕のこと、許してくれる？」

　江森は大きな眼を見開いて柴田から視線をそらそうとしない。

　この眼にはつくづく弱いと、柴田は思った。

　昨夜のあの嵐のような行為のさなか、意識を何度も失った。

　ふと気付くと、この悲しそうな眼が自分を見詰めている。自分の肉体が江森の暴力に傷付けられているのはわかっていたが、それでもこの眼は江森の心も傷付いて血を流していると自分に語っていた。

　そしてこの眼はかつて相沢を見詰めていた、自分の眼でもあった。

　激しく犯され、気を失いかけながらも「愛してる！　愛してるんだ！」という江森の叫び声が意識の底に届いていた。自分だって愛していると告げたかったが、声が出なかった。愛していると伝えられれば、あんなにまで江森を追い詰めることもなかったのだ。

　抉り取られるような痛みにおののきながらも、どれほど傷付けられても許すだろうとその時、思った。

「仕方ねーだろ……もう、すんじまったことだ」

　柴田は溜息をつく。江森はその言葉に俯いて、握った手に力を込めた。

「浩司さん、僕、嫉妬したんだ」

「嫉妬ォ？」

「相沢センセに」

　柴田の身体がビクリと震えた。

「きのう、浩司さんが僕に抱かれるの、嫌って言ったでしょ？　相沢センセに会った後だったから。まだ相沢センセのこと、愛してるから嫌って言ったのかと思って、それで、あんなこと……」

　江森は握った柴田の手に頬を押しつける。暖かさに柴田は胸が熱くなった。

「それに身体だけなんて、嘘なんだ。浩司さんを心の底から、愛してる……ごめん、ひどいこと言った。許して」

　その言葉で、柴田はホーッと安堵の溜息をつく。

「……だろーと思ってたんだ」

「え？」

　柴田は江森の握っている手から、自分の片手を抜くと、スッと伸ばして頬に触れた。

「……お前、単純だからな……でも、俺もいつもうまく言えないから……俺も悪いんだ」

　首筋に手を廻す。唇を求めて来た。江森は深く舌を差し込み、ゆっくりと何度も絡めて応えた。

「……ンンッ」

　柴田は満足げに唇を離す。そして江森を見詰めたまま、「嫌ってったのはお前が抱ければいーッて言ったから、俺はそんなんじゃヤだ、セックスだけなんてヤだ、心から好きじゃないとッてッ、そーゆーつもりで言ったんだッ」と一気に言った。

「浩司さん……」

　そして、胸に顔を埋め小さな声で続ける。

「昨日、相沢が、人の心は変わるってゆーから……もう俺は……お前の心が変わったりしたらどうしようかと思った……身体だけでいいなんて……その前は女とヘラヘラ話してたし」

　首に廻した腕に力がこもる。求めに応じ、江森はそっと抱き寄せた。

「……でも……俺だって」

　柴田の声がつまる。肩が震えているので泣いているのではないかと江森は思った。何も言わず、髪を撫でた。

　少しの間震えていたが、またポツポツと話し始める。

「……俺の親父は女にだらしなかった……お袋はアイソをつかして、俺が小学校の時、俺の担任の先生と駆け落ちしちまった」

「ええッ」

　初めて聞く話だった。そう言えば柴田はあまり自分の家族の話はしない。江森の家のことは良く聞きたがっていたが。時々水を向けると、暗い顔になったりするので、無理に聞き出すのは止めていたのだった。

　これまでに聞いたところでは、十歳の時に母親が出て行き、柴田は置いていかれたというのが、一番かわいそうなことと江森は痛ましく思っていた。

　江森も中学の時に父親を亡くしているので片親の寂しさはわかるが、小さい頃は父親によく遊んでもらった記憶もある。父は忙しい仕事の合間をぬっては、子供達を動物園に連れていったり、キャッチボールの相手になったりしてくれ、家族と過ごした夏休みなど、楽しい思い出はたくさんあった。亡くなってからは寂しくはあったが、たくましい陽気な母と姉たちに、女手でしっかり面倒を見てもらっていたので、柴田のように置いていかれたというのとはまるで違う。

　それどころか、今、柴田が打ち明けてくれた話では、置いていかれたというより、捨てられたに近い。確かに夫の浮気に耐え兼ねて子供の担任と駆け落ちするという追い詰められた状況では、一緒に連れて行くことなど、出来かねたろう。しかし、残された子供は針のむしろだ。家の中に居場所がないだけでなく、学校でも世間でも噂になったに違いない。柴田の子供時代は想像以上に辛かったのだと、初めて分かって来た。

　そういう中で、たった一人の友人の相沢の存在は、どんなに大切なものだったか。

「相沢と薫ちゃんは、だから俺の理想だった。入学した時からずーっと好きあってて……信頼し合って……結婚して」

　柴田は深く溜息をついた。

「それなのに、相沢があんなことを言うなんて、もう俺は何を信じたらいいのか分からないよ……それで思わず、あいつを殴っちまった……」

「そうだったの……」

　柴田を抱く腕に力を込めた。身体の震えが少し止まって来た。

「……でも、俺だって責めらんない、相沢のこと」

　身体を離して江森の顔を見詰める。

「お前だってって、相沢に言われた時、思ったんだ」

　柴田の眼は潤んでいて、今にも涙が零れそうだった。

「俺だって……」

　そっと江森の頬を指で触れた。

「だって……俺だって、一生相沢しか愛さないって思ってた……絶対、相沢しか……お前に会うまでは」

「浩司さん……」

　苦しそうな声で、身体の奥から絞り出すように言う。

「……けど……お前と会ってまだ、ほんの僅かなのに……もう今は、一番お前が好きだッ、お前が一番……それって悪いのかな」

　また胸に顔を埋めたので、そのまま髪を撫でた。江森は嬉しい反面、内心複雑だった。江森を一番好きと言ってくれたのは確かに天にも昇るほど嬉しかったが、そのことで柴田が自分自身を責めていたのかと思うと、つくづく、損な性格なんだナと思った。だから、昨日抱こうとした時、つらそうにして拒絶したのだ。

　柴田は肩を震わせ、続ける。

「もし……誰だってそーなら……誰だって、心が変わんなら……」

　そこから先は言わなかったが、なんとなく江森には柴田の不安な気持ちが分かった。髪を撫でながら、思った。

（僕に出来ることって、この人を絶対裏切らないことぐらいだもんな）

「ごめんね、僕、気のきいたこと、言えない」

と言うとぎゅっと抱き締めた。

「よく分かんないけど、僕、言われちゃったよ。大事なもんで簡単に手に入るもん、ないって。それに、手に入れてもうんと大切にしないと、すぐ壊れちゃったりするよね……だからさ、愛するとかもそうなんじゃないかな」

　抱き締めたまま、あやすように身体を揺する。

「僕はずーっと浩司さんだけだから、絶対！　僕、約束するから、安心してよ！」

「……うん」

　柴田の身体から緊張がとれていく。

「とにかく、少し、あの二人のことは考えないほうがいいよ、自分の具合が悪くなっちゃうんじゃ」

「……だな」

　相沢と薫のことは心配だったが、とにかく自分が出て行ってどうなるものでもないと、柴田はこの時点ではそう思っていた。江森の方も。

　江森は身体から柴田を引き離してソファに横たえさせると、覆いかぶさるようにして口付けした。そして、手をバスローブの合わせ目から侵入させる。

「ン……ムムッ」

　柴田は唇を引きはがすと、「なに、してんだよッ」と怒鳴った。

「なにって……」

　言いながら、指先で突起をそっと愛撫する。

「ア……ンッ、ウ……バカヤロッ、ヤメロッ」

　柴田は呻いて、手で振り払おうとする。

「え？　どーして？　ヤなの？」

「まだ、やる気かッ、この馬鹿ッ、俺、がたがたになっちまうぞッ」

　思いっきり江森を睨みつけるが、身体が疼き始めていたので、あまりこわい顔が出来ない。いつも怒るときの迫力はなかった。

「ち、違うよォ」

　江森は首をぶんぶん振ってみせる。

「浩司さん、昨日は一度もよくなかったでしょ？　だから今日はサービスしてあげるから、ね？」

　尖り始めた突起を軽く摘まむ。揉むように擦り続けた。

「なーにが『ネ』だッ、いらねーよッ……アッ…………ンンッ」

　柴田の身体がビクンと反り返る。指は胸から下腹へと滑っていく。

「アッ……ンッ……」

　下着の中に侵入した。待ち構えていたモノに到達する。もうそれは熱く疼いていて、触れた途端に生き物のようにビクビクとわなないた。指の腹で優しく撫で擦ると、すぐに先端が潤ってくる。

「ア…………ンッ」

　柔らかく握ってやると、

「ク…………ウッ」

　背中を反り返らせ、ぐいと手の中に捩り込むように押し付けてくる。

「浩司さん、止める？」

　無論、こうなったら後戻り出来ないと知ってのことだ。

「アアッ…………ハァッ」

　甘い声で喘ぎ始め、「ウ…………ぜ、ぜったい、入れないなッ」と江森を睨む。

「うん、約束するよ、浩司さんが欲しいって言わない限り、入れない」

「ホ、ホントかッ？　え、営業は口がうまいから信用できねーッ」

　江森はくすくす笑う。

「うん、僕、口、うまいもん、浩司さんすぐ、いっちゃ…………・」

「馬鹿ッ、そーゆー意味じゃねーッ」

　そう言いながらも、既に柴田の手は江森の手の上に重ねられている。気が付かないうちに、促すように力を込めて江森の手を握り締めていた。

「浩司さん、よくしたげるよ、ね？　僕にさせて？」

　柴田は恥ずかしそうに眼を伏せ、こくりと頷く。この素直な反応がいとおしくてたまらない。江森は柴田の額に軽く口づけると、ゆっくり扱き始めた。

「ア…………ンッ」

「いい？　これ」

　江森の指の動きが早まる。柴田はうっとりと眼を閉じて、快感を味わった。

「アア…………んッ、いい…………」

　窪みから液がたっぷり滲み出、江森は頃合とふんで、柴田の上に覆いかぶさる。バスローブをはだけると、いたわるように腰を抱え、下着を取り去る。しかし、先端は愛撫せず、叢に舌で分け入る。足を高く抱え上げ、後ろへと舌を這わせた。

「ウッアアッ……だめだッ、そこはッ」

　双丘をかきわけ、ゆるやかに舌で深部へ押し入る。

「アッ……アアアッ」

　敏感な部分に舌を感じ、柴田は愛撫から逃れようと身を捩った。が、足を持ち上げられているので身動きが取れない。江森のなすがままだ。

「アアッ……そこ……ンンッ」

　舌先で優しく愛撫するとヒクヒク蠢くので、江森は夢中になった。

（カワイー、ここ……）

　自分の太いモノを飲み込む所が、こんなに柔らかくて花の蕾みたいなんて、想像もしてなかった。

　指でキュッと締まった蕾を丁寧に押し広げ、口付けし、強く吸う。

「ウアアッ……も、駄目だッ……ア……」

　江森の舌はまるで小さな生き物のように這い回る。心地よい刺激で次第に快感が芽吹くのが分かった。痛みは遠のき、あの部分がズンズンと脈打ち始めた。快感が強まり、心臓の鼓動とともに、アソコから脳天まで電撃が走る。熱い熔岩のカタマリが下腹から噴き出しそうに感じ、更に声が漏れた。

「アアアッ……ンッ」

　舌は容赦なく襞を分けて奥へと侵入してくる。ねっとりとした柔らかいモノで壁をこすり上げられ、締め付けようとするとスルリと逃げられた。

「ンッ……アアンッ……ヤ……ダ……」

　欲望の矛先が反らされ、焦れる。

「……ハァッ」

　苦しがって閉めるとまたつつかれ、すぐ開かれてしまった。

「も……もっと……奥までッ……奥ッ」

　暖かい息が吹き掛けられ、全身が痙攣しそうになる。

「アアッ、もうッ」

　より強い刺激を求めて、腰を振る。もう、あの太く堅いモノに突き上げられないと鎮まらない……。

「ウウ……ッ……アアッ」

　我慢出来ずに自分から足を開いた。江森の作戦勝ちであった。

　江森は顔を上げて、得意そうに、「どう？」と尋ねた。

「ウウ……クソ……てめー……」

「欲しい？」

「……欲しい」







　江森は丁寧に優しく愛撫した。今までは愛し合う時も、何だか自分のことばかり考えていたような気がする。相手も男だとどこかで思っていたから、あんまり優しくしなかったのかも知れなかった。

　でも、この人には特別にしようと思う。女性に対するみたいに優しく、とかいうんじゃなくて、すごく、傷付き易くて、心の底から愛して欲しがってる……だから、出来るだけ優しく愛そうと思った。

（ごめんね、今まで）

　そう思いながらゆっくり入り、抱き締めた。少しでも痛そうな顔をすると、すぐ動くのをやめ、「大丈夫？」と尋ねる。緊張がとれるように前を愛撫しながら、また進む。柴田が悦びの表情を見せると、江森も悦びを感じた。柴田が悲しむと江森も悲しいのだ。今まで何回も柴田を悲しませたことを思い出し、ちょっと涙が出そうになってしまった。ぎゅっと抱き締め、「愛してる……浩司さん、浩司さんだけだよ……」

　優しく囁くと、柴田は「五月ッ……」と喘いで首にしがみつく。この前柴田は、江森が中にいると安心すると言ったけど、自分も柴田の中にいると安心すると思った。この時だけは本当に二人の心は一つになった気がする……。

　深く浅く、腰を回すようにして動かす。時々動きを止め、口付けを与え、指を全身に這わせる。首に廻された手を取り、自分の大きな手の中に包む。指の一本一本に口付けしてやった。身体のどこもが、総てが愛しかった。

「浩司さん、愛してる」

　両手で頬を挟み、眼を見詰めてそっと告げる。

　柴田は何も言わずにまた長い腕を首に巻き付けてきたが、潤んだ瞳には江森の顔が写っている。どんな言葉より雄弁に柴田の心を語っていた。

（分かってたのに……こんなに僕を愛してくれてるって）

　ゆるやかな動きに導かれ、柴田は徐々に昇りつめていく。眼を閉じて、細い眉をひそめ、小さく喘ぐ。次第に今まで青白かった頬に色がさしてきた。江森は『ホントに綺麗だな』と思いながら見詰めた。

（浩司さん、いく時の顔、サイコーだ）

　身体が細かく震えだし、背中に回された腕に力がこもる。内部が更に熱くなったように感じた。

「さ、五月……もうッ……」

　大きく息を吸い、一瞬息を止め、放つ。深く息を吐いた。

　まだ震えているので、胸の中に抱き込み、口付けすると優しくゆすってやった。

「……お前、優しーな」

　小さな声で言うので、江森は切なくて、また涙が出そうになった。これくらいで優しいなんて言うなんて。今まであんまり優しくされなかったのかもしれない。でも、これからは自分がそのぶんまで優しくしようと思った。

「もっと、優しくしてあげるよ」

　そう言うと、再びゆるやかに腰を動かし始めた。







　その夜遅く、愛を交わし満足しきって眠る柴田を抱き、江森は考えていた。眠りにつく前、柴田は「合鍵、持っててくれよ」と言った。そして、「いつでも好きな時、来てくれ」とも。

　多分、いくら柴田が今は一番江森が好きだと言ってくれても、これからも嫉妬に苦しむことはあるだろうと感じていた。相沢の存在が柴田の中で大きいのは仕方ないことなのだ。十四年間も好きだったのだから。まだ寝言で名前を呼ぶくらい好きなのだ。

　でも今は自分が柴田の一番そばにいる。相沢ではなく。嫉妬や不安を恐れていては、人を愛することは出来ないのだと思う。ちょうど副作用ばかり恐れていては薬が使えないように。

（嫉妬は恋愛の副作用なんだ、きっと）

（怖がってなんかいられないよな、ほら、あんまり副作用が強すぎて、身体、壊しちゃったら元も子もないけど）

　柴田の髪を撫でながら頬ずりする。

（ちょっとぐらいなら、苦しくても我慢出来る。そうだよ、僕の取り柄って、でかくて強いとこだもんな）

　身体やアレがそうなのは言うまでもないが、

（それだけじゃなくて）

　柴田のために心も強くなろう……そう思った。




 END　　　
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「でね、そーいうのをニジって言うんですよ〜」

　いささか酒が回ってきた鈴木看護師は、隣でハイボールを片手に曲を選んでいる近藤ナース長に話しかけた。

「ニジ？」

「そ。漢字ではねえ、レインボーのニジ。ほんとの意味は二番目のニジ」

　ろれつの回らない舌で繰り返すのを、近藤ナース長はふんふんと肯く。

「ほほう、なるほど。昔で言うところの本歌取り、または誹諧歌はいかいかのようなものですね」

「へ？」

　文学少女だった近藤ナース長のたとえが今どきの若い子の通じるはずもない。それでも特に気を悪くすることもなく、近藤ナース長は「日本人は昔からそういったことが好きなんですねえ」と付け加えた。

「そーそー、だからあ、今度私、イベント行くから買ってきてあげますよ、どっちがいいですか？　合田さんが右？　左？」

　鈴木看護師はオタクで、３病棟のカラオケコンパの席で近藤ナース長に自分の趣味を説明しているところだった。もちろん鈴木も「柴田ファンクラブ」に所属している。

「う〜む、今のところ目の前でそういった状況に事欠きませんからねえ。やはり現実のホモを見てあれこれ妄想しているほうが楽しいですねえ」

　近藤ナース長の答えに鈴木は「ま、そーかもです」と首を振った。

「いいなあ、師長さんは。私も柴田センセの痛々しい姿を見たかったなあ」

　鈴木は夜勤明けで帰ってしまい、アオタンにフラフラしている柴田を見損なったのだ。

「ねっ、師長さん、どんなんだったんですか？　やっぱゴーカン？」

　期待に目を輝かせている鈴木に前の席の看護師が「もうできてるんだからゴーカンじゃないんじゃない？」と言った。

「じゃっ、ＤＶ？」

　近藤ナース長はさきほどの江森の慌て振りを思い出す。単純だが性格の良いあの男がＤＶとは思えない。

「せいぜい痴話喧嘩ですかねえ」

　なあんだ、と鈴木はがっかりした。

「あら、あの二人に別れて欲しいの？」

　別の看護師に問われ、「そうじゃなくて」と鈴木は口を尖らせる。

「だって恋は波瀾万丈のほうが傍目で見るぶんには面白いじゃない？」

　所詮は他人事なのだった。

　すると前に席の看護師も「確かに」と同意する。

「なんかさあ、柴田センセって、虐められてるほうが色っぽくていいわよね」

　それには近藤ナース長も同意見である。

「まあ、そうですねえ……ニジでいうところの……野分けのまたの日、みたいなもんですかねえ」

　もちろん枕草子が通用するわけもなかったが、近藤ナース長は再び気を悪くすることもなく説明してやる。

「平安時代の清少納言という女性が書いたものです。野分けとは台風のことでしてね。いわば蹂躙されたあとはたいそう趣があるという」

「えーっ、昔っから腐女子っていたんですねえ」

　ちょっと違うと思ったが、近藤ナース長は否定しなかった。すらすらと暗唱してみせる。

「いと濃き衣のうはぐもりたるに、黄朽葉の織物、薄物などの小袿着て、まことしう清げなる人の、夜は風のさわぎに、寝られざりければ、久しう寝起きたるままに、母屋よりすこしゐざり出でたる、髪は風に吹きまよはされて、すこしうちふくだみたるが肩にかかれるほど、まことにめでたし」

「え、どーいう意味ですかあ？」

「夜の風がうるさくて眠れなかったので、ぼんやりとして起きてきた女性が色っぽい、ぐらいの意味ですね」

　またしてもちょっと違うような気がしたが、若い子にわかりやすくとかみ砕いて説明する。そして思いついたまま付け加えた。

「いと濃きオペ着のうはぐもりたるに、薄ものなどのインナーを着て、まことしう清げなる人の、夜は江森の騒ぎに寝られざりければ、久しう寝起きたるままに、オペ室よりすこしいざり出でたる、髪は乱れまよはされて、て感じですかね」

「受ける〜っ、近藤ナース長、才能あります！」

　鈴木が手を打って喜ぶ。

「いや、それほどでも」

　それでも悪い気はしない。近藤ナース長はハイボールを飲み干すと、ちょうどやってきた店員に「おかわり」と注文した。そして決意を新たにする。

（今後もよっく観察しましょうかねえ……）　　　　　　　　　　　　　　　　　




[image: ]
  




　　　　　　　　　　１




　夜八時の病棟は突然騒がしくなる。昼の二時から八時までと決められている面会時間が終了し、病室から面会者が帰り始めるからだ。

　もう廊下の電灯は照度が落とされて、入院患者と見舞い客の長い影が忙しく行き来する。エレベーターの機械音も絶え間なくあたりに響く。

「じゃ、どーも、ありがとう」

「また、来ますね」

　あちこちで交わされる別れの言葉を聞きながら、柴田浩司は半袖の手術着のまま、ナースステーションでカルテを記載していた。

　切れ長の少し険のある眼は、今は真剣に検査データに注がれている。時々無造作にボールペンを持つ手で額に落ちる髪を掻き上げた。眉をひそめ、形の良い薄い唇をきりっと結び、細い顎に指を当て俯いていると、鼻筋もすっきりと通っているので女といっても良いくらいな綺麗な風貌である。

「あのー」

　戸口からかけられた声に、柴田は顔を上げた。

「すいませんけど、看護師さん、います？」

　見舞い客とおぼしき中年女性だ。

　ちょうど看護師達は検温などで出払っていて、広いナースステーションに柴田一人しかいない。

「……なんでしょうか」

　柴田は机を離れて戸口に近づく。

「まあ、先生、悪いわ」

　言いながら女性は、一抱えもあるチューリップとカラーの花束を出す。

「病室に飾り切れなくて。詰め所に飾って下さいな」

　柴田は受け取るととりあえず流しの器械盆の中に置き、机に戻る。すぐまたカルテを書き始めた。今までずっと忙しく、落ち着いてカルテに診療記録の記載が出来なかったのだ。

　今日は柴田の所属する第２外科は定例手術日で、朝から仕事が詰まっていた。

　医者とはいってもまだ後期研修中の下っ端なので、ありとあらゆる雑用を押し付けられる立場にある。手術着から着替える暇もなく、上に白衣を引っ掛けたままで先程やっと三病棟に顔を出し、受け持ち患者を診察したのであった。

　今日手術をした浅野という患者は胃の部分切除で、術後も落ち着いている。その他の受け持ちの患者も比較的今週は安定していた。

　患者のカルテというのは、入院当時や手術前には検査結果や病気についての診断根拠・治療方針など、記載することは沢山ある。そして、手術直後はさらに輸液の量や体液バランスの計算、血液検査の変化など、書き込みは増える。だが容体が安定していくと、次第に書く内容は減っていく。

　やがて「stable（安定している）」「no new change(新しい変化無し）」「good course（経過順調）」「Ｎ・Ｐ（nothing particular、特別なこと無し）」、こういった文字のみになり、退院して行くのだ。

　受け持っている八人のうち三人のカルテに、「Ｎ・Ｐ」の二字を書き入れ、柴田はホッと溜息をついた。

　先程もらった花の甘い香りがナースステーションの中に漂っている。

　柴田は振り返って、赤や黄色やピンクのかわいらしい花々を見詰めた。

「チューリップの季節なのか、もう……」

　そういえば、もうじきＧ　　Ｗゴールデンウィークだ。

「そうだ、江崎さんに退院の説明ムンテラをしてなかった」

　家族が帰る前にと、急いでナースステーションから病室へと向かった。

　江崎の入っている大部屋へ行くと、ちょうど江崎の妻と、結婚した娘が孫を連れて来ていた。

「あ。俺……柴田です」

　言葉少なに挨拶する。

「……あの……来週の教授回診で、退院が決まると思います」

「えッ、本当ですか」

　江崎は優しげな細い顔をほころばせる。入院でやや頬がこけ、白い物が混じった不精髭が伸びているので、いかにも病人といった風貌だが、肌のつやは良い。

　柴田は持っていたカルテを取り出し、今日の採血結果を見せる。

「貧血は少しありますが、問題になる程ではありません。ＣＥＡも正常値です」

　隣のベッドに寝ている宮川という痩せた若い男が「良かったすね、江崎さん」と声を上げる。

「宮川さんだって、もうじき退院って、昨日言われたじゃないですか」

　江崎の言葉に宮川は「俺はもう少し、入院してらんないすかね、柴田センセ」と期待を込めて柴田を見上げた。

　宮川の病名はマロリー・ワイス症候群で、これは激しく嘔吐した際、胃と食道の境の粘膜が断裂して出血するというものである。

　宮川はこの春に入社したばかりで、新人研修の打ち上げで一気のみを強要され、嘔吐して大吐血したのであった。

　毎年四月には、一気のみによる大学生や新入社員の急性アルコール中毒患者が多い。会社は反省して、宮川を労災に認定した。急性アルコール中毒で、死亡事故として新聞をにぎわすよりはましだからである。

「俺、アパートで一人暮らしだし、ＧＷも一人だしさー、ここに入ってたいよ、センセ。ここ、看護師さんも美人揃いだしさ」

　労災認定が降りているので費用もかからず、給料も保証されており、お気楽なのだ。

「彼女に看病にきてもらいなさい」

　江崎老人は笑いながら言う。

「ガールフレンドくらい、いるんだろ？」

「いるけど、ＧＷは海外旅行にいっちまうんすよー。冷たいったらありゃしない」

　宮川はふて腐れて、枕を抱く。

「寂しいっすよ、ＧＷに一人なんてー。センセはどうなの？　彼女と旅行とか、行くの？」

　いきなり尋ねられ、柴田は赤面する。急いで江崎の方へ、身体を向けた。

「えと、決まったら、すぐ、お知らせします。多分、ＧＷ明けぐらいには……」

「すごいわー、お父さん！」

　娘が口を挟む。父親似の、痩せて背の高い女性だ。妻も「じゃあ、おじさん達にも、知らせておくわ」と言う。妻の方は小柄でふっくらした老婦人である。

「いや、退院してからにしてくれ」

　江崎は遮る。退院が近くなると、病院にいる間にと急いで見舞に来る者もおり、他の患者の気分を暗くさせてしまうことがあるのを江崎は知っている。自分も二十年前、癌の告知を受け、同室の患者が退院していくのを、羨望と嫉妬で見送った経験があった。

　江崎は二十年前、胃癌と診断されていた。ビルロートⅡ法という胃の三分の二を切除する手術が行われ、二十年経って、残存胃に癌が再び認められたのである。

　無論、前の癌は根治していたわけで、手術後、十数年経て残った部分に新たな癌が発生することはまれに見られるのである。

　しかし毎年きちんと検診を受けていたので、早期に発見され、今回も順調に手術で癌が摘出できた。本人も二度も拾った命を大切にしたいと模範的な患者だったので、術後も早く回復していた。

「とにかく、本当にお世話になりました」

　江崎はまじめな面持ちで柴田に頭を下げる。

「柴田先生のお陰です」

　妻も一緒になって、にっこり礼を言う。

「そんなこと……ないです」

　柴田が困った顔になるのを、皆、笑いをこらえながら見守る。この若くて綺麗な医者が、無愛想でこういう場面に弱いのは、入院患者にはすっかり知れ渡っていた。

「……じゃあ失礼します」

　柴田は小さく頭を下げると、足早に病室を出た。

「……ふー」

　どうも苦手なのである。溜め息をついたところで、思い出した。

「あ、そうだ」

　ナースステーションに戻ると、机についてやりかけの仕事を片付ける。

　やがて面会の人々も潮が引くように病棟から去り、あたりはやっと静かになった。

　江崎のカルテに家族への説　明の内容を書き込んでいると、先程の光景が思い出される。

　小太りの優しそうな妻に、しゃきしゃきした娘、孫の中学生の男の子は、今時にしては珍しく礼儀正しい子だった。

（ああいうの、理想の家族っていうのかな）

　自分には無縁の世界だった。

（でも、手術が順調にいって、良かった）

　愛している人が、重い病気になったら、どうしたらいいんだろう……。

　急に胸が苦しくなる。

（あいつ、今、どこにいるんだろ）

　胸のポケットに忍ばせておいたテレホンカードを取り出す。

　廊下の端に設けてある喫煙所の柱の陰の公衆電話に向かい、まわりを見回しながら携帯電話の番号を打ち込んだ。医局や研究室からはかけられない相手なのだ。

　コール音が一回ですぐ相手が出た。

「浩司さん？」

「うん、俺」

　柔らかなハイ・バリトンの声を聞いただけで、背中がゾクリとする。明るい色の髪、キラキラとした大きな茶色がかった眼、甘く優しい顔立ちが目に浮かんで、胸が一杯になった。

「今終わったんだ、五月、お前、どこ？」

　クスクス笑う声がして、「僕？　浩司さんトコ」と言う。

「あ、もう……」

「僕、もう待てなくて来ちゃった」

「ん」

　江森がマンションで自分の帰りを待っていてくれるのかと思うと、何か暖かいものが腹から込み上げてくる。

　今週の火曜日、柴田は当直だったので江森とデート出来なかった。その後、柴田の方は比較的患者が安定していて時間が取れたのだが、反対に江森はやたら忙しかった。

　四月はどこの医局も新入医局員の歓迎会やら人事異動やらで、飲み会の接待が多い。江森は月曜日から夜も遅くまで出ずっぱりだった。ＭＲの宿命である。

　そんなわけで、今週に入って電話で数回話しただけで、今日は久しぶりのデートだった。

　あと少しで江森に会える……柴田は胸がドキドキしてくる。ほんの二ヶ月程前知り合ったのに……そして、こういう関係になってまだ一ヶ月なのに……もう江森なしでは生きて行けないと思う。

「お前、メシは？」

　聞いてみる。外で食事をした後、柴田の部屋に戻ってゆっくり愛を交わすのが、いつものデートコースだ。すると「会社の女の子に聞いて、ケータリングサービスのすごい美味しいのが、こっちに用意してありますから」と言う。

「え？　そこで食べるの？」

「だって、もう我慢出来ないんだもの、早くしたいんだ」

「バ……バカッ」

　大らかな江森の求愛は嫌いではない。むしろ好きなのだが、どうも直裁な誘いにはまだ慣れない。恋人同士なのだから当たり前と頭では分かるが、気恥ずかしさが先に立ち、カァッと頬に血が上る。

「裸でサ、ベッドの上で食べるなんて、どう？」

「なッ、なに、言ってんだよッ」

「でも、一番食べたいのは浩司さんなんだ」

　向こうは柴田のマンションなので、やたら大胆な発言である。

「初めは口？　それとも、指で達かせたげよーか？　どっちがいい？」

「ヤ……ヤメ……ロッ」

　直接耳元で囁かれたような気がして、肌があわだった。

「誰か、そばにいるの？」

「……い、いない……けどッ……びょ、病棟からかけてんだからッ」

「いないなら、いーでしょ」

　江森はまたクスクス笑う。

　耳に息を吹き掛けられたように感じ、柴田は声をあげそうになった。

「早く、入れたいヨ、浩司さん……」

「……ア……クッ」

　受話器を握り締める手が汗ばんで来た。

「浩司さんのナカ……熱くて、スッゴク締まりが良くて、サイコー……僕、もう、考えただけでこんなだよ？　浩司さんは？」

「……ア……アッ……五月ッ」

　いやらしい囁きで、身体が熱く疼いた。

「でもその前に……舌で舐めたげるね？」

「ううッ、ヤメ……ロッ」

　下半身の力が抜けて電話機にしがみつく。頭がボーッとしてきた。

「どう？　僕の舌、好きでしょ？」

「……ク……ウッ」

　電話を切ればいいのだが、江森の声にすっかり手が痺れて動かない。

　江森はクスクス笑う。

「浩司さん……ウブでカワイー……今、いじってんじゃない？」

　ハッと気が付くと、空いている片手が下へ伸びていた。

（アッ）

　慌てて左右を見るが、人影は無かった。

　両手で受話器を持ち直すと、わざと怖い声を出す。

「バ、バカッ……こ、こんなとこでしてるわけ、ないだろッ」

「あー、良かった……自分でしちゃ、駄目だよ？　これから会うのに、もったいないもの。じゃーね、待ってるよッ」

　いきなり切られた。

（……クッ、クッソーッ、五月のヤツーッ……か、からかいやがったんだなーッ）

　怒りたくても、腰が痺れて全身の力が入らない。

　顔を上気させ、ヨロヨロと階段へ向かう。するとエレベーターが開いて、中年の看護師が出て来た。

「アラ、柴田センセ、遅くまで御苦労様」

「ウッ」

　一番会いたくない人に会ってしまった。三病棟の近藤ナース長である。

　近藤ナース長の鋭い眼力にかかると、何もかも知られるような気がして、柴田はひどくバツが悪かった。特に、この間江森と仲たがいをした時、ナース長が采配を振るって江森を柴田の元に謝りにやらせたことがあり、それ以来まったく頭があがらない。

　ナース長は、信号音を出している公衆電話の方をチラリと見る。歩み寄って、

「センセ、テレカ忘れてますヨ」

　電話機から抜き取って差し出した。

「ウ……」

　悪いことをしていた所を見付かったように、俯いてそばへ寄る。

「医局でお掛けになればいいのに」

　近藤ナース長は探るような目でじっとこちらを見ている。ますます見抜かれたようで、必死で言い訳する。

「……し……私用電話だからッ」

　すると、フフンという顔をされた。

「なるほど、聞かれちゃまずい内容ってわけですか」

「ウッ」

　答えに詰まる。

「テレホンセックスでもしてたんですか？」

「ワアッ、な、何てコト言うんだよッ」

　柴田はカードを引ったくると、階段を駆け降りた。

（オヤオヤ、図星ですね）

　ナース長は柴田の後ろ姿を眺めながら、考えた。

（あー赤い顔で、眼を潤ませて、ハーハーしてちゃあ、誰だってわかるわ）

　ミステリーマニアでなくてもわかるので、ナース長はたいして楽しくなかった。





　　　　　　　　　　２




　江森は携帯電話を胸のポケットから出すと、充電器に差し込んだ。

　今まで鳴ったらすぐ取れるようにと、部屋の中でも持ち歩いていたのである。

「さっ、浩司さんが帰って来る前に、仕上げとかなきゃ」

　コンピュータのキーボードに、指を走らせる。久しぶりのデートというのに、帰り際に上司から仕事を言い付けられてしまった。残業するようにとの無言の圧力を感じたが「在宅でやります！」と宣言し、持ち帰ったのだ。

（浩司さん、今日は絶対、あれ、やるからね！）

　江森の胸には秘するものがあった。

　先程まで、まめまめしく江森は、部屋の掃除をしていた。週に一度、マンションの管理会社に清掃してもらっているので柴田の部屋はいつも綺麗だったが、細々とした使い勝手の良さには欠けている。シーツと枕カバーを替え、バスルームにラベンダーのボディシャンプーを補充し、バスタオルを用意する。これから一戦、交えるのだから……ニヤつくのを抑えると、また注意をディスプレイに戻す。

　ＵＳＢメモリにデータを落とした所で、玄関の鍵の開く音がした。

（浩司さんだッ）







　下腹部の疼きを抱えながら柴田は「絶対、怒ってやるッ」と自分に言い聞かせながら、病院を出てマンションへ向かった。

「ったくっ、もうっ、五月の奴！　なんでああ、態度が違うんだよッ」

　デートの時、江森はいつも柴田の身体を気遣っている。

「お医者さんは忙しいんですから、浩司さん、疲れてるでしょ？」と、自分も仕事がきついだろうに、柴田のアタッシュケースを代わりに持ったり、車のドアを開けてくれたりする。

　食事中も色々話しかけたり、アルコールを勧めてくれたりと、工夫してくれる。食の細い柴田が少しでも多く食べられるようにとの気配りなのだ。

　が、いったんベッドに入ると、打って変わって押しの強さを発揮する。

　自分だって、愛を交わすのは嫌ではない……むしろ好きだ。いや、こんなに好きとは知らなかった。ちょっと柴田は顔を赤らめる。

　しかし時々は江森のあまりに積極的な行動に、引いてしまうこともあった。加えて江森はあの最中に、ひどくいやらしいことを言ったりする。いやらしいことといっても、実際は恋人同士の睦言程度なのだが、柴田にとってはすべてが初体験だ。どうにも気恥ずかしくて、終わったあと怒ると、「ごめんね、ごめんね」と江森は大きな眼に悲しそうな色をたたえて謝る。

「ごめんね、浩司さん、もう言わないから」

　ところが、また次の時は何か恥ずかしがらせるようなことを囁くのだ……。

（まったく、もうッ、五月の奴！）

　ベッドの中ならまだしも、さっきみたいに電話で言うなんて。

（ぜったい、怒ってやるッ）

　人通りの少なくなったイチョウ並木を、柴田はいつものようにわき目も振らず、猛スピードで歩きながら、また思っていた。

　Ｊ医大のある街は、新宿から私鉄で三十分程の距離で、住宅地として古くから開けていた。取り残されたようにあった畑にもだんだん高層のマンションが建つようになってきている。

　柴田のマンションは病院から徒歩十分の所にある。周りは公園や並木道など、環境の整備された閑静な住宅街だった。落ち着いた町並みに溶け込んだ赤茶色のタイル張りの外観に、オートロックという造りである。

　カードを挿入し、人造大理石の広いホールに入る。エレベーターを待ちながら「絶対、すぐ許したりしないからなッ」と、もう一度自分に言い聞かせる。どうもあの男には弱いのだ……顔を見ると許してしまいそうだ。

　ドアを開けて、「五月ッ」と言おうとした瞬間、扉の前にブルーのスウェット姿のでかい男が待ち構えていて、「お帰りッ」と柴田を抱き締めた。

　ギュウギュウ締め付け、「浩司さん……愛してるヨ」と耳元で囁く。

「ア……」

　全身の力が抜けて行く……しかし、必死で「五月ッ……あ……んなこと……言うなッ」と言うが、喘いでいるようで、全然迫力がない。

「どうして？　感じなかった？」

　江森はクスクス笑いながら、なおも柴田を胸の中に抱き締める。

　柴田より１５㎝も高いこの男は、テニスで筋肉を鍛え上げているので、柴田も決して華奢な方ではないのだが、腕力ではまるで敵わない。弱々しく「ヤダッ……」と呻いて手を突っ張るが、太い腕で抱え込まれると、抱き締められた子猫のように軽く手玉に取られてしまう。

　髪に、額に口付けながら、江森は「一回、してからご飯にしよ？　ね？」と言う。

「……ん」

　やっと離してくれた。

「その前にシャワー、浴びてくる」

「えーッ」

　江森が不満げな声を出す。

「バカッ、五分も待てねーのかッ、お前はッ」

　うんと睨んでやった。

「じゃあ、先にベッドに入ってるね。裸になって待ってるからね？」

「ったく、もう」

　柴田はわざと呆れ声を出すと、ジャケットを手渡し、バスルームへ向かった。

　残された江森はジャケットをクローゼットのハンガーに掛けてやっていたが、ふと、

「……いいこと、思いついちゃった！」

　ニンマリした。



　手早く全裸になると、柴田はバスルームでシャワーソープを全身に擦り込んだ。スポンジで擦りながら迸る湯を浴びると、一日の疲れが流れ出して行くようで、心地よい。ホッと溜息をつく。

　シャワーは気持ち良かったが、それだけではないのだ。江森が自分の帰りを部屋で待っていてくれた……そんな簡単なことが疲れを癒してくれる……。

　自分の身体を見下ろすと、すでに期待が現れているので少し恥ずかしい。

　柴田は中学のころから男に惹かれる傾向があることには気付いていたが、大学に入って初めて、自分がホモセクシュアルなのだとはっきり自覚した。女性とは数回、試してみたが、不毛な体験だった。

　一度だけ、相手を求めてゲイが集まるハッテンバと呼ばれる酒場に行ったこともあった。が、内気でネクラな性格もあり、勇気が出ず逃げ帰ってしまった……ほとんど、江森が初体験のようなものだった。

　江森とのセックスは考えられないほど柴田をとりこにしていた。江森は明るく、優しい性格で、何の屈託もなく自分を心から愛してくれている。セックスにたいする罪悪感を帳消しにしてくれた。

　しかし、時折まだ後ろめたさを感じることがあった。特にシャワーを浴びると、柴田はつらい体験を思い出すことがある……いつも届かぬ想いを一人、ここで吐き出していたことを………。

　と、いきなりバスルームのドアが開いて、全裸の男が侵入してきた。

「ワアッ」

　むろん、江森である。

「浩司さんッ」と、掴み掛かる。

「なに、考えてんだよッ、バカッ！」

　腕を振り回して追い払おうとしたが、狭いバスルームの中、逃げる場所もなく、壁に押し付けられた。

　顎に太い指がかかり、上に向けられる。

「……ウ……ンンンムッ……」

　深く口付けされ、力が抜けそうになった。しかし、必死で手を突っ張り、「止めろッ、出てけよッ」と睨む。

「エーッ、なんでですかァ？　ここでしよーよォ、ね？」

　すっかりその気になっている江森は、楽しそうにニコニコして言う。

「ヤダッ」

「どうして？　みんな、アツアツの恋人同士はシャワー浴びながら、するんだよ？」

　江森はギュッと柴田を抱き締めると、手を後ろに回し、指で双丘を割っていく。

「ウ……イ、イッ……」

　江森の方は俯いているからいいが、柴田は顔を仰向きにされ、湯が顔中にかかり、眼が開けられない。口を開けると流れ込んで来るので、物もうまく言えなかった。

「……ヤ……ダッ……ア」

「ウソばっか、もうこんなじゃない」

　囁くと、腰を擦り合わせる。江森のモノが腰の当たりに擦り付けられるのを感じ、柴田はゾクリとした。

「……ア……アア」

　その間に、後ろに指が達している。ズブリと侵入してきた。

　眼の見えない状態で、前を擦られ、後ろから指を入れられ、頭の中が真っ白になっていく……膝から力が抜け、ズルズルと身体が滑り落ちる。

「ア……ンンッ」

　弱々しく呻いた。

「首にしがみついてよ」

　江森は脇の下から持ち上げるように立たせてやり、命令する。

「……うん」

　こうなると柴田は江森の言いなりだ。経験の浅い柴田は、ベッドでは完全に江森にイニシアチブを握られていた。

　普段は江森も柴田の言うことを何でもハイハイきく優しい恋人なのだが、セックスに於いては主従関係が逆転するので、つい大胆な行為を要求することがあった。そのたびに柴田は恥じらい、それがまた江森の欲情を刺激するといった具合で、最近行為はエスカレート気味だった。江森の方は、「こーゆーこと、みんな、普通、してますよォ」と言うと、柴田が納得するので、すっかり味をしめていた。しかし、今日は一旦手を止めると、柴田の顔を覗き込んで「浩司さん、嫌ならしないよ？」とちょっと心配そうに尋ねる。

　一度、嫉妬から柴田をひどく苛んでしまったことがある。その苦い経験から、江森はうんと柴田に優しくしようと決めていた。

　セックスの大胆さと優しさは別、と割り切ってはいたが、本気で嫌がることだけはしないつもりだ。

「……い……いよ、しても」

　柴田は恥ずかしそうに胸に顔を埋める。暖かい湯が全身をうつ。シャワーの下の行為がこんなに心地よいものとは思わなかった……逞しい腕に身を委ねる。

「して……いい」

　江森は片手で軽々と腰を抱くと、グイと持ち上げ、もう片方の手は後ろに這わせる。一本増やし、二本の指で内部を擦り上げた。

「ウウッ……ンンッ、クゥッ」

　太ももを柴田のモノに密着させ、擦りながら、江森は指の動きを続ける。抱えている手を前に回そうとしたが、すっかり身体から力が抜けてガクガクしてしまうので、柴田を無理矢理立たせ、自分は前に膝まづいた。そして両手をタイルの壁につかせる。それから眼の前の弾けそうになっているモノを口に含んだ。

　わざと音を立てて舐めあげる。後ろの指も派手に掻き回してやった。

　ピチャピチャ、クチュクチュという音が、バスルームのタイルに反響する。

「ンッ……アアアッ」

　喘ぎが一段と高まり、口の中のモノがビクリと震える。ここぞとばかり強く吸った途端、背を反り返らせ、放った。

「ウアア……ッ」

　がっくりと前に倒れ込むのを支えると、江森はゴクリと飲み下す。

「オイシー、浩司さん」

　舌鼓を打ちながら上を見上げると、顔に血の気がなかった。

「ワッ、ごめんッ」

　急いで抱き上げ、タオルにくるむとベッドに運んだ。横たえて、顔を両手で挟み、声を掛ける。

「浩司さんッ」

　柴田はうっすらと瞼を開けて、こちらを見詰めた。

「……ア……だいじょぶだよ」

（よかった……）

　江森はホッとして口付けする。

（また発作かと思った………）

　時々柴田は感情が高ぶり過ぎると、激しい動揺を表す発作を起こす。

　冷静で有能な若手の外科医として知られる柴田がこれほど脆くて傷付き易い心を持っているとは、江森もこういう関係になって初めて知った。それは幼いころ、家族から除け者のようにされながら育ったこと……ずっと想っていた男は全くのノンケで、柴田の想いにまるで答えてくれなかったことなどが原因だったのだが。

　厳しく感情を抑制して生きて来た柴田は、初めて生の感情を他人に受け止めてもらえるようになった……それ以来のことなのだ。

　江森は時々『自分のせいでは』と不安に思うこともある。

（僕と付き合うようになってかららしいんだよな、発作を起こすようになったのは……）

　それ以上考えるのを止めると、江森は抱き寄せて濡れた髪を掻き上げ、顔についた水を舐め取ってやる。

「ダイジョブだって……俺、ちょっと、脳貧血、起こしちまった」

　江森の顔を両手で挟んで、ちょっと拗ねたように言う。

「大体なーッ、医学的に言ってッ、アソコに血液が集まって、ただでさえ脳貧血気味のところを立たせたまんまでやるからッ、クラクラきちまったんだよッ」

「ゴメン！　ゴメンね……」

　途端に江森はシュンとした。

「ごめんね、浩司さん、僕のせいで」

「……バカ、もう平気だって……」

　少し身体はまだ痺れていたが、わざと明るく言って自分から抱きついた。とことん、江森には弱いのだった……特に「ゴメンネ」に。

「でも、シャワー浴びながらも良かったでしょ？」

「……まーな」

　抱き締められて、柴田はポツリと言う。

「……俺、シャワーの下で……いつもしてた……一人でさ」

「え？」

　柴田の顔が少し赤くなる。

「どーして、シャワーの下なんかで？」

　別に深く追及するつもりはなく、なにげなく聞いたのだが、柴田が顔を強張らせ、震え出したので、江森は驚いて肩をギュッと抱いた。

「浩司さん？」

　………柴田には江森と愛し合うようになる前、十四年間想い続けてきた男がいた……中学からずっと一緒で、今は第１内科に勤務する相沢和彦という男である。

　この春、やはり同期で柴田が妹のようにかわいがっていた、眼科の橋爪薫という女医と結婚し、永遠に手の届かない存在になった。

　大学時代二人は良く、柴田のマンションで飲み明かした。

　ある夜、相沢が先に潰れ、リビングのソファで寝ている時、顔を見詰めながら自分で慰めたことがあった。眼を覚ましたらどうしようと脅えながらも、酒の勢いもあって我慢出来ず、手を動かした。後ろめたさとスリルでいつになく高ぶり、到達の直前、ティッシュで受けようとしたが間に合わなかった。もう少しで、相沢の顔にかかる所だった……。

　後悔と羞恥心に苛なまれながら、フローリングの床に吐き出された白濁を拭っていると、横隔膜が裏返るほどの吐き気を覚え、トイレに駆け込んで身体を折り曲げ、幾度も嘔吐したのだった。

　それ以降、柴田はシャワーの下でしか慰めなくなっていた。吐き出したモノを見ないうちに、すぐ、流してしまえるように。

（言えない……とてもそんなこと……恥ずかしくてさ）

　それに相沢に関することはあまり言いたくない。激しく嫉妬する江森の姿を見て以来、柴田は相沢の名を出さなくなっていた。

　じっと黙っている柴田を見て、なんとなく察した江森は、優しく抱いて、「いいよ、何も言わなくて」と、囁いた。

「良くなかったの？」

「……ンなことねーヨ」

　でも、あまり良くはなかったのだ……江森は思い、柴田を見詰めた。

「そうだ！　じゃー今度はお風呂ン中で、しよう？」

　色々思い付く男である。

「ええっ！」

　柴田は呆れ声を出した。

「なに、言ってんだよッ、あんな狭いとこッ」

　ユニットバスではないにしても、二人の男が、しかもデカい江森と入れるわけがない。

「違いますよォ、どっか、温泉か、ホテルかなんかに二人で行って、そういうところの大きいお風呂ですよ」

「……ホテルか……いいかもな」

　江森と旅行するというアイディアは気にいった。

　ふと、病室での会話を思い出す。

　………宮川さんが、「センセ、ＧＷ、彼女とどっかに行かないの？」そう言ってたっけ。

「……どっか……旅行に行きたいな」

　ボソッと言う。

　江森は素早く頭を巡らした。まったく、こういうことには良く頭が回るのである。

（厚生課の人に頼んで、ＧＷ、どっかとれないかな）

　考えながら口付けし、「先にご飯、食べることにしよう？　浩司さん、おなか、すいてるでしょう？」と尋ねた。

「え？」

　柴田が怪訝な顔をして「お前、まだ……」と言いかけると、江森はにっこり笑って見せた。

「あとでゆっくり、するから」

　そして腰にタオルを巻き付けるとキッチンからケータリングの箱を持って来る。

　サイドテーブルに置いて蓋を取ると、中は洒落た洋風のオードブルとボリュームのあるサンドイッチにサラダだ。ワインのハーフボトルもちゃんと入っている。

「……しゃれてんな」

　覗き込んで感心していると、「ＯＬって、こういうの、良く本なんかで読んで、詳しいんですよォ、なんでもＨａｎａｋｏに出てたって」

　江森は得意そうに説明する。

「ハナコってなんだよ」

　全然通じない。

「グルメやファッションなんかの情報が色々載っている、若い女性向けの雑誌ですよォ、浩司さん、知らないの？」

　江森は呆れてしまった。

「……知らねーよ」

（ヤダナー、浩司さんって、なーんにも知らないんだもんな）

　医者は結構、ものを知らない、と最近江森は気付いていた。特に柴田の世間知らずぶりは呆れるほどなのだ。

　柴田がベッドから降りて、バスローブを取りに行こうとするので、江森はぐいと手を引いて留めた。

「駄目！　裸でいてよ！」

「ヤ……ヤダッ」

　両手首を引き寄せてジロジロ眺められるので、柴田は顔を赤くする。

「な、なんで裸で食うんだッ」

「ヤダナー、新婚さんとか、みーんな裸でベッドの中で、食事したり、するんですよォ？ね？　いいでしょ？」

　みんなやっている、と言われると反論出来ない柴田である。

「……ホ……ホントかァ？　みんなやってるって……」

「そうですよォ？　ぜーんぜん、普通ですってばッ！　特別じゃないですよ？」

　シラッとして江森は色々取り出すと、柴田に渡す。仕方なく毛布にくるまって、受け取った。

　紙の皿に取り分けたものをしばらく食べていると、江森がニコニコしてこちらを見ている。ちょっと唇の端が上がって、大きなキラキラした少年のような眼は忙しくクルクルしている。こういう時はたいてい……。

「ま、また何か企んでるだろッ」

　柴田は警戒の声を出した。

「え？　そう？」

　すました顔で、にじり寄って来る。

「な……なんだよッ」

「おなか、いっぱいになったから、今度はアッチが食べたいな、僕」

　江森は抵抗する柴田に口付けし、手を毛布の中に差し入れた。

「ア……ア、ンッ」

　指で中心を優しく弄ばれ、喘ぎが漏れた。すぐ反応を見せる自分が照れ臭く、腕で顔を隠してしまう。

（カワイー、浩司さん）

　すぐにでも侵入したかったが、企んでいることがあったので、江森はグッと堪え「眼を閉じて、浩司さん、寝ていてよ」と言って、毛布を引きはがす。

「……ん」

　江森がとんでもないことを企んでいるとは夢にも思わずに、柴田は大人しく眼を閉じ、仰向けに横たわった。と、

「ええッ！」

　前に冷たいものを感じて眼を開け、腹の方を見ると、江森が何かを塗っている。

「バカッ、なに、してるッ」

　自分のモノのまわりに、何やら赤いものが見えた。

「なんだよッ、それッ」

「ジャムですヨ？」

　持っている瓶を高く上げて見せる。確かにイチゴジャムである。

「お、お前、それ、どっから……」

「買って来たに決まってるじゃないですかァ」

　用意周到、この時の為に買って来たのだ。朝から江森の頭はほとんどこの件で一杯で、さんざんシミュレーションしていたのである。

（アソコにこれを、こう、塗って……）

　現実になったので、浮き浮きしながら塗りたくっていた。

「お……お前ッ……」

（全く、二の句が告げない……こいつは……）

「いいから、いいから、僕にまかせて」

「何がいいからだッ、止めろッ、すぐッ」

　顔を真っ赤にして怒鳴ったが、江森はかまわず指で根元から擦るように塗り上げる。

「ア……ウンッ」

　先端にヌルリとしたものを感じて、身体を竦ませた。

「浩司さん、見てよ、おいしそーだヨ？」

「バ……カヤロ……ッ」

　自分で見てもひどくいやらしい……叢から立ち上がったソレは、ベトベトした赤いモノを塗りたくられ、ヒクヒクと動いている……。

「ゆっくり、しゃぶって、あげる」

　江森は指で扱きながら息を吹き掛けた。

　恥じらいで柴田は首まで真っ赤になる。

「五月……や、嫌だ」

　枕から首を上げて、哀願するように江森を見詰めた。切れ長の眼はもう潤んでいる。

（可愛いッ、これだから、いじめたくなっちゃうんだよな）

　ちょっと良心は痛んだが、とぼけて言い放つ。

「浩司さん、こんなこと、みーんなやッてるよ？　普通ですよォ、ぜーんぜん特別なことじゃないよ？」

　みんなやってる、は言い過ぎかとも思ったが、どうせ柴田には分からないのだ。

「……そ……そォか」

　柴田は諦めたように枕に頭を降ろし、溜息をついた。

（あー、素直でカワイーな、浩司さんて）

　江森は嬉しくなる。ペロリと根元から舐め上げた。

「アッ、アウ……ッ」

「オイシー」

　血液があの部分にドクドクと流れ込んで行く。下腹部が熱くなって、柴田は腰を捩った。すると、

「もっと、塗ってもらいたいんだ、浩司さん」

　江森はまた瓶からジャムを掬う。

「ち、違う……そんな……」

「浩司さん、僕が舐めるとこ、見ててよ」

　柴田が眼をやると、江森は根元に指を添え、アイスキャンディでも舐めるように、赤く塗られ硬度を増したモノをまたペロリとひと舐めする。瞬間、足のつま先まで痺れが走った。

「アアアッ」

　シーツを両手で握り締め、身体を捩る。

「な……舐めて……」

　自分でも信じられない言葉が口をついて出た。

（お……俺ッ……す、すげーヤラシー……）

　背筋がゾクゾクした。こんな無防備な状態で横たわり、しかもアソコにジャムを塗られ、それを舐めてもらいたがるなんて……自分の姿が江森の眼にどう映っているか考えると、今度は身体中が熱くなってきた。また「舐めてッ」と叫んでしまう。

「うん、舐めたげるよ、先ッポ？　それとも根元？」

「ウウッ、早くッ……どこでもいいよッ」

　声を震わせて呻くのを、江森はクスクス笑いながら唇でくわえるようにして含む。チロチロと舌で一番感じ易い所を舐める。

「ああッ、五月ッ、いい……ッ」

　こんなに柴田が感じるとは思わなかった。江森は嬉しくなる。

（やっぱ、思い切って試してみて良かった！）

　すごく怒られるかも、と、ちょっとは心配していたのだ。クスクス笑いながら、先端に舌を這わせる。またあらたに、たっぷりジャムを塗りつけると、舌で溢れ出る愛液と混ぜ、ほおばった。

　強く吸い、甘い蜜を喉を鳴らして飲み込む。名残惜しそうに唇を離すと、先端に音高くキスしてやった。

「オイシー、浩司さん」

「ウウウッ、アアッ」

　柴田の身体が細かく痙攣した。

「五月ッ……もうッ」

　もう到達が近いのだ。江森は喉の奥まで柴田のモノを入れ、根元をグッと唇で締め付ける。

「アアッ……ッ」

　江森の髪に両手がかかり、ギュッと鷲掴みにした。

「……ア……ッ」

　一瞬、手が止まり、腰が突き上げられる。歓喜が放たれた……。

　終わった後、江森は根元からペロペロと舐め上げて、綺麗に始末してやり、

「すっごく、いい味だったよ？」

　柴田の頭を抱き、囁く。

　まだ興奮が収まらないのか、江森の胸に顔を埋め、喘ぎ続けている。

「ひ……どいよッ、アッ」

　腰を擦り付けてくるので、江森は背中を撫でてやった。肩甲骨の縁から背骨の突起に沿って、指を下へ這わせる。腰から臀部のカーブに達すると、

「アッ……ハアッ……ンッ」

　期待に満ちた甘い声が漏れた。

　細い眉をひそめ、切れ長の眼に涙を滲ませて江森を見上げる。汗ばんだ髪のかかる眉間には僅かに皺が寄っており、続く鼻筋の線はすっきりと美しい。尖った小さな顎はツンと上を向き、唇はわなないている。

（ああもう、これだから……）

　止められないのだ……すごく、恥ずかしいことをさせたくなる。次のアイディアを思い付いた。

「浩司さん、ちょっと待ってね、すぐだからね」

　その声にまたウキウキした様子が滲んでいたので、柴田はビクリと身体を震わせると、「ま……また……なんか、すんのかよ」と掠れ声で抗議したが、唇をキスで塞がれる。

　舌を絡め取られると、力が抜け、柴田は自分から身体を委ねた。

「あ……五月……」

（浩司さんて、ホント、かわいいよな）

　江森は無抵抗の柴田の頭の下に腕を差し入れて、腕枕をさせてやり、自分の方に顔を向ける。そして膝を割って、空いたほうの手を差し込む。

「アアッ」

　後ろにヌルリとした冷たいものをが侵入したので、柴田は驚いて悲鳴を上げた。江森の指なのだが、何かが塗ってあるのだ。

「ア、アッ、な……今度はなんだよッ」

　身を捩ったが、もう片方の手でガッチリ肩を押えられた。

「マ・ヨ・ネーズ、だヨ」

　江森は笑いながら言う。

「さっきのサラダについてたヤツ、ホラ」

　指を柴田の前に出す。恥ずかしさでカアッと頬がほてった。

「バ……バカヤローッ」

　拳で胸を叩こうとしたが、ギュッと抱き締められ、果たせない。

「は、離せッ」

「駄目」

　江森はイソイソと塗り込み続ける。

「ヤダ……アアッ」

「痛いの？」

「ち……違う……」

「じゃーなんで嫌なの？」

「だ……だってッ……恥ずかしい」

　胸の中から声を震わせ、頬を染めて江森を見上げるので、またキスしてしまう。

「だからァ、ぜーんぜん、普通なんだってばッ、特別じゃないよ？　みーんな、してますよ？」

　ここまでやるカップルはそんなにはいないと思ったが、平然と言い放つ。

「……ホント……かよォ」

　塗り込められたモノが体温でトロトロに溶ける。差し込まれた指の脇から、暖かい液が流れ出るのを感じ、柴田は腰を振って締め付けた。

　指二本がやっとというキツさになるので、江森はそっと押し広げてやる。途端に、ビクンと柴田の腰が跳ね上がる。

（感じるんだー）

　江森は嬉しくなった。広げるたびに、腰がビクビクと跳ねた。顔を伺うと、柴田の眼は潤んで、ぼんやりと空に視線を彷徨わせ、小さな口からはピンクの舌が覗いている。

「いい？　感じてる？」

「アッ……もッ、早くッ」

「僕のアレ、欲しい？」

「ウウッ、五月ッ」

「欲しいって、言ってよ」

　体内の二本の指をグルグル動かした。

「ほ、欲しいッ、ク……ウッ、早くッ」

　指の動きに応えるように、内部の粘膜がヒクヒクと蠢いて江森の指に絡み付く。

「浩司さんッ」

　もう江森も我慢出来なかった。腰を抱え上げ、侵入する。塗られているモノが潤滑油の働きをして、今までになくスムーズに激しく動かすことが出来る。

　もう一度腰を引くと、内部が収縮しかかったのか、白濁した液が流れ出る。太ももの所までベタベタになった。

　液を指で掬い上げると、僅かに開けている柴田の口に捩込んだ。

「どう？　オイシイ？」

　二本の指を出し入れして、口腔を犯す。

「ンンンッ」

　唾液でベトベトの指を見て、江森はクスクス笑って囁いた。

「上も下もビチョビチョだネ……スゴ……浩司さんッてヤラシーな」

「五月……ッ」

　柴田は涙の滲んだ眼で江森を見上げる。

　江森のモノと指が同時に自分を犯している……しかも自分はそれを喜んでいるのだ。その姿を想像すると、頭の芯がカアッと熱くなる。欲望の虜になり、理性もなにもかもフッとんだ。もう達くことしか、考えられない……全身が快楽を求めていた。いつのまにか中心のモノも立ち上がって震えている。

「イ……イイッ……もっとッ」

　腰を突き上げて叫んだ。

「もっと、なに？」

「アア、もっと……強くッ」

　何を求めているか分かったので、江森は片手を中心に延ばした。

「アウッ……五月ッ……アッ、そこッ」

　柴田のモノははちきれんばかりになっている。強く握ってやった。

「浩司さん……また？　元気いいー」

「嫌ッ、……ンなコト、言うなッ」

「も一度、達かしたげるよ」

　扱きながら耳に息を吹き掛けた途端、柴田の全身が弓なりにしなった。

「ア……アアッ、出るッ、五月ッ」

　江森の手の中に放つ。しかし痙攣は収まらない。二度、三度と大きく背中を反り返らせたので、江森は「アアッ」と叫んだ。根元からギュッと締め付けられ、頭の中がスパークする。

「こ……浩司さん……し、絞めすぎ……」

　必死で耳に囁くが、柴田はほとんど聞こえていないようで、下腹を絞り上げ、全身を震わせながら激しく喘いでいる。

「こッ、浩司さんッ……ゆ、緩めてッ、チギれちゃうヨォ」

　江森は焦って柴田の下腹を撫で擦った。

「……ア」

　下腹部の緊張がとれていく。張り詰めた皮膚がさざ波のように細かく震えた。

「アー、驚いた」

　江森はホッと溜息をつく。

「バ……バカヤローッ……」

　柴田はグッタリと横たわって、弱々しく呻いた。

「テ……テメーのせいだろッ……あんましへんなこと……ゆーからッ……」

「ゴメン、ゴメン」

「ったく、もう……いッつもそうなんだからッ……」

　しかし、江森が身体を離すと、まだ放っておらず猛々しいままなので、身震いした。

「ウ……まだなのかよォッ……モ……俺っ、し、死んじまうッ」

「安心してよ、もう入れないから」

　柴田の上に跨がる。

　大きく太い指を激しく動かしているので、柴田は驚いてかたまったまま、江森を見上げた。

　江森が柴田のモノを手で愛撫する時は、とても丁寧で優しかった……が、自分で慰める時は、荒々しい。激しい息遣いと、鷲掴みにして動かす大きなゴツゴツした手にオスを感じ、背筋がゾクリとした。

「ウ……ウウッ」

　江森は呻くと、柴田のモノに自分のモノをグイグイと擦り付ける。自分の腹の上で二匹の不思議な生き物が交尾しているようだ……全身が総毛立った。

「ア……アッ、五月ッ」

　思わず両手で自分のモノを掴むと、強く江森に擦り付ける。江森は驚いて手を止めた。

「浩司さん？」

　柴田は真剣な面持ちで、必死に江森の先端に自分を擦りつけている。

「一緒に、するよ？　いい？」

　江森はグイと大きな手でまとめて持つと、激しく扱いた。

「さ、五月……」

　いささか手荒な行為に柴田は驚いたが、苦しくはなかった。江森が手を動かし易いように、少し腰を浮かしてやった。

「アア……浩司さん……いいよッ、アアッ」

　白い液が柴田の腹の上に放たれた。

　江森は柴田の顔の両脇に手をつくと、自分の顔を近付けてきた。唇を求める。

「ンンッ……」

　暫く舌を絡めると、脇に横たわり、髪を撫でた。

「僕の出すトコ、どーだった？」

「……バ、バカッ」

　柴田の顔が赤くなった。到達の瞬間、江森の表情はなんだかかわいい子供のようだった……。

　柴田は腹の上を触ってみる。

　まだ暖かい白い液は、自分の放っているものと同じなのだが、なんだか違うもののようにも思えた。

　考えて見ると、今まで江森はいつも自分の内部に放っていたのだ。

（初めてなんだ、あいつの見るの）

「おんなじだよな……男のってサ」

「ええッ？　そりゃそーですッてばァ、変なのォ、浩司さん」

　医者の言うこととは思えない……江森は怪訝な顔をする。

「汚く、ねーよな……」

　続いた柴田の言葉に更に驚いた。

「こ、浩司さん、当たり前でしょ？　なんで汚いのさッ！　浩司さんのなんか、オイシーよ？　すっごく！」

「バッ……バカッ、へ、ヘンなこと、言うなッ」

　柴田は顔を赤らめる。

「どうして？　本当だよ？　愛してる人のだもの、当然じゃない」

　優しく自分を見詰める眼に、柴田は胸が詰まってきた。腕を伸ばし、しがみつく。

「俺……さ……自分でした時……」

　江森の背中に手を回すと、広い胸に顔を埋めた。伝わってくる心臓の鼓動はまだちょっと早い……自分のもまだ早いんだろうと、柴田は思った。

「ずーっと、前のことだよ？　お前と知り合う前のことだ」

　なんとなく、言いたいことが分かって、江森は髪を撫で、口付けしてやる。相沢を想って、していた頃のことなのだ。

「……出たやつ、見て……汚いッて思って、吐いちまった」

「ええーッ」

「それからさ……出たやつ、見たくなくて……シャワーの下でしたんだ」

「そうだったの……」

　だから、さっきシャワーの下であんまり嬉しそうじゃなかったのだ。

　そんなこととは知らなかった。しかも江森は、この間、江森の手が自分のせいで動かなくなったと責めているのをいいことに、柴田に無理矢理自分の手でさせてしまった……本当はすごく、嫌だったのだ、きっと。

（ひどいこと、しちゃったんだ）

　江森はギュッと抱き締めて囁く。

「でも、もう分かったでしょ？　汚くないよ？　僕なんかさ、男のいっちばん大事なモンだと思ってるよ？」

　柴田はプッと吹き出してしまった。

「オメーはもう……ほかにもっと大事なモンがあるだろーがよー」

「ううん、いっちばん、大事です、僕にとっては」

　顔を仰向けにさせ「これがなくっちゃ、浩司さん、喜ばせられないもの」と言い、深く口付けた。

「これ、なくても、俺、喜ぶと思うけど？」

「じゃあ、言い直すよ。これで浩司さんを喜ばせるのが好きなんだよ、僕」

　柴田は自分の腹に押しつけられている江森のモノに目を落とす。

（だよな……俺だって、五月が喜んでくれるから……）

　恥ずかしいことをさせられても怒る気になれないのかも知れない。好きな人が喜んでくれるのが自分の幸せなのだ。それを初めて教えてくれたのは……。

「愛してる……五月……俺、お前が一番……好きだ……」

「愛してるよ……浩司さん」

　お互いにピッタリと身体を付ける。相手の体温と心臓の鼓動を全身で感じとった。
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　次の朝出勤すると、江森は厚生課に電話を入れてみた。

「藤谷さん？」

「ああ、エモちゃんなの？　なあに？」

　藤谷は大学時代からの先輩で、今は社内のテニス同好会のメンバーとして、良くペアを組んで大会に出場している。

　ボリュームのたっぷりある大柄な女性で、顔の作りも眉が太く、眼も大きく、舞台映えするような顔だ。頼りになるオネーサマといった所で、江森は大学時代、ノートを借りたりバイトを紹介してもらったりと、散々世話になっていた。

「あの、前に頼んどいた……」

「あー、あれね！　そうそう、もしかしたらドタキャンがとれるかもよ？　明日また、電話して？」

「ハイッ」

　浮き浮きして電話を切った。

　いつも奢られているので、今回の旅行は絶対自分持ちのつもりだった。しかし入社三年目のサラリーマンの給料など、たかが知れている。本当はカッコいいベイエリアのシティホテルに柴田と泊まりたかったのだが、とてもＧＷのハイシーズンでは、江森の資金力では無理だ。

　江森の努めている富士製薬は、会社独自の保養所や福利厚生施設はない。しかし、色々なホテルやスポーツ施設と提携していて、ある程度優先的に予約出来るようになっていた。しかも二割引というお得なお値段で。ここなら、ＧＷでも大丈夫だ。

　ところが柴田と恋人関係になったのはホンの一ヶ月程前だったので、そのころは既にお得な所のＧＷの予約は満配であった。

　江森は藤谷に泣きついて、ドタン場のキャンセル通称ドタキャンを廻してくれるよう頼んでおいたのだ。

　藤谷が探して来たのは、富士五湖の国民休暇村に毛が生えた程度のホテルだったが、どの部屋からも富士山が真正面に見え、しかも各部屋に大きめの浴室がついているというものだった。大きめの風呂というのがいたく気にいった。

（お風呂に入りながら……）

　考えるのはあのことばかりであった。

　そうは言っても仕事はこなさねばならない。目の前にニンジンをぶらさげた馬のように江森は猛烈に働いた。その働きぶりに、周囲の者は事情を知らないので感心している。直属の上司も営業成績前月比１２０％に満足していた。







　その夜、柴田がマンションに帰ると、リビングのコンピュータの電源が入っていて、ディスプレイに伝言が点滅していた。ニコニコマークがチカチカ動いている。テーブルの上には差し入れの箱も置いてあった。

（五月……来てくれたんだ）

　ディスプレイを見ると、ＧＷの予定を知らせてくれとある。

（あいつ、今夜は第２内科の学術説明会って言ってたよな。まだ仕事中だろうな）

　電話を入れるのは明日にしようとシャワーを浴びることにした。身体を拭いながら、昨夜の行為を思い出し、頬が熱くなった。この場所で、二人は愛し合ったのだ……。

（五月のやつ……）

　バスローブを羽織るとリビングに戻った。

　ブランデーをサイドボードから取り出すと、グラスに注ぎ、味わいながら、差し入れを開けてみた。

「？　な、なんだ、コリャ？」

　箱の中には小さな肉マンのような物が二十個も入っている。

　と、サイドテーブルの電話が鳴ったので取り上げて「柴田です」と言うと、聞き慣れた声が返ってくる。

「浩司さん、僕」

「……五月！　なんだ、こりゃーッ！」

「え？」

「なんだよ、こんなにたくさん、俺、一人じゃ食えねーぞッ」

　クスクスと笑う声が受話器から響く。

「わかってますよォ、食べれない分は、冷凍庫に入れとけばいいんですよ、ね？」

　一つ、手にとってためつすがめつ、色々な方向から見る。

「……これ、なんだよ」

「それはね、横浜の名物で、『行列の出来る店』って本に出てたんです。出張した人に頼んで買ってきて貰ったんですよ。冷凍して、食べたいときに、一個ずつ、レンジでチンすればいいでしょ？」

　最近、妙にマメな江森である。

「それより、ディスプレイ、見ました？」

「……ああ、俺、前半は知り合いの病院で当直のバイト。で、三日は大学の当直だから」

　江森は「えーッ」と、電話の向こうで叫んだ。三日の当直だと、フリーになるのは四日の午後だ。

「じゃあ、後半の一日しかないじゃないですかッ」

「二日があるだろ」

　シュンとした声で答える。

「僕、二、三って、テニス同好会の合宿なんですゥ」

「じゃー、俺のせいじゃないだろッ」

　突き放すように言った。

（テニス同好会だって？　……クソ……短いスコート履いた女どもと行くんじゃないかッ……そうだ、あの藤谷とかゆー人妻だって、けっこーな美人だった）

　二人がコートに立っているところが頭によみがえる。

（でかい胸にふっくらした肉惑的な唇……太い眉に、ぱっちりした眼……普通の男だったら、クラクラするだろう……俺は女には欲情しないが、五月のヤツは、元々女が好きだったんだ）

　あの時、江森は右手に麻痺があり、包帯をしていた。試合の最中も藤谷は何くれとなく江森の面倒を見ているように柴田には思えた。実際はあごで使われていただけだったのだが、そんなことまで解るはずもない。

　当時の情景を思い出しているとムカムカしてくる。

「とにかく、そういうことだッ、忙しいんだろッ、もう切るッ」

「ま、待ってくださいよォ」

　急に柴田の声が刺々しくなったので、江森は慌てた。

「じゃ、とにかく、五日だけは絶対空けといて下さいねッ、僕、いいとこ、取るからッ」

「……いいとこってなんだよ」

　機嫌は直らず、柴田は暗い声で尋ねる。

「ほら、おっきいお風呂のあるトコ、行こうって言ったでしょ？」

「風呂ォ？」

「ほらさッ、お風呂でしようって、昨日、言ったじゃない」

「ア……」

　昨夜のことを思い出し、また赤くなる。

「ね？」

　浮き浮きした声で同意を求めるので、

「……ったく、もうっ……オメーの考えることって、そればっかりじゃねーかッ」

　呆れ声を出した。

「だってェ、もう、いいホテルを探してもらうように、頼んじゃったんですゥ、浩司さんだって、どっか行きたいって言ったでしょ？」

　それは確かであった。

「わかった……とにかく五日は空けとくから」

　電話を切ろうとすると「待ってッ」と、江森が叫ぶ。

「……なんだよ」

「今日は浩司さん、自分チだからいいでしょ？」

「……何が」

　また、警戒信号だ……この嬉しそうな声は……。

「テレホンセックス、しよ？」

　受話器を取り落としそうになった。

「おッ……お前ッ、どこからかけてんだよッ」

　電話の向こう側の男はクスクス笑っている。

「ちょっと休憩時間で、今、車ん中なんですよ、だから、ね？」

「なッ……なに、言ってんだよッ、もう切るッ」

「いいじゃない、ちょっとだけ……もうシャワー、浴びたんでしょ？」

「……浴びたよ」

　心臓の鼓動が早くなるのを感じ、柴田は頬を染めた。

（なッ……何、期待してんだッ……俺ッ）

　江森の声が囁くように変わる。

「浩司さん……ね？」

「ウ……」

　優しい顔が眼に浮かび、下腹部が疼き始めた。

「ね、なに着てんの？」

「……バスローブだッ」

　わざと邪険に答える。しかし根が正直というか、ズボンとシャツとでも言っておけばいいのに、江森の方はお陰で柴田のあられもない姿を想像してしまっていた。

「下着、つけてる？」

「つけてるよッ」

「いつものヤツ？　セミビキニ？」

　締まった腰と下腹部の膨らみを既に思い浮かべている。

「それしか持ってねーよッ」

　クスクスまた笑っている。

「浩司さん、その下着、危なすぎるよォ……セクシー……もういっつもオッケーって感じ」

「なーにがオッケーだッ！　どこがセクシーなんだよッ、普通の下着じゃねーかよッ」

　柴田は周りに体格の良い人間が多かったせいで、１７０㎝はチビだと思い込んでいる。そのコンプレックスで、自分のスタイルの良さに気付いていないのだった。

　中学から水泳部だったので上半身は胸も厚く逞しいが、下半身はきりっと締まり、典型的な逆三角形だ。手足もすらりと長く均整が取れていて、江森はいつもヨダレモノであった。さらにセミビキニのショーツは煽情的で、江森は自分以外の誰にも見せたくないと思っている。

　実は手術部のロッカーでしょっちゅう人に見せているのだが、江森がそれを知ったら憤死してしまう所である。

「だってさぁ、クッキリ、あの形、見えるよ、オッキクなったりするとさ……今、どう？見たいな、僕」

「バッ……バカ……ッ」

「まだ、オッキクなってない？」

「ねーよッ」

　だんだん江森の息が荒くなってくる。

「僕の、もう勃ってるよ……ほら……こんなに……見せたいな、浩司さんに……」

「……ア」

　自分のモノがムクリと動いたのが分かり、柴田は声を漏らした。

「この太いの、浩司さんのちっちゃなアナに入れたい……」

「や、止めろッ……もうッ、切るッ」

　しかし声が裏返ってしまった。どんどん自分のモノも反応している。

「だって、四日まで会えないんだよ？　当直してるとこに電話、出来ないしさ、ね？　いいでしょ？」

「よ、四日まで会えねーのは、俺のせいじゃねーよッ」

「わかってるよォー」

　悲しそうな声になる。

「オネガイ、ね？」

　この江森の『オネガイ』には弱いのであった。

「……わかったよ」

　江森は途端に明るい声を出した。

「じゃあさ、ソファに寝てよ」

「え？」

「ね、横になってよ、ね？」

「ウ……」

　ここがトロいところで、言われるままに柴田は大人しくソファに横たわる。

「もう感じてる？」

「……ク……」

　即答出来ない柴田に、江森は大喜びであった。

（カワイーッ、浩司さんッ）

「浩司さん……自分で触ってみてよ……上からさ」

　受話器からの声は、低く、甘く、すぐ耳元で囁かれているようだ。

「僕の指だと思って、感じてよ……」

「ア、アアッ……」

　柴田は自分のモノを見て小さく喘いだ。勃ってきているのがはた目で見ても分かる。確かにクッキリと形が盛り上がっていて、今までそんなことは気にしていなかったのが急に恥ずかしくなってきた。

「ンンッ……」

　苦しそうな声に、江森は追い討ちをかけるように「もうオッキクなったんだね？」と言う。

「……ウ……ウン」

　小さな声が返ってくる。

「先ッポ、もう、濡れてる？」

「……ウン……」

（サイコーッ）

　江森は有頂天になった。ことセックスに関しては、本当に柴田はトロくて素直なのだ。

「ね、擦ってよ、アレ」

「し、下着の上からか？」

　尋ねてくるので、吹き出す所だった。

（ベッドの中だと僕のいいなりだもんなー、カワイー）

「違うよォ……中に手、入れて？」

　耳元でまた低い声で囁かれ、柴田はおずおずと指を忍び込ませる。

「……浩司さん……浩司さんのアレ、勃ってるの、見えるよ……僕のだと思って擦ってよ……」

「アッ……アア……」

　江森の淫らな誘いに、柴田は知らぬ間に手を動かしていた。片手で受話器を握り、もう片方の手を動かす。

「……五月ッ……アア……ッ」

　上ずった声を出した。

「いいよ、浩司さん……もっと聞かせて？　その声サイコー」

「ああ……五月……愛してる」

「浩司さん……愛してるよ……」

　もう我慢出来ない。江森が今すぐ、欲しかった。

「さつきッ……アアッ……お前……のッ、欲しい……」

　声に出して言ってしまう。

「僕も入れたい……浩司さん、足、開いてよ」

「アアンッ」

　足を開くとバスローブの裾が乱れ、縛っていたベルトが落ちた。

　ソファに横たわり、足を開いて手を動かす自分が信じられない……こんなに大胆に慰めるのは初めてだった。全身が火照ってくる。

「開いた？」

「ウ……ウン」

　恥ずかしそうに言ったが、江森に見守られているようで罪の意識は全然ない。優しい声が続く。

「太いの……今、後ろに入れたげる……ホラ……僕の、おっきいの、感じてよ……ね？」

「い、入れてッ……後ろにッ」

　自分で下着を膝まで降ろした。ほとんど全裸に近い状態で、前を擦り続ける。

「ね？　いつもみたいに声、出して？　僕、聞きたい……浩司さんの声……」

「五月ッ、五月ッ、俺もお前の声、聞きたいッ……言って……もっとッ」

　優しい声を耳元で感じながら、指で先端を刺激する。

「ンンッ……アアアッ」

　快感に声が大きくなった。激しく手を動かしながら叫ぶ。

「さ……つき……俺……も……イくッ」

「浩司さん……イってヨ」

「五月ッ」

「もっと、声、出して……」

「五月ッ、五月ッ」

　手で激しく扱き上げる。身体が反り返った。

「五月ッ、俺ッ、ウウッ」

　身体を震わせて、吐き出した……しばらくビクンビクンと痙攣が続く。

　受話器から察せられる到達した様子に、江森は感動していた。

（あんなに一人でやるの、嫌がってたのに）

　いとおしさが込み上げる。

「浩司さん……」

　江森の声に、ふと、我に返ると、柴田は気恥ずかしくなった。

　いつのまにかクッションはソファから落ちている。大きく自分で動いてしまっていたのだ。放ったものは指と腹についていたが、見ても吐き気は起きない。

「五月……出ちゃった……俺……」

「浩司さん……嬉しいよ……僕のこと、想って、してくれたんだ」

「……ん」

「ね？　自分でするっていうのも、いいでしょ？」

　江森は優しく諭すように言う。

「浩司さん、自分一人でしたって、いいんだよ。僕だって、しょっちゅう浩司さんのこと、考えながらしてるよ？　だって毎日しないと我慢できないもの」

「……五月？」

「みんな、してるよ？　特別なことじゃないんだよ？　女の人のことはわかんないけど、男だったら普通のことだよ、自分でするって」

「あ……」

　江森が何を言おうとしているか分かった。

「……だな」

　汚いもの、と言った柴田を、江森は心配していたのだ。相沢を想い自分で慰める時は、罪を犯しているという気がしていた。自分の放出したものを罪の象徴と感じて吐いたのだ……今、そのことが分かった。

「……ウン」

　涙がこぼれそうになってあわてて眼を擦る。

「浩司さん？　どーしたの？」

「……あ……いや……お前……ッてさ……なんか、俺より年上みてー」

　平静を装ったが、つい声が震える。

「だいじょぶ？　浩司さん？」

　異変を感じ、江森が心配そうな声を出した。

（まさか……また発作じゃ……）

「あ、だいじょぶだってば」

　すぐに声が落ち着いたので、江森はホッとする。

「そう？　良かった……」

　暖かな江森の声に全身が溶けていきそうだ……瞼が重くなる。

「……俺、すっごく良く眠れそうだぜ？」

　クスクス、また笑い声がする。

「そりゃ、きのー、あんなにイッパイ、出して、今日も抜いたんだもの、当然だよね？浩司さん？」

「バ、バカッ」

　また昨夜の痴態を思い出して赤くなった。

「今度会うときまで、ちょっとはしていいけどさ、僕と会う前の日は駄目だよ？　タンク、空になっちゃうからね？」

「や……やらしいことばっか、言うなよッ」

　ふと、気付いた。

「……五月、お前は達かなかったのかよ」

「もう、浩司さんたらァ、ヤダナー、これから２内の教授の接待、しにいかなきゃなんないんだよ？　ンなことしたら、抜いてきたってバレちゃうよォ」

　江森はケラケラ笑い出した。

「そ……そだな……」

「僕は後でゆっくり、浩司さんのアノ時の声、思い出しながらやるから、ね？」

「……ん……五月……愛してる……」

「浩司さん、僕も愛してるよ」

　ずっとこのまま話していたかった……が、そうもいかない。名残惜しいが「浩司さん、切るよ」と言う。

「……ん……またな」

　受話器を元に戻す。バスローブを胸にかきよせ、ソファに身を起こすと柴田はほうと息を漏らした。

　まだ江森の優しい声が耳の奥に残っていて、寂しさはなかった。そうは言っても、本当は生身の暖かさが欲しい。欲深な望みとは分かっているが……。

　しばらく会えないが仕方がない。お互いに忙しい身なのだから。急にある想いが胸にわき起こる。

（一緒に住みたい）

　そうすれば、今よりもっと一緒の時間が持てる。

（でも、知り合って二ヶ月で同棲したいって言ったら、女だったらお軽いって思われるよな……）

　それに自分から切り出すのはひどく恥ずかしかった。





　　　　　　　　　　４




　ＧＷといっても、普通の会社とは違い、病院はそれ程普段と変わらない。入院患者がいなくなる訳ではないし、救急外来も相変わらずだからだ。

　それに対応して製薬会社や医薬品の卸し問屋なども、急な求めに応じて当直体制を組んでいる。特にＭＲは医者の我がままにも付き合わなければならないので、盆・暮れ・正月プラスＧＷは無いに等しい。

　江森は上司に頼み込んで前半に休日出勤を申し出ていた。藤谷の努力で、四日のドタキャンが取れたからだ。これなら五日、ラッシュを避けて夜中に帰ってくればいい。

　取れたのは『レステル・レイク・本栖』というホテルである。

　本栖湖なら中央高速で空いていれば二時間で着く。山中湖や河口湖よりも交通が不便なので、比較的穴場であった。

「お風呂、大きいとこでしょ？」

　江森は浮き浮きして、パンフレットを眺める。

　こいつ、女と行くのかと、藤谷は呆れ顔である。まさか連れが男の医者だとは思ってもみなかった。大学時代から江森が女にモテていたのは知っていたが、いつも女の方から押しかけるといった所だった。社会人になってからは仕事に熱中し、女の誘いに応じなくなったという噂で、最近、社内ではお堅い男で通っている。

（まっ、いっかー、テニスさえやっててくれればね）

　腕は立つが大人しく言うことを聞く江森はペアの相手としては理想的だったので、藤谷としてはそれ以外の関心はなかった。却って恋愛がうまく行っててくれた方が、面倒がない。

「じゃあ、頑張ってね」と、背中を叩いてやった。

「二・三の合宿にはちゃんと出てよ？」

「わかってますってばッ」

　江森目当ての女子部員は多い。江森がいかないなら私もと、ごねる子が出るのは困るのだった。







　連休の初日にもう江森はポケベルで会社から招集を受けた。

　薬品卸問屋からの依頼で、新薬を特別に使うことになり、Ｊ医大の第３内科に届けるという仕事だ。問屋に在庫がなく、メーカーにあわてて連絡してきたというわけだった。

　富士製薬の開発した骨髄移植の重い副作用の一つ、ＧｖＨ反応を抑制するという新薬なのだ。

　江森は在庫を端末で確認し、製品管理部に連絡を入れた。幸い近くの管理倉庫に在庫があり、江森は薬品を受け取るとすぐＪ医大へ向かった。

　第３内科は血液と内分泌が専門だ。骨髄移植の症例も多い。ちょうど先週骨髄移植を受けた患者の容体が悪化して、七階の病棟には主治医と血液班の医者達が待機していた。

　江森は階段を駆け上がってナースステーションに飛び込んだ。休日で動いているエレベーターが少なく、待っていられなかったのだ。

「すいませんッ、遅くなりましたッ」

　しっかりと握り締めてきたアンプル箱を出すと、皆ほっとした顔を見せる。

「悪いな、休みの所を」

　講師の星野が箱を受け取りながらすまなそうに言う。

「いいんですよォ、それより、間に合いましたか？」

「ああ、すぐ使わせてもらうよ」

「良かったー！　足りなかったら、言って下さいね？　すぐまた、持ってきますから！」

　額に汗をかきながらニコニコして言う江森を、主治医の女医はうっとりと見上げた。

（こういうのが、なかなかいないのよね……）

　江森が去ったあと、ひとしきり看護師と一緒に誉めそやした。

　帰りがけに江森は、エレベーターを３階で降りる。

　今日は柴田は、外の病院に出張だと言っていた。

（でももしかしたら、受け持ち患者の容体を診に来ているかもしれない）

　しかし淡い期待は見事に外れ、ナースステーションには当直医がいるだけだ。

（ちぇーッ）

　ちょっとしょんぼりして、エレベーターへとＵターンすると、廊下の向こうから近藤ナース長がやってくる。

「あ、ナース長さん、いつぞやはお世話になりました」

　江森は深々とお辞儀をする。

　柴田との仲がバレているのは恥ずかしいが、ナース長の気配りで仲直りできたのだから。

「おや、江森さん」

　江森が新薬を届けにきたことは、院内の看護師の情報網ですでに知らされていた。そして江森の優しくて誠実な態度を女医と看護師が散々褒めちぎった、というオチも。

「休日出勤、ご苦労様です」

　近藤ナース長は穏やかな笑みを浮かべる。

「ナース長さんだって、休日出勤じゃないですか」

「私は別の日に休みをとりますから」

　近藤ナース長は探りを入れてみた。

「江森さんも少しは休めるんですか？」

「ええ、僕、後半にちゃんと休みを取りますから！」

　ひどく嬉しそうに言ったので、ナース長はピクリと眉を動かす。

（ほほぅ……後半、ですか）

「予約とか、したんですか？」

　さりげない誘導尋問に、「はいっ」と答えてしまっていた。

「ご旅行、ですか？」

「え、ええ……まあ」

「お二人で？」

　江森は罠にかかったことを悟る。

「う……内緒です」

　柴田と旅行することが皆に知れ渡っても江森はかまわなかった。だが照れ屋の柴田は自分がバラしたと知ったら、怒るに違いない。

「こっ、これ以上は言えないんです！」

　ちょうど、エレベーターの扉が開いたので、江森は頭を下げる。

「失礼します！」

　飛び込んで、ホッと胸を撫で下ろした。

（ああ、良かったー）

　残された近藤ナース長は、『私の勘働きは冴えていますね』と自画自賛する。ナース長は最近、鬼平犯科帳にもハマっているのであった。







　寮へ戻る車の中で江森は決心していた。

（絶対、浩司さんに会うッ）

　先程姿を見られなかったことで、想いが募ってきている。

（四日までなんか、待てないよー）

　しかしテニスの合宿直前まで、結局柴田とは連絡が取れなかった。お互い留守電に伝言を残し合ってはいたが、すれ違いが重なり、携帯電話が鳴って江森が応答したのはもう一日の夜十一時を過ぎていた。

「浩司さん、今、マンションにいるの？　僕、そっち、行っていい？」

　既にパジャマに着替えていた江森は、返事も聞かず、狭い寮のワンルームを二歩で横切る。携帯を首と肩の間に挟んで、空いた手でロッカーを開け、シャツとズボンを掴み出す。

「……五月」

　小さな声が耳に届き、江森はがっかりした。小声のときは、たいがい病院からなのだ。

「浩司さん、まだ病院なの？」

「……うん」

「まだ、終わりそうにないの？」

「……ん」

　当直でもないのに……江森はちょっと面白くない。だが真面目な柴田は、仕事第一と、休みの日でも出来る限り一度は病院を訪れる。病院にいればどうしても、仕事を頼まれることも多いのだ。

（仕方ないよな、お医者さんの仕事は大変だし、浩司さんは真面目なんだもの）

　江森は気持ちを取り直して、尋ねてみる。

「浩司さん、僕、これからそっちへ行くから、浩司さんの仕事が終わるの待ってていい？」

「駄目だ」

　柴田はにべもなく拒否する。

「お前、合宿で明日は早いんだろ。今夜は早く寝ろ」

　柴田は柴田で気を使っていた。

（俺に合わさせたら、悪い）

　本音を言えば、テニスの合宿なんかには行って欲しくなかった。

　暗いロビーの片隅で公衆電話にしがみつき、小さな声でしゃべっていると、なんだか寂しさが込み上げてくる。

（でも、あいつには、あいつの付き合いがあるんだから……）

　合宿に行ってしまったら、多分、電話もしてこないだろう……そう思ったら、どうしても声が聞きたくなったのだった。

（もう、声が聞けたからいいんだ！）

　わざと明るく、「じゃーな、気をつけて行ってこいよ！」と言い放つ。想いを断ち切るように、ガチャンと受話器を置いた。

「浩司さん！」

（まだ、話していたかったのに……）

　江森は携帯を握り締める。

（そうだ！）

　あることを決意した。

（やっぱりどうしても会おう！）







　明け方の四時に、江森は柴田のマンションの前にいた。

　まだ夜は明けきっておらず、大気は霧を含んでひんやりと冷たい。

　玄関灯がぼんやりした明かりをきちっと刈り込まれた植栽に投げかけている。

　来客用のスペースにミラージュを停めると、江森は小走りにエントランスへと向かった。柴田から手渡されているカードをオートロックに差し込む。

　六時の集合に直接行けるよう、チノパンに白いテニスシューズ、明るいレモンイエローのトレーナーといった爽やかなテニスルックだが、この時刻では異様である。ひとけのないホールを横切ってエレベーターのボタンを押す。機械の音が静まり返ったホールに大きく響き、一瞬、ドキリとした。

（やだなー、ドロボーじゃないんだから……）

　目撃者がいたら、十分怪しい人間と思ったろう。

　五階に上がると、抜き足差し足で柴田の部屋の前まで行った。合鍵でドアを開け、一直線にベッドルームへと突入する。痴漢か夜這いのようで恥ずかしかったが、却って興奮してきた。

（僕って……なんて奴）

　そう思ったが止められない。ベッドの中で熟睡している柴田にいきなりのしかかった。

「ウワアッ」

　大声を出しそうになったので、慌てて口を押え「浩司さん、僕だよ」と囁く。

「おッ……お前ッ、何、してんだよッ！」

「何って……」

　イソイソとパジャマを脱がせにかかる。

「何、してんだって、聞いてんだろッ！」

「見ればわかるでしょ」

　もう下着も降ろしていた。

「止めろッ、バカッ」

「お願い、一回だけ」

「このッ、何、考えてんだよッ」

「あのこと」

　唇を奪い、腰を押し付けた。

「ね？　僕、合宿いっちゃうと、まわり中に人が、一杯、いるからさ、部屋も相部屋だし、浩司さんのこと考えて、抜くことも出来ないもの、ね？」

「だからって、いきなりはねーだろッ、電話ぐらい、しろよッ」

「昨日、したじゃない」

「違うッ、来る前にだよッ」

「ごめんね、ごめんね」

　口ではそう言いながら、手は既に下腹部をまさぐっている。一番感じ易い所を攻めたてた。

「ね？」

「く……ウウ」

　本当は合宿のことを考え、ずっと柴田は悩んでいたのだった。

　妄想の中では、高原のテニスコートで美女達が江森に群がっていた。ヒラヒラと短いスコートが風にめくれ、ピチピチの太ももがあらわになる……

（あいつは、いつでも発情してやがるから、ひょっとしたら……ムラムラッときて……）

　ネクラの法則で悪い方へと想像してしまうのだ。この二−三日、江森がグラマーな女達を抱く夢を見ては悶々としていた。

（それをこいつは、呑気に一回だけとか言いやがって……）

　ムカついてきた。

「お前こそッ、いつでもオッケーなんじゃねーかよッ、一回だってッ？　二回目は女とする気じゃねーのかッ」

　　首を持ち上げ、思い切り睨みつけた。江森はいきなり怒られたので、焦って首をブンブン振って見せる。

「そ、そんなことないってばッ、僕、浩司さんじゃなきゃあ、もう勃たないもん」

「ホ、ホントかよッ」

「ホントですッ、僕、嘘つかないよ？」

　江森は指先で先端を擦り上げた……濡れてきたのを感じ、ここぞとばかりに動きを早くする。

「ったく、もう……」

　柴田の身体から次第に力が抜けて行く。

　しかしまだ声音に怒りが含まれているので、急いで胸の突起に唇を押し付けた。ピクリと身体が反応する。突起を舌でくるみ、強く吸う。

「アアアッ……」

　更に柔らかく噛んでみた。

「ウウッ……ク……てめーはもーッ……コレばっかだッ……・」

　まだ雑言を浴びせているが、既に迫力はない。もうそろそろ言いなりになる頃合だ。わざと音を立てて吸う。

「アッ……ヤ……ダッ」

　言いながら、いつのまにか腕で江森の頭を抱き締めており、自分の胸に引き付けて離さない。

　吸っていると、乳首が固くなり、盛り上がるのを感じた。

「浩司さん……上も下も固くなっちゃったネ？」

　江森はクスリと笑う。

「こっち側も固くしよ？」

　もう片方の乳首も擦ってやった。

「ア……アアッ」

　背を反り返らせ、手で胸を突っ張った。

「だ……駄目だッ……もうッ」

　江森を責めるように見詰めるが、眼は潤んで焦点が合っていない。

「浩司さん、もうオッケーだね？」

　江森が素早くチノパンを降ろすと、柴田は足を自分から開く。

「……んっ……すぐ、入れていいよ」

　恥じらいながらも江森のモノを導いた。

「……時間、ねえんだろ？」

「うん、入れるよ？」

　まだ緊張がとれていないので少し侵入の時抵抗があったが、捩り込むようにして入れる。

「ウウッ……ク」

　苦しげに呻くので「だいじょぶ？」と聞くと、「へ、へーきだ……ンンッ」と柴田は激しく腰を使い始める。

　江森は、また心配になって、「ホントに？　痛くない？」と聞いてしまった。

「だいじょぶだよッ、それより、集中しろよッ、バカッ」

　下から睨まれ、江森は慌てて「ごめん」と謝る。口付けすると深く舌を差し込んだ。

「アアンンンッ……」

　柴田は江森の深く激しい口付けが好きだった。

「アア……ンン」

　もう一度と、柴田は首を上げて求める。暖かい舌が口腔を這い廻る……全身がトロケそうになった……大きく息をつくと、首に廻した手に力を込めた。

　その間も江森は柴田の腰をガッチリ押え、自分のモノを深く打ち込み続ける。柴田も江森の真剣な眼を見詰めながら、自分でも腰を動かした。

　時間がないという思いが集中力を高めているようだった。あの部分の感覚が研ぎ澄まされ、身体の内側から熱いモノが全身に広がって行く。江森の情熱が火のように自分を焼くのだと感じ、抉りとられるような痛みも快感に変わっていった。

「五月……アアンンッ……」

　次第に愛撫の感覚を思い出して来た。自分で一番感じる角度をとる。

「浩司さん……スッゴク締まってる……僕もう、達きそうだよ」

　江森が前に手を添えようとするので、柴田は「ヤダッ」と振り払った。

「浩司さん？」

「お前……先に……達けよ」

「そう？　じゃあ……」

　激しく突き上げた。応えて柴田も下腹に力を込める。

「アアッ、いいッ、浩司さんッ」

　江森は柴田の身体を抱き上げ、ギュッと胸に抱き締めた。同時に深く突き入れる。

「出すよッ」

　若い欲望が放たれた。

「浩司さん……サイコー……」

　自分の中で江森が脈打つのが分かり、柴田は広い背中にしがみつく。

「五月……愛してる……」

「浩司さん……」

　江森は深く柴田に口付けると、そっとベッドの上に横たえる。

「も、一回、いい？」

　中から立ち去ろうともせず、再び動き始めるので、

「おまえ………もうかよ？　一回だけじゃなかったのかよッ」

　呆れ声を出したが江森はシラッとして腰を動かし続ける。

「だって一週間ぶりじゃないッ、一回じゃ足りないよォ」

「俺のこと、考えて、してたんだろ？」

　江森はクスリと笑いを漏らす。

「してたけどさ、やっぱ、ナマがいいですよォ……浩司さんが欲しい！」

「ったく、もう……お前ってやつは」

　それでも言葉とは裏腹に柴田は熱いものを感じていた。こんなに自分を求めてくれる人間に会ったのは初めてだった。今まで求めても誰も応えてくれなかった人生で、江森は初めて自分の想いに応えてくれたのだ……父親、母親、兄……相沢……誰も自分を欲しいと言ってくれなかった。

「アアッ、五月ッ……俺ッ」

　胸が苦しくなる程、激しく高ぶってきた。腰を動かし、身を捩ってむしゃぶりつく。

「浩司さん！」

（またあの発作だ！）

　江森は動くのを止めると、ギュッと抱き締める。背中を撫でながら「浩司さん、だいじょぶですよ、僕、ここにいるから」と囁く。

「……ん……わかってる……」

　柴田は深く息を吐き出した。

　抱き締めていると、柴田の緊張がとれていくのが分かった。

（今回は比較的、早く落ち着いたようだ……）

　江森はホッとする。既に中に江森を感じていたからだろうか……。

「ゴメンな……途中だったのに……」

　掠れ声で胸の中で囁くのを、優しく背中を擦る。

「大丈夫だから、ね？　どこにもいかないから？」

　髪も優しく撫でてやる。柴田の震えが収まっていった。

「ね？　大丈夫ですよ？」

「俺……心配しちゃって……さ……急に……」

　柴田は眼をギュッと瞑ったまま、小さな声で言う。

「心配？」

「だって……テニス部なんてさ……パンティ丸見えの女どもがゴロゴロいるじゃねーか……俺……お前を他のヤツに盗られたくないッ」

　声を詰まらせながら言う。

（それはパンティじゃなくてアンダースコートって……）
　心の中で突っ込みながらも江森は苦しくなる程のいとおしさが込み上げて来た。顔を仰向かせると、唇を求めた。薄い形の良い唇に自分の唇を重ねる。そっと触れるだけのキスを繰り返し、やがてディープキスに移る。始めは舌で柴田の唇のすぐ裏側を探るように舐める……それから少しずつ侵入していく。

　柴田の舌に辿り着くと、まず先端を触れ合わせる。優しく纏わるように動き始め、次に舌の裏に滑り込み、根元から巻き付いてまるで絡め取るかのような強い動きになった。

「ア……ウウンッ」

　唾液が口角から溢れ、顎まで伝わる。更にもっと奥まで舌が捩り込まれ、口腔に充満した。終いには頬も狭めて激しく吸われる。江森の喉が鳴って、自分の唾液を飲み込んでいるのが分かった。

「アア……ンンッ」

　苦しくなって離れようとしたが、いつの間にか大きな両手でガッチリと顎が押えられている。息も付けないほどの荒々しい行為になった。こんな激しい口付けは初めてだった。

　唇を離された時、柴田はしばらくボーッとしてしまった。

「……ア」

　江森は息を乱しながらも耳元で囁く。

「浩司さん、僕の気持ちだよ。僕、あなたしか、こんな風に求めない……ほかの誰にも、こんなキスはしたことないよ」

　柴田の身体を抱き締めた。

「あなただけだよ、安心してよ」

「ウン……」

　お互いの背中に廻された手に力がこもる。ピッタリと隙間なく肌を合わせた。

「愛してるよ……浩司さん……」

　しばらく江森のゆっくりした動きに、柴田は身体を委ねていたが「も、一回、出してくれよ」と言う。

「え？　何を？」

　柴田は、顔を真っ赤にする。

「あっ、あれだよッ、お前のッ、う……せ、せ……」

　江森は吹き出しそうになった。医学用語でも、こんな時には言えない柴田である。

「なんで？」

　恥ずかしがり屋の柴田にしては大胆な誘いだ。

「だってさ……俺、ヤッパ……心配……お前のタンク、空にしときたい！」

　照れ臭そうに言うので、江森はついに笑ってしまった。

「妬いてんの？」

「バ、バカッ」

「浩司さんたら、可愛いこと言ってくれるんだね。意外とヤキモチ妬きなんだからー」

「るせーッ！」

　柴田が口を尖らせるので、江森はかわいくてたまらない。笑いながら額に軽く、口づけた。

「ハイハイ……でも僕のタンクは大きいから、あと五回ぐらい出さないと、カラッポになんないよ？」

「バーカ、医学的に言って、ンなコト、ねーんだよッ」

　柴田がバカにしたような声を出すので、江森はムッとして「じゃあ、証明、したげる！」ときっぱり言う。

「エ……やだッ、そんなには無理だッ」

　柴田の脅えた声に、また江森は吹き出した。

（かわいい、浩司さん、サイコー）

　そっと口付けると、次第に腰の動きを早くしていった。

「今度は一緒に達こうね？」

　耳元で囁いた。
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　今年のＧＷは前半は不安定な天気だったが、後半から天気が回復し、三日はほとんど真夏の暑さになった。

　大学病院の当直勤務は十二時交替なので、柴田が十一時過ぎに病院に顔を出すと、ロビーはまるで平日の午前中のような混み方だった。

　Ｊ医大では救急外来は科として独立している訳ではなく、各科の当直が順に勤務にあたることになっていた。一階の外来の並びにあり、直接救急車が横付けできるような構造だ。全体は広い一つの部屋になっているが、幾つかの診療机と処置用ベッドが並び、カーテンで仕切られている。このほかに、時間がかかる点滴治療用の個室が幾つか用意されていた。

　柴田は救急外来に入って、外科の急患がいないか聞いてみた。忙しく働いていた看護師の一人が「内科と小児科だけですよ」と返事する。

　大学病院なので、本来は二次救急といって一般の診療所では手に負えない重症の症例だけをみることになっているのだが、休みの日に熱が出たり、腹痛を起こしたりすると、皆、狼狽して押しかけてくるのが常なのだ。

「今んとこ、外科は開店休業ですよォ」

　そう看護師に言われ、ホッとして三病棟へ向かう。

　病棟さえ落ち着いていれば、楽勝だ。看護師の勤務表を見ると、苦手の近藤ナース長は明日の日勤である。有能で性格も良く、文句の付けようがないのだが、江森との関係を見抜かれているので、どうも一緒に働くのは居心地が悪かった。

　病棟に上がると、日勤の看護師が柴田を呼び止める。

「あの、江崎さんの家族が、お話したいそうです」

「あ……」

　先週の教授回診で、退院がＧＷ開けと決まっていた。

（もう、伝えた筈だけど……）

　怪訝な顔で病室に顔を出すと、江崎はさっぱりと髪を切り揃え、髭も綺麗に剃って、パジャマではなくジャケットにズボンという格好だ。妻もスミレ色のワンピースという装いである。

　二人は柴田を見ると、深々とお辞儀をする。

「実は、今日から家に戻りたいのですが」

「外泊という形で、お願いできないでしょうか」

　口々に言う。

　イギリスに単身赴任している息子が明日、帰ってくるのだ。

「快気祝いと帰国祝いのパーティを、娘が用意するというので」

　説明する妻のかたわらで、江崎は目尻を下げてニコニコしている。

「よろしいですよ。外泊許可を出しましょう」

「ご面倒ですが、よろしくお願いします！」

　江崎は嬉しそうな声を出した。

「妻が、柴田先生が今日当直だと聞いて、急に決めたんですよ」

　照れ臭そうに続ける。

「まぁ、しばらくぶりで、家族全員が揃うんで……」

　嬉しそうな二人を柴田はじっと見詰める。

　この夫婦も今まで喧嘩ぐらいしたことはあるだろう……でもこうやって、結婚して何十年も経っても、お互いに相手を大切に思ってるなんて……。

（俺んちは、そうじゃなかったもんな）

　物心ついた頃から、既に父と母の仲は冷えきっていた。父は家の外に愛人を何人も作り、母を裏切っていたのだから、母が家を出たのは当然の帰結だった。

　医局に戻り、病理の報告書を読みながら柴田は考えていた。

（でも、あいつは……絶対、裏切らないよな）

　今頃江森がテニス合宿で女性達といるかと思っても、あまり不安にならない。明日会えるという確信があるからなのだと思う。

　江森の顔を見、声を聞いていると、不安がなくなっていくのだ。いつも一緒にいたい、そう強く願うようになっていた。

　柴田は自分でも時々起こる感情の嵐を持て余していた。自分にこんな激しい感情があったとは今まで気付かなかった。江森を得るまでは、求めることを自分から放棄していた所がある。自分の感情を抑え付け、望むことを捨てていた。望まなければ例え得られなくても、傷付かない。小さい頃から培っていた本能的な防御反応だった。

　それが江森を得てからは、今まで抑えていたものが堰を切ったように溢れ出す。特にもう失いたくないという強い不安が常にあった。

　普通の恋人同士もそう感じるのだろうか。それならばいいのだが……これ程までに愛されているのに、まだ不安に戦く自分は猜疑心が強く、相手を信じていないのかもしれない。そう考えて自分を責めた。際限なく相手を縛ってしまいそうで、自分が醜かった。こんなうっとおしい人間は、そのうち嫌われるかもしれない……そう思うと不安が増した。

「普通がいい」

　いつも思っている。

　特に性癖に対する罪悪感が強く、『他の人と全然変わらない』と言われたかった。

　そのせいもあって、江森の「みんな、ヤってるヨ」に弱かったのだが。

（やっぱり言おう、一緒に住もうって）

　断られるかもしれないが、自分から行動をおこそうと決心した。こんなことは初めてだ。

　江森に愛されてるというだけで、満足すべきなのかもしれない。自分のものにしたいなんて、傲慢じゃないだろうか……自問自答をずっとこの所、繰り返してきた。相沢には自分を抑える気持ちが強くて、ついに想いを打ち明けられなかった。

　腹違いの兄からは、十才の時に母が家を出てからずっと言われ続けてきた。

「お前には何もやらない」

「お前はこの家の物を欲しがる資格はない」

　欲しがってはいけない。そう思っていた。

　しかし、言わなければ本当に手に入らないのだ。ただ一つ、江森が欲しかった……後は何も要らない。江森だけ。

　江森は全身で情熱的に自分を求めてくれる。大きな手、耳元で囁く優しい声、暖かく広い胸……総てが愛しかった。時に愛撫が荒々し過ぎて身体がついていけないこともあったが、それすらも愛の証のように思える。

（明日、二人でホテルへ行ったら、そこで言おう！）

（俺と一緒に、住んでくれって！）

　勤務が終われば、江森に会える……仕事に対する情熱は今までと変わらなかったが、さらに張りが出て来たように感じられる。江森に会いたいという気持ちが、集中力を高めているようだった。







　夕方になり、行楽地からの帰宅ラッシュと共に救急外来に外科の患者も訪れ始めた。

　外来の処置ベッドで柴田が簡単な切創の縫合をしていると、救急隊から連絡が入った。ベテランのナース長が状況を聞き、素早く救急室を見渡す。ちょうど胸部外科専門の第１外科の当直医が、病棟から降りて来ていた。卒後七年目の中堅の長沢という医者である。長沢は誠実そうな一重の眼の穏やかな顔立ちで、やや長めに切り揃えた清潔な髪を後ろへ流し、日本人離れした胸板の厚い体格であった。

「１外イチゲの先生、お願いします」

　ナース長は信頼した表情でぱっと受話器を渡す。受け取った長沢は、たちまち真剣な面持ちになった。

　救急隊の説明では、二十代の男性で、信号待ちしている所を後ろから小型トラックに追突された。ギヤがドライブに入っていたため、前進して前に停まっていた大型トレーラーにも激突した。運の悪いことにシートベルトをしていなかったので、ハンドルに胸を強打していた。

「胸骨骨折の可能性があるな」

　長沢はすぐ手術室に連絡を入れる。ちらりと柴田を振り返った。

「柴田先生」

「はい」

「手が足りないんで、申し訳ないけれどオペに入ってもらえないかな？」　

　独身の若手は特に盆暮れ・正月・ＧＷは当直に当てられることが多く、もう皆、メンツは決まっていて、気心の知れた者同志であった。長沢と柴田も、良く一緒に当直していた。落ち着いた性格の長沢は人を安心させるところがあり、仕事ぶりは着実という定評だ。体育会系にしてはもの静かで口数が少ないので、内気な柴田にとってはかなりやりやすい貴重な相手である。

　この時期、大学病院は研修医の交替期間に当たり、下働きが不足している。国家試験に合格した新人たちもＧＷ明けから勤務につく予定だった。

「後期研修の研修医がもう一人当直についているんだけど、救急外来をおろそかには出来ないからな」

　当直以外にも自分の受け持ち患者の状態を診に、数人の医師たちが病棟に来てはいたが、当直でないのにオペを手伝わせる訳にはいかない。

「……いいですよ」

　困った時はお互い様なので、オペを手伝うことにした。それに柴田の所属している第２外科は消化器専門の腹部外科なので、こういうケースは自分の貴重な経験になる。

　数分後に救急隊が到着した。

　運ばれた若者は外傷性ショックでほとんど血圧が計れない。すでに酸素は投与されていたが、唇は紫でチアノーゼを呈している。

　レントゲン技師が現像して来た胸部写真は、肺の片側が真っ白で、もう片方は肺胞が縮んでいるのが分かった。

「血気胸だな、すぐ開胸手術だ」

　ただちに手術が開始された。

　血胸側の方は骨折部の固定と損傷した内胸動脈の結紮を行い、気胸を起こしている側にはwater sealドレーンを入れる。

　運ばれて来たときはショック状態だったので、心臓を包む心膜と心臓との間に血液が溜まるタンポナーデを疑ったが、肺が機能し始め、動脈血の酸素分圧が上昇して行くに連れ、状態が改善してきた。

　手術後、ＣＴで少量の血液が溜まっていることは確認したが、

「なんとか乗り切れそうだな」

　長沢はホッとする。心膜の切開などはやらずに済むならそれにこしたことはない。状態が落ち着いてから穿刺することにした。

　やっと患者を病棟に上げ、長沢は病棟を診ていた医師に術後を頼むと、救急室にとって返す。するとまた救急隊から交通事故の連絡だ。

　ＧＷや盆には交通事故が多い。普段余り運転しない人達が遠出するためなのだ。

　今度は腹部を打っていると言う。

「じゃあ、俺ですね」

　柴田が引き受ける。

　患者は十八才の青年で、バイクでスピードを出し過ぎ、ガードレールに突っ込んだ。腹部をバイクとガードレールの間に挟んだのである。さらにバイクの下敷きになって、下腿も骨折していた。顔色は悪かったが、意識ははっきりしていて、大声でわめいていた。

「でも、さっきの人よりは、ましだ」

　不幸中の幸いである。

　ＣＴを撮ってみると、脾臓ひぞう破裂を起こしていた。開腹して、脾臓を摘出しなければならない。

「今度はこっちが手伝おう」

　長沢が言う。

「あ、どうも……」

　下腿の骨折は複雑骨折で、折れた骨が皮膚を突き破っているかなりの重症である。これでは痛がってわめくのも、無理はなかった。

「整外オルトを呼びましょう」

　柴田は提案する。

「そうだな、どうせ、全身麻酔をかけるなら、ついでに下腿骨折もいっしょにやるか」

　壁にかけてあるホワイトボードで、当直医の名を確かめると、長沢は「お、田野か」と言う。

「俺が連絡するよ」

　怪訝な顔をする柴田を振り返り、「アメフトの後輩なんだ」と答える。

「長沢先生、アメフトだったんですか」

　外来ナース長が長沢の身体をしげしげと見て、納得という声を出す。

「そういえば田野先生も、身体、大きいですもんね」

　ちらりと横で患者の処置をしている柴田に目をやる。

（柴田センセは、何部だったのかしらね……絶対、団体競技じゃないわよね、この性格じゃ）

　柴田は水泳部だったので、これは鋭い洞察であった。

　長沢が整形外科の医局に連絡を入れ、田野を探すと、ＴＶレントゲン室で骨折の徒手整復中であった。

　電話口には出られなかったが、看護師の持っている受話器目がけて、大声で快諾する。

「長さん、先、始めてて下さい、あとからオペ室、行きますから」







　脾臓摘出は簡単に終わり、開腹部を閉じていると、オペ着をまとった大柄な医師がのしのしとオペ室に入って来る。小さな手術帽にスポーツ刈りの頭をなんとか収め、マスクから太い眉と小さな丸い眼が覗いている。僅かに見える肌は日焼けしていて血色も良く、田野一人が入って来た途端にオペ室の温度が上昇したような印象を受ける。

　かけられている消毒布を持ち上げ、骨折している右下腿を確かめた。

「駆血帯くけつたい、用意してよ。消毒も」

　外回りの看護師に頼む。

　開腹創を閉じ終わり、長沢と柴田が場所を開けると、田野は外回りの看護師を介助にして、イソジン消毒液を大腿から下腿にかけてぶちまける。

「まったく、整外はやることが荒っぽいなー」

　長沢の呆れ声に、先輩よりも一回りでかい田野は、大口を開けてカラカラと笑った。

　患側のつま先を消毒布で覆うと、長沢に「長さん、ちょっと、持ち上げててよ。駆血するから」と頼む。そばに立っていた柴田が、近寄ってつま先を持ち上げようとすると、田野はごつい手で拒む。

（え？）

　柴田はマスクの陰で怪訝な顔になる。

「いいって、重いから」

　田野が断るので、

（？？）

　なおさら意味が分からない。もう一度、手伝おうとすると、田野は「いいって、お嬢ちゃんには重いからさ」と言った。

（え？）

　一番先に、外回りの看護師が気づき、プッと吹き出した。

「やだわァ、田野センセったらァ、術者の名前、見なかったんですかァ？　２外ニゲの柴田センセですよォ、女医さんじゃありませんよォ」

「ああ！」

　長沢にも意味が通じて「おいおい、女に甘いのは相変わらずだな」と苦笑した。麻酔科医も笑いをこらえている。

「……え？」

　柴田には最後まで分からない。田野が「ええっ、女医さんかと思ってたよー」とがっかりした所で、やっと事態を把握した。

「いやー、すげー綺麗な眼だしさ、細いしさ……そういや、胸が小さいとは思ったんだが」

　柴田は真っ赤になったが、幸いマスクをつけていたため、なんとか悟られずに済んだ。

　田野は悪気のない様子で「わりい、わりい」と言いながら、消毒を済ませ、大腿部に駆血帯を巻きつける。

「圧は、そうだな、２５０㎜Ｈｇにしてくれ」

　駆血帯で圧をかけると血流が遮断され、術中の出血を少なく出来るのだ。

「整外のオペの利点って、無血手術が出来ることですよね」

　柴田が手伝いながらボソッと言ったので、器械出しの看護師が「ええッ」と大声を上げた。麻酔科医も眼を丸くしている。柴田が手術中に無駄口をきくことはまずないのだ。

「……何か、変なこと、俺、言いましたか？」

　柴田は不安げな眼で、田野を見上げる。

「い、いや、その通りだよ、柴田先生」

　２外の柴田が並外れて無愛想というのは、手術部では有名だ。

　当たり前の挨拶すら、声を出さずに会釈で済ませるくらいなので、どうしても必要な指示以外には、「分かりました」「これですか」ぐらいしか声を聞いたことがないというのが大方の評判なのである。

　女に間違えて機嫌を損ねたかと思っていたのに、意外にも社交辞令的な会話が交わされたので、田野もすっかり驚いている。

（なんか……柔らかくなったのかな？）







　下腿の創部はライダーズブーツに保護されて、泥や油などによる汚染は少なかったが、長沢は骨折の整復と簡単な固定に留める。普通は金属のプレートとボルトを使って、骨折部を接着するのだが「プレート固定は、感染が無いと分かってからにするよ。再手術になるが、局所麻酔で出来るしな」と説明した。

　創部が汚れているとボルトを骨に打ち込んだ際、細菌感染を起こし、骨髄炎を併発することがあるのだ。

　田野は「何にせよ、ラッキーだったな」と言う。

「神経が無事だったからな、プレート固定が済めば、早めに退院できるぜ。若いから、すぐ骨もつくだろうしな」

　神経が切れていたらマイクロサージャリーといって、顕微鏡下での手術が何回も必要になる。そうなると入院も長引くのだ。

「ま、プレート抜去後は、当分、リハビリ外来に通わなきゃなんないだろうけどな」

　柴田が鉗子を手早く動かしながら、真面目な声で「麻痺が残らなくて良かったですよね」と相槌を打つ。以前、江森の手が動かなくなってえらく心配したことを思い出していたのだった。

「ええッ」

　田野はまた柴田の顔を覗き込む。

（すげぇ……もう三言も会話しちゃったぜ）

　終わった後、田野は、ロッカーへと歩きながら、手術室の隣の部屋を盗み見る。隣は回復室で、麻酔科医と一緒に柴田が患者の意識の戻るのを待っていた。長沢に「なんか、あいつ、ちょっと柔らかくなった感じ、しないすか？」と問いかけた。

「そういえばそうかも」

　長沢も同意する。

　昔はもっと、ブアイソでネクラだった……少し人当たりが良くなったような気がする。

「うーん、お年頃ってやつかもね」

　本人は気づかないが、江森の明るい性格の影響が出て来ているのであった。

「柴田先生！」

　田野は数歩戻って、回復室に頭を突っ込み、声をかけた。

「三人でメシ、外来の控室で食おうよ」

「え……？」

「牛丼か、カツ丼、とろうぜ」

　柴田はちょっと戸惑って、田野を見上げる。

　あまり今まで誘いを受けたことはないのだ。一見冷たそうな人を寄せ付けない美貎のせいなのだが、本人はネクラの嫌われもののせいと思い込んでいる。

「……いいですよ」

　ボソッと答える。

（手伝って貰ったし……断る理由もないしな……）

「蕎麦だと、延びちゃうから、ご飯ものがいいだろ？」

「……はい」

　長沢は、二人の会話にえらくたまげていた。

（柴田が誘いに乗るなんて、初めてじゃないか？）

　しかしその後も急患は相次ぎ、三人で一緒に食事が出来たのは、十一時過ぎだった。

　看護師達が気の毒がって、お茶やアイスなどの差し入れをしてくれる。

「若いセンセ達はこういう時に当直を当てられちゃって、カワイソーですねー」

　整外の田野は年功序列には慣れているので「こんなもんよ」と言い、丼を掻き込んだ。

　柴田はいつもの調子でボソボソ食べていたが、すぐ飽きてしまった。江森と一緒だと食べる気がするのだが……。

　田野がその様子に気付いて「柴田センセって、お嬢様だな」と言う。看護師達はあまりにハマッているので、吹き出した。

「……どっ、どーゆー意味ですッ」

　ムッとして睨みつけた。

「食い方、上品だしなー、綺麗な顔してるし、な？」

　看護師に同意を求めると、皆、クスクス笑って頷く。

「……ちょっと、病棟、見て来ます」

　いたたまれなくなって、席を外す。

　足早に去って行く後ろ姿に、田野はアッケにとられた。

「センセ、悪かったよー、機嫌、直してくれよ、な？」

　田野は追いかけて行って、柴田の前に回り込む。

「……別に、怒ったわけじゃ……」

　おとなしく連れられて戻ってくるので、長沢はさらに驚いた。

（なんか、変わったなー、柴田……）

　食事を続けながら、田野が三人でチームを組もうと提案する。

「二時間ずつ、交替で仮眠を取ろうぜ？　今夜は大忙しだから、そうしないと身体、もたないよ」

「そうですね。それがいいと思います」

　柴田が微かに口元を緩ませて頷く様子を見て、またまた長沢は驚いた。

（うーん……絶対なんか、あったな、こいつ）







　翌朝は前夜のオペ後の患者を観察し、救急外来で仕事をしていると、あっと言う間にもう昼近くである。

（五月に電話、しなくちゃ）

　第２外科の今日の当直は副医局長の大月である。

　もう三十代後半の大月は、どうしても四日をやる若手がいなかったので、自ら買って出たのだ。若いころは少し強引な所が目立っていたが、最近は責任感が出て、面倒見が良くなっていた。広い額にオジサン臭い太縁の眼鏡も管理職の風貌が出て来ている。

　今日も早めに病院に着き、三病棟に上がる。ナース長から報告を受け「柴田の奴、ツイたなー」と呆れ声を出した。

「そうですよ、一人で頑張ってましたから、今日は早く返してあげてくださいネ」

　ナース長は最近、柴田寄りである。無論、大月もそのつもりであったが、最後の最後に大物が待っていた。

　昼近く、柴田が外来で処置していると、小児科の当直医が「すみません」と言って、促す。

「外科だと思うんですが……」

　腹痛で病院に来た六才の男の子である。

　小児科も混雑していて、家族と共に病院を訪れたのは朝九時だったのだが、今まで待合い室で待たされていたのだ。

　外来のベットに寝かされているのを診察すると、四十度の高熱で、腹部は張っており堅い。

「……虫垂突起炎アッペの汎性腹膜炎パンペリですね」

　虫垂突起炎がひどくなると、腹部全体に膿が広がり、重症になるのだ。

「やっぱり……」

　小児科の当直医は顔を曇らせる。

　家族と本人から話を聞くと、実は二日前から腹痛があったのだが、ベイエリアのホテルに泊まってディズニーランドに行くというツァーに参加する予定があり、本人が内緒にしていたのだと言う。

「だって、痛いって言ったら、おいてかれちゃうから……・」

　しゃくり上げながら言うので、怒る気にはなれなかった。昨夜から腹痛はひどくなったが、今度は家族が食べ過ぎと勘違いし、正露丸を飲ませていた。

「だって、アイスとか、たくさん食べたから……」

　ありがちな答えである。

　これからのオペでは、大月一人に任せる訳にはいかない。腹膜炎では時間がかかるかもしれない……大月は気の毒そうに柴田を見たが、どうしても手伝いは必要だ。

「すまんが、もう少し、頼むよ」

「いいですよ」

　言いながらも、柴田は「すみません、ちょっと、連絡する所が」と席を外す。暗い気持ちで公衆電話に向かった。

「……五月……俺」

「浩司さん！」

　江森はもう柴田のマンションで待機していて、嬉しそうな声を上げた。

「……ゴメン……まだ抜けられない」

　ちょっと息を飲む声がしたが、すぐまた明るい声が返ってくる。

「いいんですよォ、僕、待ってますから！　仕事、終わったら、また電話して下さいね」

「……ゴメン」







　病棟へ戻り、手術承諾書を取ろうと家族を病室に訪ねると、すでに両親は麻酔科医と話をしている所だった。

　麻酔科サイドは外科とは別個に全身麻酔の承諾書を必要とするのだ。若手と中堅の医者が二人、患者の両親と向かい合ってベッド脇に立っている。何やら険悪な雰囲気なので、入って行った柴田は事態が把握できず、驚いた。

　小柄な若手の方が柴田を見ると「ちょっと、外科さん。ちゃんと説明ムンテラ、かけといて下さいよ」ときつい声を出す。

「え？　どうしたんですか？」

　中堅の医師が穏やかに、「こちら、手術でなくて薬で治せないかとおっしゃってる」とあとを継ぐ。

「子供さんが手術は嫌だと言っているそうだ」

　患者の父親は「ほら、よく、『ちらす』って言うじゃありませんか。おなかを切らずに治せるんじゃないですか？」

　憮然とした表情で言う。

「それは炎症が虫垂突起のみに限られている場合です。丸山さんのように腹部全体に広がった場合は切らないと治りません」

　さっき説明したはずだがと、柴田は焦った。

「おなか全体に広がってるって、本当なんですか？」

　母親が今度は疑問を口にする。

「さっきより痛くないって言ってるのに」

　虫垂突起炎が腹膜へ穿孔すると、一時的に痛みが軽くなることがある。先程からの点滴のおかげで脱水症状が改善し、子供が元気を取り戻したこともあって、両親も決断が揺らいだのだ。

「ええ、発症から時間が経ち過ぎていて、間違いありません」

「でも、痛くなったのは昨日からなのに」

　若手の麻酔科医がイライラした口調で、割り込んだ。

「三日前からだったんじゃないですか、子供さんの話では。だいたいここまで放っておいたんだから、仕方ないでしょう」

　事実ではあるが、心ない言い方に柴田はムッとした。麻酔科医はさらに「そりゃ、あなたがたがもっと早く病院に来てれば、切らないで済んだかもしれませんがね」と付け足した。

　聞いていた子供が泣き出した。

「……そういう言い方はないでしょう」

　たまりかねて柴田はぽつりと言う。言ったあとは止まらない。

「ディズニーランドに行きたかったんだから……ずっと、楽しみにしてたんだから……」

　自分だって江森と旅行に行くのを楽しみにしていた。

「どんなことがあっても、行きたいって、我慢してたんですから……」

　自分だって……どんなことがあっても、行きたいって思っている。

「それを責めたら、かわいそうだ」

　柴田の声が終いには震えたので、若手はばつが悪くなって横を向いた。

（なっ、なんなんだよー、これじゃまるで、俺がこいつをいじめたみたいじゃないか）

　ベッドの中の子供は泣き止んで、じっと柴田を見上げている。両親も黙り込んだ。ふと子供が「切ると早く治るの？」と尋ねる。

「ああ、そうすればまたすぐ、ディズニーランドに行けるよ」

　柴田もじっと子供の顔を見つめながら言った。

「じゃあ、いいよ、切っても」

　皆、一様に胸を撫で下ろした。

　父親はすぐその場で二種類の承諾書にサインした。

「よろしくお願いします」と頭を下げる。

　手術部に引き上げながら、中堅の医者は若手に向かって「お前な、イソップ物語、もう一回、読んどけ」と言った。

「へ？　何です、そりゃ？」

「ほら、北風と太陽が、旅人のマントを脱がせようとするあれだよ」

「ええ？」

　まるで通じないので中堅の医者は溜め息をついた。

（こりゃ、分かってないな）







　手術が始まり腹腔ふくくうを開けてみると、中はかなり膿で汚れており、典型的腹膜炎だ。

　虫垂突起もほとんど溶けて無くなっている状態で、小腸末端と大腸回盲部かいもうぶを一部、切除しなくてはならなかった。

　ドレーンを三本留置し、手術を終了した。

　術後も高熱が続いているので全身状態はあまり良くなかった。小児は脱水・高熱で、すぐ腎不全をおこす危険があるのだ。

　麻酔科と相談し、人工呼吸器を取り外すのは止めて集中治療室に移す。

　呼吸状態が安定し、気管支チューブを抜いたのは夜六時だった。

　夕方から意識も大分はっきりしてきて、まだしゃべれないが、こちらの言うことは分かっるようになった。大月と相談し、集中治療室から三病棟へ移すことにした。

　集中治療室から出るときには待機していた家族にＶサインを見せるまで、元気になり、柴田はやっと安心する。

（これなら大月先生にまかせて帰れそうだ）

　柴田が患者の移送用ベッドに付き添って３病棟に上がると、近藤ナース長がまだナースステーションで勤務についていた。

　柴田の姿を確認して、驚きの声をあげた。

「センセ！　まだ、残ってたんですか！」

「……ナース長さんこそ」

「私は日勤で四時までですから、たいした超過勤務ではありません！　センセは十二時交替じゃないですか！」

　ちょうど大月がナースステーションにいたのが悪かった。キッと大月を睨む。

「センセ、あなたの名前、ホントはあいだに『ウソ』の一字が入るんですね？」

「ええ？」

　大月は謎かけは不得手で、眼を白黒させた。

「大ウソツキって、読むわけですか！」

「はァ？」

「昼、柴田センセを早く帰すって、約束、したでしょ？」

　そう言われても……そんな約束はした覚えがなかった。しかしここでナース長に逆らってもメリットがあるとは思えない。

「そうだったかな、いや、すまん」

　ナース長の迫力に押されて、思わず頭を下げる

「じゃ、柴田センセ、帰ってもいいですよ。あとの指示は大月センセからもらいますから」

　ナース長はニッコリ、柴田に笑いかけた。

「え？　で、でも……」

「あなたも約束、守った方がいいですよ」

　いきなり図星を指され、柴田は「ハイ」と言ってしまった。

　焦って立ち去る柴田を見ながら、ナース長は『よし、よし』と御満悦であった。







　柴田が電話すると、江森はすぐミラージュで病院に駆け付けた。

　地下の駐車場で待ち合わせ、柴田を助手席に乗せると、しかし発進させずに柴田の顔を心配そうに見詰める。

「浩司さん、行くの、よそうか？」

「ええっ！」

　柴田は江森の思いもよらない言葉に大声を出した。

「疲れてんじゃない？　今からだと道も混んでるし、行って帰ってくるだけじゃ、疲れに行くよーなもんだし」

「やだッ！」

　終いまで聞かず、叫ぶ。

「え？」

　江森の方が今度は柴田の剣幕に驚いた。

「なんでそんなこと、言うんだよッ！」

「だって、僕が勝手に誘っちゃって……考えてみたら、当直明けなんてもう疲れ切ってるよね？　夜だって、寝てないんでしょう？　身体を休めなくちゃいけないのに、御免なさい、あなたの都合も考えないで」

　江森は俯いて言う。

「俺、行きたいんだッ！　い、行きたくなけりゃ、嫌って言うッ！　か、勝手にそんなこと、言うなよッ！」

　涙が零れそうになって、柴田は横を向いた。

　こんなハズじゃなかった……二人で楽しく出掛けるはずだったのに。

「ゴメン、浩司さん」

「あ、謝るなよッ！　お前のセイじゃないんだ……からッ」

　柴田はどうやって自分の心を伝えたらよいのか分からない。

（なんで喧嘩になっちゃうんだよッ）

　でもそれも自分のせいなのだ。

「お、遅くなったのはッ……俺のセイなんだからッ……お、お前が行きたくないならッ、いいッ……俺ッ、もうッ」

「ち、違うよッ」

　焦って江森は柴田を抱き寄せる。

「僕、浩司さんと一緒にいられるなら、どこだっていいんですよ？　ね？」

　口付けを髪に与え、優しく撫でた。

「浩司さんが行きたいなら、行こう、ね？」

　柴田は胸に顔を埋めると「俺……行きたいんだ……ホントに……」と掠れ声で言うので、江森は胸が苦しくなった。

（なんか、ホント子供みたいだな……）

　そう言えば小さいころ、遊園地へ行きたくてよくだだをこねたっけ、と江森は思い出す。

（浩司さんはきっとそんな経験もないんだ）

　うまく自分の気持ちを伝えられなくてあんな言い方になっちゃうのは子供のころの自分とまるで同じだ。

「ゴメンネ、浩司さん、すぐ出かけようね」
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　調布インターから中央高速に乗ったのは八時過ぎだが、ラッシュは解消していない。八王子の料金所は相変わらずネックで、しかしその先も電光掲示板に『事故』の標示だ。

「交通事故か……」

　これはもうあきらめるしかなかった。

　思わずつい江森は「ごめんね」と言ってしまう。

「お前のせいじゃないのにッ、なんで謝るんだよッ！」

　柴田は不機嫌そうな声を出し、横の窓を向いたままだ。楽しいはずの旅行は、最悪の出だしだった。

　江森は柴田に気づかれないよう、小さく溜め息をついた。

（なんでイライラしてるんだろう、浩司さん）

　柴田が思いのほか、気が短いのは、江森ももう分かっていた。が、なんだか今夜はそれだけではなく、もどかしげにこちらを見つめたり、何か言いかけて止めたりする。ピリピリした雰囲気が察せられるのだ。

（なにか、病院で嫌なことがあったのかな？）

　柴田が重大決心を胸に秘めているとまでは、さすがの江森も気づかなかった。



　隣県との境の小仏トンネルを過ぎると、車の流れはスムーズになる。

　しばらく走っていると、柴田が「……なんか飲みてーな」と言う。

「どっか、寄ろーぜ？」

「も少し先に、Ｐ　　Ａパーキングエリアがあるけど、その先の談合坂まで行きましょうか？　レストランとかあるから」

　Ｓ　　Ａサービスエリアだと24時間営業のレストランが完備している。ＰＡの方は、自販機にファーストフード程度なのだ。

「いーよ、飲むもん、買うだけだから」

「そうですね……ＧＷじゃあ、レストランは却って混んでますね」

　待たされて柴田をさらに疲れさせたくなかった。

　本線から左に入り、ＰＡに車を乗入れる。

　もう十時過ぎだったが、駐車スペースにはかなりの車が停まっていた。バンの隣にミラージュを入れ、サイドブレーキを引く。

　ふとサイドブレーキを握っている手の上に、柴田の手が重ねられた。

「浩司さん？」

　柴田の方を見ると、横を向いたままで江森の手を握ってくる。

「……お、俺、ホントに……楽しみにしてた……こ、来れて、嬉しい……怒鳴ってゴメンな……」

　小さな声で言う。

「浩司さん」

　江森はもう片方の手を、柴田の手に乗せる。

「浩司さん、ゴメンって言い合うの、もうこれで終わりにしよう？　ね？」

「……ん」

　柴田はふいにこちらを向いて、唇を求めて来た。遠慮がちに、唇を重ねる。

　考えてみると唇を触れ合わせるのはしばらくぶりのことだった。

「浩司さんッ」

　抱き締めて江森も唇を押し付ける。しかし舌を差し込むのはやめた。その代わり、髪を掻き上げ、身体をまさぐり、鼻を押し付け、頬ずりする。

「ディープキスはあとにとっとくね……」

　耳元で囁く。

「今、すると、もう止まんないよ、僕。ここでカーセックス、しちゃうから」

「……ん」

　しばらく抱き合っていたが、やっと身体を離し、服の乱れをお互いにチェックした。

　柴田の方はカジュアルな茶色のダンガリーのシャツに、白いコットンパンツだったが、江森は相変わらずワイシャツに紺のネクタイ、グレーのスーツだ。

「サラリーマンくせーな、もうッ」

　柴田は呆れ声を出す。

「だって、駐車場でほかの先生やＭＲさんに会うかもしれないと思って。仕事中ですってごまかせるような格好にしたんですよォ」

　江森はけなされてちょっとシュンとなる。これでも精一杯、気を使ったのだ。

「そーだったのか……悪い、悪い。でもそれにしても、ちょっと場違いじゃないか？」

　柴田に謝られて、すぐ江森は機嫌を直す。自慢げに「大丈夫、ちゃんとポロシャツ、持って来てありますから！」と言い切った。

　外へ出ると、江森は柴田に声をかけた。

「先、行ってて下さい、ちょっとタイヤ、見てくから」

「ん」

　柴田を自販機の置かれているレストハウスへ先に行かせ、自動車の後尾へ回る。後輪のタイヤ圧が甘いと感じていたのだ。

「あれ？」

　何か不思議な物音が近くでする。規則的な、物を叩くような音だ。隣に駐車しているバンからだと分かり、窓から覗いてみた。

「あれれ？」

　暗がりに眼を凝らすと、倒された座席に赤ん坊が仰向けに寝かされている。

　上目使いにして両手をバンザイし、その両手が規則的に動いており、そばのバスケットに当たって音が出ているのだと分かった。良く見ると唇の端から涎れが流れている。

「え？」

　赤ん坊の様子が変だ……江森はゾッとした。なんだか分からないがとんでもないことが起こっているのだと、江森は気づいた。

「浩司さんッ！　来てッ！」

　大声で叫んだ。

「早くッ！」

　差し迫った江森の声に驚いて、柴田が走り寄る。

「どうしたッ」

「浩司さんッ、見てよッ、あれ、変じゃない？」

「……あ」

　柴田の顔色が変わった。

「ケイレン発作だッ、すぐ、外へ出さなきゃッ」

　二人とも車のドアにとりついたが、無論、鍵がかかっている。

「くそッ」

　柴田はあたりを見回す。車の持主を探している暇はない。

「窓、壊そうッ」

　その声で江森はミラージュのトランクへ走った。

「待ってッ、工具箱、取ってくるッ」

　トランクを開け、工具箱からスパナを出すと、走り戻る。

「浩司さん、下がっててッ」

　サイドのスライドドアの窓に力一杯、叩きつける。あっと言う間にひびが入った。スーツの上着を脱ぐと手を包み、思いッ切り拳を突っ込む。

　ガラスを掻き分け、ロックを解除するとドアを開け放した。中はものすごい熱気である。窓を締め切り、エアコンも止め、エンジンの熱が残っているから当たり前だ。すぐ乗り込んで赤ん坊を抱えると、柴田に手渡す。

　痙攣はまだ続いていて、眼球は上転し、口唇にはチアノーゼが認められ、身体は火のように熱い。ゴボゴボと喉が鳴り、わずかな液体が口からこぼれた。

「先に行って、家族を探せ！」

　柴田は赤ん坊の口の中に指を入れ、吐瀉物を掻き出しながら叫ぶ。続いて口を付け、空気を肺に送り込み始めた。

「ハイッ！」

　江森は夢中でレストハウスに走り「甲府ナンバーの三菱デリカの方ッ、大変ですッ」と大声を出し、見回した。

　レストハウスには自販機が何台も並び、小さな立ち食い蕎麦屋が入っている。幾つか丸テーブルと椅子が置かれていて、一角に子供連れの７−８人のグループが蕎麦を食べており、中年の男性が「ウチだ」と立ち上がる。

「おたくの赤ちゃんが、大変ですッ」

「ええっ」

　高校生に見えるぐらいの若いカップルが顔色を変えた所へ、柴田が赤ん坊を抱えて駆け込んで来た。

　開口一番、「氷、ないかッ」と叫ぶ。立ち食い蕎麦屋の親父が気の毒そうに「今日は暑くてサー、製氷機、フル稼働したら壊れちゃったんだ」と応じた。

「……ッ」

　柴田は近くのテーブルの上に赤ん坊を横たえ、衣服を脱がせる。

「ハンカチ、貸せッ」

　江森に向かって言いながら、自分も尻のポケットからハンカチを出した。

「……？　ハイ？」

　言われる通り差し出されたのをむしり取ると、それで赤ん坊の胸と腹を覆う。

「もっとっ」

　家族が手渡した分を手足に巻き付け、次に「水、くれッ」と叫ぶ。

「アイヨ」

　蕎麦屋の親父がなみなみと水をコップに注ぐ。

「飲ませるのかい？」

　が、柴田は赤ん坊の身体の上に水をぶちまけた。

「どんどん、くれッ」

　さらに上からかけ、「五月！　扇げ！　力一杯ッ！」と言う。

「え？」

「ウチワとか、ないかッ」

「これでいいかネ？」

　親父が親切にアルマイトのお盆を二枚、貸してくれた。

　江森はもう夢中で柴田の言う通り、思いッ切りお盆で扇いだ。大の男が二人、お盆で必死に扇いでいる状況は、なんだか現代医療に従事している医者のすることとは思えない。どちらかというと、江森は『なんか、祈祷師がお祈りで病気、癒そうとしてるみたいだな』思いながらも扇ぎ続けた。

　江森が不思議そうな顔をしているのに気付き、柴田はぼそっと言う。

「……気化熱、利用して冷すんだ」

「あ！」

　水が蒸発する時はかなりの熱を回りから奪う。氷がないので、それで冷そうとしているのだとやっと分かった。

「誰か、救急車を呼んで下さい。熱中症です」

　少し冷静に戻って、柴田は家族に声を掛ける。男が柴田からお盆を受け取って、扇ぐのを代わった。オロオロしている母親とおぼしき若い女性には「ポカリスウェット、買ってきて、口からスプーンで、少しづつ入れて下さい。低血糖、起こしてるかも知れない」と指示する。

「飲むかしら？」

「飲まなくても粘膜から少しは吸収されますから」

　赤ん坊のけいれんはやっと収まった。自力で呼吸もしている。江森は蕎麦屋からコップを受け取ってまた、上から水をかける。試しにハンカチに触れてみると、信じられない程ひんやりと冷たかった。

（スゴ……冷たーいッ、アッタマイー、浩司さんッ）

　嬉しくなって、ブンブン扇いでやった。

「どういう状況だったんです？」

　柴田は事情聴取を始める。

「……ディズニーランドに行った帰りで」

（……またか）

　ちょっと呆れ顔で天井を仰いでしまう。

　説明では親戚同士で計画し、朝早く開門前から並んだのだそうだった。その日の気候はほとんど真夏日で、木の一本も生えていない所に一日中いれば、八ヶ月の赤ん坊が脱水になるのは当たり前だった。

　さらにラッシュだったのでエンジンのオーバーヒートを避け、エアコンを切っていたのだ。ＰＡに着いた時は寝ていたので、そのまま座席に残し、自分達は一休みしていたという訳だった。

　パチンコに夢中になって車に子供を置き去りにするなどの事件の報道も最近は多い。それでも夜だったため、油断したと見える。年若い両親が息を詰め、見るも哀れなほど動揺しているのを見ると、今は責めることも出来ない。

（とにかく、助かったんだから）

　柴田はグッと怒りを堪え、赤ん坊に近寄った。

　意識は戻ったがまだ泣き声は弱々しく、爪の色も紫で、循環不全が認められる。施設の整った病院の方が良い。

　そのうち救急車が到着した。救急隊員に「医者です」と名乗り、病状を説明する。電話で熱中症と言っておいたので、アイスノンが用意されており、すぐ酸素マスクをかぶせると、アイスノンを身体に積ませた。

　試しに体温を測ると41度だ。バンの中で痙攣していた時はもっと高かったに違いない。まさに危機一髪の所であった。しかしまだ油断は出来ない。

　幸い近くの救急救命センターが引き受けてくれることになった。

（……ヤレヤレ）

　救急隊員に告げられ、柴田はやっと肩の力を抜く。

　とりあえずはこれで安心である。家族に「お大事に」と声を掛けると「……も、行こーぜ」と江森の腕を取った。

「浩司さん？」

　外で柴田の方から触れてくることはあまりない。そっと肩に手を廻し、

「疲れたの？」

「……まー、ちょっとな」

　そのまま頭をもたせ掛けてくるので、肩を抱くと車の方へと歩き出す。

「そうだ、どうしてハンケチ、巻いたりしたの？」

　疑問に思っていたことを聞いてみた。

「……表面積、増やすため」

　相変わらずボソッと言う。

「あ！」

　ハンカチの繊維の表面から大量の水分が蒸発することによって、より多くの熱を奪うのだ。

「浩司さん、アッタマイー」

「なに言ってんだよ、俺、水泳部だったろ？　高校ン時、プールの見張りとかのバイトしてたんだ、高いイスに座るヤツさ、あの上、暑いだろ？　ハンカチ濡らしてさ、バサバサッて振って、水切ると、すげー冷たくなるッて知ってたんだ」

「でも、あんな時思い付くなんて」

「どってことねーよ……それより……」

　柴田は投げやりな調子で続ける。

「医者って役に立たねーよなー、あーゆー場合、生活の知恵のがずーっと役に立つ」

「ええーっ？」

　またずれた発言である。

「なに言ってんのさ、本気ィ？」

「医者なんかヨ、薬と器具がなきゃ、ホント、なんにも出来ねーんだぜ？」

　江森は立ち止まってマジマジと柴田を見た。

「だってっ、浩司さんが医者だったから、すぐ、冷して助かったんじゃない！」

「バーカ、身体が熱けりゃ、誰だって冷そうと思うよ。それより、お前が変だって気が付いたから、助かったんだぜ？　お前のお手柄だよ。それに車の扉もすぐ開けられてすげーな」

　こういう場合、逆らってもメリットはない。抱き寄せて「とにかくさ、良かったね？」と言う。

「……ん」

　しばらく抱き合った後、江森が「浩司さん、やっぱ、来て良かったね」と呟いた。

「え？」

「僕、ホントは浩司さんのこと、疲れさせちゃうんじゃないかって、心配になってさ、ちょっとだけ、遠出することにしたのを後悔してたんだ。でも、あの子、助けられて良かったね」

　言いながら、もう一度柴田をギュッと抱き締める。柴田はその言葉に胸が熱くなった。

「……五月……お前、ほんと、優しいな……」

　そのあと、車まで指を絡ませ合いながら歩いた。
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　河口湖インターから高速を降り、目的地にたどり着いたのは結局十二時過ぎになった。

　予約していた宿は旅館とホテルの合いの子のような、あまり洒落た作りとは言えず、せっかく売り物の部屋から見えるはずの霊峰富士も、真夜中では見えない。

　しかしこじんまりしたツィンの部屋に案内された柴田は、満足そうであった。

「土産物屋とか、玄関とこにあって便利だなー、わざわざ出掛けなくて済むしよ」

「ええっ？」

　江森のほうはショッピングアーケードもなく『ダサい』と思っていたのだが……本気なのかと顔を覗き込むが、柴田は真面目に感心している。

（この人のセンスって、ちょっと変わっているのかもしれない）

　テレビも大画面ではなく、小さなもので、江森はちょっとがっかりした。

「なに言ってんだよ、ウチにだって、ねーだろーがッ、ここでテレビなんかみなきゃいーだろッ」

　確かに柴田の部屋にはテレビはなかった。が、江森は「でも、なんか、豪華っぽくないし、ゴメンネ、こんなとこしか取れなくて」と頭を下げた。

　柴田は急にプイと横を向くと赤い顔でボソッと言う。

、「……いーよ、俺は……お前と一緒なら」

　　そして、小さな声で続けた。

「俺、お前に……は、話、あんだ……りょ、旅行いったら、言いたいって、ずーっと思ってた」

「浩司さん……」

　江森はそばに行くと、大柄な身体を密着させる。

「なんですか、話って」

　柴田は耳まで赤くなる。

「あ、あのな……もうちょっと、してから、言う」

「浩司さん」

　恥ずかしそうに俯いているのを、細い顎に指をかけて上を向かせた。今度こそ、深く舌を絡め合わせる。

「ア……ンッ……」

　もう柴田の手足から力が抜けていった。江森は抱きかかえると「お風呂、一緒に入りたいよ」と囁いた。

「お風呂、入ってから、話してね」

「う、うん」

　柴田は夢見心地に頷く。気が付くと服が脱がされていた。

「……ア」

　そのまま抱えられて湯舟に運ばれた。

　熱い湯に身体を浸される。浴槽の縁にタオルをあてがうと、江森はそっと柴田を仰向けにし、頭をその上に乗せる。そして背中に片手を回し支えると、もう片方の手で足を開く。ゆるやかに侵入していった。

「……ンンッ……ア……」

　天井を見上げながら、柴田はトロけるような快感を味わっていた。浮力がつくので、まるで江森の腕に抱き上げられているようだ。ゆっくり足の角度が変えられる。

「どう？　これ」

　突き上げながら江森が尋ねる。

「痛かったら言って」

「……だいじょぶ」

　ベッドの上では試みられないような角度で江森のモノが侵入してくる。

「……アン……そ…・れッ……イイ……」

「こう？」

　色々試しているうちに、江森が不思議そうな声を出した。

「あれ？」

　グイと突き上げ、内側を擦られる。ズン、とカタマリが下腹に打ち込まれたように響いた。

「ウアアッ」

　柴田は思わず大声をあげる。

「……これ？」

　もう一度擦られる。自分のモノが快楽に身震いするのが分かった。

　江森は首を傾げて柴田を見詰める。内側の浅い部分を擦り上げると、先端に何か感じるのだ……再び侵入すると江森はグイと自分のモノで押してみる。

「クゥッ」

「これ、なに？　浩司さん？」

　江森は強く押し付けてくる。

「ウ……ッ」

　痛みとも快感ともつかぬものが、電流のように全身を駆け抜けた。ほんの僅かの刺激で、ビリビリと腰が痺れる。

「ヤ……そこ、ヤメロ……」

　掠れ声を出した。

「だって、気持ちイーよ、僕も……コリコリしてる……」

　またグイグイと擦りつけられる。身体を反り返らせて逃げるが、

「逃げちゃ駄目だよ！」

　腰を掴まれ、さらにその部分を責められた。

　内部がカッと焼け付くように熱くなる。身体の内部に焼きごてを突き込まれたようだ。まるで心臓が下腹部に移動したかのように、腰から下がズンズン拍動し始める。身体中の血液がアソコに集まり、膨れあがるように感じた。

「アアアアアッ」

　柴田が大声を出し、目尻から涙をこぼしているので、江森は「どッ、どしたのッ」と驚いて声をかけた。

「そッ……そこ……ダ……メ」

「だからッ、ココ、なに？」

　言わなければ許してくれそうになかった。柴田は顔を真っ赤にして、絞り出すように言う。

「ウ……ク……か・解剖学でッ……言うトコロ……の……ぜ、前立腺……」

「ああ！」

　江森は納得という声を出した。

「じゃあ、いいでしょ？」

　ふと、江森が湯から首をもたげている柴田のモノに眼をやると、先端から溢れ出しているのが分かった。

「すっごーい、なに？　これ？」

　そう聞かれても返事が出来ない。そのうち江森は一人で納得する。

「そうか！　Ｇスポットなんだね？　浩司さんの！」

　江森は新しいオモチャに夢中になっている子供のように、茶色の大きな眼をキラキラ輝かせ、色々試している。そう言えば、今まで指で愛撫していた時も、このあたりは弱かったのだ。しかし先端の敏感な所で擦って初めて、はっきり分かった。

　面白くなってしまって執拗に責めたてる。力を込めた途端、

「……クゥウウッ」

　柴田は激しく身体を震わせると、放った。

「すご……感じヤスーイ、まだ触ってもいないのに！」

　江森は感心して見詰めた。柴田が後ろの刺激にひどく感じるのは分かっていたが、後ろだけで放ったのは初めてのことだった。

「ここ、スッゴク、いいんじゃない、またしたげるッ」

「ちッ、違うッ、バカッ、し、死んじゃうヨッ」

　弱々しく抗議するのを本気にとらずに刺激を加え続けていると、すぐ前が回復し、また先端から溢れさせる。

「ほらッ、もう、出てるよ？」

「ち、ちが……アアンンッ……」

　目尻からも先端からも快楽の涙がこぼれ落ちる。頭はいつの間にか縁からずり落ち、ほとんど全身が湯に浸かった。

「ダメ……ダッ、ア……モウ……」

　声が次第に小さくなっていくのも気付かず、江森は夢中になって責め続ける。柴田の頬は上気し、切れ長の眼からはポロポロと涙がこぼれる。顔だけを水面から出し、湯の中で黒髪も叢もゆらゆらとたゆたっている。激しく欲情して、Ｇスポットを責めるのを止めるとグイと深く分け入った。

「サイコー、浩司さん……」

　内部は火のように熱い。粘膜を抉るように強く突き、両腕で太ももを抱え込むと、これ以上入らない程深くまで捩込んだ。背中を抱え上げて、耳元で「どう？」と囁いたが返事がない。驚いて顔を見ると、柴田はギュッと眼をつぶっている。

「ワッ、浩司さんッ」

（またヤっちゃったッ）

　入れたまま抱え上げ、急いでベッドへ運ぶ。顔色は白く、唇も血の気がなかった。

（ま、また発作かも）

「浩司さんッ」

　首筋に額に口付ける。

「……ア」

　次第にハッキリして来て「……みず」と言う。湯あたりだったのだ。

　冷蔵庫からポカリを出して来て、少しずつ飲ませてやった。自分は腰から下しか湯舟に入っていなかったが、柴田は全身が熱い湯に浸っていたのだから、よく考えれば当たり前のことだった。

「ゴメンなさい……僕、自分のことしか考えてなかったんです」

　江森はすっかりシュンとなって、謝る。

「……ウ……に、人間が熱に弱いッてッ……さッき、学習したろーがッ……」

　苦しげに怒ったが、江森が悲しそうな眼で見詰めているので、またすぐ許してしまう。トコトン、柴田は江森に弱かった。

「もう、いいよ」

「ごめんね……」

「もういいってばッ」

　腕を伸ばして恋人を引き寄せる。江森は求めに応じながらもちょっと心配になって「身体、だいじょぶ？」と尋ねた。

「……ウン……も一回、中に……」

　恥ずかしそうに言うので、頬ずりし、そっと侵入した。今度は優しく柔らかく腰を動かす。

「……ンン……アア……」

　柴田は喘ぎながら、「五月……」と唇を求めて来た。深く口付けを交わすと、両手で江森の頬を挟み、見詰める。

「俺……」

「なに？　浩司さん」

　促すように優しく揺すってやる。

「……俺……ホントに……来たかったんだ……ずーッと……・楽しみにしてた」

　江森の眉を、口元を、頬を、指で確かめるように触れながら言う。

「……ガキみてーに……夢にも見ちまった」

「うん」

（言いたかったことって、それなの？）

　江森は柴田の指を感じながら、見詰めた。

「仕事、してる時も……終わったらお前に会えると思うと……・嬉しかった……」

「うん」

　江森も濡れた前髪を掻き上げてやった。

「それって、普通か？　みんなそうか？」

「当たり前じゃない、恋人同志だもの！」

「俺……仕事ばっかで……今までこんなこと……なかったから……」

　また恥ずかしそうに言う。

「そう？」

「……俺……普通がいい……」

　江森は柴田の顔を両手でしっかりと支え、自分の方へ向けた。

「浩司さんは普通だよ」

　断言してやる。

「ウン……そー言ってくれると嬉しい」

　そう言うと、急に首筋に長い腕を巻き付け、しがみついて来た。

「ホラ……俺……サ……自分のコト……男しか好きになれないッて……特別だと思ってたから……」

「だいじょぶですってば、特別じゃないよ？」

　自分の性癖のことがすっごく不安の種になっているのだ、と江森にも分かって来ている。自分でするのを悪いことと感じていたり、汚いと思ったり。誰にも言えないでいたのだ。抱き締めて揺すってやる。

「だいじょぶですヨ、ね？　大丈夫だから」

　何度も繰り返す。

「……ウン……俺、普通の生活……したい」

「え？」

　柴田は江森を見詰め、キッパリと言った。

「俺、お前と暮らしたい！」

「浩司さん！」

　しかし、よく見ると柴田の顎は震えている。

「……すぐ……じゃなくていい……けど……二人で暮らしたい！　愛し合ってたら普通だろ？　それ？」

「……浩司さん」

「お、俺、そ、それが、言いたかったんだ、ずっと」

　内気で口下手な柴田がどんなに思い詰めて告白したか、江森にも良く分かり、胸が苦しくなった。ギュッと抱き締めて髪の中に指を入れ、頭を自分の肩に付けさせた。

「……ホラさ……よ、良くゆーだろ？　ふ、二人で暮らしたら喜びは二倍に、悲しみは半分になるッて……当たり前の言い回しだけどサ……毎日、なんにも特別なことがなくって……そーゆー当たり前の……ほかの人とおんなじ暮らしがしたい！　俺ッ、お前と……ふ、二人で……」

　胸の中でつまりながらポツポツと言葉を紡ぎ出す様子は、受け入れてもらいたいという必死の願いが込められている。江森は涙が出そうになった。

（ここまで言わせるなんて……）

　あんなに旅行に来たがっていた訳が分かった。柴田は恥ずかしがり屋だから、特別な状況でないと言えないと思っていたに違いない。

「それで……」

　先に気持ちを察してやれば良かった。自分だって、いっつも一緒にいたいと思っていたのだ。もう、初めてした時からそう思ってた。

　でも柴田と暮らすなんて夢のまた夢だと思ってたから。

　大きな手で髪を撫でてやる。そして両手で顔を挟み、見詰めた。

「いいよ、浩司さん」

　柴田の顔がパッと明るくなり、切れ長の眼が大きく見開かれる。

「ホントか？　ホントに俺と暮らしてくれるか？」

「うん」

　深く口付けを交わすと、再び愛の行為に戻る。

「さ……五月ッ」

　今の会話で柴田は激しく高ぶり、荒々しい愛撫を求めてくる。

「ア……アアッ……モッ……ウウッ」

　自分で掴むと、江森の手に擦りつける。かと思うと、背中を反り返らせ、

「アアッ、もっとッ、深くッ」

　腰を激しく打ち付ける。

（あまり高ぶらせるとまた、発作を起こすかもしれない）

　心配になった江森は、一旦身体を離した。

「アアッ、ヤダッ、お前のが欲しいんだッ」

　ジタバタと暴れるので、肘で押え込み、前に舌を這わせながら後ろに指を入れる。すぐ、Ｇスポットを探り当てると軽く擦った。

「アア……クゥッ」

　柴田の身体が細かく震え出す。

「ア……アアッ、イ……イッ」

　指で内部のあの部分を抉るように押してやった。

「ア、アアアッ」

　さらにグイと唇で前を扱く。その瞬間、背骨が軋むかと思う程、弓なりに背を反り返らせ、「………ッ」と声も出さずに達した。

「浩司さんッ」

　くわえていた口を離すと、足を抱え上げ、自分のモノを後ろに押し当てた。

「入れるよ、浩司さん」

　その声に、柴田はぼんやりと瞼を開ける。

「ん……」

　侵入すると、到達の余韻に喘いでいる身体を味わう。内側はまだヒクヒクと締め付けて来る。粘膜が生き物のように蠢くのが分かった。

「……す……好きにしてくれよ」

　掠れ声で柴田が言う。

「……お、お前の……好きにして……俺の身体……お前……の……だから……」

　切れ長の眼を潤ませ、微笑んで江森を見上げる。それが迷子の子供が親に巡り会ってホッとしているように見えたので、江森は心臓が締め上げられたように痛くなった。

（もう、どんなことがあっても一人にしない！）

　心の中で誓う。

「浩司さん！」

　胸の中に抱き込み、囁いた。

「愛してる！　ずっと、一緒だよ、ずっと！」







　次第に明るくなる空を背景に、巨大な黒い山が立ち上がって行く。優美に広がった裾は柔らかな紺色のクラデーションで、地平線に溶け込んでいる。

　見慣れた姿だが今は何か特別な神々しさが感じられ、江森は胸が苦しくなった。抱き締めている小さな肩にそっと指を這わせる。

（浩司さん……日が昇るよ……）

　疲れ切っている柴田を起こしたくないので、心の中で話しかける。

　そうやってベッドの上から窓の外を見詰めながら、江森は考え続けた。

　同棲出来るまで現実にはまだ、幾つか乗り越えなきゃならないことがある。柴田はちょっと世間知らずだから、こういう時は自分がしっかりしなきゃならない。そう心に念じながらも江森は嬉しくてたまらなかった。

　愛し合ってはいたが、漠然とした不安を未来に感じていたことも事実なのだ。だから執拗に柴田を繋ぎ止めようと必死になっていたのかもしれない。

　でももう身体を重ねるだけの付き合いじゃなくなる。二人で暮らしを築くという、具体的な目標が出来たのだから。

（浩司さん、愛してる）

　腕の中でまどろむ柴田に口付ける。これで柴田は本当に自分のものになる。

　柴田が特別なことの何一つない平穏な生活を望んでいるなら、出来るだけ協力しようと思う。

（でも……）

　セックスだけは普通と違う特別なことを、ちょっとはしようと思っていた。

（やっぱ、特別じゃないのばっかじゃつまんないものね）




 END　　　




　　　Mornig After 3








「うわあ、いい眺めだねえ！　それに美味しそう！」

　モーニングバイキングが開かれている最上階のラウンジに入った江森は歓声を上げる。

　天井から床までの開口部からまるではめ込んだように富士山が見え、さらに本栖湖の湖面には逆さ富士が映っている。シティホテルのようなしゃれたインテリアではないが、窓からの景色はそれを補ってあまりある。壁際にずらりと並んだ朝食メニューはどれも湯気を上げていた。

「浩司さん、和食にする？　それともパン？　あっ、このチーズ、近くの牧場の作りたてって書いてある！　牛乳も搾りたてだってさ」

　トレイを手に嬉しそうに声を張り上げる江森に、サーブしているホテルの女性も顔をほころばせる。

「お兄さん、スクランブルエッグも産み立て卵を使っているのよ」と教えてやった。ハンサムな江森はどこでも女性受けがいいのだ。

「浩司さん、窓際の席に座っててよ、僕が持っていくから」

　和食と洋食を二つの盆に分けて乗せ、江森は器用に柴田の座っている席まで運んだ。

「さっ、食べよ、浩司さん」

　江森は茶碗を取り上げて柴田の顔をのぞき込んだ。

「ほらさあ、早く」

　柴田はのろのろとグラスに手を伸ばす。ゆっくりと牛乳を喉に流し込んだ。そこで初めて目をぱちりと開く。

「……うまい」

「やっと目が覚めたね」

　柴田の寝起きの悪さを知らなかったとき、江森はセックスをした次の朝、反応が鈍かったり、怒っているかのように口を閉ざしていたりといった状態に右往左往したものだった。でもそれが柴田の普通の朝だと知って以来は、まずはっきり目を覚まさせるのが一番と思っている。ただ、寝起きの悪いのにも一つ利点がある。それは判断力が鈍っている間に行為に突入するのが容易なことで……。

「ほら、こっちも食べなよ」と江森はチーズの皿を柴田に差し出し、自分はワカサギの天ぷらを口に入れた。

「うわ、美味しい！　これも釣りたてなんだって。この山菜の天ぷらもホテルの裏から取ったんだってさ、このホテル、穴場だね！」

　昨夜、ちょっとダサイと落胆したことはすっかり頭から消えている。もりもりと茶碗から飯をかきこむ江森を、柴田は呆れた顔で見つめた。

「お前、ほんと、よく食うよな」

「浩司さん、食欲と性欲は人間の本能だよ？　睡眠欲もだけどさあ。浩司さんももっと欲望を表に出さなきゃだめだよ」

　だから、と笑いながら柴田の顔をのぞき込む。

「あの時だけじゃなく、僕に何でもして欲しいこと言ってよ？」

「う、うん」

　柴田は顔を赤らめて目をそらす。自分から一緒に棲みたい、などと大胆告白したことをちょっと後悔していたところだった。江森の優しい言葉に胸が熱くなる。

（こいつはけっこう、気、使ってくれてるんだよな……）

　あまり食欲はなかったが、江森を心配させないようにチーズとパンを手に取った。焼きたてのパンは甘い香りがして、柴田はゆっくりと口に入れた。心配そうに見守っていた江森の顔がほころぶ。

「どう、浩司さん？」

「美味しい」

「よかった！　今度、またこのホテルに来ようね」



　部屋に戻ると江森はチェックアウトの支度をする。帰りの渋滞に巻き込まれないためには仕方がないのだ。

（でもドライブしながら帰れば、来るときよりはいいな。昨日は真っ暗だったものね）

　フロントで会計をしているときに、はっと思いついた。

「浩司さん、ちょっと待ってて。お土産、買いたいから」

「お土産？」

「うん、営業部とあと寮の管理人さんに。それとお得意先にもね」

　サラリーマンの鉄則だ。サービスエリアで買っても良かったが、ＧＷでは混むに違いなく、ホテルで買っておいたほうがいい。幸いなことにフロントのすぐ脇に簡易売店があった。昨夜到着したときには「ダサイ」と思ったのだが、「やっぱ、便利だね」と宗旨替えする。

「な、俺の言った通りだろ？」

　二人は売店に近寄る。柴田が「俺も買おうかな」と言った。

「え、誰に買うのさ？」

「三病棟の近藤師長に」

「ええーっ」

「俺を早く帰すように、大月先生に言ってくれたんだ」

　江森はちょっと青くなる。

（近藤さんて、この旅行のこと、感づいてたよな……）

　それでも柴田に「買うな」とは言えない。「何がいいんだ？」と尋ねる柴田のために説明してやった。

「山梨県ならやっぱ、ほうとうですけど、お菓子だったら桔梗信玄餅が定番かなあ。あと、ブドウかな」

「ほうとうはねえな」

　言いながら柴田は菓子のパッケージを順番に見ていく。

「この信玄餅って？」

「ええとね、くず餅みたいなの。一個ずつちっちゃな箱に入ってて、そこに黄粉と蜜をかけて楊子みたいので食べるんですよ」

「なんか面倒くさいな。違うのにしよう」

　え、と江森はめをぱちぱちさせる。女性には人気の菓子なのだ。

（それは浩司さんの考えだと思うけど）

　それでももしナースたちが休憩所で食べるのなら確かにそうかも知れない、と納得する。

（浩司さん、生活全体が病院中心だから意外に正しいのかも）

「じゃあこれは？　定番中の定番ですけど、ブドウが一個ずつお砂糖にくるまれてるんです。見た目も綺麗だから女の人は好きじゃないかなあ。それに食べやすいし、手も汚れないですよ？」

「それにする」

　こういったときの決断力は早いのだ。江森は自分用には信玄餅を選び、買い物は終了する。得意先へのぶんをいれるとかなりの大荷物だ。ミラージュのトランクにしまうと、二人はホテルをあとにする。

　まだ道路はさほど混んでおらず、江森は西湖や河口湖を廻っていくことにした。

　ウィンドウを開けて走ると甘い香りが流れ込んでくる。木々の青葉も風にさやさやと鳴っている。澄みきった空を背景に富士山は車が進むにつれその表情を変える。本栖湖で眺める富士と西湖での富士は微妙に雰囲気が違うのだ。もちろん河口湖での富士も。沸き上がる雲の形も変化に彩りを与える。それでもどこから見ても今日の富士山は日本一と皆が言うだろうと江森は思った。

「なんか、いいな」

　ぽつりと助手席の柴田が言う。

「ドライブなんて久しぶりだよ。お前は仕事で飽きてるだろうけど」

「そんなことないよ、やっぱ恋人とのドライブは特別だもの」

　相変わらずずれていると思いながら江森も応じる。

「そーなのか」

　ふと、柴田は「お前、なんで五月って言うんだ？」と尋ねた。

「ええっ？」

「誕生日、五月じゃないじゃないか」

　江森はくすくす笑いながら説明する。

「あのねえ、僕のお父さんとお母さんは五月に結婚したんです。でねえ、ほら、女の子二人が続いたあと、また妊娠が解ったのがちょうど結婚記念日だったんですよ。だから男の子でも女の子でも五月にしようって決めたみたいですよ。単純ですよねえ」

「そーなのか」

　若夫婦二人がほほえましく話し合っているところが想像され、柴田もにっこりした。

「なんか、お前ん家らしくていいな」

　中央高速に乗ると、車の量が多くなってきた。江森は柴田に「寝てていいですよ、浩司さん」と呼びかけた。

「浩司さん当直明けで、それに昨日もあんまり寝なかったでしょ」

　柴田は「なんでだ？」と返す。

「今日、寝ればいいもの」

「だって明日も早いんでしょう？　そんなに混まないとは思うけど、何時に着くかはっきりしないし」

　すると帰ってきた柴田の答えに江森はもう少しで急ブレーキをかけるところだった。

「早くねーよ。明日、休みだもの、俺」

「ど、どーいうこと？」

　慌てる江森に柴田は淡々と「明日、記念日だから」と答えた。

「記念日？　なんの？」

「俺らの大学の創始者の誕生日。知らないのか？　病院のロビーんとこに名前、彫ってあるだろ？」

　まったく見たことはなかった。

　柴田の説明は続く。

「明治時代のえらい海軍軍医総監だった人でさ。だから記念日になってて大学も病院も休み」

　相変わらず必要最低限の説明だったが、江森は初めての知識に慌てた。

「なんで早く言ってくれなかったんですか、だったら僕も有給取って、ゆっくり旅行できたのに！」

　すると柴田は「だめだ、そんなの」ときっぱり言った。

「俺の休みにお前を合わせるのは」

「でもぉ」

「だめだったらだめだ。男は仕事が大事なんだから」

　こうなるとてこでも動かないのは解っている。心の中でため息をつきながら江森は運転を続けた。

（なんか、浩司さんってずれかたが変だよ……）

　これまで付き合ってきた女性たちだったらどうだろう。

（恋人が自分に合わせて休みを取ってくれるなんて、ぜったい喜ぶと思うけどな……やっぱ、浩司さんは男だからかな）

　それでも考えてみればその知識を持っていなかった自分も悪い、と江森は自分を納得させる。二月から担当になったばかりとはいえ、得意先の情報ぐらいはきちんと調べるべきだったのだ。

（けど、まさか明治時代の人のことまではなあ……）

　なんとなく気まずい空気が流れ、そのままミラージュは渋滞に巻き込まれることもなく調布インターを降りた。

　マンションの車寄せに停まると、柴田はさっさと降りて「じゃ、また明日な」と言う。そのままマンションへ入っていこうとするので江森は焦った。

「待って、浩司さん！」

（ど、どーゆーこと？）

　そりゃたっぷりエッチはしたからもうしたくないのかも知れないけど、ここでさよならなんて……。

「なんだ？」

　振り返る柴田にやっと思いついて「お土産！」と叫んだ。

「あ、そうか」

　そのまま車体の後部へと歩いていく。

「僕、出しますから」

「いいよ、乗ってろよ、トランクルーム開けてくれ」

　にべもなく言われ、江森は渋々従った。

　取り出すとまた柴田は「明日もちゃんと仕事しろよ」と言う。

　土産の紙袋と小さなボストンバッグを手にエントランスから消えていく柴田の背を江森は呆然と見送る。

（男だから仕方ないのかな）

　考えてみれば、同棲を切り出したのは柴田の方からだった。

（普通は男の人の方から言い出すものだもんね。僕の方から言えばよかった）

　いろいろと考えすぎて言い出せなかったのは事実だが……。

（浩司さんて自分のこと、暗いって決めつけてるけど、確かにちょっと後ろ向きだけど、男らしいんだ、自分から言い出すなんて。それに引き替え、僕ったら……きっと僕のことをあんまり頼りにならない男だって思ったのかも知れないな……だからきちんと仕事をしろって言ったんだ）

　もやもやとしたものを胸に抱えながらミラージュを発進させる。

（一緒に棲むんだったら、男としてきちんとしなくちゃ）

　一方、柴田は部屋に入るとほうっとためいきをつく。

（もちょっと一緒にいたかったけど……）

　でも仕方がない。明日、こっちは休みだが向こうは仕事があるのだ。

（ずーっと運転させてたし、休ませないと。俺は年上なんだから、ちゃんとしなくっちゃ）

　そう、初めて、いや二度目に過ごした夜にもそう思ったのだから。

（次の日、あいつの腕が動かなくなっちゃって）

　そんなことはもう二度とあってはならないのだ。

（それに）

　別れるときにそれほど寂しくなかったのは。

（すぐに一緒に棲めるから……）

　そう、江森ならすぐ願いを叶えてくれる。今までもそうだったのだから、と柴田は思っていた。

　小さなボタンの掛け違いに二人は気づいていない。

　柴田は窓に近寄って外を見たがもうミラージュの影はなかった。

　それでも心は痛まない。

　暮れなずんだ街を眺めながらにっこりと微笑んだ。



ナース長は見た！２



　午後四時の申し送りが終わり、近藤師長はナースステーションから外へ出た。ロッカーへ向かうと若い子たちの華やいだ声が中から聞こえてくる。ＧＷの間、楽しい経験をしたのだろうと近藤師長は微笑ましく思った。ただ、若さをうらやむ気持ちは彼女にはない。熟年の楽しみを今まさに味わっている年代なのだ。

　ロッカールームに入ると、副主任の高岡が「近藤さん、これからカラオケ行きませんか？」と声をかける。

「悪いわね、先約があるのよ」

「え、またミステリー研究会ですか？」

「まあそんなところよ」

　それは嘘で、気の置けない仲間同士の女子会だった。次の勤務は明日の深夜勤なので、今日はゆっくり飲めることになっている。場所は同じ看護師の友人の新居だ。看護師と言ってもＪ医大に勤めているのではなく、近隣の個人病院の看護師長だった。

　新居のお披露目も兼ねているので、近藤師長はマンションに行く前に花屋に寄って部屋に飾れる鉢植えを買うことにした。病院の中の花屋には鉢植えはあまり置いていないので、駅前の大型ショッピングセンターへ向かう。新築マンションが増えたおかげでしゃれた家具や雑貨の店が増えてきて、この辺りも便利になっている。

　友人の性格は把握しているので、近藤師長はエアプラントというオーストラリア原産のものを選ぶ。これなら水やりをまめにする必要はない。

　食品フロアにも寄り、チーズを買い求めた。近藤師長のお気に入りはラム酒に付け込まれたレーズンやオレンジピールの入ったもので、ウィスキーのつまみにぴったりだ。

（あとは何かしらね）

　携帯でリクエストを聞くことにしてみる。

「いいのよ、もうお寿司を注文したから」

　友人の中西の返事に近藤師長はそのままマンションへ向かうことにした。中西のマンションは駅を挟んでＪ医大とは反対側にある。駅と直結していて、この間竣工したばかりだ。

「あら、悪いわねえ、でもちょうど良かった。まだなんにも飾るものがなくて」

　中西は近藤の持ってきた鉢植えを早速リビングの床に置いた。すでに中西の同僚が二人、ワイングラスを手にしている。

「お先にやってます〜」

「まだ明るいじゃないの」

　ちょっと近藤は呆れたが、それでもなみなみとワインの注がれたグラスを受け取った。

「お寿司が来るまで時間あるからちょっと摘んでいてよ」

　中西はお手製のピクルスとともに菓子箱を抱えてキッチンからやってくる。

　包み紙を開けると、山梨名物の桔梗信玄持ちだ。自分も甘いチーズを買ってきたにもかかわらず、懐疑的な目になった。

「ちょっとワインには合わないんじゃない？」と否定的見解を述べる。

「ＭＲさんからいただいちゃったのよ。固くなっちゃうから早く食べないといけないんだけど、あたし一人じゃあねえ」

「病院でみんなと食べればいいじゃない」

　同僚の看護師が「病院には病院用であるんですよ」と補足した。

「なんか、すっごく気が利くＭＲさんでねえ、それに義理堅くて、なんかのことで私が力になったことがあって、それで私用にも持ってきたのよ」

「しかもハンサムさん」と同僚がまた補足する。

「それじゃあ食べないわけにはいかないわね」

　そこでインターホンのチャイムが鳴り、中西は椅子から立ち上がる。

「あら、きっとお寿司だわ。米寿司はいっつもすぐ持ってきてくれて助かるのよね」

　お菓子の話はそこで終了し、すぐに宴会が始まった。

　近藤師長の推理能力が発揮されるのは次の勤務のときだった。



　朝の七時に近藤師長は三病棟のナースステーションに入った。深夜勤の看護師たちはカルテに記入をしている最中だった。朝食のワゴンはまだ運ばれてきておらず、比較的静かな一日の始まりだ。近藤師長を確認して副主任の高岡が「おはようございます」と挨拶をする。

「どうだった？」

「落ち着いてます」

「それは良かったわ」

　そのまま裏手にある休憩所に入った近藤師長は真ん中の丸テーブルに目を留めた。菓子折が載っていて、そこにポストイットが張り付いている。

「これは？」

「ああ、申し送りがありました。日勤の鈴木さんが受け取って、メモをつけて置いたそうですよ。お土産だそうです」

「にしても、誰からって書いていないわよ」

「え、そうですか？」

　確かにポストイットには「近藤師長」と鈴木の字で書いてあるだけだ。

「やあねえ、書き忘れたんだわ。患者さんからは受け取らないことになっているのだから、先生か看護師かでしょうけど」

　高岡副主任は「誰からか解るまでは開けられませんねえ」と言う。

　近藤師長は「そうねえ」と言いながら箱を手に取った。ふと、近藤師長の眉がぴくりと上がる。

（これは……）

　包み紙には山梨銘菓のロゴが印刷されていた。

（ほほう、なるほどそう言うわけだったのね）

　中西の家で食べた菓子のことが思い出された。

（なんてわかりやすいのかしら、あの子たち）

　箱をひっくり返し、じっくりと観察する。

　製造所などが印刷された小さな紙が貼り付けてあり、そこには丸い判子が押してある。買った日付とその場所だ。

「ふーん、このホテルへ行ったんですか」

　しっかりと脳に刻みつけ、あとでネットでどんなところかを調べようと思った。

「は？　誰がです？」

　高岡副主任が怪訝な声を出す。

「柴田先生ですよ」

「柴田先生？」

　そこへ何人かの日勤の看護師がやってくる。

「近藤師長、なんですか、それ？」

「うわあ、月の雫だ、これ、美味しいのよう」

「いいんですか、いただいちゃって」

　近藤師長はにっこりした。

「もちろんですとも、柴田先生にお礼を言ってくださいね」

「ええっ、柴田先生が？　ありえない〜」

　師長を除く全員目を丸くしたが、近藤師長は「間違いありません」と宣言する。

「これは柴田先生からのお土産です。彼はＧＷに山梨へ出かけたのでしょう」

　きっぱりと言うと、近藤師長は包み紙を開けた。

「せっかくのお土産です。あの社会性を欠いた無愛想な先生がわざわざ買ってきてくれたんですからね、みんなで食べましょう」

　近藤師長にはなぜ柴田が自分に買ってきたのかもよく理解できた。柴田をこき使っていた大月に近藤師長が苦言を呈したおかげで、やっと柴田は解放されたのだ。

（まあ、恋人同士、甘い旅行だったんですねえ）

　江森と柴田が並んでお土産を買っている姿が目に浮かび、近藤師長はにっこりした。



　その後、近藤師長の推理が正しかったことが解り、ミステリーマニアとしての師長の株がさらに上がったことはここに記すまでもない。
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「エモちゃーん、お握り七個ね、買ってきたわよォ」

「ありがとーございますッ」

　江森はデスクのコンピュータディスプレイから目を離し、同僚の女性にぶんぶん手を振る。すぐに明るい真ん中分けの髪を手でかき揚げ、またディスプレイに見入った。いつもは電話のベル音やコンピューター、ＦＡＸの作動音で騒がしい営業部は、今はほとんどの社員が昼ごはんで外へ出ていて、がらんとしている。

　二年先輩の同僚の女性は営業部の自分のデスクに戻りがてら、江森のデスクにコンビニの袋を置いた。当人はたった今、友人と外のレストランで昼食を済ませて来た所だ。

「お昼ぐらい、休んだらア？　食べないと大きな身体がもたないわよォ？」

　買って来た缶コーヒーのプルトップを引きながら、呆れ声を出した。

「一区切り、ついてからにします！　大丈夫、お握りなら伸びませんから！」

　そう言いながら恋人の顔を思い浮かべる。

（忙しいったって、浩司さんの比じゃないもの、僕なんか）

　サラリーマンの自分も、ＧＷ明けに溜まった仕事の処理に追われているのだから、（浩司さんなんか、もっと、忙しいよな）

　そしてＧＷの旅行を思い起こしていた。

　二人で旅行するのは初めてで、ホテルでの夜、求め合いながら柴田は「一緒に暮らしたい」と言った。江森は夢かと思うくらい有頂天になった。

　ところが翌日、柴田はなんとなくヨソヨソしかった。江森の求めに素直に応じるのだが、眼が合うと俯いたりしている。口数も極端に少なくなり、もともと照れ屋で口下手なのだということは分かっていたが、江森は『まさか、一緒に棲みたいって言ったこと、後悔してんじゃないよな』と、心配になってしまった。更にその後、お互いに仕事が忙しく何日も会えないでいるので、一層不安になっているのだが……。

（今夜は浩司さん、時間とれるかな……僕の方から連絡、入れてみようかな？）

　朝からデスクの上に置いてある携帯を、何度手に取ったことか。そのたびに「仕事の邪魔しちゃいけない」と戻していた。

　さらに、マンションに送っていったとき釘を差されたとこを思い出す

「男なんだからちゃんと仕事をしろ」

　柴田はそう言っていたっけ。

　未練を断ち切ろうと溜め息をつきながら携帯電話を掴み、椅子の背にかけてある背広のポケットに押し込んだ。ついでにもたれて大きくのけ反り、仕事に疲れた背を伸ばす。すると、後ろの女性同僚の机に飾ってある赤いカーネーションが目に入った。

　そう言えばもうじき母の日で、街角の花屋にはカーネーションが目立つようになっている。

「そうだ、お袋に花、贈んなきゃ……」

　江森の父は中学２年生の時に亡くなり、母と二人の姉と江森の四人家族だった。今は上の姉が結婚して母と一緒に住んでいる。一家の大黒柱を失ってからは、既にＯＬになっていた上の姉が母と共に家計を支えていたのだ。

　母の日には毎年カーネーションの花束を姉二人と江森が母にプレゼントする習わしだったが、新人サラリーマンは忙しく、実家には入社してからお正月にしか帰れない。社会人になってからは宅配便のフラワーサービスを利用している。

（本当は、帰ってじかにあげたいんだけどな）

　ふと連想が広がって、柴田のことに思い至った。

（浩司さんは、お母さんがいなくなってから母の日とか、辛い思いをしたのかな……）

　柴田の母は柴田が小学校５年生の時に家を捨てていた。それ以来、一度も会ったことがないのだという。

　初めてそのことを語った時の柴田の寂しそうな顔が脳裏によみがえり、江森は胸が苦しくなる。

（浩司さんは六月は特に寂しかったのかなあ……）

　会いたいという想いがますます募って来た。







　柴田は午前中二件のオペに第２執刀医として入り、午後からはオペ着のままで病棟の診療に当たっていた。

　二時過ぎに外来から電話が入る。午後の外来を担当している副医局長の大月からで「すまん、緊急で内視鏡、やってくれないか」との頼みだ。

「わかりました」

　急いで一階の外来へ行くと、外科の診療室で大月がデスクにつき、恰幅の良い５０代の男性と話をしている。

「……『あづま』のおじさんじゃないですか」

　病院の裏手の『あづま』という蕎麦屋の親父で、かけそば一つをいつでも医局に出前してくれる気の良い男である。夜遅くまで店を開けている働き者で、Ｊ医大の医者は皆、当直の夜は重宝している。柴田もよく出前を頼んでいた。

「おじさん、どっか、悪いんですか？」

　年の割には桜色のピチピチした肌をした親父を柴田は不審そうに眺める。

「いや、儂じゃないんよ」

　親父は顔なじみの大月と世間話をしていたのだ。

「患者はもう内視鏡室で寝てるから」

　大月の説明に柴田が検査室へ行ってみると、もう看護師が準備を整えて待っていた。

　患者は三十歳ぐらいの痩せて青白い顔をした男だ。寝ているベッドから足がはみ出すほどの上背で、顔も細長い。

　昨夜から何も食べていないことを確かめると、手早くファイバースコープを食道から胃・十二指腸まで進める。

　潰瘍や瘢痕は無く、胃の粘膜がびらんし、出血している典型的な急性胃炎だ。内視鏡的には「急性胃粘膜病変ＡＧＭＬ」というもので、潰瘍同様に出血して、患者は腹痛や吐血という症状を訴える。薬剤の副作用や、ストレスなどが原因で起こることが多い。

　検査が済むと男はぐったりしているので、柴田は車椅子に乗せてやった。報告書を手に看護師と一緒に車椅子を外来へと押していると、男は「俺、悪いんすか」と尋ねる。

「……んな悪くないけど、主治医の大月先生から詳しく説明があります」

　ぼそりと暗い口調で柴田が言うので、男は「ホントは悪いんすねー」と泣き声を出した。

「違いますよ」

「いや、やっぱ、悪いんだ」

「違います」

「今すぐ言えないってことは悪いんでしょ？　ガンですか？」

「そうじゃなくて」

　押し問答をしながら外来に着くと、『あづま』の親父がまだ心配そうに待っている。

「知り合いなんですか？」

　柴田が尋ねると「まあね、うちの裏のアパートに住んでる人なんだよ」との答え。

　やはり近くのマンションの一室にある小さな広告代理店のデザイナーで、一人暮らしなのでよく店に食事に来ていた。

　今日は昼のピークを過ぎた頃ヨロヨロとやって来て、食欲が無いとうどんを注文したが、待っている間に苦しみ出し、なんと吐血したのである。

　たまげて病院にかつぎ込み、「手術になるかも」と外科を受診したという訳だった。

「ＡＧＭＬ（急性胃粘膜病変）です。大きな潰瘍はありません」

　柴田は大月に報告する。

「なんかストレスでもあったのか？　過重労働とか、リストラの恐怖とか、まあこの御時世じゃなあ」

　大月はいつもの大様な調子で、患者の前で勝手に推理を巡らす。

「俺、癌じゃないんですか？」

「違うって。単なる胃炎。でも、馬鹿にできないんだぞ」

　大月は報告書に貼ってあるポラロイド写真を男に見せた。内視鏡カメラで写された、胃の粘膜が真っ赤に充血して所々に点状出血がみられる生々しい写真だ。

「うわっ、痛そう」

　見せられて男は首を竦めた。

「な？　あんたの胃は痛め付けられてんだよ」

「ストレス……って、原因になるんすか？」

　男は不思議そうに尋ねる。

「そりゃもう、ストレスが強いと一晩で粘膜から出血することもあるんだよ」

「……やっぱ、あれかなー」

　車椅子の背にもたれかかり、男は深々と嘆息した。

「彼女と会ってないんすよー、もう十日も……」

「はぁ？」

　目が点になった大月に、男は勢い込んで話を始めた。

　ＧＷに北海道旅行を計画したのだが、仕事の納期が早まり、行けなくなった。弱小の会社だから断ると次から仕事が来なくなるのだから仕方がないのだ。が、恋人は怒って、

「目の前であんた、航空券を破いたんですよ？」

「そりゃ、気の強いねーちゃんやなー、うちのかみさんみたいや」

『あづま』の親父が口を挟む。この辺りでは恐妻家として知られているので、横で聞いていた看護師が必死で笑いを堪えた。

「でしょー？」

　男も怒って、売り言葉に買い言葉の喧嘩となり、それ以降会っていないのだ。

「なんだよー、そりゃあ」

　痴話喧嘩の内容に、大月は呆れてカルテを書いていたペンを止めた。

「会いたきゃ、会やあいいだろうが。血を吐くまで我慢することもないだろうに？」

「だって、あっちが悪いんですよ？」

　男は仏頂面で答える。

「なんで俺から連絡しなきゃあいけないんす？　俺だって忙しいんだし、あっちからすべきでしょうが！」

　聞いていた柴田は我慢できなくなって、ポツリと漏らした。

「……あなたから連絡すべきだ」

「へ？」

　寡黙な柴田が口を開いたので、男はもちろん、大月も『あづま』の親父も看護師もその場の全員がいっせいに柴田を振り返る。全員の視線を浴びて、柴田は真っ赤な顔になったが、またボソリと「会いたいんでしょう」と言った。

「仕事が忙しくたって、工夫すれば会える筈です」

「そ、そりゃまあ、そうだけど……」

　男は目を伏せた。

「でも、こっちから折れるのはメンツが……」

　男のメンツというものを全く理解していない柴田は、呆れたように「なんですごく会いたいのに会わないんですか？」と尋ねる。

「だって、会わないでストレスで出血するなんて、それって、心だけじゃなくて身体も会いたいって訴えてるってことですよ。精神科の先生がそう言ってました」

「そりゃそーだわ、この先生の言うとおりや！」

『あづま』の親父はバシバシと車椅子に乗った男の肩を叩く。

「今夜、彼女に電話したれや、なぁ？」

（え、ええッ）

　大月は内心仰天して、柴田を窺う。

（柴田がこんな発言をするなんて……ついに恋人が出来たか？）

　病棟に上がって診察の続きに戻ると、柴田は「今夜は絶対会おう」と決心していた。もう何日も五月と会っていないのだ。

（そうだよ……工夫して時間を作ればいいんだ……ほんのちょっとでも……）

　愛しい人の顔が見たい、声が聞きたい、触れ合いたい、そして……。

　身体の奥が疼き始め、

（うわ……ッ、やばい……）

　紐で留めるだけのズボンに短い上っ張りというオペ着姿の柴田は、看護師達に気取られないよう急いで上から白衣を着込む。前のボタンも下まできちっと全部留めた。

　先程患者の男性に言った、「心だけでなく身体も会いたがっている」を自ら実証するはめになっていたのだった。







　夕方になってやっと仕事の目処がつき、ナースステーションで柴田は一休みすることが出来た。

　病棟の患者は皆、落ち着いている。午前のオペ患も術後は安定していて、先週重体だった別の患者も快方に向かっている。

（なんとか早く帰れそうだ……）

　考えていると、病棟長の宮崎がバタバタとナースステーションに入って来た。卒後八年目のベテランで、高知県出身だけあって『土佐のいごっそう』にふさわしい、野性的な男だった。柴田に「すまないが、柴田先生、緊急オペに入ってくれないか？」と声をかけた。

「これから救急外来に患者が送られてくる。今日の当直は、一年目の菅原だからさ」

「……病名はなんです」

「ああ、虫垂突起炎アッペだ」

　近くの医院からの紹介で、元々胆石持ちの中年男性だった。昨日から腹痛があったのだが、いつもの胆石発作と本人が思い込み、痛み止めを飲んでいたのだ。

「主治医は菅原にするから、助手で入ってやってくれ」

「分かりました」

　虫垂突起切除術は比較的簡単な手術ではあるが、後期研修一年目一人に任せる分けにはいかなかった。

（柴田をつければ一年目でも大丈夫だろう）

　手術手技においては、宮崎は柴田を高く評価していた。人間関係においては、無愛想で人見知りが激しく、今一つであったが。

　間もなく病棟に入院してきた男は、確かに胆石持ちというだけあって、でっぷりと太っている。腹部はかなり張っていて痛みも強かったが、直腸診でも腹部超音波検査でも腹部の一番奥に膿が溜まっている所見はない。

「まだ穿孔していないようだな」

　柴田はほっと息を漏らす。

　この皮下脂肪のたっぷりついた腹で腹膜炎にでもなったら、治るまで時間がかかるのは必定だ。

　やがて麻酔科の医者が診察に現れた。麻酔に使う薬剤のアレルギーがないか、必ず問診するのである。針金のように痩せた飄々とした雰囲気の医者で、部屋の戸口からベッドに寝ている男を見て「ゲッ、猪首か」と小声で文句を言った。確かに肩から直接頭が生えている有り様で、顎も弛んで胸にのっかっている。

「やれやれ……」

　全身麻酔の時は気管内挿管といって、チューブを口から喉頭、気管支にまで挿入し、それを通じて麻酔ガスを直接肺へ送り込む。『猪首』の人間は挿管もしづらく、さらに気道も閉塞しやすい。麻酔科医にとっては鬼門なのであった。

　ふと、柴田は思いつく。

「……どうでしょう、硬膜外麻酔では？」

「エピドラか……」

　脊髄の通っている脊椎腔に直接細い管を差し込んで麻酔薬を注入し、目的の神経だけ麻酔する方式だ。全身麻酔よりリスクが少なく、しかも意識が保たれたままなので、術中・術後の呼吸管理も不要だ。『猪首』の患者にはぴったりである。

「でも、汎発性腹膜炎パンペリで、腹部をうんと開けなくちゃいけないんじゃないのか？」

　そうなったら、エピドラでは間に合わない。

「いえ、まだ穿孔していません」

「うーむ……」

　麻酔科医は考える。エピドラは手技が難しいが、猪首の肥満患者に全身麻酔をかけるよりはいいかも知れない。

（それに第２執刀医が柴田なら絶対、手術はすんなり終わるだろう）

　手術時間が短い症例にリスクの多い全身麻酔をかけたくない。初め、第１執刀医が一年目と聞いて、えらく時間がかかることを覚悟して病棟に現れたのだ。

（柴田先生なら、大丈夫だ）

「よし、エピドラでやろう！」

　柴田は思わずにっこりした。いくら主治医は自分ではなくても、一年目の医師だけに術後をまかせるわけにはいかない。

（挿管しなければ、あとの管理が楽だ）

　なんとか江森と会う時間が作れそうだ。

「ちょっと、失礼します！」

　連絡を取ろうと、急いで公衆電話へと走った。

（今夜は、絶対会いたい！）

　先程決心して以来、頭の中から離れないことがあった。

（会って江森から聞きたい言葉がある……）

　無論それだけではない。あの優しい恋人の腕に早く抱かれたかった。







　午前中は得意先回り、昼からは会社に戻って溜まっていた書類の整理と、江森は今日も一日忙しかった。連休の間に緊急で薬品を届けた分の仮伝票を正式に起こし、頼まれた論文検索をし、合間に市場調査のためのアンケート作りの案を捻る。

　結局、買って来たお握りを口にしたのは夕方になった。

「エモちゃん、食べてる時ぐらいは、休みなさいよォ」

　隣の同僚にまた呆れ声で言われたが、かまわず二口で飲み込むとすぐ作業に戻った。

（今夜は絶対、浩司さんに会うッ！）

　固く決心をしている。

　すると、椅子の背にかけてある背広のポケットの携帯が鳴った。

（浩司さんだッ）

「浩司さん？」

　無論、連絡は柴田からのもので「今日、会おうな」と、どうもまだ仕事中らしく、ひどく小さな声だ。照れ屋の柴田はいつも外からかける時は、周りを気にして小声で喋るのだ。

「仕事中なの、浩司さん？」

「うん、ちょっと、な」

「どこで待ち合わせる？」

　せっかくのデートだ。どこかで美味しいものを食べ、そのあとでゆっくり愛を交わしたいと思ったが、柴田は「マンションで待ってろ」と言う。

「え、でも浩司さん、食事は仕事の後になるんでしょう？　だったら待ってるから、ご飯は一緒に食べようよ？」

「いや、遅くなるかもしれないから、食っててくれ」

　それだけ言って、すぐに切った。

「浩司さん？」

　だが、もう、空しいツーツーという音のみが聞こえる。そりゃあ、合鍵は持ってはいたが……。なんだかそっけないのでがっかりする。

（でも仕事の合間にかけてくるんだもの、しょうがないや）

　ちょっと恨んでしまったのを反省する。

（どんな大変な患者さんが待ってるのか、わからないものな……でもとにかく、連絡はくれたんだから、今日はやっと会えるんだ！）

　とにかく自分の仕事が終わらなくては、柴田に会うどころではない。江森はすぐにまたデスクへと顔を向けた。
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「まだ仕事、終わらないのかな……」

　夜になって、江森は柴田の帰りを待ちながら明日の営業に使う資料をリビングで整理していた。腕時計で時間を確かめる。もう十時を回っていた。

「しょうがないよな、お医者さんは忙しいもんな……それにＧ　Ｗ　明けだから、いつもと同じってわけにいかないこともあるかも知れないしな」

　溜め息をつくと、また書類を読み始めた。だが今一つ、集中出来ない。

「一分でも早く、会いたいんだけどな……」

　鳴らない携帯電話に目をやる。

　いつも柴田は仕事が済むと、必ず電話をくれるのに……。

「緊急オペでも入ったのかな……」

　するといきなり玄関の扉が開く音がする。

「え？　浩司さん？」

　リビングから玄関へ出てみると、柴田が額に汗を滲ませ、肩でハァハァと息をついている。いつも七三に分けている髪は乱れてビショビショだ。オペ室のシャワーを浴びた後、髪を乾かす暇も惜しんで、病院から走ってきたのだろうと江森は思った。

「どうしたの？」

　尋ねると、いきなり「五月ッ」と叫んで江森の首筋にしがみつく。１８５㎝の江森より１５㎝も低いので、飛び付くと言った方が当たっているかもしれない。既に風呂も済ませ、スウェットに着替えていた江森に、いきなり求めて来る。

「浩司さん？」

「……んッ……早くッ」

　切れ長の眼は情欲で潤んでいる。

「いいの？」

「……ん」

　自らネクタイを緩め、ベルトを外しながら、江森を押すようにしてリビングからベッドルームへと向かう。おかげで通ったあとにズボンやワイシャツなどが脱ぎ捨てられるという有り様だ。二人ともベッドに縺れ込んだ時には、一糸纏わぬ裸となっていた。

　ベッドの中でも今までになく、積極的に求めてくる。江森の胸の上にすすんで身体を預ける。舌を絡めながら、江森を枕に押し付け、しなやかに身を起こす。そして自分から上の体位をとった。

「浩司さん！」

　江森は押されっぱなしだ。

　いつも行為の始め、柴田は恥ずかしがり、たっぷり前戯をほどこしてからでないと上の体位は執りたがらない。江森の方は、滑らかな喉元や恥じらいながら見せる官能の表情などを下から鑑賞するのが好きなのだが。

　ウンと乱れないと、上になるのは嫌がるのに……今日は……不思議に思いながらも、腰にまたがった柴田の中に、そっと自分を収めていく。まだ前戯が十分でないので、かなりきつかったが、前を指で愛撫してやると少しずつ中へと進む。

「……ハ……アッ……」

　やがて総て飲み込むと、柴田は深く溜息をついた。

「大丈夫？　浩司さん？」

「五月……」

　今やっと気付いたという顔で、江森をじっと見詰める。急に顔を赤くして俯いた。

「……俺ッ……す、すごくスケベだ……」

　首まで真っ赤になって小さな声で言うので、かわいくてたまらない。

「なに言ってんだよ、浩司さんたら」

「だ……だって、お、お前の顔を見たら、いきなり……欲しくなって……」

　そっと胸を揉み上げてやる。

「僕だって欲しいよ？　浩司さんのこと、いつだって欲しいと思ってるよ。当たり前じゃない、恋人同士だもん」

「……だな……」

　江森がいとおしそうに見詰めていると、ふと、自分のモノに動きが加えられていることに気付いた。

「え？」

　見ると、柴田が両手を江森の腹に付き、自分の腰を上下に揺らしている。

「ンッ……ン」

　自分も少し快感を感じているようで、時折クッと締め付ける。

「浩司さん！」

「……五月……俺……お前のこと……うんと愛したい……」

　ぎこちなく腰を動かしながら、江森を見詰める。

「浩司さん……嬉しいよ、僕、すっごくイイよ」

「……ん」

　恥ずかしそうに俯きながらも、必死で腰を使う柴田の動きに合わせて、江森も腰を突き上げる。片手で柴田の腰を支えてやり、いつもの様にもう片方の手で愛撫する。

　水泳で鍛えられた柴田の身体は筋肉質で締まっているが、大柄でガッチリした江森の上では華奢にすら見える。腰は上半身からは想像出来ないほど細くしなやかで、自分の大きなモノがこの中に収まっているのかと思うと、江森はいとおしくて胸が詰まってくる。

　指を優しく腰から腹へ、そして胸へと滑らせる。胸の突起をこすりあげると、すぐに固く尖って、下から見ると膨らみかけた花のつぼみのようだ。摘まんで、軽く捻ると、柴田は甘い喘ぎを漏らした。

「浩司さん、色っぽいよ、その声」

「ンッ……バカッ……」

　切れ長の眼を細め、かぶりを振りながら舌で唇を何度も湿らす。濡れた髪が額に落ち、揺れる様が艶を増した。

「サイコー、浩司さん」

　力一杯、突き上げてやった。

「アアッ、ンッ」

　柴田が呻くたびに根元が締め付けられる。熱く柔らかい肉の中に自分の固いモノを突き入れると、全身に痺れるような陶酔感が広がる。

「いいよッ、浩司さん！」

　江森は両手で柴田の双丘を掴むと、自分も背中を反り返らせながら腰を何度も突き上げる。

「ク……ウウッ」

　激しく突くと柴田は跳ね上がり、落下するたびに更に奥まで江森を飲み込んだ。

　やがてイニシアチブを江森に預け、柴田は乱れ始める。

「アア……ハァッ……ンンッ」

　絶え間無く甘い声が漏れる。

「ア……アア……ッ」

　江森が深く入るとギュッと眼をつぶり、グイと柔軟な身体を大きくしならせる。その度に、そそり立つモノも反り返った。

「……も……うッ、に……握ってくれよッ」

　声を絞り出して哀願する。いつもは大きな手で包むように握り込んでやるのだが、

「ダメ、出るトコ、見たいよ、浩司さん」

「アアッ……ヤダッ……ンなのッ」

　恥じらって自分の手で隠そうとするので、

「ダメ！　見せて！」

　両手首を掴むと左右に広げる。さらに激しく突き上げた。

「ア……アアアッ」

　一瞬、柴田の動きが止まり、先端から白い涙がこぼれ落ちた……伝わって流れるものを指で掬い、口に入れる。

「美味しいよ、浩司さん」

「ウウッ……ア……」

　柴田はうっとりと眼をつぶったまま、頬を染めてかぶりを振り続ける。その姿がいじらしくて、江森は思わず胸に抱き取った。

「かわいいよ、浩司さん」

　今度は下に組み敷き、強く打ち込む。

「浩司さんッ、愛してるよ！」

「アアッ、五月ッ、俺ッ、モウッ」

　江森の動きに置いていかれまいと、柴田は長い腕と足を絡み付かせる。まるで子供が親にしがみつくように江森の首に取りすがる。ぎゅっと目を瞑って、「五月ッ」と叫ぶ姿を見ていると、あのホテルでの情事が蘇る。

　あの時も柴田は高ぶってひどく乱れた。一緒に棲みたいと気持ちを告白し、江森がオーケーしたあと、興奮し過ぎて、発作を起こしそうになった……感情の制御が出来ず、苦しむ発作なのだ。

　心に不安があって、そのせいで高ぶり過ぎるのだが、今夜の乱れ方はいつもと違う。今日は江森を信じ切って、総てを委ねている。強く打ち込むと、苦しがって喘ぐが、まっすぐに江森を見詰め、視線を反らさない。

　それでも江森は心配になって、「平気？」と尋ねるが、気丈に「……んッ」と答え、自らも腰を使う。

「平気？　ホントに？　痛くない？」

　すると夢見心地で微笑み「ん……いーんだ……お前の好きにして……俺の身体、お前のだから……」と答える。ホテルで過ごした夜、江森に告げた言葉だった。いとおしくて、背中に腕を廻し、抱え上げるとさらに深く突き入れた。

「愛してる、浩司さん……」
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（えっと病院から歩いて十五分以内で…最低、２ＤＫは欲しいよな）

　ファミリーレストランのテーブルの上に、江森は携帯を置いた。ランチタイムをとうに過ぎたこの時間は空いていて、江森はカウンターではなく隅の広いソファ席を悠々一人で占領していた。なんぼなんでも会社のデスクでヤニ下がって愛の巣探しなど出来ない。午後から得意先の外回りに出る時間が取れたので、遅い昼食を取ったあと、携帯で情報サイトにアクセスした。

（本当は新築の方がいいけど、そうなるとどうしたって高すぎるもんな……でも南向きは外せないよな……あっと、ぜーったいマンションじゃなきゃ、ダメだ！）

　頬が緩むのを抑えられない。

（浩司さん、あの時の声、すごく大きくなることあるからな。アパートの薄い壁じゃ、外に聞こえちゃうよ。あんな色っぽい声、人に聞かれたら大変だよ……）

　ベッドでの柴田を思い出すと、つい手が止まってしまう。いつも冷静で有能な医師という評判からは想像も出来ない程の色っぽさなのだ。

（ちょっと、ヤり過ぎたかな……昨日は……）

　久しぶりのデートだったし、いつもヤり過ぎると怒られるのだが、昨日の柴田はひどく柔順で、何度追い上げられてもそのまま体を委ねて来る。明け方にはさすがにグッタリして、江森が侵入してもビクリと身体を竦ませるだけになったので、また焦った。

「いいの？」

　尋ねると、弱々しく微笑んで首を縦に振る。その姿がいじらしくてまた想いが募り、愛してしまうという結果に、自分でも悪循環とは思ったが、どうしても抑えがきかなかった。

（たまにしか会えないから、こうなんだよな）

　ＭＲもそれは忙しいが、医者はもっと忙しい。看護師と違って、当直した次の朝早く帰れるわけではない。そのあと、そのまま日勤業務が続くのが普通なのだ。しかも患者の容体が悪ければ、何日も病院に泊まり込むことはザラにある。

（四、五日に一回しか会えないんだもんな）

　若い江森の情熱は果てしなく、会うとつい求め過ぎてしまうのだ。一緒に棲めば……江森は思う。

（毎日一回だけ、やるようにすれば……浩司さんの身体にさわんないよな）

　またちょっと、考え直す。

（朝と夜、一回ずつなら大丈夫だよな）

　そのためにも病院から徒歩15分以内は外せない。

（そうすれば、朝、起きてからギリギリまで出来るもんね）

　しかし情報サイトをクリックしているうちに江森は現実の厳しさを見せ付けられ、ドーンと落ち込んできた。

「えっ、えーっ……こんな、高いのーッ」

　バブルが崩壊したとはいえこのあたりは古くから開発された住宅地で、交通の便も良い。駅から徒歩圏となると、

「２ＬＤＫで月十四万もかかるんだッ！」

　柴田の棲んでいるマンションは超高級という程ではなかったが、オートロックだし、タイル貼りだし、ファミリータイプの広めの３ＬＤＫで、あれだと二十万はかたい。とても江森には手が届かない。二人で暮らすとなると最低２ＤＫは必要だ……それでも十万はする……。

（会社からの家賃補助が、どのくらい出るかなー）

　柴田には言っていなかったが、家賃は無論、折半にするつもりでいた。一緒に棲むならそれは当然のことなのだ。

　自分の給料明細を思い浮かべる。

　江森は今、賄い付きの会社の寮住まいで、寮費は食費もスベテ込みの月一万円と格安だが、それでも色々税金やら社会保険やら社内預金やらさっぴかれると手取り十万円位になってしまう。いつもギリギリの所だった。それに加え、実家に送金もしているのだから……。

（管理費込みで、月十二万までが限度だ！）

　もう一回、チェックを開始した。







　三時過ぎ、江森はちょっと暗い顔でＪ医大を訪れた。今日も柴田と会う予定でおり、その時までにいい物件を何個かピックアップして見せたいと思っていたのだが……これといったものが見付からなかった。

（焦ることないんだから……ゆっくり見つければいいや）

　本当は一日でも早く一緒に棲みたいのだがそうもいかない。

（急いては事を仕損じる、って言うもんな）

　そう心の中で自分に言い聞かせながらエレベーターを待っていると、通りすがりの顔見知りの薬剤師が、「あら」と声をかける。

「エモちゃん、どうしたの？　風邪でもひいたの？」

　上野という年配の女性で、冴えない顔色を心配してダンボール箱の大量に乗った台車を押すのを止め、江森の顔を見上げた。在庫を補充するため、倉庫から薬剤を薬局へと運んでいる最中だった。

「内科の先生にお薬、もらってあげましょうか？」

「あ、いえ、大丈夫ですッ」

　江森は急いで笑って見せる。

「それより荷物、僕が運びましょう」

　替わって元気良く台車を押し始めるので、上野は苦役から解放され、「助かるわぁ」と感謝した。

「上野先生は、お住まいはこの近くなんですか？」

　台車を押しながら江森は尋ねてみる。

「ううん、この辺はちょっと高いから、バスで多摩川を渡った所なのよ。ほんのちょっとの差で随分違うんだから」

「そーですよねェ、やっぱ、都内って高いですよねェ」

　落胆の声を出すので、上野はあれれと思った。

「だって、エモちゃんは寮でしょう？」

「でもそろそろ、寮を出てどこか借りようかなって思ってるんですよォ」

「一人暮らし」と言わなかったことに上野はすぐさまピンと来る。

（まぁ、彼女が出来たのね）

　隣で真面目な顔をして台車を押す青年を仰ぐ。

（エモちゃんにはいい人と幸せになって欲しいわ……）

　母親の心境であった。

　まだ約束の時間には早いので、江森は薬局へ荷物を届けると、エレベーターで屋上へと上がった。小児病棟の入院患者達が散歩に出る時間なのだ。案の定、屋上の日だまりで看護師や保母と一緒にパジャマを着た子供達が、輪になってゲームをしたり絵本を読んだりしている。

「あ、エモリおじちゃんだー」

　今年六歳になるノブ君という男の子が、一番先に気づいて大声を出した。ヒルシュスプルング病という先天性の大腸の異常で、完治まで何度も手術が必要な病気である。江森が二月にＪ医大の担当になってから、既に二回、入退院を繰り返していた。もう病院生活も慣れ、手術の辛さも堪える健気な子で、江森も特にかわいがっていた。が、おじさんという言葉には苦笑してしまう。

（そりゃあ、子供から見ればおじさんだよな、二十四歳は）

　看護師さんの手前「あのね、女の人にはおばさんて言っちゃあ、駄目だよ？」と頭を撫で、持っていたブリーフケースから絵本を取り出した。

　おもちゃやシールなどは、皆に行き渡らないと不公平になるので、持ってこないことに決めている。絵本なら看護師さんに読んでもらえばいいので、お土産には最適だ。江森は絵本を保母さんに手渡した。

　持って来た絵本は、富士製薬が小児科向けにサービスで作ったオリジナル絵本である。『ミクロレンジャー』という五人のスーパーヒーローが子供の身体の中に入って、バイキンをやっつける、というものだ。その五人のヘルメットや強化スーツの胸元には、カプセルや錠剤の絵がついている。つまり彼らは薬剤の化身というわけで、「我慢して薬を飲もうね」と、子供に教えるための絵本なのだ。

　子供達が眼を輝かせて聞き入っているのを傍で眺めていると、付き添っていた看護師が、「あ、そうだわ」と声をかけた。

「そう言えば、さっき小児科の医局で、藤井先生が誰かＭＲさんがいないかって探してたわ」

　ちょっとすまなそうな顔になる。

「また何か、頼み事だと思うんだけど……いいかしら？」

「分かりました、今すぐ、行きますね！」

　営業の仕事に好き嫌いは言っていられない。江森はにっこりして、手を振った。

（ほんと、性格いいんだからもう……いっつも大変なこと、押し付けられるのにね）

　足早に立ち去る江森の背を見ながら看護師はやれやれと溜め息をついた。







　病院棟の隣の研究棟へと向かい、

「お早うございます」

　小児科の医局に入り、挨拶すると、スチール製の本棚や机のびっしりと並べられた部屋の奥の扉が開いて、隣接する研究室から白衣の男がひょっこり頭を出した。先程看護師が名前を出した、藤井という三十代前半で病棟長の地位にある、中堅の医師である。

「オー、いいとこに来てくれた！　頼まれてくれないか？」

「ハァ」

　神経質そうな細面の男で、近付くと江森を見上げる。細い眼に鷲のクチバシのような尖った鼻、頬は削げて繊細な感じの顔だが、実際はかなり強引な性格だ。頼み事が多い医師でＭＲ泣かせだった。

「届けてもらいたいのがあるんだ。ちょっと待っててくれ！」

　承諾の返事も聞かず、実験器具などが机の上に林立している奥の部屋に戻っていく。デカい冷蔵庫から血液を入れた太い注射筒を取り出し、発泡スチロールの箱に入れ、さらにドライアイスを詰め込む。

「白金台の医科研まで、運んでくれないか」

　とりあえず、今日の予定はそれ程詰まっていない。

「かしこまりました」と言うと、箱を受け取る。

「大至急だぞ、頼む！」

　セカセカとまた研究室へ戻って行った。

「白金台かァ……環八から行った方がいいかなァ……それとも、首都高を使うか……」

　迷いながら地下の駐車場へ戻ると、助手席に箱を置き、ミラージュを発進させる。

「環八も目黒通りも混むもんなァ……首都高にしよう！」

　これが間違いの元だった。

　ラジオの交通情報をまめに聞いてちゃんと確認していたにもかかわらず、環状線に入った途端、情報とは正反対にピタリと車の流れが停まる。

「え、ええーッ」

　そのうち緊急車のサイレンが鳴り響き、パトカー数台とレッカー車、更に救急車が無理やり車の間を擦り抜けながら移動していく。

「ウソだろーッ」

　こうなると首都高はもうどうにもならない。まさにでかい駐車場だ。ランプまでも遠く、一般道に降りようにも降りられない。

「国立だから……五時までに着けばいいよナ……」

　ひたすら事故処理が終わるのを待つしかなかった。

　目黒通りに入り、医科研に着いたのは五時十五分前だった。

　広い敷地に、戦前からのどっしりした石造りの建物が点在している。目的の研究室のある棟に入ると、窓は小さく床は石が敷き詰められているので、ひんやりとして汗ばんだ身体には心地良かったが、それどころではない。

　小走りに走って目的の部屋を目指す。やっと担当者に渡すと、白衣を着た技師らしい小柄な男がやって来て、発泡スチロールの箱の中身をあらためる。もうドライアイスは影も形もない。厳しい顔付きで、血液の入った注射筒を調べるので、江森は不安になってきた。シリンジにシールが貼ってあって、採血した時刻が書いてあるのを見付けると「あ、駄目だ、これ」と、無造作にシリンジを箱の中に投げ入れ、立ち去ろうとする。

「待って下さい！」

　江森は大声を出した。

「どうしたんですッ、何か具合の悪いところがあるんですかッ」

　必死で取り縋るので、男は気の毒そうな顔をしたが「採血して二時間以内じゃないと、酵素活性が低下して、データがとれないんだよ。もうこれは駄目だね」とそっけなく言い放つ。

「そんなッ、困りますッ……僕、届けてくれって言われたのに……」

「だって、しょうがないでしょう」

　剣もホロロという態度である。

「お願いしますッ、何とか検査、して下さいッ」

　自分がとんでもないミスをしたことが分かった……だが、ここで引くわけには行かない。このまま検体をおめおめと病院に持ち帰ることは出来なかった。

「お願いしますッ、この通りですッ」

　膝を折ると、床に額をつけた。

　土下座をするのは、初めてのことだったが、これ以外の方法は考えつかない。

「ちょ、ちょっとォ」

　男は急いで江森を起たせる。

「……あんた、ＭＲさんだろ？　苦労するよなァ、どうせ無理やり届けろとか言われたんじゃないの？」

　男はこの人の善さそうなデカイ男が気の毒になってきた。ホーッと溜息をつくと机に戻り、シリンジを取り上げる。

「ま、一応データは出してやるよ。使いもんにならないけどね。そう、伝えといて」

「ありがとうございます！」

　深々とお辞儀をしてその場を去ったが、別に事態が好転したわけではない。小児科の藤井にコトの次第を報告しなければならなかった………今までも小さなミスはあったが、こんな失態は初めてである。藤井の反応によっては、些か覚悟しなければならないかも知れない。

「上司同行かなァ……」

　ミスすると上司が同行して詫びを入れることがあるのだ。

「とにかく藤井先生に報告して、謝らなくては」

　決心するとＪ医大にとって返し、小児病棟へと走る。

「どうしたの、富士製薬さん、顔色、悪いわよ」

　小児病棟は受付があって、近親者しか入れないようになっている。その受付のクラークが江森のただ事ではない様子に気づいた。

「あの、どうしても、藤井先生に、すぐ会わなくちゃならないんですが、入れていただけませんでしょうか」

「うーん、いいわ、特別よ」

　クラークの矢野は、江森ファンであった。

　中へ入ると、江森はナースステーションでカルテを記載している藤井を見付け、そばに行って「すみません」と、頭を下げる。

「え？　どうしたんだ？」

「実は………」

　江森が話すに連れて、藤井の顔が怒りに歪み、真っ赤になっていく。

「この……大バカヤローッ」

　カルテを机に叩きつけた。勤務についている看護師達は呆れ顔でこちらを見ている。

「物を届けるって簡単なことも満足に出来ないのかーッ」

　どんなに罵られても、言い返せる立場にはないのだ。

「申し訳ありません」

　ただ頭を下げるのみである。

「明日、必ず届けますから、もう一度血液を採るわけにはいきませんか？」

　挽回するために言ったことが、却って火に油を注いでしまった。

「わかったような口をきくなッ、十二㎏の子供から、三十㏄も血液を採るのは大変なコトなんだッ、大人ならもう一回ってことが出来るがッ、お前のした事は取り返しがつかないんだよッ」

　拳骨でテーブルをバシッと叩く。

「もうお前の間抜けな顔は、金輪際、見たくないッ、二度と俺の前に、顔を出すなッ」

　グイと江森の顔の真ん中に人差し指を突き付けた。

「いいか、今後一切、小児科に足を踏みいれるなッ」

　更に怒りは収まらず「この責任は取ってもらう！　お前の会社の薬は、切るからな！　覚悟しろよッ」と言ったっきり、後ろを向いた。

「さっさと出て行け！」

　江森は再び深く頭を下げると、ナースステーションを出た。

　自分の落ち度は明白だ……一方、藤井に一点の落ち度もなかったかと言えば、そうでもない。江森に血液を預けた時、検査の内容や何時までに届けなくてはいけないといった詳細を説明すべきだったのだ。頭では分かっているが、小さな子供の血液だったと知らされて、江森はすっかり打ちひしがれた。

（小さい子から……採ったんだ……）

　自分も小学校の頃、扁桃腺炎やら急性腎炎やらで、しょっちゅう入院していたから良く知っている。今のでかくて頑丈な身体からは想像も付かないが。検査で採血される時は、いつも痛くて大泣きしたものだ。

（……十二㎏だって？　担当のお医者さんも、きっとも苦労して採血したんだろうな……）

　それを自分はダメにしてしまったのだ。

　しょんぼりして病棟から出ようとすると、数人の看護師が追い掛けて来て慰めてくれる。小児病棟の看護師達は皆、柴田と江森のシンパだった。

「仕方ないわよ、事故だったんですもん」

「気にしないのよ」

「大体、藤井センセは勝手なんだから、ネ？」

　江森は力なく微笑むと「気を使ってくれてありがとうございます」と言い、病棟を後にした。
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　八時過ぎに地下駐車場で柴田に会った頃、江森は大分気を取り直していた。ミスはミスとしてきちっと償おう。元気が取り柄なだけに前向きの気持ちになって来ている。

　それに柴田はちょっとネクラなので、自分が沈み込んでいるとつられて沈んでしまう。柴田の前ではなるべく明るく振る舞うようにしていた。

「浩司さん！」

　柱の陰で隠れるようにしている柴田を見付け、声をかける。すぐミラージュを寄せてドアを開くと、乗り込んで来た柴田の顔を見て、あっと驚いた。眼の下にはクマが出来ていて、顔色は青白い。

（きっ、昨日、ヤリすぎて、浩司さんの具合、悪くしちゃったんだ、僕！）

　柴田は手に持っていた軽そうなグレーブルーのウールのジャケットを無造作に後ろへ放ると、辛子色のタイに指を入れて緩める。そして深くシートを倒し、背をもたせ掛けて眼をつぶった。シャツが光沢のある淡い水色なので、光を反射してなおのこと顔色が悪く見える。

「浩司さん？」

　心配になって覗き込むと、少し顔を赤くして、

「……ん、ちょっとナ……」

　眼を開け、こちらを向いて言う。

「ごめん……ヤリすぎた？」

　柴田は口ごもっていたが「……きょ、今日は一回だけだゾ」と恥ずかしそうに言うので、江森は吹き出した。自分から、「一回」と言うなんて、

（この頃浩司さん、大胆になってるな……）

「わっ、笑いゴトじゃねーよッ」

「ごめんね………」

　シートベルトを緩めると、覆い被さって深く口付ける。しばらく舌を絡め合った。







　二人が行ったのはマンションの近くにある中年夫婦に娘夫婦で経営している家庭的な小料理屋で、独身や単身赴任のサラリーマンご用達といった店だ。社員食堂風に、ビニールのクロスがかかった十人がけのテーブルが三つ程あるという殺風景な店内なのだが、定食の数は多く、単価も安い庶民の味方なので、これは仕方がない。ただ奥に小さな座敷があり、その一角は狭いが却って茶室のようで落ち着いた雰囲気になっている。

　江森はのれんをくぐると、藍染めの着物に割烹着の女将さんに「奥、いいですか？」と尋ねた。五十台半ばのすらりとした女将さんは、昔はクラブのママだったのではと思わせる、ちょっとお水っぽい美人である。その娘もなかなかの美しさで、二人とも、江森の推測では柴田を気に入っているらしかった。女将さんは柴田を江森の背中に認めると「どうぞ、どうぞ！　さぁ、ゆっくりしていってね」と嬉しそうな声を出す。

「座敷は落ち着けるから、ほら、お上がりなさいな？」

　いつのまにか娘まで出て来て、おしぼりを渡したりビールを運んだりと、世話を焼き出した。

「あ、どーも」

　柴田は疲れも手伝ってか、普段よりブアイソ度が増している。

「どうも、いつもすみません」

　焦って江森はフォローに回った。

「いいんですよー、お医者さまは疲れるものねぇ？」

　はたから見ても柴田が焦燥しきっているのは分かるらしい。原因が昨夜の過剰なセックスと知れたら、この二人に怒られるに違いないと江森は首を竦めた。

（やれやれ……ホント、疲れさせちゃったんだ）

　疲れている時の柴田は、ただでさえ小食なのにさらに食欲が落ちる。もうそのことは把握しているので、江森は栄養のつきそうな料理を選ぼうと、お品書きに目を走らせる。

「大根おろしは消化を助けるから、イクラおろしね。それから……野菜を採った方がいいから、小松菜とキクのお浸しと、グリーンアスパラの天麩羅、二つずつね」

　注文はいつも江森に任せきりなので、柴田は手酌でビールを飲んでいる。

「浩司さん、あと、何にする？」

　江森はふすまの間から首を伸ばしてカウンターを窺う。カウンターの側の柱には白墨で『本日のお薦め』と書いた小さな黒板がかかっていた。

　幾つかの献立の中に『鮎の塩焼き』とあるのを見つける。

「おじさん、天然物だよね、もちろん？」

「そうとも、今日、解禁になった取れたてだよ」

　親父がちょっと自慢げに宣言する。江森は「うわー、もうそんな季節なんだー」と嬉しそうな声を出した。

「じゃあ、塩焼き二つ！」

　言い終わると江森が品書きを卓に置いたので、柴田は怪訝な顔になった。

「お前、それだけでいいのか？」

「うん。浩司さん、なにかもっと頼む？」

「いや……」

　大食いの江森が一人前しか頼まないなんて……。

（具合でも悪いのかな……？）

柴田が探るように江森を見つめるので、江森は慌ててビールに口をつけた。

　運ばれて来た鮎は、串は抜かれているが、炭火に炙られ湾曲した姿のままで、独特の香ばしい香りが食欲を刺激する。

「美味しそうだな」

　柴田も少し元気を取り戻した口調になった。

「浩司さん、鮎の食べ方、知ってる？」

「え？　なんだ、それ？」

「僕に貸してごらん」

　江森は柴田の角皿を自分の前に引き寄せると、背と腹で箸を当て、胴体を挟むようにする。そして、身の部分を箸で揉みほぐすような動作を繰り返す。

「何、してんだ？」

　柴田は江森の手元を覗き込んだ。

「あのね、こうやると骨が身から離れるんだよ」

　十分箸で揉むと、江森は頭を押さえ、尾をぐいと引っ張った。すると背骨がまるごとするすると魚の中から引き出され、

「ね？　こうするとそのまま食べられるでしょう？」

　柴田もそうやって食べるやり方があるとは知っていた。しかし目の前で見たのは初めてで、感心して江森を見上げた。

「お前、魚、食うの上手いんだなー」

「釣りをする人は、みんなそうだよ」

　江森の趣味は釣りで、魚は大好物の上、自分でもさばくのは得意なのだ。

　柴田は一箸、口にする。

「うん、美味い！」

　そして、「今度、一緒に釣りに連れてってくれよ」とにっこりした。

「浩司さん……」

　江森は胸が熱くなる。

（この人のためなら……）

　どんな辛いことでも我慢出来る。仕事の辛さなど社会人なら当たり前のことだ。お金を稼ぐのは大変なことで、それを母や姉は愚痴一つ言わず、頑張っていた……。

（稼ぎが少なくて、いつになったら一緒に棲めるかわかんないけど）

　でも、この人の為ならどんなことでも頑張るつもりだ……。

　暗い気持ちは吹き飛んで、やる気がもりもりと沸いてくる。

（そっか、好きな人ができるとそうなんだ！）

　ちょっと訝しげな顔でこちらを見詰める柴田に、明るく笑いかけた。

「うん、いこうね、浩司さん」







　マンションに戻ると江森はブランデーのロックを２つ作り、リビングのソファで休んでいる柴田の所へ持って行く。

　大分だるそうでクッションに身体を預けたまま受け取り、ほんの少し口を付けるだけなので、江森は今更ながら後悔した。

（こうなったら、一日でも早く、一緒に暮らすしかないかも）

　氷を自分のグラスに足し、ステアしながら何気なく「この辺のマンションって、高いよね」と言うと、

「そうか？」

　まるで他人ごとのようである。

（自分から一緒に棲みたいって、言ったくせに……）

　少しムッときた後、急に心配になって来た。自分だけが、先走ってアパマン情報誌なんか調べてるのかもしれない。

（一日でも早く一緒に棲みたいって、思ってないのかな）

　瞼を閉じてソファに寄りかかっている柴田の表情を探る。

「このマンションって、どのくらい？」

　試しに聞いてみると、

「んー、五千万くらいじゃねーか？」

　事もなげに言う。

（ええッ、ごせんまんー？）

　ケタが違うので焦ったが、マンション自体の値段ということに気づく。

「ち、違いますよォ、買うんじゃなくてサ、借りると、ですよォ」

「知らねー」

（え？　ええッ？）

　いくら医者が金持ちだと言っても……いくら柴田が世間知らずと言っても……住んでいる所の家賃を知らないなんてことがあるのだろうか？　江森は眼を丸くする。

「な、なんで？　浩司さん、どうして知らないの？」

「……借りてんじゃねーから」

　何の疑問も抱いていないといった風で、ブランデーを味わいながら言う。

「え、ええーッ」

　まるで想像と違う展開にクラクラして来た。が、必死で頭を巡らす。

「じゃ……借りてないってことは、浩司さん、ここ、自分ンちってこと？」

「……そーだ」

　グラスをロウテーブルに置くと、暗い眼を上げる。

「……大学に合格した時……オヤジが……生前贈与って形で、俺の名義にしたんだ……多分、これだけが俺の取り分って意味だったんだろーな……俺は……どーでもいいって言ったんだけどナ……」

（ア！）

　柴田の家のことはタブーなのだ。

　柴田の父親は浮気が激しく、それが原因でずっと両親は不仲だった。そしてついに母親は幼い柴田を置き去りにし、男と一緒に家を出ていた。駆け落ち同然で一緒に行った男は、柴田の小学校の担任で、そのあと残された柴田は父親に疎まれ続けていたのだ。

　自分の子ではないとまで言われていたということだから、遺産を相続させないということも十分考えられる。

　俯いてしまった柴田の様子に、江森は胸を衝かれた。

　すぐに隣へ行くと、優しく肩を抱く。

「ゴメンネ、すっごく格好いいマンションだからさ、もし借りるとしたらどのくらいかなって、思っただけだよ」

　急いでフォローすると、

「……ん」

　甘えて胸に頭を預けて来る。しかし江森はなんとなく釈然としないものが胸の中に残った。

（浩司さんの家ってことは……ここから引っ越すって考えたこと、ないかも知れない）

　となると、柴田の頭の中にある同棲の構造は江森の考えている形態と全く違うことになって来る……事態はやや複雑化してきて、江森は溜息をついた。

（ま……いいや……後でゆっくり、考えよう。どうせ、いい物件も見つかってないんだし）

　口付けすると、服の上から愛撫し始める。

（いい所が見つかってから、ゆっくり話をすればいいや）

　片手を背中に回し、もう片方の手で胸をまさぐる。いつもシャツの下は素肌なので、小さな突起がすぐに固く盛り上がって来たのが分かった。胸から下腹へと手を滑らせて行くと、

「……ん……ッ」

　ゆっくり反応してくるので「一緒にシャワー、浴びようか？」と誘ってみた。

「……うん」

　恥ずかしそうに柴田は小さく頷く。

　旅行に行って以来、二人の間は親密度が増し、柴田はシャワーを一緒に浴びるのを拒否しなくなっている。

　二人で抱き合って熱い湯を浴びながらも前戯を続け、ベッドルームへ移動する。抱き締めて「今日は、一回しかしないからネ」と囁いた。

「約束、しろよッ」

　シャワーの間にもうそこの粘膜は十分に馴らされていて、江森を易々と飲み込んでいく。そのままお互いの情熱を迸らせていった………。

　終わったあと、しばらく無言で抱き合う。

　昨日の行為は久し振りの逢瀬だったので激しかったが、今日はゆっくりと落ち着いたものだった。余韻を味わっていると、柴田が「……お前、元気ないな」と言う。

「え？」

「……メシ、食ってる時からさ」

　抱かれたまま胸の中で、ポツリと言う。

「ンなことないよォ」と、焦って首を振ってみせた。柴田に心配をかけたくない。

「元気、いっぱいだよ？」

　わざと明るい声を出すと、柴田の手を自分のモノに導く。

「ね？　ほら元気あるでしょう？」

「なッ、なんだよッ、これッ」

　柴田はビクリと腰を引いた。

「出したばっかりなのにッ、なんでもう、こうなんだよッ、今日はこれ以上、駄目だからなッ」

　怯えた声で言うので、クスクス笑ってしまう。

「大丈夫、僕、ちゃんと約束守るから、ね？」

「ったく、もう……違うって！　こ、このことじゃねーよッ」

　呆れた声で言いながらも、胸の中から真剣な顔をして江森を見上げる。

「……何か、あったのか？」

　繊細で感じ易い柴田の眼はごまかせないのだ……しかし、二人で棲む部屋のことで悩んでいるという訳にはいかなかった。

「うーん、本当のことを言うと、ちょっとまずいことがあってね。僕、今日、仕事でミスっちゃったんだ」

　髪を撫でながら、先程の藤井とのやり取りを話す。

　話しているうちに、また、確かに自分が悪かったという気持ちになってきた。何と言っても、小さかった頃注射されるたびに大泣きしていた自分が思い出される。胸の中で聞いている柴田の表情の変化にまるで気付かず「困ったことになっちゃったけど、やっぱり僕が悪かったんだから、藤井先生に怒られてもしょうがないんだ」と締めくくる。

　するといきなり柴田が「違うッ、お前は悪くないッ」と大声を出す。

「え？　え？」

　驚いて見下ろすと、柴田が真っ赤な顔をして怒りの表情を浮かべ、こちらを見ている。

「浩司さん？」

「しょうがなかったんだろッ、事故だったんだからッ、不可抗力ってヤツだッ、大体ヒトにモノを頼む礼儀ッてもんを知らねーッ」と怒鳴り始める。

「だってそーだろッ、ちゃんと自分で説明しなかったのが悪いッ」

　江森は柴田があんまり怒るので、オロオロしてしまう。

「ンなことないよォ、僕だって悪かったんだ、混んでる首都高なんて使ったから……下の道を行けば良かったんだ」

「バカッ、お前は人が良すぎるんだッ、上だろーが下だろーが、車を使ったら混むのは同じなんだッ、時間を気にすンなら、バイク宅急便をつかやいーんだッ」

　それは正論であったが……。

「ＭＲのこと、ただだと思ってコキ使い過ぎるんだよッ」

　完璧に切れている。普段はおとなしいのだが、一旦、切れると熱くなるタイプなのだ。

「俺ッ、知ってる小児科の先生いるから、ちゃんと言ってやるよッ、自分が悪いの棚に上げて、出入り禁止とか、薬切るとか横暴すぎるぜッ」

「ええーッ」

　なんだかとんでもない展開になってきた。

「やめてよ浩司さん、そんなことするの」

　困ってしまって、背中をさすりながら言うが「どうしてだよッ、俺ッ、お前の為を思ってッ」と睨む。

「そ、それは分かってますよォ」

「じゃっ、何が悪いんだよッ」

「浩司さん……そんな……僕、平気だから」

　肩を抱くが、まるでこちらの言うことを聞いていない。

「きちっと言って、出入り禁止取り消してやるから、安心しろよッ」

　こんなつもりで話をしたのではない。江森は考えがまとまらなくなってしまった。柴田の顔をじっと見詰める。柴田が女だったら……他の男達が良く言うように「女の口出すコトじゃない」とか「これは男の仕事だ！」とか言えば済むのかも知れない。

　だが自分と同じ、レッキとした男で……しかも傷付き易い心を持っている。どう傷付けずに断ったらいいのだろうか……でも……。

（違うんだ、それって……）

　言い出せなかった。必死で「ね？　もうそんなコト、考えるの、やめよう？」と、口付けしながら言う。

「なんだよッ、お前のコトだぞッ」

「いいからさ……ね？　せっかくのデートだもの、仕事の話は無しにしようね？」

　指で下腹部をまさぐり始める。

「ア……アンッ……ンッ」

　すぐに反応するので、更に唇を首筋に這わせる。

「ア……ンンッ……ウ……ウソつきッ……イッカイって言ったくせにッ」

　もう上ずった甘いトーンになっている。こうなれば大丈夫だ。江森はホッとして「しないから、安心してよ、触るだけだってば」と言いながら、もう片方の手を後ろへ廻す。谷間に沿って指を深部へと送り込み、目的の箇所へ挿入を開始する。

「アアッ、ダメ……」

「どうして？　触ってるだけだよ？」

「バカッ、ち……違う……」

　親指で尾底骨を擦りながら、二本の指を中でくねらせる。前を扱く手と同じリズムでかき回した。

「気持ち、いい？」

「……ウウッ……ア……」

　続けて、一番の急所を攻め始めた。

　江森がふざけて『Ｇスポット』と名付けた場所なのだが、擦っていると名前通り、あっと言う間に先端から液が溢れ出す。前を攻めている指を伝って流れ落ちるほどなので、クスクス笑って

「ホント……ここ、感じヤスーイ……すっごく出てくる……もうビショビショだよ」

　言いながらグイと押す。ビクンと柴田の身体が撥ねた。

「アアッ……駄目だッ……い、入れて……」

「入れてるじゃない、二本も。もっと、欲しいの？」

　わざと意地悪く言うと、腰を捩って「ンンンッ……ち、違う……お、お前のッ」と喘ぎ、締め付ける。

「しちゃ駄目って言ったクセに！」

「い、意地悪ッ……五月ッ」

　眼をギュッとつぶり、胸に取り縋って哀願するので、江森は嬉しくなる。

「どうしても欲しいなら、入れてあげるよ」

　耳元で囁く。

「もう、指じゃこれ以上深く、入らないよ……僕のアレ、入れて欲しい？」

「……入れて」

　柴田は観念して、小さく言う。

「浩司さんが、入れてッて言ったんだからね」

　宣言すると、江森はゆっくり入っていった。

　一度追い上げられた後の柴田の中は緊張が抜け、柔らかさを増している。が、小さな動きにも却って良く反応するようになっているので、江森は好んでいた。思った通り、身じろぎをするだけで「アアアッ」と叫び声をあげ、中の粘膜を絡みつかせる。

　抜こうとすると「アアッ……ヤダ……ッ……行くなッ」と呻いて長い腕で首に縋り付き、壁全体で締め付けた。

「浩司さん、動けないヨ、これじゃあ……」

「イ、イイッ……このままッ」

　仕方がないので、腰を抱えると揺らしてやった。

「ウ……クッ」

　その都度、背中を反らして根元を締め付ける。そのうち、内部の筋が江森の動きに同調し、リズミカルに収縮し始める。

「いい？　動いても？」

「ンンッ……い……イイッ」

　喘ぐので、突き込むと、

「アアッ、モウッ」

　足と腕で、江森に必死でしがみつく。柴田の動きに応えながら、江森は先程の会話を考えていた。

　柴田が行動を起こす前に、きちっとけじめをつけておこう。そして、「もう、大丈夫、ちゃんとしたから」と言ってやればいいのだ。明日、もう一度藤井に会おう。

　決めるとすぐ眼の前のことに集中する。

「浩司さん、愛してるよ……」

　囁くと、激しく打ち込み始める。コトを決めると、行動は早い男なのだ。

　腰をつかいながらも、前を扱く手の動きを休みなく続ける。先端の欲望の開放口を、指で強く擦り上げた。

「アアッ……それッ」

　痛みに近い快感が炸裂し、柴田は身体を硬直させた。

「アアアッ」

　身体の一番深い所から、熱いモノが次第に昇って来る……江森の指先が触れている一点に、感覚の総てが集中した。

「も……もうッ、まだッ」

　あと少しで、そこに到達する……自分でも促すように、下腹を波打たせた。

「五月ッ、アアッ、モッ……イ……クッ」

　背中を反り返らせるので、江森は両手で顔を押さえ付け、じっと見詰める……熱い液が、腹にかかったのを感じた。

「アアッ……ウウ……アッ」

　柴田はまだガクガクと震え続けている……身体は苦しそうにケイレンしているのに、表情の方は視点の定まらない潤んだ切れ長の眼や、僅かに寄せる描いたような細い美しい眉、そしてピンク色の舌を覗かせる口など官能に満ちており、その不釣合いさがまた江森は好きだった。追い上げたあともぐったりと力の抜けた身体を抱え上げ、胸に抱き取って愛し続けた。
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　翌日の午前中、柴田は三件の手術に入る予定でいた。

　初めの二件は第２執刀医で、総胆管結石摘出術とクローン病の大腸部分切除術だ。

　いつも柴田はほとんど口を利かず手が早い事で知られているが、今日は特に拍車がかかっている。切れ長の眼は険しく光り、細い眉を寄せて物凄い集中度だ。

「止血鉗子ペアン！」

「尖頭弯剪クーパー！」

　器械出しの看護師も普段よりペースが早いので、大汗をかいている。

「お前、今度の学会、どうする？　前の日から泊まるか？」

　第１執刀医に話し掛けられても「先生、そこ！　出　血ブルーテンしてます」と言いながら自らペアンで止めたりするので、

「あ……」

　第１執刀医も促されてどんどん手が動き、あっと言う間に二例終了した。

「どっ……どーしたのかしら？」

「怒ってる……ってワケでもなさそーだしねー」

　手術部の看護師達はヒソヒソ話し合った。

　三例目が始まったのは、そんな訳で十一時だ。三例目は二歳の男の子の症例で、両側鼡径そけいヘルニアと片側停留睾丸ていりゅうこうがんだ。腹膜ふくくうを開けないこのタイプの手術では、柴田クラスの若手が第１執刀医で下に後期研修１年目の医者がついた。

　比較的簡単な手術とは言っても、停留睾丸の方は腹腔内に残留している睾丸を陰嚢いんのうに引き降ろし、然るべき位置にきちんと固定しなくてはいけない。将来の生殖能力にも影響するので確実さが要求される。

　また小児では精管が短いこともあり、引きつれないようにするにはかなり繊細な技術も要する。泌尿器科が担当することもあるが、年令が小さいと外科に廻されることも希ではない。

　無愛想ではあるが、大概は下の者をそれなりに指導してやるのだが、今日の柴田は「お願いします」と麻酔科医に一礼すると「お前、ヘルニア、やれ。俺、こっちのヘルニアと停留睾丸、やる」と、さっさと一人で始める。

「え？　え？」

「ヘルニア、出来るだろ？」

「ま……まぁ」

　もう自分のパートにかかっているので、第二執刀医は焦って手を動かし始めた。

　そうこうしている間も柴田は無言の内にどんどん進んでいる。細くしなやかな指の動きは、優雅と言ってもいい。周りの組織を剥離する時も丁寧で素早く、ほとんど出血もない。切開創も小さいので、麻酔科医が覗き込んで見とれていると、

「………なんですか」

　急に眼も上げず、冷たい声で言うので、慌てて麻酔チャートに書き込む振りをした。

　そのうち「……ヘルニア嚢、破るなよ」と第２執刀医に切れ長の眼を鋭く注ぐ。

「わ、分かりましたッ」

　自分の担当術野だけでなく、相手の所もちゃんと見ているようだった。更に手を止めずに何回も壁の時計に眼をやるので、麻酔科医が「先生、ギネスブックに載るつもり？」と軽口をたたくと、またギロリと睨まれた。しばらくして、急に「……済んだ」と言う。

「え・ええーッ」

「……俺、そっちもやる」

　残っている方も、自らやってしまった。

「ええッ」

　麻酔科医はいつも手術の進み具合を見ながら麻酔の深度を調節するのだが、あんまり早く終わったので戸惑った。麻酔ガスをたっぷりかがせていたので、当分覚めない状態なのだ。急いで麻酔ガスを止め、空気だけにする。

「先生、もうじき終わります、とか言ってくださいよー」

　ブツブツ文句を言ったが、柴田はさっさと手袋を脱ぐと、下の医師に「お前、意識が戻るまで、ついてろ」と言い置いて、手術室を出ていく。

「どうしたのかしら」

　残された者は皆、首を捻った。

　回復室で看護師と若手が患者の意識の戻るのを待っていると、小児科病棟の看護師が現れた。『オペ出し』と呼ばれる役割で、手術時間・麻酔時間・体温・脈拍などの申し送りをした後、患者を病棟に連れて行くのである。執刀医が柴田と知って「ねえねえ、なんか変じゃなかった？」と、手術部の看護師に聞いてきた。

「ええっ、なんでわかったのォ？」

「やっぱり！　そーよねー、昨日の今日だもん、そりゃ、そうよ」

　一人納得している様子なので、「なによォッ、教えてよッ」ともはや申し送りはそっちのけだ。残っていた医師はまるで話題についていけないので、仕方なくボーッと話の終わるのを待つことにした。

　小児科病棟の看護師は、一応口に手は当てるが周りに聞こえる程度の声で「それがさー、昨日さー……」とおもむろに江森と藤井の一件を話し出す。

「ええーッ」

　バラバラと他の看護師たちも寄って来た。柴田がどうもハンサムなＭＲとデキているらしいということは、三病棟から噂が流れて来ているのである。柴田はもともと看護師達には人気があり、さらに江森との仲が今ではすっかりいいネタになっていた。

　手術部の看護師達は病棟ほどＭＲに詳しくはないが、さすがに男前の江森のことは知っていた。

「エ、エエーッ、柴田センセ、あの人とーッ」

　初めて聞いた、と驚くのもいれば、

「納得よねー」

と共感するのもいる。そのうち、

「ま、まずいんじゃない？」

　一人が急に大声を出した。

「だって、今、サンダルのまま、すごい勢いで出てったわよーッ」

「え？」

「まさか小児科に殴り込みかけるんじゃ……」

　いつもは大人しいがスジを通す質なので、あり得ない話ではない。手術手技や患者のことで納得できないと上の医師にくってかかる姿を何度か見ている看護師もいた。

「キャーッ、やだぁッ、チャゲアスみたいッ」

　嬉しそうな黄色い声を出す看護師がいる。

「なによ、それッ」

「やあねえ、ほら、あれよー、『これからアイツを殴りにいこう』ッて歌、あったじゃないの」

「何、喜んでんのよーッ、ンなコトになったら大変じゃないッ」

　別の一人が急いで電話に飛びついた。







　そういうわけで、柴田が小児病棟に現れた時には、病棟主任の国谷に既に連絡が入っていた。国谷はショートカットできりっとした眉に眼が大きく、背は高いので、まるで宝塚の男役のように見える。仕事はてきぱきとこなし、男性的に思われがちだが、性格はおっとりしていて子供に優しく、小児病棟にはうってつけの人材であった。

　幸い藤井は医局の研究室に行った所だったので、争い事が避けられそうだと安堵の色を浮かべて柴田を迎える。周りの看護師達が

「キャーッ、殴り掛かったりしたら、ＴＶドラマだわーッ」

「でも相手が藤井センセじゃ、絵になんないわよッ、やっぱ、ハンサム同士じゃなくちゃね」

　などとコソコソ囁くのをメッと睨んで黙らせる。

「柴田先生、早かったですねー」

　愛想良く話しかけるが、柴田は黙ってナースステーションに入り、カルテを書き始めた。怒りのオーラを発散させてはいたが、おとなしく術後の点滴の指示を書いている。

「……じゃ……これ、つないどいてくれ」

　周りでこれからの展開に期待をあらわにしている看護師達に指示すると「……小池先生は？」と主任に尋ねてきた。

「ええーッ」

　予想と違う名前だったので、主任は大混乱した。

「えっと……あ、外来です！　電話、しましょうか？」

　しどろもどろに答えると「………いい」と一言残し、そのまま出ていった。







　その頃江森はブリーフケースをしっかり胸に抱え、病院一階の外来を歩いていた。

　放射線科の前を通りかかると、小児病棟の患者が数人、看護師と一緒にベンチに座って検査の順番待ちをしている。

　例のヒルシュスプルング病のノブ君も、神妙な顔で座っているので、江森は思わず足を停めた。

「ノブ君、どうしたの？　怖い顔して？」

「あ、エモリおじちゃんだー」

　ノブ君は江森の腕に飛びつく。ぎゅっとしがみついて「また、来てくれるよね？　遊びに来てくれるよね？」と離れない。

「え、どうしたの？」

　抱き上げると、看護師が困った顔で、「実は……」と辺りを窺いながら小声で話し出した。

「あのね、江森さん、昨日のこと……ほら、藤井センセの」

「あ！」

　江森は自分の失敗を思い出して、顔を赤くする。

「ほら、藤井先生が大声で怒鳴ったでしょう？　二度と来るなって、この子に聞こえちゃって。それでもう江森さんが来てくれなくなると思い込んで、昨日からずーっと機嫌が悪いのよ。今日は朝ごはんも食べないし」

「だって悪いのは、藤井先生です」

　側に座っていた、中学２年生になる美奈というショートヘアの女の子が口を挟んだ。

　尿に血液が混じる『血尿』という症状が続き、悪いものではないのだが、年に一回、検査入院をしている子である。病院の事情にも通じていて、利発な子だ。その子がきっぱり言う。

「江森さんは悪くないです。私、もう、藤井先生の言うことは聞きません」

「僕も！　もう、ぜーったい、悪い子になってやる！」

　味方を得て、ノブ君も得意げに宣言した。

　江森は焦った。ノブ君をベンチに座らせ、「あのね」と説明にかかる。

「大丈夫、僕、ちゃんとこれからも遊びに行くから」

「でも、江森さんがお仕事で困るんじゃ、かわいそうです。ねえ、そうでしょう？　看護師さん？」

　思春期の潔癖な少女という雰囲気の美奈は、頬を紅潮させ、ぱっちりとした眼を見開いて、看護師を振り仰いだ。

「困ったな……」

　でもこの子達に、「大人のことに口を出してはいけない」などとは言えない。

（この子達は僕のこと、心配してくれてるんだから）

　ふと、思い当たる。

（浩司さんだって、そうだもの……）

　真っ赤な顔になって、自分の胸の中で怒っていた姿が目に浮かんだ。

（ほんとにあの人、この子達みたいに純粋なんだ）

（浩司さんを心配させちゃったんだ、僕……）

　ノブ君は、朝ごはんも食べていないと言ったっけ……。

（駄目だ、僕がしっかりしなきゃ！）

　にっこり笑うと、ノブ君の頭を撫でた。

「僕、ちゃんと藤井先生に事情を説明して許してもらうから、大丈夫、仕事もうまくやるから平気だよ。でも、心配してくれて、ありがとう。とっても嬉しいよ」

「本当に大丈夫なんですか？」

　美奈は大人びた表情で、江森を見詰める。

「江森さんって、いい人だけどちょっと頼りないから、私、心配です」

　鋭い指摘に、江森はウッと詰まった。

「み、美奈ちゃん……」

　看護師はしばらく堪えていたが、我慢出来ずに後ろを向いてケラケラと笑い始めた。
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　午前中の診療が早めに終わったので、小池が小児科外来で看護師達とお茶を飲んでいると、受付のクラークが「小池先生、第２外科の先生が面会したいそうです」と顔を出した。

「何かしら？　患者の紹介？」

　待合い室に出てみると、なんと柴田が手術着のまま白衣も着ずに立っている。しかもサンダルばきで、オペ室から直行して来た様子である。

「柴田ちゃんじゃない、何？」

　小池は三十代後半の小柄な女医で、さっぱりとした気性だが面倒見が良く、医局員や看護師達からは医局長よりも頼りにされていた。子供の患者に優しい柴田をとても気に入っていたので、嬉しそうな声をあげる。柴田とは何回か一緒に患者を受け持ったことがあり、無愛想でなかなか打ち解けないその性格は把握していた。

「なに？　どしたの？」

「……ちょっと相談したいことがあるんです」

　一匹狼で何事も独立独歩といった柴田が、相談事ですって？

　小池は予想もつかなかった話だが、素早く頭を巡らせた。科も違えば、女でしかも年上の小池に相談を持ち掛けるなんて、柴田の性格からすればよっぽどのことなのだ。

　外来の無人になった診療室に招き入れる。

「何？」

　柴田は言い澱んだあげく「……個人的な話なんですが」と小声で言う。

（個人的ですって？）

　ますます驚いて顔を上げ、ひょいと見ると、仕切りのカーテンの下から何本もの足が覗いている。

（アララ）

　小池は呆れてポニーテールにした頭を振り、そばかすの浮いた化粧気のない顔をしかめた。

　柴田は存在するだけで看護師達の注目を集めてしまう。ところが本人はそれに全く気付いていないようで、

（大体ねー、胸元の開いたオペ着なんかでフラフラしてたら、色っぽすぎるのよねー、このコは……）

　柴田が最近妙に色気づいたと小池も感じている。気さくな小池は若い看護師達と親しく、女の噂話といったものを聞かされてはいたが、まさか柴田が同性愛者で、江森とデキているとまでは知らなかった。

「じゃあ、医局の書庫で話しましょうか、あそこなら誰もいないから」

　カーテンの陰の看護師達がひどく落胆したのが分かったので、小池は吹き出しそうになった。だがここで話を聞かれたら、明日どころか１時間後には皆の口に上ってしまうのは目に見えている。

　病院を出て、隣接して建つ研究棟へ向かった。渡り廊下を歩きながらチラチラ隣の柴田をうかがう。小池は自分が小柄なので、柴田くらいの身長の男が好みだった。あまりデカイと首が疲れるのだ。小池の夫は年下の心臓外科の講師で、やはり背はそれ程高くなく、気の良い小太りの男だった。

　医局の隣にある書庫につくと柴田を先に入らせ、小池は医局の方に顔を出し、手伝いの女の子にコーヒーを二つ頼む。お盆を持って書庫に入ると、柴田は大人しく隅のほうで立って待っている。

「ほら、座って」

　柴田は広く開いた喉元に視線を落とし、しばらく逡巡していたが、

「……お、俺の友達で……ふ、富士製薬って会社の江森ってのがいるんですが……」

　椅子にちょこんと腰掛けると、手で手術帽をクシャクシャに丸めながら赤い顔で話し始める。

「ああ！」

　名前を聞いて姿形が眼に浮かぶ。大柄で優しい顔立ちの男で、小児科病棟の子供達と屋上で良く遊んでくれているのは知っていた。若い看護師達の人気のマトでもあった。

　その男が一体………訝しげに耳を傾けていたが、次第に小池の顔が引き締まる。

「……だから……小池先生から、病棟長に出入り禁止を取り消すように、言って頂きたいんです……江森が悪いんじゃないから……」

　最近看護師達が柴田のことを人が変わったと話しているのは知っていたが……繊細で人付合いが悪く、友達がいないと思っていたので（お友達が出来たせいなのね）と内心ほっとした。

　しかし『ちょっと待てよ』という気がする。

　小池はまさか二人が恋人関係にあるとは思っていなかったが、それにしてもなんとなく変だと感じ始めた。友達のことだからといって、他の科にこういうことを言ってくるというのはどこか筋が違う気がする。

「それ、江森さんって人が、あなたから口添えして欲しいって頼んだの？」

　江森五月はさっぱりとして裏表がなく、礼儀正しいという印象がある……いくら友達とはいえ、仕事のことで上の立場にいる柴田の力を借りるような人間には思えなかった。

「いいえ、俺が勝手にしてることです」

（やっぱりね……）

　柴田の先走りなのだろうと思った。

　内気な柴田が初めての恋人のために必死になって、常にない行動を取っているとまでは見抜けない。

（このコはあまり友達がいないから、きっと男同士の友人関係ってもんを知らないんだわ）

　勝手にそう決め込む。何かこのコは分かっていないのだ……なんと柴田に説明しようか、迷っていると、沈黙を否定と受け取ったのか、柴田は「先生はどっちが悪いと思いますか？」とたたみかける。

　小池は溜息をついた。

　男には変なプライドがあるから、柴田が良かれと思ってしていることが必ずしも江森を喜ばせるとは限らない。小池自身と夫との関係から言ってもそうだ、と思った。

　小池にとって『男のプライド』には何の価値もないが、自分の夫が大事にしているものに敬意を払う知恵はあった。

「あのね、私も、ダンナと良く愚痴をコボしあうけど……例えば、ダンナがウチの科の医者のことで不満を漏らしたり、反対にこっちが心外の医者の対応が悪いってさ……愚痴り合うこと、あるのよ？　でもそれって、相手に期待して言うわけじゃないの」

「はぁ」

　小池が何を言おうとしているのかまるで分からず、柴田は不満そうに切れ長の眼で見据える。身内の肩を持つ気か、という顔になった。

（やっぱりね）

　柴田に男のプライドや面子うんぬんを持ち出すのは止めた。具体的に話すことにする。

「それって、ダンナに相手を注意してもらおうと思って、言ってるわけじゃないのよね。そんなことしたら、医局でのダンナの立場って微妙にならない？　反対に今度は私がダンナから聞いたって自分の医局員を怒ったりしたらさ、ダンナだってやり辛いと思うのよ。愚痴を言うって相手になにかして貰おうと思って、言うわけじゃないの」

「あ……」

　具体的に言われ、柴田は少し分かってきたように肯いた。

「愚痴って、受け止めて貰えるだけで良いのよね。却って行動を起こされたりすると、気まずくて次から安心して話せなくなっちゃわない？」

　しばらく柴田は言葉を反芻してたが、そのうち「……俺は差し出がましいことをしたんですか」と呟いた。次第に暗い顔になっていくので、小池は「そうじゃなくて、この話を私にしてくれたのは良かったわ」と急いで続ける。

「ＭＲさんにとって、出入り禁止って大ごとだし、病棟長クラスの権限で出来ることじゃないもの」

　実際に何例か過去にはあったが、それも概ね、男女関係の縺れだ。昔、ＭＲが教授の秘書をまさか教授の姪とは知らずに遊び半分で口説いたことがあった。教授はカンカンに怒ってそのＭＲを出入り禁止にし、その時はさすがに相手の会社の営業所長が詫びを入れに来る騒ぎになったのだ。元々、一度のミスぐらいで言えるようなことではない。

　小池は正義感が強いので、江森に対する藤井の横暴ぶりには我慢がならなかった。しかし物事にはタイミングが必要ということも年の功で分かっている。

「すぐに私が行動を起こしたりしたら、却ってまずくなると思うのよ？　様子を見ながら、少しずつ執り成してみるから、ね？」

　柴田は少しの間、膝の上の帽子をいじっていたが、「分かりました」と椅子から立ち上がった。

　すると隣の医局から聞き覚えのある声がする。

「お早うございます、藤井先生、いらっしゃいますか？」

「あ！　五月！」

　小さく叫んで医局との境の扉へ行くので、小池も後を追った。

　医局の奥の研究室からガタガタと音がして「お前、何しに来たッ」と藤井の怒鳴り声が響く。

「……ッ」

　柴田がいきなり飛び出そうとするので、小池は焦った。大人しい男と思っていたが、簡単にキレるのかもしれない……所詮は男である。急いで押し留めると「ちょっと様子を見なさい！」ときつく言い渡す。

　医局との境の扉を少し開け、小池が向こうを伺うと、藤井の前に大きなスーツ姿の男が立っている。深く頭を下げ、持っているブリーフケースから紙の束を取り出す。

「昨日はまことに申し訳ありませんでした。医科研からデータを貰って来ました」

　プリントアウトされたものを渡そうとすると、藤井は邪険に振り払い「バカッ、どうせ役に立たないんだッ」と叫んだ。

「僕のミスから本当に取り返しのつかないことをしました」

「そんなこと分かってるッ、早く出てけッ」

　叫び続けるのを、江森は黙って聞いていたが、相手が口をつぐむと、また深く頭を下げ「どうか償いをさせて下さい。僕、信用回復するために努力しますから」と言う。

　小池は柴田を呼び寄せて、向こうの様子を見せてやった。

「あ……」

　頭一つ程も低い男の前で大きな身体を屈め、何度も江森がお辞儀をしている。だが決して卑屈な印象はなかった。

　いつもは優しくニコニコしているが、今は口元をキュッと引き締め、真摯な目付きで藤井を見詰めている。太い眉も大きな茶色がかった瞳も強い意志が現れていたが、威嚇の色はなくむしろ涼やかだった。

「あいつ……」

　江森の仕事をしている姿を見るのは初めてのようなものだった。今までは病院内で見掛けると、わざと避けていたからだ。

　藤井はまだ怒りをぶつけていたが、怒鳴るたびに江森が深く頭を下げ、穏やかな声で詫びの言葉を入れるので、次第に怒りが溶けていった。江森の声には沈静作用があるのかもしれないと柴田は思った。

（俺もよく……宥めてもらうと、落ち着くもんな……）

　抱き締められ、「だいじょぶですよ」と言ってもらう所を想像し、柴田はちょっと頬を染める。

　そのうち、藤井はついに「わかったよ！　とにかくミスはミスで、たっぷり償ってもらうから！」と言う。狭量な性格ではあったが、藤井もそれほど粘着気質という訳ではない。江森は途端にニッコリして「ありがとうございます、僕、頑張りますッ、絶対ッ」

と明るい声を出した。釣られて藤井もニッコリしてしまった。

（どうも、この江森という男は憎めない所があるな……まあ、わざとやったわけじゃないしな）

　そう思って江森が差し出しているデータを印刷した書類を受け取った。

　江森はもう一度、深く頭を下げると「藤井先生、患者さんにも僕が謝ってたって伝えて下さい」と言う。

「ええ？」

　藤井が怪訝そうな声を出すと、江森は「だって、一所懸命、痛いのを我慢したのに、それを僕が駄目にしちゃったんですから……もう一回、痛い思いをするんでしょう？　僕のせいで本当に悪いこと、しました」と言葉をついだ。

「あ……」

　藤井は自分のことしか考えていなかったので、顔面を紅潮させる。狼狽を隠そうと、「もう、いい、行っていい」と顔の前で手を振った。

　隣の部屋で聞いていた小池は感心してしまった。子供の患者を思いやる男はそうは多くない。柴田の友達になっただけのことはある。嬉しくなって「良かったじゃない？　案ずるより産むが易し、よ」と言ってやった。小池が二人の本当の関係を看護師達から知らされるのは、まだ大分後のことであった。

「向こうだって、ちゃんとした一人前の男なんだから」

「……ですね」

　小池に促され、柴田は江森と顔を合わせないように別の扉から外へ出た。







　柴田は外科の医局に戻ると、自分のデスクについて、色々今見たことや小池の言ったことを考えてみた。

　実のところ、まだ今一つ通じていない。だが江森がちゃんと自分で始末をつけたというのは分かった。

　考えてみれば……江森は自分より年下とはいえ、

（あいつはしっかりしていて、一人前の社会人なんだ）

　自分が口出しすべきことではなかったのかもしれない。小池に執り成してもらおうなんて、江森を信じていないようではないか……それに加えて仕事をしている時の江森の表情は真剣で、あんなに男ぶりが良いとは知らなかった。

　今まで自分はそういった所を見ようともしなかったのだ。看護師達が江森に憧れるのも当たり前だ。ただ優しくてハンサムというだけでなく、仕事をしている所は本当に男らしい。

（……女達があいつのこと……ほっとくわけねー……）

　江森のことをうんと分かってやる女が現れたら……自分は勝ち目がないのだ。

「……だって、俺……全然、あいつのこと……分かってない」

　どころか、分かろうともしなかった。

　しかし江森の方は柴田の事を一所懸命分かろうとしてくれているし、分かってくれている。

「いつだって、あいつは、俺の話、聞いてくれて……」

　小池はよく夫と愚痴をこぼしあうと言っていた。小池のおしどり夫婦ぶりは病院でも有名で、柴田も良く知っている。年下の心臓外科医である夫との馴れ初めは、先天性心臓病の患者を一緒に受け持ったことなのだそうだ。研究にも熱心だし、年齢的に講師の地位に就いていてもいい筈なのだが、夫との生活を第一にしたいという理由で辞退したときく。講師になると大学や看護学校などで講義を受け持つ義務が課せられるからだ。お互いを思いやっているからなのだ……。

　江森はいつも明るくて、愚痴をこぼすことはない。

「俺はいっつも、暗くって……慰めてもらってるのに……」

　愚痴をこぼしてくれたのは自分の事を信頼してくれた証拠だ……なのに……。

「よけいな事、したんだ……」

　この次会った時どういう顔をすればいいんだろう……デスクに両肘をつくと、柴田は頭を抱えた。

「こんな自分の事しか考えない人間とは、一緒に棲みたくないんじゃないだろうか」

　どんどん暗くなっていく。

　……そうに違いない……だって……旅行から帰ったあと、会うたびに言って欲しいと思っているのに……柴田が一番待っている言葉は、江森の口からは出ないのだ。
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　その夜遅く柴田がベッドに入ろうとしていると、サイドテーブルの電話が鳴った。

「柴田ですが」

「浩司さん？　僕」

　明るい声が聞こえて来た。

「あ……」

「今、下ンとこ、いるんだけど、ちょっとだけ、そこ、行っていい？」

「え……ああ……」

　ベッドの中で待っているのも変なので、バスローブをパジャマの上から羽織るとリビングのソファへ行く。

　数分後に玄関の扉が開き、江森がニコニコしながらリビングルームに現れた。

「ゴメンね、遅く、もう休んでるのに」と笑いかけてくる。

「……五月」

　昼間、江森の男らしい姿を盗み見していたことで、なんとなく気恥ずかしくなって視線を落としていると「僕、明日は本社に部長と行かなきゃいけないから、今日は何もしないですぐ帰るから、安心して」と言った。

「べ、別に……」

「あのね、ちょっと浩司さんに言っときたい事があったから」

「なに……？」

「あの昨日のこと、もう心配しないで？　僕、ちゃんとケリつけたから、浩司さんゴメンね？　せっかく二人で過ごしている時にあんな愚痴こぼしちゃって、心配かけてごめんなさい。もう絶対変なこと、言わないようにするから、ね？」

　ニッコリ笑って踵を返すので、柴田は「待てよっ」と叫んで後を追った。

「違うんだ、そうじゃない！　俺、愚痴、こぼして欲しいんだ！」

　リビングの扉の所で追い付き、スーツの背にしがみつく。

「信頼してるから、愚痴をこぼすんだろ？　それなのに……俺……全然分かってなかった……」

「浩司さん……」

　江森は振り向くと、優しく柴田を抱き寄せる。

「愚痴、こぼしてくれよッ」

　必死の面持ちで柴田が見上げるので、江森は苦笑してしまう。

「分かったよ、浩司さん、これからもそうするから……」

　じっと柴田の顔を見詰めると、柴田は「お前は……俺のこと、いっぱい分かってくれるのに……俺、全然お前のこと、分かってない！」と声を震わせ、急に胸に顔を埋めた。

「浩司さん、どうしたの？」

「だって俺みたいに他人のこと、全然理解出来ない人間なんか、嫌なんだろ？」

「ええッ？」

　何だか雲行きが怪しくなって、江森は驚きの声をあげる。

（また余計なこと、考えたんじゃ……）

「……俺と……一緒に……いたくねーんじゃねーか？」

　どんどん声が暗くなって行く。ネクラ人間のさがであった。

「そんなこと、ないですよッ」

　江森は焦って柴田の顎に指をかけて上向かせ、ブンブン首を振って否定してやった。

「だって……」

　言葉を切ると、柴田はまた俯く。

「……一緒に棲むの……嫌になったんだろ？」

「ええーッ、どーしてそんなこと、言うんですかッ！」

　まるで違うことを持ち出され、江森は呆然とした。だが唇を噛み締めて見上げた柴田の眼はもう潤んでいる。

「……じゃあ……いつここに、越してくるんだ……あの時、ホテルで……いいって言ったのに……昨日も、おとといも……全然……言い出さないから……俺、もう……」

（越して来るって……やっぱり！　一緒に棲むってそういうこと考えてたんだ）

　江森が想像していた通りだった。

（でも……）

　ここでいきなり自分の考えを言う訳にはいかない。二の句が告げず、柴田を見詰める。

「そうなんだろ！」

　不安そうに見上げる瞳が揺れる。

「き、昨日のことだって……俺を心配させまいとして、お前が悪いんじゃないのにッ……我慢して藤井の奴にまた謝ったんだろッ？　謝る必要ないのにッ」

「ええッ」

　どうも勘違いは続いているようだった。だがそんなことを言っても始まらない。

（この人、普通とちょっと違うからな……仕方ないよな）

　江森は心を決めた。

（ちょっと違う所が、僕、よけい好きなのかもしれないしな）

　抱き締めて優しく髪を撫でる。

「浩司さん、僕、明日からでも一緒に棲みたいんだヨ？」

「じゃあっ、な、なんで引っ越してきてくれないんだよッ」

　泣きそうな顔で見上げる柴田の顔を両手で挟む。

「俺と暮らすの、嫌になったんじゃないのか？」

「違うよ、浩司さん、違うんだよ」

　否定しながらも、江森は言い訳を考え続ける。

（なんて言ったら分かってもらえるだろう）

　ズルズルと柴田のマンションに引っ越して来ることは出来ない。自分のミスを柴田に執り成してもらうのが嫌なように……こればかりは譲れなかった。

　でもやっぱり柴田には分かっていないようで、

（仕方ないよな……）

　柴田は普通じゃないことを良く知っていて、普通のことをあんまり良く知らない。そんなことを柴田に言っても始まらない。どころか、また江森の気持ちを理解出来なかったといって自分を責めてしまうかもしれない。

　小さな嘘をつくことにした。抱き締めて「ほら、僕、まだ入社三年目だし、寮に住んでるでしょう？」と優しく柴田の身体をあやしながら言う。

「だからなんだよ……」

　ほとんど泣き声なので、また揺すってやり、髪に口付けする。

「ウチの会社、お堅いから、上司の許可がいるんですよォ、寮から出るの」

「……そーだったのか」

「だから、ね、説得するの、もう少し時間がかかるから、ね？　我慢してね？」

「ウン！」

　納得したようで、急に明るい声になって、しがみついて来た。

（本当に子供のようで、騙され易い人なんだ……）

　ちょっと良心は痛んだが、顔を仰向け、深く口付けしてやった。

「僕だって、早く一緒に住みたいよ？　そうしたら毎日、出来るもんね？」

「ええッ」

　柴田が脅え声を出す。

「ま、毎日何回もやんのかッ？」

「ううん、ンなこと、しませんよォ」

　また首をブンブン横に振って見せる。

「毎日だったら、一回だけにするから」

「……そーか」

　ホッとした様子でしばらく黙っていたが、小さな声で「……じゃあ、今日の分、していいぞ」と言う。

「え？」

　柴田は顔を赤くして俯く。

「ホント？」

　江森が耳元で囁くと、柴田はギュッとしがみついて腰を擦り付けた。

「……ウン」

　バスローブの裾から江森が膝を割り入れると、薄いパジャマの生地を通して、押し付けた太ももに下腹部の堅く張り詰めたモノが感じられる。口付けを交わしながら、ベッドルームへ移動した。

　江森はスーツを脱ぎ捨て全裸になったが、柴田のバスローブだけを取り去り、パジャマは脱がせようとしない。

「え？」

　戸惑って見ていると、江森はパジャマの上からまさぐり始める。ズボンの上から形に添って撫であげ、首筋に口付けると「今夜は一回だけだから、うんとゆっくり、やるからね？」と囁く。

「なっ……なんだよッ、それッ」

「だって、浩司さん、感じやすくて、すぐ、イッちゃうんだもの」

　耳の後ろに舌を這わせてくる。

「だからしばらく、浩司さんは服を着たままでね」

「バカッ……お前が長すぎんだよッ……ウ……ンンッ」

　大きな身体で跨がり、柴田の手首を膝で押さえる。そして膨張した自分のモノで腹から胸へと擦っていく。

「アッ……ア……ッ」

　柴田が見ていると、太く固いモノは自分の顔の傍まで寄ったかと思うと、あっと言う間に胸の敏感な部分をつついている。突起がふっくりと膨らみ、生地にこすれて痛痒い。

「ウウッ……ン、ハァッ……」

　快感が身体の奥底から沸き上がってくる。が、まだ沸点にまでは到達しない。

「コリコリ、してきたヨ……気持ちいい……ちっちゃなボタンみたいだ……」

　江森はクスクス笑って、胸を自分のモノで擦り続ける。

「や……ッ、も、やだ……」

　手首を押さえられているので、柴田は逃げようにも逃げられない。ドクドクと怒張したモノを顔に突き付けられた時は凶器で狙われたようで、一瞬、おののいてしまった。濡れた銃口が自分を狙いながら、胸を這っている……。

「僕の、太くて怖いの？」

　江森はわざと顎のところで、モノを振り立てる。

「変なの、浩司さん、いつもは『ちょうだい、ちょうだい』って言うくせに」

「バ、バカッ」

　江森はまた胸をモノで刺激し始める。

「ア……んんっ、も、っと……」

「これじゃあ足りないの？」

　言いながら江森は身体をずらし、服の上から突起を噛んできた。

「ん……ッ、痛ッ」

　いつもより強く歯を当てられた。しかし布を通しての刺激はもどかしく、焦れて眼で訴えるが、江森は素知らぬ顔をする。

「アアッ……も、もっとッ……つ、強く、五月ッ」

　声に出して頼んでしまう。

「駄目。次ぎは下だよ」

　江森は歯を立てながら下へと移動して行く。

　愛撫は胸から下腹部の最も敏感な部分へと移った。既に固く盛り上がった柴田の下腹に、ゆっくり先端を擦りつける。グイと強く押し付けたかと思うと、そっと撫でるようにする。太いソレは生き物のようにビクビクと動きながら、膨らんだ丘を這い回る……その姿は欲望をブチ込むための餌食を求め、嗅ぎ回っているオスそのものだ。

「この下に僕の大好きなのがあるんだ」

　江森は柴田に自分の下腹をピタリと密着させた。

「ア、アアッ」

　熱く固いモノを押し付けられ、柴田はビクリと腰を引いた。

「逃げちゃ、ダメ！　逃がさないよ？」

　更に強く押し付けられた。パジャマが薄いので、下着を通しても江森が熱く脈打っているのが分かる。自分のモノも同調してドクドクと疼く。だが、これではとても足りない………。

「は……早くッ、もッ……」

　腰を持ち上げて叫んだ。江森はまだクスクスと笑っている。

「五月ッ……も、俺ッ……」

　自分でズボンを下ろそうとすると、江森は大きな手で柴田の両手首を掴み、シーツに縫い留める。

「駄目、まだだよ。だって、一回だけなんだもん、もったいなくて」

　柴田は涙目になって腰を振る。自分から促すように足を開いた。

「なあに？　どう、して欲しいの？」

「さ、五月……う、後ろも……」

「後ろって、ここのこと？」

　江森は軽々と片手で柴田の腰を抱え上げ、後ろを先端でグイグイ突く。

「ああッ、そ、そこッ」

　中途半端な刺激を与えられ、柴田は悶える。自分から腰を付きだし、足を江森に絡み付かせた。

「ここ、浩司さん、すごく好きだねー」

　江森はすまして囁く。恥ずかしくて頭がカッとなったが、もうどうにもならない。

「指で擦ってあげようか？」

　柴田は必死で首を縦に振った。江森の指が後ろへと滑って行くのを感じ、柴田は歓喜の呻きを漏らす。

　江森は指を布の上に押し当て、蠢かす。

「こう？」

「あああッ、そ……もっとッ」

　太い指で柔らかい部分をグリグリと抉られた。

　しかしパジャマと下着の二枚を通しての刺激は物足りない。

「もっと、つ、強く……」

　江森は笑いながら、二本の指で蕾を強く揉んだ。鈍い痛みが体内に伝わる。じんわりと痛みは熱に変わり、熱はどんどん奥へと進む。

「い、いいッ、五月ッ」

　内部の温度が上昇して体液が溢れ出そうに感じ、柴田は必死で締め付ける。が、大きく門を開かれたいという欲望も抑えられない。

　そう、あの固く太いモノでこじ開けられたい……これ以上、開かないというまで、いっぱいに……。

「い、入れてッ、お前のッ」

　ついに頼んでしまった。江森はまだ指で上から擦るだけだ。

「だって一回だけだもの。もう少し、あとでね」

「い、一回じゃなくていいからッ……早くッ」

　恥ずかしさに、身を捩りながらねだる。

「ホント？　一回じゃなくてもいいの？」

「アアッ、いいよッ、何度でもしていいからッ、だから早くッ、入れてッ」

「そんなら入れたげる！」

　江森はしてやったりという顔になった。

「……ウウ」

　下半身を剥き出しにされながら、柴田は顔を真っ赤にして江森を睨む。

「テ……テメ……ハメやがったなッ……」

「まだハメてないよ、浩司さん」







　柴田の中に深く侵入しながら、江森は考えた。

　嘘は悪いことで、愛する人に嘘をつくのは辛かったが……何もかも本当の事を言うのが正しくないって時もあるのだ。

（浩司さんを心配させたくない……）

　江森が犯したミスを、柴田はまるで自分のことのように心配し、色々気を使ってくれた。いつも強い不安を抱えている柴田を、お金のことやらの現実の問題で悩ませたくない。

（ただでさえ、お医者さんは忙しくて苦労が多いんだもの）

　うっとりと信頼しきった眼でこちらを見詰める柴田を愛撫しながら、心の中で謝った。

（浩司さん、ごめんね……でも）

　この嘘は偽薬のようなものだと、江森は思いつく。

（そう、プラセーボなんだ）

　これといった効き目はないのだが、薬がないと不安な患者の気持ちを落ち着かせる目的で医者が処方する偽の薬。それをプラセーボという。単にだますためではなく、患者のために処方される立派な薬剤だ。

（浩司さんが安心して待っていられるように、もう少しだけ嘘をつくの、許してね）







　何度も身体を重ねた後、名残惜しかったが会社の寮に帰った。

　明日の出張の用意をしようとブリーフケースの中身を整理していると、さっきプリントアウトした賃貸情報サイトのウェブページが出てきた。

（そうだよな、根気良く探せば、掘出し物が見付かるかもしれない）

　それを見せて、その時自分の本当の気持ちを伝えようと思った。そうしたら柴田も納得して一緒に引っ越してくれるかもしれない。それまではあの小さな嘘をつきとおそう。

（でも……）

　本当は二つ、嘘をついたのだが。

（毎日一回だけってのも、嘘なんだけどな。だって絶対足りないものね）

　さっきやッた回数を思い出し、ベッドの中でニンマリした。

（朝一回、夜二回までなら、いいよね）




END　　　
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　午前中の手術が終了し、柴田浩司は一人、手術部のロッカーでつかの間の休息を味わっていた。

　昨夜は当直で眠るどころかシャワーを使う暇もなかった。いつも外科の当直は忙しいのだが、さらにＪ医大が第三次救急という一般病院では手に負えない重症を受ける当番に当たっていためだった。

　昨夜から着っぱなしの汗ばんだオペ着を脱ぎ捨て、戸棚からタオルを出して腰に巻くと、シャワールームへ向かう。午後からは手術の予定はなかったので、ワイシャツとズボンに着替えようと考えていたのだが『午後も血管造影があるんだっけ』と思い出す。

（また手術着に着替えるのも面倒だ）

　戻って新しいオペ着をロッカーから出した。

　今日は検査が終了すれば早く帰れそうだ。熱い湯を浴びながら考える。

（今日はあいつに会えるよな……）

　医者も忙しい職業だが外回りの営業マンも忙しい。恋人の江森五月とはこの週末はすれ違いだった。

（一緒に棲めば、今よりもっと五月といられるのに……）

　柴田は溜め息をつくと、シャワーを止める。手早く水滴をタオルで拭い、清潔な手術着を身につける。気持ちを切り替えるように、頬をパンパンと両手で叩くと外へ出た。

「一緒に棲もう」

　それは柴田が初めて自分から勇気を出して申し出た言葉だった。

　江森は了承してはくれたが……会社の寮から出るには、上司の許可がいるのだと言う。このところ柴田は怖くて江森に尋ねられないでいた。許可が出れば、すぐさま話してくれるはずだ。その言葉が無いのは……。

（まだ、駄目なのかな……それとも、ホントはあんまり乗り気じゃなくて、まだ頼んでいないのかも知れない）

　そんなことはあり得ないと思いつつも、時折、ふと不安になる。

　まだ数日しか経っていないのだが、ずっと気になっているのでその何倍にも感じていた。

（その気がないなんてこと、ないよな……あの時、ＯＫしてくれたんだし……でも、あの場の雰囲気でそう言っちゃったのかも……）

　ふうっと目の前が暗くなる。

「まったく、もう！」

　落ち込みかけ、『駄目だ、そんなこと、考えちゃあ！』と自分に言い聞かせる。

　自分でもこのネクラな性格が嫌になる。

　ロッカーから白衣を出して羽織ると、手術部を後にした。







　一階の外来の前を歩いていると、柴田は若い男性に呼び止められた。

「柴田先生」

　振り向くと、高柳という水泳部の後輩の学生だ。臨床実習の最中とみえ、白衣に医学書とノートを抱えている。背は柴田より少し高いくらいだが、全体にがっちりして真っ黒に日焼けしている。太い眉に驚いたような丸い眼で柴田をじっと見ると、ペコリと頭を下げた。

「先生、そろそろ、東医体のための強化練習、始めるんで、またコーチに来て下さい」

（東医体か……もう、そんな季節なんだ）

　東医体とは「東日本医学部体育大会」の略で、東日本にある医学部の運動部がそれぞれ勝敗を競うものである。試合は主に授業がない夏休み中に行われるのだが、陸上から球技を含め、各部の成績を総合し、優勝校を決定するという大掛かりなイベントだ。

　勉強ばかりして来た医学部学生の運動能力はスポーツ枠で推薦入学した選手もいるような他学部に適う訳もなく、総合大学との試合は端から勝負にならない。しかし、医学部同士であればドングリの背くらべというわけなので、それなりに盛り上がるのだ。

　Ｊ医大の場合は単科大学だが、他は医学部というと総合大学の中の一学部というのがほとんどだ。そうなると医学部学生は補欠にもなれないのが現状である。それが東医体ではスターになれるので、さらに皆、熱が入るのである。

　柴田は大学時代水泳部に所属していた。中学から続けてやっていたせいもあるが、小柄でも却って体重が少なく、無駄のない筋肉は水を捕らえるのに適しているとみえ、百・平泳ぎでは大会記録を持っている。その実績から、時折、後輩の指導を頼まれていた。

　他人と話すのは苦手だが、水泳部のコーチはそれほど苦にならない。何しろ、肘がどう、とか、蹴りがどう、とか、必要なことだけ喋ればいいからだ。

「……いつからだ？」

「今週の土・日から始める予定です」

　柴田は少し考える。

　江森は会社のテニス同好会に所属しているので、仕事が無い土曜日はいつも夕方までテニスの練習にでかけている。

（……土曜日なら……終わってからあいつに会うのに、ちょうどいいかもな）

　言葉少なに「土曜の午後、行く」と返事をし、向きを変えるので、高柳は焦って「柴田先生！」と大声を出した。

「……なんだ？　まだ、なんかあるのか？」

「い、いえ、別に」

「……じゃあ」

　猛烈なスピードで去って行く後ろ姿を見ながら、残された高柳はホウと息を漏らした。まっすぐな太い眉を寄せ、黒目がちの童顔に困惑の色を浮かべると、しばらく考え込む。

「……よくわかんねえな、あの人は」

　無愛想な先輩で毎回どうも気を使う。切れ長の鋭い眼や細い眉は初めて見た時は冷たそうにも思え、その美しさとも相俟ってえらく近寄りがたかった。

　ところが何回かコーチを頼んでみると、性格は暗くておとなしいが冷たいというほどでもない。真面目で的をついた指導は部員の中では評価が上がっている。

　そうは言っても打ち解けて話をしたり、酒を酌み交わしたりするような人付き合いのよさは無かった。

　本当は東医体の前に決起集会と銘打った飲み会の誘いもする予定だったのだ。

「誘いそびれた……どうせ断ってくるだろうけど」

　ＯＢは金づるなので、断っても寄付はしてもらえるかもしれないと思ってのことだった。医学生だって懐事情は他学部の学生と変わらないのだった。







　高柳と別れ、柴田は歩きながら学生時代を思い出していた。

　後輩と話すと自分も学生に戻ったようだ……。あの頃は、報われない想いに胸を焦がしてはいたが、確かに苦しいことばかりではなく、楽しいことも多かった……そう、相沢のことを思い出しても、以前のように胸の奥から喉元へ熱い塊が迫り上がって来るようなことはない。

　それは多分、江森のお陰なのだった。

　中学からの親友の相沢和彦は柴田が初めて愛した男で、現在内科に籍を置いており、同僚でもある。

　学生時代、今は相沢の妻である橋爪薫と三人で、色々な所へ遊びに行った。

　初めはグループ交際のつもりだったが、すぐに薫と相沢が特別な付き合いをしていると分かった。それを知った時は、苦しくて一晩中、眠れなかった……。相沢に関することは、いっそすべて記憶から抹殺したいと思った時期もあったぐらいだ。

　それが今は楽しかったことも思い出せるようになった。三人で行った映画、ディズニーランド、ユーミンのコンサート。あれはちょっと恥ずかしかった。でも薫がどうしても行きたいというので、相沢と柴田は仕方なく付き合ったのだ。回り中が女の子ばかりで居心地悪かったが、薫の為に二人とも心から楽しんでいる振りをしたっけ……。柴田は思い出し笑いをする。

（俺たちって、ホント、薫ちゃんに弱いよな）

　すると、ふんわりと胸が暖かくなり、

「なんか……変わるんだな……」

　それは江森の大きな愛に包まれているからなのだ。もし江森がいなければ、自分は悲しい思い出に押し潰されてしまうかも知れない……一気に不安が込み上げて来る。

「もう、どうして俺ってこうなんだろ！」

　急いで午後の検査のことを考え、気持ちを切り替えた。







　芝元しばもと一郎は午後から放射線科の読影室でたまった報告書の作成に時間を費やしていた。

「……暑い」

　読影室は放射線科外来の一角にあり、六畳程の小部屋に窓もついておらず、ほとんど倉庫だ。ＰＣにデスク、プリンターに報告書を整理するキャビネットがあるだけでもかなり場所を取っているのに、そこに１９０㎝を越えるでかい芝元が一人いるともう定員オーバーといった雰囲気だ。

　午前中は膀胱ガンの放射線治療を二例行っていたので、夕方は病棟へ上がって患者の容体を診るつもりでいる。主治医は泌尿器科の医者だが、副作用の有無などは今後の放射線線量の決定にも影響する。治療後の容体を診察することは、治療担当医としては当然の責任なのだ。

　しかし早く終わらせようと書類を前にしても、さっきから今一つ集中出来ない。モニターを睨みながらキーボードに指を走らせるが、また止めて、ウィンドウをＣＴ写真画像に切り替える。ズボンのポケットからハンカチを出して、額の汗を拭った。

「なんか、暑いなー、ここ、クーラー入らないのかな」

　通りかかった外来師長に愚痴をこぼす。中年の師長は、むっちりした身体を揺らし、ケラケラ笑って「駄目ですよ、集中管理になってるから一部屋だけは入らないんです」と答える。

「ちぇーッ」

　芝元は半袖の白衣を着ているのにと、師長は呆れた。

「まあ、センセは汗かきなんですか」

　袖から出た太い腕はこんがりと日焼けし、しかも毛深い。短く切った髪に左右が繋がりそうな濃い眉、ぎょろりとした大きな眼は逞しい体格とともにいかにも南方系だ。それもその筈、芝元は佐賀の出身だった。

「センセ、確か、お郷は九州ですよねぇ、暑さには強いんじゃないんですか？」

　芝元はうーんと伸びをすると「俺、それがさー、人一倍、暑さには弱いんだよ」と答えた。

「大学時代は、アイホだったんだぜ？」

「九州の人が、アイスホッケーですか！」

　師長はぷっと吹き出した。

「まー、でも、センセにアイホは合ってますね。血の気が多そうですもんね」

　アイスホッケーは氷上の格闘技とも呼ばれる。スティックを振り回しての乱闘は、日常茶飯事だ。

「そうなんだよ、そう言えば、ここんとこクラブの練習に行ってないな」

「それできっと元気が余ってるんですよ」

　芝元はにやりと片目を瞑る。

「いや、ここんとこ、抜いてないせいかな？　だれかいい子、紹介してよ、師長さん」

「まあっ、セクハラ発言は厳禁ですよ？」

　師長は優しそうなふっくらとした顔をわざとしかめる。めっと怒られ、芝元は苦笑すると、椅子から立ち上がった。

「ちょっと飲むもん、買って来るわ」

　ぶらぶらと待合室を横切り、売店へと向かった。

　午後の外来はとうに始まっていて待合室のベンチは満員だ。売店も混んでいて、外の自販機で買うことにする。ポカリを一本手にして、またゆっくりと放射線科へと戻る。

（お、そうだ）

　途中で思い出して、ＴＶレントゲン室の扉の取っ手に手をかけた。

（アンギオの報告書、頼まれたっけ。デジタル化する前のと比較した方がいいな）

　鉛入りの重たい扉を大きく開いて入ると、午後の検査が始まるところだった。

　梶という名のひょろりと痩せた放射線技師が、身体を折り曲げてフィルムを機械に装填している。患者は処置ベッドに寝かされ、オペ着の医師が傍に立って準備の出来るのを待っていた。

　技師は機械室に戻って来て、「あ、芝元先生」とずりおちた眼鏡を直し、軽くお辞儀をする。コントローラーの前に座り、分厚い鉛ガラスの填め込まれた窓越しになるので、マイクのスイッチを入れた。

「それじゃ始めて下さい、柴田先生」

「え？」

　ファイルキャビネットをかき回していた芝元は、その名前で手を止め、コントローラーの前にやって来た。技師と一緒になってレントゲン室に目を凝らす。

「なんだ、柴田の奴だったのか」

　こちらを向いていないので分からなかったが、そう言えば小柄で華奢な身体つきは見覚えがある。

「アンギオか？　どこのだ？」

「肝動脈です」

　コントローラーパネルの上に置いてある検査申し込み書を見ると、肝臓ガンの動脈塞栓そくせん術の術後検査だ。動脈塞栓術とは腫瘍に栄養を供給している動脈をわざと塞ぎ、腫瘍の壊死えしを図るものである。

　カテーテルという細い管を皮膚から血管内に刺し入れ、目的の動脈まで送り込んでうまく塞がっているかどうかを調べるのだ。最近はヘリカルＣＴによる無侵襲血管造影も多いが、最終的には造影剤を使ったＸ線撮影が決め手になる。

　ガラス越しに見ていると、柴田は小さな手で素早く患者の太ももの付け根から動脈カテーテルを挿入する。三分とかからぬうちに、足元のペダルを踏んで透視を行い、カテ先を確認している。手元でカテを操作しながら「ちょっと流してみて下さい」と言った。

「行きますよー」

　梶はパネルのスイッチを押す。すると少量の造影剤がカテーテルから血管内へ流れ出た。

「よし、入ってる」

　見ていた芝元は『もう入ったのか』と舌を巻いた。

「じゃあ、撮って下さい」

　柴田は振り返って合図をする。こちらに見せた手術帽とマスクの間から覗く描いたような細い眉と切れ長の美しい眼は、確かに見慣れたものだ。

（変わんねーな、あいつ）

　芝元が見入っている間に、梶は撮影を開始する。

「じゃ、行きまーす」

　あっと言う間に検査は終了した。

　柴田は患者に向かって「終わりました」と言いながら、カテーテルを抜き、穿刺部位を止血する。遠くで待機していた看護師を呼び寄せ、検査後の注意を与え始めた。

「いやー、相変わらず器用な奴だ、うん」

　フィルムを持ち帰ってきた梶が「芝元先生、柴田先生の知り合いなんですか？」と尋ねた。

「知り合いっつーか、お前、親友だよ。あいつは俺と同期なんだ」

「へーっ」

　この体育会系で女性関係も派手な遊び人の芝元先生と、おとなしくてほとんど口をきかない柴田先生が親友同士とは、と、梶はあんぐりと口を開ける。

「あいつは昔っから器用でなー。それに、腕に全然毛が生えてないんだぜ、外科向きだな」

「へっ、なんです、毛って」

『器用』は分かるが、『毛』とは？　梶は眼を白黒させて、芝元を仰いだ。

「ほらさ、ブラシで洗う時さ、俺みたいに毛むくじゃらだと、からまっちゃって痛いんだよー」

「なーる程」

　胸の前に組まれた毛の濃い腕がすぐ傍にあったので、梶は納得という声を出す。自分も毛深いほうで、髪は堅くツンツンに立っている。さらに髭も濃く、朝晩剃っているので何度も頷いた。

（柴田先生は、髭も全然ないもんな……髪も柔らかそうだしな）

　隣の芝元は、同意を得たので得意になった。

「俺はそれで外科に行くのを諦めたんだぜ？」

「違うだろ！」

　きつい声が戸口で聞こえ、気が付くとレントゲン室にいた筈の柴田が、長袖の上っ張りを脱ごうと格闘しながらこちらを睨んでいた。

「お前は不器用だから、外科を諦めたんだろーがッ」

　柴田は冷たい声を出す。

「あ、聞こえてたー？」

「まったくもう、実験でもなんでも人の世話になっときながら、よく言うよ！」

　上っ張りの下には鉛入りの防護エプロンを着ているので、重くてなかなか身体が動かない。やっと脱ぎ、エプロンを外したところへ、芝元はカラカラ笑いながら近寄った。馴れ馴れしく柴田の肩に手をかける。

「そうそう、俺が芝元、お前が柴田、ずっとお世話になりました。な、親友？」

　五十音順の名簿で班が決まることになっているので、芝元は医学部の六年間を通してずっと実験も臨床実習も、何かにつけて柴田と同じ班のメンバーだったのだ。

「親友なんかじゃない、腐れ縁っていうんだ！」

　柴田はきっと芝元を見上げる。

　実は芝元は六年間傍にいたお陰で、ため口といった風に柴田が親しく話すことの出来る、相沢以外の唯一の人間なのだ。

「手、どけろよ！」

　柴田は大きな手が置かれている肩を揺する。

「まあまあ、そうつれなくしないで」

　言いながら芝元は、持っていたポカリを差し出した。

「汗、かいてるぜ？　オペ着は暑いもんな、飲めよ」

　冷たいポカリを手に押し付けられ、柴田はちょっと戸惑って目を伏せた。

「ほらよ」

　芝元はプルトップを開けてやる。

「……ありがとう」

　素直に受け取ると上目使いに芝元を窺い、恥ずかしそうに小さく言うので、芝元は（変わってねーな、こいつ）とまた思った。

（学生ん時から、差し入れとかしてやると、反応、まったく同じだったもんな……トロイっつーか、進歩がないっつーか……）

　差し入れは単に実験を柴田一人に押しつけた罪滅ぼしやノートを無理矢理借りた礼だったのだが、柴田はそのたびに感激した口調で礼を言った。柴元のほうは対価が安上がりに済んでほっとしたものだった。

　そんなことを思い出しつつポカリを飲んでいる姿をじろじろ見るうちに、ふと芝元の頭に疑問が生じた。

（こいつ……なんか、変わった……かな？）

　柴田はよほど喉が渇いていたのか、上を向いて一心にポカリを飲んでいる。

　額と大きく開いた胸元にはうっすら汗が光り、頬はピンク色に上気している。小さな口を缶につけ、両眼はほとんど閉じていた。

　一口飲み下すごとに細い喉が動く。額に張り付いた前髪、僅かにひそめた眉や時折揺れる睫も妙に艶を含んでいるようで、芝元は内心、ドキリとした。

（なんだ、こいつ？　妙に色っぺーな）

　六年間傍にいたお陰で、柴田が色恋に疎いというのは知っていた。無論、ホモとまでは知らない。綺麗な顔をしているくせにトロくてオクテなんだろう、ぐらいにしか思ってはいなかったが。

（ついに女が出来たのか？）

　むくむくと好奇心が沸き上がった。一計を案じ、一息ついている柴田にニヤリと笑いかける。

「おい……首にキスマーク、付いてるぜ？」

　一瞬の間を置いて、思わず柴田は左手であらわになっている首筋を被ってしまった。

（……あ）

　考えてみればもう五日も江森には会っていないのだ。さすがの柴田も、最近ではキスマークの寿命ぐらい知っていた。

　カッと頬に血が昇る。

「芝元ッ、テメー……嘘、ついたなッ」

　芝元は腹を抱えて笑い出した。でかい身体を折り曲げるようにして、柴田の頭を抱え込む。

「おーっ、ついに女が出来たってわけだ、柴田くん？　で、どこまで行った？　ドーテイソーシツしたか、え？」

「く……っ、てめ……離せッ」

　ゴリラのような毛むくじゃらの腕を必死に振りほどくと、柴田は思いッ切り芝元を睨みつけた。

「いいから、話せよ？　アドバイスぐらい、してやるぜ？　どうせ、何にも知らないんだろ、どうやって入れるのか、とかな？」

　下品な言い様に、ますます柴田は赤くなる。

「お……お前って、サイテー！」

　持っていたポカリを芝元の手に押し付けた。

「返す！」

　柴田が怒って立ち去ったあとも、芝元は一人でニヤついていた。返されたポカリがまだ半分残っていることを確認し、躊躇せず飲み干す。巨体をファイルキャビネットにもたせかけると、目まぐるしく頭を回転させた。

（あのケッペキ男が付き合ってる女って、どんな奴なんだろう）

　これはチェックを入れずにはいられないと柴元は思った。





　　　　　　　　　　２




　エレベーターの扉が開いて、江森は「遅くなりましたッ」という声とともに中から飛び出した。

　小児病棟の入り口では藤井という三十代前半の病棟長の地位にある医師、主任の国谷、そしてクラークの矢野がそろって待っていた。ワイシャツの袖を肘まで捲り、ブルーのアイスボックスを肩からさげた江森の姿を見て、安堵の溜め息をつく。一瞬ののちに皆喋り出した。

「江森君、助かったよ！」

「江森さん、ご苦労様！」

「すぐ、患者さんの所へ！」

　江森はアイスボックスから輸血パックを２個取り出す。国谷が受け取ると、速足で病棟の中へ入って行った。矢野はカウンターの下から背広を取り出すと、にっこりしながら江森に手渡す。

「お疲れ様でした、江森さん」

　江森が背広を羽織ると「江森君、一緒に中へ」と藤井が声をかけた。

「えっ、宜しいんですか？」

　小児病棟は近親者と医療従事者しか入れない。特別の許可がないとＭＲは立ち入り禁止なのだ。

「いいから、患者さんの家族も君に礼を言いたがっている」

「さぁ、江森さん」

　クラークの矢野は、ニコニコして扉を開けてやった。

　ついこの間、江森はミスをおかして気難しい藤井の逆鱗に触れていたのだ。しかしこの活躍で挽回したに違いない……。

　矢野はいかにも健康そうなすっきりした顔立ちの「綺麗なお姉さん」といった、明るい女性だ。江森は初めてＪ医大に挨拶に来た日、柴田に連れられて小児病棟の子供達と遊んだ時、もう会っていて、それ以来の顔なじみだった。「身の周りにハンサムは多いほど良い」という主義で、子供に優しい江森は特に気に入っていたので、先日からの騒ぎには眉をひそめていたのだ。

（これで藤井センセもエモちゃんを見直したわね！）

　藤井は江森の先に立って病棟を歩きながら、「本当に助かったよ」と言う。無菌室という特別室の前に立ち止まった。

「中へは入れないけど、この窓から顔を見せてやってくれ」

　無菌室とは細菌やウィルスからなるべく遠ざかるため、病気に対する免疫力が落ちている患者が入る病室だ。細菌などをフィルターでシャットアウトする特別のエアクリーナーに守られ、中に入る人は紫外線で殺菌されたガウンを着て、手袋やマスクをつけなくてはならない。

　江森が窓から覗くと、中では割烹着のようなガウンを着た看護師がたった今江森が運んで来た輸血パックを点滴回路につないでいる。

　患者は亜美という血液の病気をもつ十二歳の女の子で、先月、伯母から骨髄移植を受けていた。もうじき無菌室から出られるという時に、運悪く転倒して肘を骨折してしまった。手術を受けることになったのだが、貧血がひどく、輸血しなくてはならない。

　しかし以前から繰り返し輸血を受けていたため、血液センターの保存血では副作用が強く出るようになっていた。その為、骨髄提供者からの輸血が望ましいということになった。

　提供者の伯母は近くに住んでいたので、すぐさま病院に駆けつけてくれたが、実は採取したばかりの血液はすぐには輸血出来ない。新鮮血には赤血球の他にリンパ球という免疫をつかさどる細胞が含まれている。この提供者のリンパ球が輸血を受けた人の身体に対して、攻撃を仕掛けるのだ。ＧｖＨ反応といって、特に移植を受け、免疫抑制剤を投与されている患者などでは重篤な副作用の一つである。

　これを避けるためには採取した血液に放射線を照射して、リンパ球だけを殺さなくてはならない。

　ちょうど大学の照射施設が点検中で使えず、困っていたのを、近くの血液センターが引き受けてくれることになった。江森は藤井に頼まれて血液を届け、さらに照射を受けた血液をとんぼ返りで持って帰ってきたという訳だった。

「良かったー、元気そうで」

　江森はベッドの中の亜美がこっちを向いてニッコリ笑うのを確認し、胸が熱くなる。応えてブンブンと手を振った。すると中で亜美に付き添っていた両親が江森に気づいて頭を下げるので、江森は慌ててペコペコとお辞儀を返す。頭と手を同時に動かすという、忙しい騒ぎになった。

　傍に立っていた国谷は涙もろいたちなので、ホロリとする。ショートカットに大柄で宝塚の男役のような国谷は、見た目とは反対におっとりした優しい女性らしいタイプなのであった。

（本当に江森さんって、いい人よね……）

　つい最近、三病棟の近藤師長に誘われて国谷は柴田ファンクラブに入会していたが、どちらかというと江森ファンである。

　やはり室内を覗き込んでいた藤井は大きく溜め息をつくと、眼鏡を外してハンカチで拭いた。そして江森に、「助かったよ」と話しかける。

「大変だったろ？」

「行きはちょっと大変でしたけど、帰りは血液センターの緊急車でしたから、楽チンでしたよォ」

　屈託なく江森は答える。

　先日、道が混んでいて時間内に検体が届けられなかったという失敗をやらかしたので、江森は血液センターまでマウンテンバイクで行ったのだ。これなら一方通行の裏道を逆走することも可能で、自動車なら四十分はかかる所をなんと二十五分でたどり着き、むこうの係員も驚いた。帰りは血液センターが屋根にサイレンのついた緊急優先車でマウンテンバイクごと送ってくれたという訳だった。

（んもう、人がいいんだから！）

　隣で聞いていた国谷は心の中で舌打ちする。

（こういう時に恩を売って、商売しなくちゃいけないのに！）

　しかし江森の態度が押し付けがましくないので、藤井は却ってなんとか江森の力になってやろうと考える。藤井は見た目によらずかなり自己中心的で強引な男なので、これは珍しいことなのだ。

「どうだ、何でも頼みを聞いてやるぞ？　何か、新薬でも入れるよう、医局長に口を利いてやろうか？」

「いいえ、とんでもない、ちょっとお手伝いしただけですから！」

　江森はニッコリした。

「それより、これから医局でうちの学術担当が説明会をやりますから、ぜひ、聞いて下さいね？」

（この人の良さがな……）

　藤井も苦笑してしまった。

（まぁ、世話になったと医局長と教授にはあとで報告しておこう）
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　芝元にからかわれるというとんだ災難に遭ったが、午後の仕事は順調にはかどり、柴田は夕方早い時間にオペルームのロッカーでワイシャツとズボンに着替えることが出来た。帰り支度、という意味である。当直明けとはいっても、いつまでもフラフラとオペ着で病棟をうろついていれば雑用を言い付けられることは目に見えていた。

　三病棟の柴田ファンクラブの看護師達は、会長である近藤師長を筆頭にこぞって柴田の行動を監視しており、

「今夜はエモちゃんとデートね、きっと」

「決まってるじゃないの、もう、お着替えも済ませちゃって、かわいいわぁ」

「なんて分かりやすいのかしら、柴田先生って！」

　あちらこちらと忙しく立ち働いている柴田に視線を張り付かせ、ひそひそ話をしていた。

　ひょいと顔を上げると、何故か必ず看護師と眼が会ってしまうので、柴田は困惑気味だった。行動パターンを見抜かれているとは、いっこうに感づいていないのだ。

（……なんでだよ）

　時間になってこそこそと三病棟から立ち去ると、一階のロビーへ降りる。

　もう五時を回って急患室が開き、各科の外来は暗く静まり返っている。こっそりと公衆電話に近づいた。カードを差し込み、押し慣れた番号に指を走らせる。

「浩司さん？」

　すぐに優しい声が耳に到達し、柴田は胸が熱くなった。

「……五月」

　そっと名前を呼ぶ。

「なあに、浩司さん？　もう、仕事は終わったの？」

「……うん、お前は？」

「僕の方はもうちょっとかかりそうだけど、あと少しだから大丈夫、今日は一緒に食事出来るよ。どこで待ち合わせる？」

　江森も今日は万難を排して、柴田の為に時間を確保したのだ。

　ちょうど小児科の医局で開いた新薬の学術説明会が終了した所だった。これから医局員に振る舞う会食の準備をし、そのあと教授の接待があるのだが、数社合同の接待なので、江森は他の社のＭＲに役割を替わってもらっていた。

　忙しいＭＲ達は、うまくやり繰りをするために、互助会を結成しているという訳である。

「じゃあ、終わるまで医局で待ってることにしようかな」

　言ったあと、柴田は少し考える。医局に留まっていたら何かまた仕事を押し付けられるかも知れない。地下駐車場で長時間待つのは、誰かに見られそうでもっといやだった。

「あの……ほら、マンションの近くのさ、『三好みよし』で俺、待ってるから」

「『三好し』って、この間行った洋食屋だよね？」

　江森は素早く手帳で確かめる。

（うん、電話番号も控えてある、大丈夫だ）

「じゃあ、先にビールでも飲んでてね」

　江森としても、駐車場で立ちんぼさせておくよりゆっくり席について待っていてくれた方がいい。

「じゃあね、愛してるよ、浩司さん」

　江森は病院棟の隣に建つ研究棟から応答しているのだが、既に話しながら非常階段へと移動していたため、大胆にメッセージを送る。ついでにチュッという音までたてた。

「……さつき……俺も……愛してる」

　顔を赤らめながら、柴田も小声で応じる。すぐ傍に置かれた観葉植物の後ろの人影に、気づく由もなかった。

　ほっと溜め息をついて受話器を戻し、テレカを引き抜く。その瞬間、大きな毛むくじゃらの腕が降って来た。

「ワアアッ」

　大声を上げる柴田を、丸太のような太い腕がぎゅうぎゅうと締め上げる。

「柴田くぅん、誰と話してたのかなぁ？　なんで医局からかけないのかなーっと？」

　からかうような声は聞き覚えがある。

「て……てめーは……」

　必死で首をねじ向けて確認すると、やはり芝元である。

「は、離せっ」

　ようやく逃れると柴田は壁を背に安全を確保し、肩で息をついた。

「芝元ッ、何、するんだよッ、いきなりッ」

　芝元はカラカラと無遠慮に笑い、柴田の頬をペチペチと大きな手で軽く叩く。

「やめろッ、バカッ」

　本気で怒って見せても芝元にはまるで通じない。芝元にしてみれば、学生時代から柴田の反応はお馴染みで、すごんだところで仔猫が眼を吊り上げてフーフー言っている程度でしかない。

「いやー、冗談だよ。お前って、ホント、変わんねーなー、昔っから。もっと親友に愛想良くしろよ、え？」

　調子に乗って両側からイーッとほっぺたを引っ張る。これには柴田も切れた。

「やめろってばッ」

　目の前に立つモアイ像のようなでかい男の向こう脛にケリを入れ、やっと逃げ出すことに成功する。

「柴田ぁ」

　大声で呼ぶのを無視すると、走ってその場を後にした。







「三好し」は最近開店したばかりだが、大正時代のレトロな雰囲気のインテリアに安くてボリュームのあるメニューで、ランチタイムには行列が出来るという店だった。夜は酒を飲めることもあり、マンションに近いので二人は良く利用している。

　江森が店に着くと、柴田は隅っこのテーブルでビールを前に、真面目に学会誌を読んでいた。

「ごめんね、遅くなって」

「……ん」

　柴田はにっこり笑って本を閉じる。

「なんか、おつまみでもとってれば良かったのに」

　江森は席につきながら心配そうな声を出した。食の細い柴田は酒を飲む時もあまり腹に食べ物を入れない。

「めし、食えなくなっちゃうから」

　言い訳をするので、ヤレヤレと思いながらウェイトレスに合図をする。

（心配だよ……こういうこともあるから、やっぱ、早く一緒に暮らした方がいいよな）

　そのためには大きなハードルを越えなくてはならないと、江森は心を決めていた。江森の思惑をよそに、柴田はメニューを見ながら迷っている。しばらく迷ったあげく、

「俺……ビーフシチュー」

「僕は、ミックスフライ定食に、それでオムライスね！」

　ここはプラス二百円で、定食のライスをオムライスに出来るというお得なセットがあるのだ。

「オムライスか……いーな……もう、何年も食ってないや」

「浩司さんもそうすれば？」

　柴田は苦笑いする。

「俺、そんなにいっぱい、食えねーもん」

「じゃあ、僕のを少し、あげるね？　食べられるだけ食べればいいじゃない？　そうしたら、丁度いいでしょう？」

　微笑む江森に、柴田はなんだか胸が熱くなった。

「……なんか……すげー楽しいな……」

　はにかんだように言う様に、江森の方が今度は切なくなる。

（この人って……今まで……どうしてたんだろう……こんなことぐらいで、楽しいなって言うなんて）

　雰囲気がしんみりとして来たので、江森は急いで「浩司さん、今日は仕事、どうだったの？」と話題を変える。

「わりと早く終わったんだね。重症の人とか、緊急手術とか、大変なことはなかったの？」

「……ん」

　料理が運ばれて来たので、ナフキンを広げながら柴田は返事をする。

「何もなかった……って……そーいや」

　急に目の前に芝元の無遠慮な笑い顔が浮かんだ。

「……やな奴に会っちまった」

「え？　嫌な奴？」

　柴田の口から初めて聞く言葉に、江森はエビフライをフォークに刺したまま、空中で止める。そもそも深く人と関わりたがらない柴田にとって、「いい」「悪い」という評価はないに等しかった。それこそ、「親友の相沢」「恋人の江森」に、「その他大勢」という分類なのだ。

　柴田はスプーンでシチューを掬い、フーフーと息をかけ、冷ましながら合間に話を続ける。

「大学ん時の……芝元ってさ……今、放射線科……ほら、ポリクリとかさ……ずーっと一緒でさ……」

　なんとか想像力で補い、質問をし、聞き出したことは、要するに同期で六年間ずっと実習でもなんでも一緒だった男ということであった。

「もう、とんでもねー奴でさ、代返はさせられるは、レポートは手伝わされるは……」

　柴田は顔を顰める。

「一度なんか、あいつのマンションで試験資料作ってる最中に、別れた女が訪ねて来て、もうシュラバ！」

　それには江森も驚いたが、それよりもその芝元という男のマンションに、柴田が出掛けたというのが気になった。

（人見知りの浩司さんが行くなんて、　仲が良かったってこと？）

　恋人がいたのならノンケだったろうとは思ったが、なんと言っても、江森自身、柴田に出会うまではノンケだったのだから。

（この綺麗な人の傍に六年もいて、なんにもしないなんて、信じられないよ）

「友達だったの？」

　ちょっと振ってみる。

　とたんに柴田は、きっと睨んで「んなわけ、ねーッて」と答えた。

「俺、あいつのパシリだったんだよ！　もーサイアク！　でも、ほら、名簿でさ、柴田・芝元って並んでっからよ、逃げたくても逃げらんなかったんだって」

「確かに……」

　江森の観察では、無愛想で人付き合いが悪い割に病院内で柴田はやたらと用を押し付けられている。有能で仕事も早いことから頼まれるという理由もあるのだが、どうも余程の事がない限り、イヤとは言わないらしいのだ。断る言い訳を言うため、相手と会話をするのが嫌なのだろうと江森は踏んでいた。駄目な時は一言、「ダメです」と発し、それは覆らないという噂だ。それが更に無愛想だという評価を高め、つくづく損な性格である。

　これでは押しの強い相手に見込まれたらひとたまりもないかも知れない。確かに今の副医局長の大月にもその傾向はあり、柴田は人一倍、仕事を割り振られている。

「そっかぁ、浩司さんて、中学・高校はいじめられて、大学はパシリで、暗ーい青春だったんだねー」

「悪かったなッ」

　柴田が暗い眼になったので、江森は焦ってオムライスをスプーンによそって差し出した。

「ほら、アーンしてよ！」

「な、なんだよッ」

　無理やり、柴田の口に押し込むと、江森はにっこりしてみせる。

「でも今は、すっごく楽しいんだし、これからうんと青春すればいいじゃないの、ね？」

「う……」

　とろりと半熟の卵焼きに香ばしいケチャップ味のオムライスが口の中に充満している状態で、怖い顔は出来ない。柴田は満足そうにモグモグ口を動かした。

（ああもう、かわいくって子供みたいだよ、この人は……）

　江森はうっとりと見詰める。

（もし僕が同級生だったら、んで、入学式に隣に並んでたら、絶対、その日に襲っちゃうけどな）



　食事を終えて外へ出ると、華やいだ五月の夜だ。桜並木には青々とした若葉が茂り、根元の植え込みのツツジも満開だった。

　江森は柴田のアタッシュケースを持ってやる。

「さあ、行こう、浩司さん」

「……ん」

　立ち止まって自分を振り仰ぐ物言いたげな柴田の視線に、江森は先回りして「あのね、今夜は泊まっていくから」と耳に口を寄せ、囁いた。

「ホントか？」

　柴田はぱっと顔をほころばせる。しかしその笑顔は、思いがけず褒められた子供が戸惑っているように頼りなく見え、江森は胸が苦しくなった。

（ごめんね、浩司さん、早く一緒に棲めるよう頑張るから、僕）

　やましい気持ちを隠してぐいと柴田を引き寄せ、肩に頭をつけさせる。

「浩司さん、愛してるよ」

「……五月？」

　柴田は不思議に思ったが、江森のなすがまま頭を預ける。二人はぴったりと身体を寄せあってマンションへと歩きだした。







　すぐ傍のプレリュードの中で見張っていた芝元は目が飛び出しそうになった。

　そっと車から出ると、二人のあとをつける。

　親しげに肩に寄りかかった柴田は、時折隣の大きな男を仰ぐ。そのたびにすっきりした細い横顔に蕩けるような笑みを浮かぶのが、芝元にもよく見えた。

（……嘘……だろ……）

　マンションの中へ二人で消えて行く所まで確認すると、やはり結論は一つしかなかった。

「あいつ……ホモだったのか……」

　病院の公衆電話で、「さつき、愛してる」と呼んだのを漏れ聞いて、どんな女なのかと見張っていたのだった。先程、店から一緒に出て来た相手は男だったが、どう見ても恋人らしい雰囲気で、しかも柴田は確かに「さつき」と呼んでいた。

（それに、あの目付き！　なんだよ、あれは！）

　六年間一緒にいて、あんな顔をするところは見たことがなかった。

（一度も見せたことねーよ、この俺には！）

「ざけんじゃねーよッ」

　次第に腹が立ってくる。自分を見上げる時の睨みつけるような三白眼は、隣の男を見る時には目尻が緩んで、同じ上目使いだが夢でも見ているようだ。怒ったように吊り上がっている眉は、今は優しく和んでいる。いつもきゅっとへの字に結ばれた桜色の唇は、男がしゃべるたびに嬉しそうに綻ぶ……。

　ふにゃらけた柴田にも腹が立ったが、あの隣の男にはもっと怒りが向けられた。

「誰なんだよッ、あいつはッ」

　明るい茶色の髪、大柄な身体は、何となくどこかで見たようにも思える。

（病院に勤めている奴なのか？）

　マンションの玄関に取り残され、芝元は拳を握り締める。

（絶対、つきとめてやるッ）







　芝元が男の正体を知ったのは、それから数日後のこと、ガールフレンドの一人で薬剤部に勤務する沙耶という女性からだった。マンションでの逢い引きの際にそれを知らされ、

「江森五月？　富士製薬のＭＲだとォ？」

　シャワーあがりの濡れた髪をタオルでゴシゴシ拭きながら、ベッドの中の沙耶を睨みつけた。

　沙耶は赤いマニキュアを塗った長い爪をひらひらさせながら、煙草をふかす。

「そうよ、よく、うちの薬局に来てるわ。ハンサムですっごく優しくて、評判なのよ」

「ケッ」

　芝元はタオルを床へ投げ付けた。

「ふん、ＭＲか！　どーりでケロリンパとした、間抜け面だと思ったよ！　まったく、柴田の奴もどうしてああトロイんだ！　騙されてるに決まってるぜ！」

　言い始めると、ふつふつと怒りが湧いてきた。

「ＭＲなんて、男芸者じゃないかよ！　ぜーったい、別れさせてやるッ」

　芝元の怒り様に沙耶は呆れて口を挟んだ。

「ちょっとォ、芝元センセ、人の恋路の邪魔をするなんて、無粋だわよ？　センセに関係ないじゃないの」

「あるね、おおありだ！」

　芝元はベッドに乗り込みながら唸った。

「あいつは俺の親友だ！　大学時代の六年間、ずーっと面倒みてやってたんだ」

「あらぁ、面倒みられてたんじゃないの？」

　鋭い指摘である。芝元は「るせー！」と怒鳴った。

「にしても柴田の奴、どうして俺にホモってこと、黙ってたんだろう。水臭い奴だ。言ってくれりゃあ、もっといい奴、紹介してやったのに！」

　呆れて沙耶は芝元の顔を見た。

（柴田センセが芝元センセみたいなガサツな男に、そんなこと言うわけないじゃないの……だから分かってないのよねー、男って）

　そうは言っても、体力とテクニックはある男だ。金もあるし、それなりの付き合いには最適だ、それ以上のことを求めなければ。

「ま、いいじゃないの、人のことなんか。それより早くぅ」

　腕を差し伸べ、誘う。

　求めに応じながら芝元は、ふとこの間見た柴田の長い腕を思い出していた。

　ポカリを飲む時の細い喉……小さな手……器用にカテーテルを操る指……次々と連想が広がる。

（あの指で扱かれたら、どんな感じかな……）

　短く切った飾り気のない清潔な爪、器用に動く長い指……それが自分のモノに絡み付く所を想像し、芝元は一気に熱を高めていった。
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　土曜日の午後、後輩との約束で柴田は大学の敷地内に立つ体育館へと向かった。

　大学の校舎は病院の隣にあり、体育館はちょうど中間に位置している。裏手は広いグラウンドだ。

　校舎は石造りで歴史があるが、体育館はつい最近作られたもので、一階がオールコート、半地下に飛び込み台も備わった本格的な温水プールが完備している。単科大学にしては立派な設備だが、これには理由がある。先代の学長は、学生時代水泳部に所属していたのだ。自分が学長職についていた時、ちょうど体育館建設の計画が持ち上がった。学長の鶴の一声で、プールが併設されたという訳だ。

　地下のロッカールームで水着に着替えると、柴田はプールに顔を出した。

「せんぱーい」

　高柳が既に待っていて、手を振る。

「柴田先生、湯川先生も来てくれてるんですよ」

　湯川は柴田よりだいぶ上の水泳部のＯＢで、もう大学を辞め、近くで耳鼻科を開業している。うだつのあがらぬ医学部の水泳部では、大金を払って専属のコーチを雇うことなどは望めず、月二回だけ、日体大の水泳部の学生に来てもらっている。それだけではとても本格的な練習にはならず、水泳部のＯＢが仕方なくボランティアで、代わる代わるコーチを引き受けるといった現状であった。

　湯川は既にプールに入っていて、何人かのフォームを熱心に見ている。

　柴田に気づいて「おお、頼むぜ」と声をかけた。髪は短く、日に焼けていて、鼻の下にはチョビ髭をたくわえている。このところトライアスロンもやっているというスポーツ中年で、若い頃よりは下腹に一回り貫録がついたが、筋肉質のどうどうとした体躯である。やたらとＯＢをトライアスロンに誘う困り者なので、柴田は離れたところからプールに入った。案の定「柴田ぁ、今度、一緒に大会にでようぜー」と怒鳴り声がする。聞こえなかった振りをして泳ぎ続けた。

　身体をほぐすために、軽くクロールで２、３往復すると、柴田はプールサイドに上がった。

「じゃあ、ちょっと泳いでもらおうかな」

　ストップウォッチを手にし、高柳ら数人の主力選手のタイムを計る。

　まだ強化練習を始めたばかりとは言え、ひどい成績だ。呆れてストップウォッチをほうり出すと「タイムは当分計らない」と言い渡した。

「お前ら、筋力トレーニングからやり直し」

「え、ええーッ」

　不満の声があがるが「俺に勝てないだろう」ときっぱり言う。その通りなので、皆、目を伏せた。

「現役のくせに俺に勝てないなんてサイアクだ。とにかく、今日は全員、バテるまで泳げ」

　結局、二千Ｍ泳ぎ切る部員は一人もおらず、柴田は仕方なく終了を宣言する。

　壁の時計を見ると、五時近い。そろそろ江森もテニス部の練習から戻る時刻だ。

「また来週、来る。それまでに二千、泳げるようになってろ」

　プールサイドで車に轢かれたカエルのようにのびている部員達を残して、柴田はロッカーへと引き上げた。

　シャワーを浴びながら、柴田はやれやれと溜め息をつく。

（まったくもう、現役の癖に体力ないんだから）

　自分だってこのところ泳いでいないから、体力が落ちているのに、

（その俺に劣るんだからな……）

　なにせしょっちゅう江森に「浩司さんて、体力ないねぇ、もうダメなの？」と言われているのだ。

「僕、まだまだイケるよ？」と得意そうに言う顔が、目に浮かんだ。

（くそッ、俺も体力つけよう！）

　実は意味が違うのだが、そのところはよく分かっていない。

（あいつらのコーチをすれば、こっちにも体力つくからちょうどいいかもな）

　タオルを腰に巻いた姿で、自分の服を入れたロッカーの鍵を開けた。

　と、いきなり大きな音とともに、ローファーを履いたでかい足がロッカーにたたきつけられる。

（誰だ、乱暴だな）

　扉を押さえ付けている足の持ち主をたどると、なんとスーツ姿の芝元だった。反対側の壁に身体を預け、腕組みし、こちらに無遠慮な視線を浴びせている。

「なんだよ？」

　きょとんとして尋ねると、芝元は足を下ろし、近寄って皮肉な笑いを浮かべた。

「おい、柴田、お前、ホモだったんだな」

「え……」

　一瞬、ギョッとしたが、江森と知り合う前だったらもっと狼狽したろうと柴田は思った。自分でも驚いたことに、言われたことに対して特になんの感慨も沸かない。

（別に、何を言われようと……江森さえいてくれればいいんだ……他の奴のことなんて）

「だからどうだって言うんだ。お前には関係のないことだろう？」

　冷静な口調で答える。芝元はえっという顔になった。

「それだけか、用は。わざわざご苦労なこったな、そんなことを言うために来たのか」

　ロッカーの方を向くと、中から服を取り出す。

「な、なんだよッ、関係ないってどーいうことだよ！」

　出鼻をくじかれ、芝元は口ごもる。

「だってそうだろう、別に俺とお前はなんの関係もないんだから」

　突然大きな手が肩にかかり、後ろへ振り向かされた。

「関係ないってこと、ないさ。六年間も一緒だったんだからな！　その友達に教えてくれよ。男とヤルって、そんなにいいのか、え？」

　品のない言い方に柴田は顔を顰める。……この男はだいたい、遊びのセックスしか知らないのだ。冷たい声で応じた。

「男とか女とか、そういうことじゃないんじゃないか？　セックスって、愛し合ってるからいいんだろう？　違うか？」

　そんなことは言うまでもないことなのだ。

　大真面目な柴田の答えに、芝元は憮然とした。

（今どき「愛」なんて陳腐なことを、いい齢こいて普通、言うか？　アホか、こいつは！）

　思わずゲラゲラ笑い出す。

「愛し合ってるだって？　お前、バカじゃねーの？」

　柴田は呆れたという顔で頭を振った。

「芝元……ま、お前みたいな単なる欲望の解消のセックスしか知らない奴には、愛し合うもの同士のセックスがどんなにいいかなんて、永遠にわからないだろうよ」

　これには芝元もカチンときた。肩にかけた手を外し、両手首を掴む。

「青臭いこと、言うんじゃねーよ、セックスなんて、入れて出すだけのことさ！」

　あの間抜け面の男と柴田が「愛し合っている」だって？

　江森と二人、肩を並べて歩いていた姿が蘇る。

（あのあと、二人は「愛し合った」ってわけかよ？　単にヤッただけだろうが！）

（男同士なんて、出し合うだけじゃねぇか！）

　カッと頭に血が昇った。

「男なんて、誰とヤッたって、おんなじなんだよ！　狭いとこに入れて擦って出す、だろ？　だったら試しに俺とやってみるか、え？」

　無論ただの嫌がらせのつもりである。が、ぐいと手首を捻ると、柴田は小さな叫びをあげてあっけなく崩れ落ちた。自分が１９０㎝９０㎞を越える巨体であることを、芝元はすっかり忘れている。そのまま体重を預けると、柴田は床に釘付けとなった。

「な……なに、す、るッ」

　胸を圧迫され、柴田は声も出ない。

　完全に自分の手の中に収まった柴田の身体は、意外に華奢でしなやかなことに芝元は気づいた。

「なんだよ、だらしねぇな、男のくせに。それとも、ほんとは女なのか？」

　からかうような声に柴田はきっとなった。「女みたい」、これは小さい頃から女のようだと苛められてきた柴田の最大のコンプレックスなのだ。

「芝元、お前、言う通りにならない女に、いつもこうしてるのか？」

　蔑みの声で言う。

「俺は男だから乱暴されてもどうってことないが、もし女にもこうしてるんだったら、お前はつくづくサイテーな男だな」

　一瞬、間近の芝元の顔が歪み、柴田は殴られるのを覚悟する。しかし、ふいに両手が自由になり、続いて重しのように乗っていた男の大きな身体が上から去った。

　芝元は立ち上がって、柴田を睨みつける。

「バカ言うんじゃねぇ。女なんて、掃いて捨てるほどいるんだ！　無理やりなんてヤッたこと、ねーよッ」

「そりゃよかったな」

　皮肉な柴田の口調に、芝元はギリギリと歯がみしていたが、ぱっと踵を返す。そばのロッカーを蹴りつけると、大きな足音を立ててロッカールームから出て行った。

（まったくもうなんて奴だッ、同じ男として恥ずかしい）

　腰のタオルを巻き直しながら、立ち去った方向に目をやる。ふと、気が付いた。

「ここは土足禁止なのに……」

　今ひとつ、ずれている柴田であった。
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　江森はベッドで間近にある綺麗な顔を飽かずに眺めていた。

　先程慌ただしく食事を済ませた二人は、柴田のマンションに戻り、ベッドへ直行したのだ。夕暮れの薄明かりの中、白いシーツの上で柴田の全身は青白く浮かび上がり、なまめかしく動く長い手足もいつもより数段美しく見える。江森が僅かに動かくたびに、愉悦とも苦悩とも区別のつかない複雑な表情が、整った顔に浮かぶ。

　無論、苦痛を感じているのではないことは分かっている。瞼を半ば閉じ、長い睫の隙間から漆黒の瞳が所在無げにちらちら揺れるのが見える。時折、自分のモノを呑んでいるあの部分がキュッと締まるのも感じていた。柴田は焦れているのだ……江森はクスクス笑いながら、舌を覗かせている小さな口に口づけた。

「ねえ、動いて欲しいんでしょ？」

「バ、バカッ」

　柴田の頬にさっと血が昇る。

「わかりやすいんだもの、浩司さん」

「もうッ」

「動いてって言ってよ、浩司さん……感じさせてって言って！」

　柴田は真っ赤になって眼をぎゅっと瞑る。

「や、やだッ」

「なんで？」

「……恥ずかしい」

　蚊の鳴くような声で言うので、江森はたまらないと思った。

（あーもう、どうしてこの人って、こんなにかわいいんだろ）

　無論江森も、快感を得たくてうずうずしてはいた。こうやって柴田の中に自分を埋め込んで綺麗な顔をじっと眺めているのはなかなか楽しく、なるべく長く柴田の表情を鑑賞していたかったのだ。

「じゃあ、そろそろ、達かしたげる、覚悟してよ？」

　舌を絡め、合間に囁きながら江森は柴田の腰を抱え上げ、体勢を立て直す。大きく打ち込み始めた。

　背中から回した片手で柴田の肩を押さえ、反対の手はももの付け根に忍ばせる。後ろを太いモノで抉ると同時に前の柴田自身も指で擦る。無駄のない動きで、経験豊富な江森のテクニックの前では柴田はひとたまりもない。ほんの数度の刺激で、もう甘い声が漏れる。今まで焦らされていたこともあり、あっと言う間に絶頂に駆け登った。

「あ……ッ、五月ッ、駄目ッ、もうッ」

「何が駄目なの？　達きたいんでしょ？」

　江森は乱れる柴田の顔を見詰めながら、囁く。

「そう……だけど……あッ、で……もッ」

　柴田は必死で放出を堪え、いやいやと首を振る。

「駄目……ッ、や……ッ」

「我慢しないで、イッてよ、浩司さん！」

　大きく腰を回し、柴田のモノをギュッと握る。

「ア……アアッ」

　全身を震わせて放つと、柴田は両手で顔を覆い、拗ねた様子で横を向いた。

「ど、どうしたの？　浩司さん？」

　江森は焦って抱き締める。

「ちょっと痛かった？」

　早くイク時の顔が見たくて急ぎ過ぎたかも知れない……自分のモノを飲み込んでいる部分を指で確かめる。

「ここ、痛い？」

「ちっ……違う」

　柴田は覆っていた手を外すと、不満そうにぷうと頬を膨らませた。

「……一緒に達きたかったのに……俺……」

「なーんだ、そうだったの！」

　先にイカされて拗ねているのだと江森は安心する一方、いとおしさが込み上げて、柴田の顔をペロペロと犬のように舐める。

「な……なんだよッ」

「浩司さんて、ホント、かわいいッ」

　クスクス笑いながら、一旦離れると、放ったものを綺麗に拭き取ってやる。そしてまた、胸に抱き、柴田の顔を両手で挟んだ。

「あのね、僕はもったいないからまだ出さないの。今夜は寝ないでやるんだからね？」

　久しぶりの土曜の逢瀬で、今夜はオールナイトと江森は決心している。

「第二ラウンド開始だよ。まず、キスからね？」

　笑いながら、唇から尖った顎、滑らかな喉へとキスの雨を降らせていく。

「あ、もッ」

　くすぐったさと快感で、柴田は身を捩りながら江森の愛撫に胸を熱くする。濃厚なセックスだけでなく、前戯とも後戯ともつかぬ甘いスキンシップも好きだった。

　嬉しそうに口づけを受けていたが、水泳部のコーチのことを思い出す。

（ま、まずい……キスマークは）

　次の瞬間（来週までには消えてるよな）と思い直す。

　それでも「だ、駄目だ、キスマークは！」と喘ぎながら、拒絶の声を上げた。江森は張りのある胸から柔らかな脇腹へ唇を這わせながら、くぐもった声で答える。

「ハイハイ、分かってますってば」

　敏感な脇腹に柔らかい舌が到達した途端、ピリッと痛みが走り、柴田は「イテテ」と叫んだ。

　同時に江森が「何、これ？　どうしたの？」と怪訝な声を出す。

「赤くなってるよ？」

「ああ、これ……」

　脇腹に眼をやると、皮が僅かに擦りむけ、ミミズバレになっている。

「さっき、倒れた時、擦ったんだ」

「倒れたって？　どうしたの、浩司さん、具合でも悪かったの？」

　心配そうに自分を見詰める江森に、「違うよ」と、柴田は芝元との一件を話し出した。

　次第に江森の顔が険しくなってゆく。終いまで聞くと、眦を決して「浩司さん、それ、貞操の危機だったんじゃないか！」と叫んだ。

「ええ？」

「だって、ヤラレちゃうとこだったんだよッ！　オトコに押し倒されたなんてッ、なんでもっと早く僕に言わなかったのさッ、絶対そいつをたたきのめしてやったのに！」

　何を怒っているのかと、柴田はキョトンとして江森を仰いだ。

「バーカ、んなわけ、ねーって。あいつは女好きなんだから。俺のこと、いじめて面白がってるだけなんだよ」

　窓の外は既に暗く、部屋の隅から夜が忍び込んでいた。柴田はサイドテーブルの明かりを点ける。ついでに用意してあったペットボトルからコップに少しだけ水を注いだ。

「あいつは昔っから、いじめっ子だったんだからさ」

「にしても、ひどい奴！」

　江森はプリプリ怒る。柴田の方は、学生時代から慣れているので、たいして腹も立てていなかった。

「だいたい女遊びの激しい奴で、なのに、他人がうまくいくのは、面白くないってタイプでな」

　言いながら枕に背をもたせかけ、疲れたように目を閉じた。

「俺のことは、自分の取り巻きの女達にネクラとかチビとか悪口言ってたんだぞ。合コンとかも、俺にはいっつも内緒にしてさ、六年間、俺、一度も誘われなかったんだ。ま、どっちにしろ俺は女には興味がなかったから、どうでもいいけど」

　一息に言うと、柴田は無意識にペットボトルの方を取り上げ、じかにごくごくと飲み始める。江森は話の内容に唖然として、水を飲む柴田を見詰めた。

　ペットボトルを戻すと、柴田はまた話を続ける。

「まったくもう、ひでぇ自分勝手な奴でな。お前は一人でいるのが合ってる、とか言ってさ。俺が相沢と親しくするのも気に入らないって、勝手な奴だった」

「あのさぁ……それってさぁ」

　江森はどうも変という気がしてきた。

「それって、浩司さんのことが好きだったんじゃない？」

　嫌がらせではなくて、独り占めしたかったのではないのだろうか……。

　しかし柴田は呆れたという顔で江森を振り仰ぐ。

「だから、んな訳、ねーって！　あいつはノンケで、しかも女に不自由してなかったんだから。アイホのＧＫやってたから、グルーピーだらけでな」

　ふと、柴田の細い眼がいっそう細くなる。ちらりと横目で江森を睨んだ。

「……そーいや、スポーツマンでモテモテってとこは、お前に似てんな……」

　暗い声音になった。

「だよな……お前も大学ん時はテニス部で、取り巻き、いっぱいいて……女、抱き放題だったんじゃねーのか……」

「え、ええーッ」

　話題が思わぬ方向へとずれたので、江森は焦って首をブンブン振った。

「とーんでもないッ、僕なんかッ、ぜーんぜん、モテませんでしたってばッ」

「んな訳、ねーよ。お前、ハンサムだし、優しいしさ」

　柴田はどんどん暗い目付きになる。

「テニス部はすっごく練習、厳しくって、ナンパする暇なんか、ありませんでしたって！　それに空いてる時間は、僕、バイトやコンピュータで忙しかったんですよッ」

「……ホントかぁ？」

　疑わしそうな柴田に、江森は必死で言い訳を続ける。

「ほらッ、僕、中学ん時、お父さん亡くなったでしょ？　ずーっと土・日は、近くのテニスクラブでバイトしてたんですよ。デートなんかする暇なくて、たまに付き合ってもすぐ振られちゃいましたよッ」

「……ふーん」

　ちょっと柴田が安心したという顔になるので。江森もホッと一息ついた。

　まぁ、半分は本当、半分は嘘である。

　バイト先のテニスクラブで、江森は綺麗なお姉様達から奥様方まで散々誘いを受けていたのだった。そもそも初体験の相手ともそこで知り合った。中学を卒業した春休み、すでに１８０㎝近くあった江森は齢を偽って、知り合いが勤めているテニスクラブでバイトをしていた。そこで美津子という三十歳の人妻に誘われ、童貞を捨てたのである。

　長い髪にくっきりとした目鼻立ち、小柄だがグラマーな美津子は、テニスクラブでも評判の美人だった。ちょうどその頃、夫の海外出張中が長引き、子供もまだいなかったので、暇を持て余していており、つい若い子を誘ったという訳である。何回かベッドを共にし、寝物語で家のことを話すうち、齢がバレてしまった。美津子は「ギャッ、淫行じゃん」と呆れ、さすがにそのあとはベッドに誘おうとはしなかった。しかし今度は母性本能が芽生えたとみえ、育ち盛りの江森に御馳走してくれたり、服を買ってくれたりした。そのうち、夫が海外赴任になり、美津子もついていってしまったが、江森をかわいがる女性は後を絶たなかったのだった……そんなことはとても柴田には言えないが。

　柴田は今の言い訳ですっかり納得して、また江森の肩に寄りかかる。そして「俺さー、すっごくお前のこと、心配なんだぞ？」と言った。

「ええ？　心配って、何が？」

「だってさー、お前、モテるって自覚、ないんだもの」

「はぁー？」

　モテる男としっかり自覚している江森は眼を白黒させる。

　専門分野以外の柴田の判断力は、ことごとくズレている。これは江森が柴田を安心させるため、「僕なんかモテません」と言うのを真面目に受け取っているためなのだ。

　江森は吹き出しそうになるのをようやく堪える。

（浩司さんこそ、ぜーんぜん、自覚ないじゃないか……この人って、ミョーなフェロモンが出てんのにさ）

　一緒に歩いていても、通りすがりの女性はもちろんのこと、男の何人かが「おっ」という顔になって柴田を振り返るのは経験している。レストランでアルコールが入ると、柴田は特に色っぽい眼になり、さらに周りの視線を集める。そういった時、江森は子羊を狼の群れから守る牧羊犬のように周り中に向かってキャンキャンと吠え立てたくなるくらいなのだ。

　芝元が女好きということなど、何の意味もない。江森だって、柴田に会うまではそうだったのだから。

（まったくもう、これじゃあ心配の種が絶えないよな……）

　色々な意味で柴田を一人にしておくことは危険だ。

　そう思いながら、甘えた様子で寄りかかる柴田を抱き締める。取り敢えず今はこうやって二人きり、安心なのだ。どんな色っぽいカッコをさせても、うんと甘い声を出させても、みーんな自分一人のものだ……欲望が募ってきた。

「それよりさっきの続き、しよう、ね？」







　芝元はマンションのリビングで一人、ビールを飲んでいた。

　ロフト風の広いワンルームで、３ＤＴＶにジャグジーバス、キッチンには高価なワインの詰まったワインセラーもある。内装のテキスタイルはぐっと渋く黒と灰色のモノトーンだが、反対に明るい飴色のフローリングにあちこちにポトスやオリヅルランの鉢が吊るされ、暖かい雰囲気を醸し出している。

　一見するとトレンディドラマのセットのようで、欠けているのは東京タワーやレインボーブリッジの夜景ぐらいだ。どんな女もこのマンションに連れてくると感心して、あとは口説き方次第なのだ。それが今夜はさっきまで遊び相手の女性がいたのだが、その気になれず、タクシーを呼んで帰した所だった。

（くっそーッ）

　もう一本バドワイザーのプルトップを開け、ぐいと一口飲んだ。

　つくづく午後の一件を思い返すと、腹が立つ。

　昼過ぎに芝元が第２外科の医局に電話を入れると、柴田は水泳部のコーチに出掛けたという話だった。

　ブラブラと体育館へ足を運び、観客席から柴田の様子を眺めていると、学生時代の色々なことを思い出して来た。

（そういやあ、あいつ、東医体で結構活躍してたんだよな……）

　アイスホッケーのシーズンは冬で、夏は体力トレーニングのみだ。アイホの場合は東医体も関東学生リーグも、試合は当然冬である。夏休みは結構暇なので、芝元は色々なクラブの応援に行っていた。

（あいつの試合にもわざわざ応援にいってやったっけ）

　実は柴田にも自分の応援を強要していたのだが、そちらはすっかり忘れている。

（そうそう、決勝で初めて見たんだよな）

　柴田が百ｍの決勝でスタートにつく水着姿に、えらく驚かされたのを思い出す。

　水泳部に元々女子部員でもいれば練習を見にもいったろうが、残念なことに男のみであったので、柴田の半裸はその時になって初めて見たのだ。半袖の体操着姿はそれまでも体育の授業で見ていたが、足も腕も細かったから、てっきりチビで痩せていると思っていた。ロッカーは一緒だったのに、そう言えば着替えるところの姿も記憶にない。

（あいつって、着替えんのもトロくて遅かったからなー……それで見たことなかったんだ！）

　それが、意外に均整のとれた筋肉美だった……。

　今日の昼、プールサイドで後輩の指導をしている姿はあのころと全く変わらなかった。

（だいたい、あのネクラ男を、俺は六年間も面倒をみてやってきたんじゃないか！）

（あいつが無事、卒業出来たのは、誰のお陰だと思ってんだよッ）

　そのあと、ロッカールームで冷たく「お前には関係ない」と突き放されて、怒りが爆発してしまった……。

（くっそーッ、言いたいこと、言いやがってッ）

　確かに自分は女遊びが激しかった。しかし今は随分自重しているのだ。それも散々柴田にイヤミを言われたせいで。

　ビールをガッと飲み干し、でかい手でアルミ缶を握り潰した。

（それを……てめーばっか、うまくやりやがってッ）

　論旨がすっかりすり替わっていることに、気づかない。

（なーにが「愛し合ってる」だよ！　ざけんじゃねぇ！）

　二人で仲睦まじく歩いていた姿を思い出すたびに、胸の中がカッと熱くなる。

「くっそーッ、あいつらッ、絶対別れさせてやるッ」

　なぜこれ程までの怒りをおぼえるのか、真の理由はまだその時には分からなかった。
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　月曜の夜、柴田が病棟から医局に引き上げると、残っている同僚が「柴田、放射線科の芝元先生から伝言だ」とメモを渡す。

（なんだよ……）

　折り畳まれたメモを見ると「土曜のことを謝りたい」とあり、内線番号が書いてある。

（随分、殊勝じゃないか）

　土曜の午後の芝元の乱暴な言動には、多少まだ腹を立てている。

（しょうがないか）

　謝りたいというのを無視する訳にはいかず、仕方なく電話をする。芝元はすぐ電話口に出ると、屈託ない声で「いやー、悪かったよ。でさ、お詫びに奢るから、これからどっか行かないか？」と誘った。

（これからか……）

　今夜は重要な仕事が詰まっていて抜けられないと、江森から聞いていた。

（ま、いいか……どうせ、メシ、食わなきゃなんないしな）

　ボソッと「分かった」と応じる。

「じゃあすぐ、そっちへ迎えに行くよ！　待ってろよ？」

　妙に上機嫌な声に、柴田は怪訝に思いながら受話器をフックに戻した。

（なんだ、あいつ……）







　芝元は行きつけの寿司屋へ柴田を連れていった。

　カウンターに席を取り、どんどん握らせ、柴田に勧めながら自分でもパクつく。

「もっと、食えよ」

　ビールをコップに注ぎながら言う。

「お前は学生時代からチビだったもんな。ぜーんぜん、変わんねーじゃねーか」

「……この年で背が伸びるわけ、ないだろ！」

　コンプレックスを刺激され、柴田はカチンときて芝元を睨む。

　ガハハと笑いながら、芝元は続けてアナゴを飲み込んだ。

「けど、お前は全然太んないな。俺、運動量減っちゃってさ。特に夏太りするから、これから気をつけなきゃ」

「夏太りぃ？」

　夏痩せならともかく……柴田はビールを一口飲み、隣の男を仰ぐ。

「……なんだよ、それ」

「ほら、冬はアイホの練習につきあってるから、結構カロリー消費するけど、夏は俺たち筋力トレーニングだけでシーズンオフだろ？」

「ああ！」

　柴田は眼を丸くした。

「お前もコーチ、してんのか？」

「まあな。コーチっつうか、俺の学年、抜けてからもう、成績ガタ落ちでさ。ヤキ入れてんだよ」

　芝元の同期には強力な選手が集中しており、Ｊ医大のアイスホッケー部は東医体で三連覇していた。

「そう言えば、二部リーグでも優勝したもんな」

　柴田は思い出す。

　関東学生選手権の二部で、Ｊ医大は単科大学の医学部として初めて優勝したのだ。

「俺のところも下の連中が全然駄目なんだぜ？　こないだタイム計ったら、もうお話になんないんだ」

「けど、『今時の若いもん』とか言うようになったら、終わりだな」

　卒業して三年しか経っていないのだがひどく懐かしく思え、柴田はなんだか浮き浮きして話し続ける。

　今までだったら大学時代のことは相沢への想いと直結していたから、こんな風に話題にするのは極力避けていた。卒業後同期の仲間とも顔を合わせなくなったのはそのせいだったと、柴田は今初めて気づいた。

「なんか、お前と話すのって、久しぶりだなー」

　しみじみ言うのを、芝元はアッケにとられて眺める。

（なんか、こいつやっぱ、変わったぜ）

　思いながら、腕時計で時間を確かめる。

（そろそろだ……）

　さりげなく「な、もっと話せる所、行こうか？」と誘導する。

「うん、いいよ」

　何の疑いも持たずニッコリ頷く柴田に、芝元はほんの僅かだが良心の呵責を覚えていた。

（けど、こいつの為なんだ！）

　素知らぬ顔で、柴田の肩に手をかける。

「じゃあ、俺がいつも行く所でいいな？」

「うん」







　芝元が選んだのは駅前のビルの地下にある「ラルク」という店だった。入り口は凱旋門を模したアーチになっていて、ゆったりとしたソファに大理石のテーブルという、スナックよりは少し高級だがクラブまではいかないという雰囲気だ。

　席と席の間には円柱の上に乗った彫刻、アイビーを絡ませた衝立や陶器の犬の置物などが巧みに配置され、うまい目隠しになっている。

　隅の席に柴田を押し込むと、芝元はボーイに「ボトル、入れるから。何があるんだ？」と尋ねる。

（え……行きつけの店じゃないのか？）

　怪訝な顔をするのを無視して、芝元は運ばれて来たマッカランでさっさと水割りを作る。

「飲めよ」と勧めた。

　そのうち飲みながら辺りを見回している柴田の耳に、何やら、聞き覚えのある声が届いた。

（え……？）

　物陰になっていて見えないが、広いフロアの反対側にかなりの団体客が席を占めている。座は盛り上がっているようで、女性の嬌声が聞こえた。

「江森クンって、ハンサムで誰にでも優しいんですものね、まったく何人の女性を泣かせたのかしらねー」

「ええっ、そんなこと、ありませんよッ」

（……江森？）

　芝元に気取られないよう、亀の子のように首を伸ばす。

　やはりこの席からは見えない。が、神経を研ぎ澄ませていると、雑音の中から会話が次第に繋がって聞こえ始めた。

　江森以外にも知っている声が交じっている。

（産科の……細井講師じゃないか？）

　どうもＪ医大の産科の病棟コンパらしい。

（重要な仕事……って……これかよ）

　接待はＭＲの重要な業務と、頭では理解している。看護師や女医が江森に色々話しかけているのが手に取るように分かり、柴田は唇を噛み締めた。知らない所で江森が女性達と歓談するのは仕方ない。

（けど……目の前では嫌だ……）

（だいたい、なんで同じ店で……）

　不運な偶然、と思いかけた瞬間、さすがのトロい柴田も、事の真相に気づいた。

　はっと顔を上げると、芝元と目が合う。芝元はニヤニヤしながらグラスを片手にこちらを眺めている。

「……ッ、芝元ッ」

　お前が仕組んだのかと言い出す前に、目の前の男は楽しそうに江森へと顎をしゃくった。

「ま、ＭＲなんて、男芸者だもんな。誰にだって、いい顔をするんだぜ？　お前にだって、薬でも使って貰おうって魂胆で適当に合わせてるだけなんじゃないのか？」

（そんな奴じゃない！）と言い返したかった……が、柴田はまた唇を噛んで俯く。

（五月は俺のこと、愛してくれてる）

　それは分かってる……でも……誰にでも優しいって、さっきも言われてたじゃないか……。美人の女医さんや、若くて可愛い看護師さんに迫られたら、

（断れないってことも、あるかも知れない……）

　だって、あいつは俺がシてって言って断ったこと、ないもの……。

（それって、優しいからだもんな……）

（イッカイだけって言われたら……しちゃうかも）

　いつものように思考は大きく道を外れ、ネクラの泥沼へ一直線だ。

　いたたまれなくなって柴田はさっと立ち上がる。そのまま黙って外へ出ていった。

　残された芝元はえらく焦った。

（な、なんだよ、あいつッ）

　言い返してくると思ったのに！　そうしたらもっとからかおうと、待ち構えていたのだ。

　急いで伝票をテーブルからさらうと、後を追った。

「待てよッ、柴田！」

　歩道を放心状態で歩いていた柴田は、その声に立ち止まる。

「なんだよ、急に帰るなんて！」

「……芝元……お……まえ」

　涙を堪えるのが精一杯で、小さな声しか出ない。

「え？　なに？　なんだって、聞こえねーな！」

（ホント、ネクラな野郎だな、もう）

　イライラして芝元は柴田の肩を掴み、振り向かせる。が、こちらを向いた柴田が今にも泣き出しそうなのでさすがに驚いた。何も泣かせるつもりはなかったのだ。

「なんだよ、お前！　泣くほどのもんかよ、こんなことぐらいでッ」

「こんなことって……お前にはそうかもしれないけど……」

　唇がうまく動かせない……柴田は無理やり言葉を舌で外へと押し出す。

「お前……は、いい……いっぱい恋人とか、友達とか、いて……でも、お、俺にはあいつしかいないのに……ひ、ひどい」

「ひどいって、俺がかよ？」

　なぜ非難されるのかと芝元は唸った。

「……そ……だ……お、おまえが……俺のこと、きらいって……知ってたけど……ここまでいじわるしなくったって」

「嫌い？　俺がか？　なに、言ってんだよ！」

（なんでこいつ、俺がこいつを嫌いって思ってんだ？）

　自虐的な柴田の思考回路は芝元には理解不能なのだ。

「お前なー、俺は親切で言ってるんだよ！　あんないいかげんな男はやめとけ！　俺がもっとお前にふさわしい奴を見つけてやるよ！」

　芝元は自信たっぷりに、柴田を引き寄せた。

「な？　前みたいにさ、俺の言うことだけ聞いてりゃいいんだって」

「バカッ」

　一言叫ぶと、柴田は身体を引き、睨んだ。

「お前なんかに、俺のことがわかるもんか！　ほっといてくれッ」

　思いっきりどなると、踵をくるりと返し、車道へと走り出る。

　手を挙げ、ちょうどタイミングよく停まったタクシーに飛び込んだ。

「おいっ、柴田！」

　すぐさまタクシーは走りだす。周りの人々は大声を喧嘩と思ったのか、仁王立ちしている芝元をぐるりと避けて通っていく。でかい男が腕組みをし、怒りの眼差しで車の走り去った方角を睨み、まるで弁慶の立ち往生である。

「くっそーッ、柴田の奴ッ、俺が分かってないだと？　分かってないのはお前の方だ！俺がどんなに心配してるか……」

　しばらくぶつくさ文句を言っていたが、ギャラリーの怯えた眼に気づき、自分も急いで「タクシー！」と合図した。
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「うわっ、もう十二時だ！」

　江森はミラージュのサイドブレーキを引き、キーを抜くと急いでドアを開けた。身体が半分出たところで思い出す。

「あ、いけない！」

　急いで助手席の小さな紙袋を引っ掴む。まだホヤホヤと暖かい。お土産の鯛焼きが入っているのだ。買ったのはだいぶ前だが、今までいた料亭の仲居さんが親切にも暖め直してくれたのだ。

（浩司さん、甘いものも結構いけるもんな）

　エレベーターの前へ行くと、二基とも上層階に停まっている。

（ええい、走ろうっと！）

　この前の週末は仕事が忙しく、すれ違いだった。もう四日も会っていない。一秒でも惜しく、走って五階まで上る。

　キーを開けて部屋に入った途端、パジャマ姿の柴田が玄関先に立っていて「五月！」と飛びつかれた。

　接待が終わった時点で「これから行く」と携帯で連絡は入れていたのだが。それにしても……疑問に思いながらも、ギュッと抱き締め「ごめんね、遅くなって」と囁く。柴田は何も言わず、江森の胸に顔を埋めている。

「浩司さん、お土産に鯛焼き買って来たけど、食べる？　あのね、有名なところのなんだよ？」

「……今はいい」

　せっかく暖めてきたのだがと、ちょっとがっかりする。

「お店の人が、冷めたらオーブントースターで焼くとまた美味しいって言ってたから」と言いながら、背中に回された柴田の腕を外そうとすると、いやいやと首を振ってますます力を込めてくる。

「浩司さん、じゃあすぐ、する？」

　嫌ともいいとも言わないが、俯いている柴田の首筋がぽっと桜色に染まる。ＯＫサインと受け取って、江森はひょいと柴田の身体を抱き上げた。途端、

「……え？」

　柴田は自分よりだいぶ華奢だが、男の身体だけあって女性を抱くような感触はない。ずしりと手に響く質量感なのだ。それが今日は今までになく軽く感じた。

　そう言えば身体を重ねてはいても、こうやって抱き上げたのは久しぶりだ。

（痩せたのかな……どうしたんだろう？）

　このところ忙しくて、あまり一緒の時間が取れなかった。

（ちゃんとご飯、食べてるのかな？）

　黙ったままの柴田を抱え、ベッドルームを目指して奥へと歩み入る。がらんとしたリビングの真ん中に、ブランデーボトルと飲みかけのグラスが乗ったロウテーブルが見えた。

「浩司さん、夕ご飯、食べたの？」

　心配になって聞いてみる。

「……ううん」

「駄目だよ、飲む時は何か一緒に食べなくちゃ！」

　鯛焼きを買って来たことを後悔した。

（何か、お寿司とか、ピザかなんかにすればよかった）

　今からセブンイレブンに出掛けて買って来る時間はなかった。もうお互いに高ぶって来て、限界なのだ。

　ベッドに柴田を横たえると、江森も素早く服を脱ぎ捨てる。今夜は泊まれないと伝えてある……二人とも時間がないことは分かっていた。前戯ももどかしく、江森は柴田の両足を抱えて持ち上げる。すると足が冷えきっているのに気づいた。

（そう言えば……）

　玄関に立っていた柴田は素足だった。

「浩司さん、ひょっとして、電話してからずっと、あそこで待ってたの？』

　何も言わずに潤んだ眼でこちらを見詰める柴田に問いかける。

「……五月」

　その問いには答えず、柴田は長い腕を差し伸べた。

　とにかく今は言葉より行為だ……思って江森は、中へ入って行く。緊張が抜けていないので、柴田の中はひどく狭い。

「浩司さん、力、抜いて？」

「……う、うん」

　前をいじってやってもなかなか熱は上昇しない。無理やり進めて痛みを与えたくないと、江森はちょっと高等テクニックを使うことにした。

　柴田のモノを指で掬い、付け根のちょうど恥骨の上の部分を親指でグリグリ押す。同時に下腹に力を込める。すると先端が中でビクビクと動き、柴田のＧスポットを内と外から圧迫する形になる。ここは柴田の一番弱い所だ。

「ああッ、ううんんッ」

　柴田は強すぎる快感に身悶える。見る間に先端から涙を流し始めた。逃げようとする身体を押さえ付け、江森は刺激を続ける。やがて内部が熟れて自然に開くのが感じられた。

　拒んでいた肉壁がとろりと柔らかくなって自分を受け入れる瞬間が江森は好きだった。

（もう、いいんだね）

　根元まで入れると、江森は柴田に口付ける。

　二人とも言葉を交わすことなく、ひたすら肉の確かさを求め合った。







　熱を吐き出すと、江森は柴田の身体を拭いながら確かめる。抱いた時も一回り小さくなって骨が当たるような気がしたが、改めて今見ても体重が落ちた感じだ。

「浩司さん、痩せたんじゃない？　駄目だよ、お医者さんのくせに自己管理ちゃんとしなくちゃあ」

　咎める口調に、柴田は首を横に振った。

「……俺、水泳部のコーチ、始めたからさ、脂肪が落ちたんじゃないか？」

（浩司さん、余分な脂肪なんて、ないくせに）

　江森は溜め息をつくと、柴田の額に口づけた。

　ふと、今の発言が気になってくる。

「あのさ、浩司さん、水泳部のコーチってやっぱ、水着でするの？」

「当たり前だろ」

「じゃあ、じゃあ……」

　たくさんのいやらしい眼をした男どもの中を、セミヌードでふらふら歩いている柴田の姿が眼に浮かんだ。

「ひょっとして、いつもの超ビキニ、着てんの、浩司さん？」

「超ビキニっつーか、まあ、競泳用だからな」

　その答えに江森は眼を吊り上げた。

「浩司さんッ、サポーター二枚着けてね？　僕、やだなぁ、浩司さんが人前で危ないカッコしてるのは！」

「何、バカなこと、言ってるんだよ！　下着ならともかく、競泳用の水着のどこが危ないんだよッ」

　呆れる柴田に、江森は思いっきりしかめ面になった。

（ホント、自覚がないんだから、この人はッ）

「浩司さんの水着姿なんて、もう、イケイケって感じだよッ！　僕だったら、その場で襲っちゃうよ！」

「アホか、お前は！」

　柴田は今日初めての笑顔になった。

「ああ、浩司さん……」

　その笑顔がどことなく寂しげにみえ、江森はぎゅうっと抱き締める。

「愛してるよ、浩司さん、もう、すっごく！」

　柴田は頬を染めたが、ふと江森を見詰める。

「……あのさ……お前……きのーはどこに行ったんだ？」

「東京フォーラムで医療器械の展示会の手伝い。そのあと、銀座で脳外科の教授の接待だったんだよ」

「そうか……それで、外だったから」

　不思議な独白に、江森は「どうしたの？」と柴田の顔を覗き込む。

「……いや……明日はどこ、行くんだ？」

「朝から二丁目の原整形外科のゴルフ接待ですよ？」

「……そーか」

　顔を曇らせたままなので、江森は怪訝に思った。

（このあいだ会った時も、どこいってたのかって聞かれたよな）

　以前付き合った女の子で、色々スケジュールを尋ねる子がいたっけ……

（浩司さん、何か心配してるのかな）

　男の場合、行く先をいちいちガールフレンドに尋ねられたらうざったいと感じることもあるかも知れないと、江森は思う。

　しかし……柴田は特別なのだ。はちきれんばかりの想いを身体に必死で溜め込む質である。余程の事がない限り、口に出すことはしない……そうやっていた為に初恋の人を失ってしまったのだ……。

（浩司さんを不安にさせるなんて、恋人失格だよ、僕）

　柴田の顔を両手で挟むと「僕、スケジュール表を渡しときますから」

と告げた。

「それから、携帯はずーっとＯＮにしておきますから。夕方じゃなくても、いつでもかけてきて下さいね？　ホントは浩司さんも携帯持ってれば、ＧＰＳで僕がどこにいるかわかるんだけどなあ」

「……俺は持たないし……けど、いいのか、仕事の邪魔に……」

　柴田の切れ長の眼に、不安の影が見え隠れする。

「ほ……ほんとに……いいの……か？」

「いいに決まってるじゃないですかぁ。そうだ、僕も留守電になるべくメッセージ、入れますから、ね？」

　そう言った時、柴田がぴくりと身体を震わせたのには気づかなかった。優しく柴田の足を折りながら、覆いかぶさる。

「あ……ああ……ッ」

　受け入れようと、柴田は自分から腰を突き出す。

「あ……ッ、五月ッ」

　高ぶってがくがく震える身体を、江森は宥めようと大きな手で摩ってやる。

「大丈夫だよ、浩司さん、落ち着いて、ね？　大丈夫だから……」

「……ん」

　見下ろすと、柴田が目尻に涙を滲ませているので驚いた。

「どうしたの、浩司さん？　何か、心配なことでもあるの？」

「……さつき……俺のこと……置いていかないで……」

　江森の問いかけには答えず、柴田は譫言のように繰り返す。

「大丈夫だよ、浩司さん、僕、どこにも行かないから」

　熱いモノを与えながら、江森は心配になっていた。

（今夜はずっと朝まで、ついていた方がいいかも知れない）

　明日はゴルフの接待で、朝早く出発しなくてはならないが……。

（いいや、ぎりぎりまでいよう！　朝早く出て行けば、きっと間に合うだろうし）

　決心すると、行為に没頭していった。







　熱が引き、満足して抱き合って微睡んでいると、柴田がぽつりと「……もう帰れ」と言った。

「え？」

「……もう二時過ぎだから」

　江森はそっと柴田の髪を撫でた。

「もう少し、いるよ、浩司さん。だから眠ってていいよ」

「嫌なんだ」

　きっぱりとした口調に、どうしたのかと江森は暗がりに目を凝らした。

　柴田は江森の腕から出ると、スタンドのスイッチをつける。

「支度、しろよ」

　追い立てられるように江森は身支度をすることになった。最後にネクタイを締めると、江森はベッドの傍に膝まづいて、柴田の手を握る。

「横になって、寝てよ、浩司さん。僕、浩司さんが眠ってから帰るよ」

　一瞬、柴田の顔が泣き出しそうに歪んだ。

「……違うんだ……俺、それが嫌だから」

「嫌って？」

「……俺、知らない間に、お前がいなくなるのは嫌なんだ……だから……お前が帰ったって、知ってたい」

「浩司さん……」

　もうどうしたらいいか分からない。だがこの場は帰るほかなかった。ぎゅっと身体を抱き締めると「それじゃあね、お休みなさい、愛してるよ」と囁く。

「……うん」

　小さな返事を確認すると、部屋を後にした。

（あんな思いつめた顔してるのに残して行くなんて……）

　エレベーターの中でも、江森の心は暗くなっていく。

（やっぱり、すぐ一緒に棲んだ方がいいよな）

（どうしたらいいんだろう）

（でも、どこに棲むんだ？　まだいい所、見つかってないのに）

　ミラージュの運転席に身体を押し込めると、江森は深く溜め息をついた。

　江森が考えている同棲の構造は、柴田の考えとは大きく異なるのだった。
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　翌朝、江森は五時に得意先の整形外科病院へ車を回した。

　市内の個人病院は週の半ばの木曜日に休診する所が多い。ウィークデーはゴルフチャージも安いので、ゴルフ好きの医師達は、よく木曜日にプレイするのだ。

　今日は那須高原のカントリークラブだ。一番の組となると八時半スタートなので、五時には出発しなくてはならない。今日のメンバーはもう五十代半ばの院長と事務長、それに近くの仲の良い歯科医夫婦と歯科技工士二人という顔触れで、江森は院長と事務長のアッシーである。

　いつものゴルフ仲間なのでハンディも二十前後で揃っており、ラウンドを終了したのはまだ一時半だった。「もうハーフ」と誰か言い出さないかと、江森はひやひやしたが、年配の者が多かったため、本日のプレイは終了となる。

　とんぼ返りで病院まで二人を送り届けても、その後オフデューティという訳にはいかず、江森は会社に帰って内勤に励んだ。が、これも却って有り難い。

（週末は、絶対浩司さんと過ごす！）

　固く決意している。

　今日は第２外科で大きなオペがある日だ。明日の金曜日は勉強会が遅くまであるから会えないという話を聞いていた。しかし、明後日の土曜日は二人ともフリーだ。それまでに出来るだけ仕事を片付けておきたかった。

　先日耳鼻科の医局でおこなった新薬の説明会の報告書をまとめ、上司の判を貰い、その足で経理へと必要経費の領収書を提出する。

　ほっと一息ついて営業部に戻ると、いつもの飲み仲間が四人、待っていた。

　リーダー格で五歳年上の佐々木ががっちりした体躯を捻って振り返り「ちょっとガソリン、入れようぜ」と大きな手を軽く振って誘う。

「そうですねぇ」

　腕時計を見ると、九時近い。

「あと少しで終わりますから、先、やってて下さい」

「じゃあ、『栄』でな」

　近くの焼鳥屋に決めると、江森はラストスパートに入った。







　「栄」は飲み助の加藤が最近開拓した店で、寡黙な痩せた親父と陽気な太ったおかみさんが二人でやっているという、典型的な飲み屋だった。

　内部はカウンターに追い込みの座敷席がいくばくかという狭いものだが、清潔で明るく、女性客も多い。焼き鳥の他の唯一のメニューはおでんで、これがまた美味いので、店はいつも満員だ。人手が足りないのでビールとお酒はセルフサービスである。酒は大吟醸の樽酒が一種類で、客は自分で升を持っていって注ぎ、自己申告するのだが、この酒がまためっぽう美味く、これでは客が皆、短時間に出来上がるのは無理もなかった。ビールの方は、卓に転がっている空き瓶の本数で数えるという訳である。

　江森が三十分後に顔を出すと、やはり皆、出来上がっていた。

「僕はねぇ、手羽とネギマを五本ずつ、おでん一皿、あと、煮玉子もね！」

　座敷で乾杯しながら、江森は大声でおかみさんに注文する。

「ここの煮玉子、美味しいんですよねー」

　持って来たおかみさんに言うと、

「当たり前さ、うちの卵はそんじょそこらのとは、違うもの！　放し飼いにしてる有精卵だからね！」

　おかみさんは、ボリュームたっぷりの胸を突き出した。

「エモちゃん、たんとお食べ！」

　ここでも江森は、おかみさんに可愛がられているのであった。

　ビールを飲み干して、江森はやっと人心地がつく。皆の顔を見た。

「佐々木さん達も、残業、遅くまでしてるんですねー」

「まぁな。ほら、土日はやっぱ、空けたいからな」

「そっかー、ファミリーサービスがありますもんねー」

　江森を除いて、今日のメンバーは全員が既婚者である。愛妻家の佐々木の言葉に、江森は大きく頷いて付け足した。

「そーですよねー、僕も浩司さんと会いたいから、週末は絶対、確保しようと思ってるもの！」

　その一言で皆、ウッとなったが、却って緊張の糸が解れた。江森が会社のテニス大会の時男性を恋人として紹介したのは、飲み友達は皆、知っていた。カミングアウトしたも同然で、しかしこの明るくて気のいい同僚を気持ち悪いと思うことは出来なかった。

　その後どうしているのかと皆の興味は尽きなかったのだが、おおっぴらに尋ねる訳にもいかず、なんとなく消化不良の状態だったのだ。

　江森本人の口からケロリと名前が出たことで、「うまく行っているらしい」という事は分かった。

　それが良いことなのか悪いことなのかは決めかねたが、とにかく現在あいつが幸せでいるならありのまま受け入れようぜ、とは、江森が席に加わる前に佐々木が提案し、全員の意見の一致をみた所だったのである。

「あー、そのまぁ、そりゃー、恋人と一緒にいたいもんなー、ハハハハ」

　加藤がフォローし、江森を除いた全員はいっせいにグラスを傾け、尋ねたいこと・言いたいこと、全てを酒とともに飲み込んだ。

　しばらく宴が進んだ頃、江森は「加藤さんとこも、ファミリーサービスですか？」と尋ねた。

　加藤は大学時代演劇部に所属し、卒業後、劇団の下積みをやっていた。純和風のきりっとした顔でサムライなどをやったらハマリ役なのだろうが、残念ながらあまりそういった役は多くない。ついに芽が出ずに諦めて就職を選び、富士製薬に中途採用されたという変わり種である。元演劇部だけあってトークは巧く、声優なみの美声なので、ＭＲは天職とも言えた。入社は佐々木の半年下なのだが、年齢はだいぶ上だ。小作りの身体に四角い顔が乗り、小学生と幼稚園の娘の優しいお父さんである。

「それがなー、ほら、女の子向けのアニメがあるだろ？　なんか、五人ぐらいいて変身して闘う。それのミュージカル版に、今度の日曜、連れてくって約束しちまってなー」

　加藤は溜め息をつく。

「ゴジラとかガメラとかなら、俺も楽しめるんだけどな。ミニスカートの美少女戦士、って、ありえないって。しかも帰ってから、再演を強要されるんだぜ？」

　加藤が愛娘の前で、美少女戦士を熱演している所を想像し、しばらく皆、腹を抱えて笑った。

「落合んとこだって入り婿みたいなもんだから、土日は気疲れするんじゃないか？」

　加藤は苦笑いしながら、同僚に話を振る。同僚の落合はぽっちゃりとした顔にコアラのような細い眼で、羽織り袴を着て扇子を持ったら落語家で通りそうな男だった。

「それ程でもないよ」

　あっさりとした返事に、周りは拍子抜けした。

　落合の妻は一人娘で、二世代住宅に妻の両親と住むことが結婚の条件だと聞いていた。事情はもう少し複雑で、妻の母親はその姑をもう十年も介護していた。落合の妻はその手助けをしており、自分はこの家を離れる訳にはいかないと言ったのである。誰にも話していないことであったが。

　江森は迷いながらも、思ったことを口に出す。

「でも……落合さん、肩身狭いとかないですか？」

「肩身？　何でだよ？」

「だって、おうちも建てて貰って、そこに入った訳ですよね？　なんか、お嫁さんのうちに、みんなやって貰って、ちょっと……」

　周りの者にお気楽なマスオさんと思われても何の苦にもならないので、落合は「いいや」と答える。

「すげー便利だぜ？　俺、大事にされてるしさ」

「でも、僕だったら……やかな、やっぱり……」

　江森は俯くと、手の中の升に視線を落とした。

　それは今、一番江森の心の中で、ひっかかる部分だった。

「なんか……ずるずると、相手の家に入り込むのって、僕、嫌なんです。だって、一緒に棲むのって、男にとっては一国一城の主になるってことでしょう？　やっぱ、自分の力でやり遂げたいって言うか……」

　迷いがあるからこそ、こうやって自分に納得させようと口に出しているというのは、江森にも分かっていた。

（浩司さんのマンションに棲むのは簡単だけど……）

　聞いていた佐々木が「お前、それはつまらないプライドって奴だ」と口を挟む。

　今のやり取りで、なんとなく状況が分かって来ていた。佐々木は大学に在学中、年上の女性と周囲の反対を押し切って駆け落ち同然に結婚していたのだ。

「こだわるだけの理由が本当にあるんなら、話し合った方がいいけどな。その前にちゃんと考えた方がいいぞ。なんとなく世間体で思い込んでいるイメージなんじゃないのか？」

「はぁ……イメージですか。それはそうかも知れませんが……」

　江森は素直に感心した様子で佐々木を見つめ、考えを巡らせる。

　江森の父は働きづめに働いて早くに亡くなってしまったのだが、小さいながらも一戸建の家を家族のために用意していた。その為か、江森には一人前の男とはそういったものというイメージが漠然とあった。

（大丈夫かな、こいつ……）

　佐々木は太い眉を上げ、江森はやはり難しい恋をしているのかも知れないと思った。

　なかなかの苦労人の佐々木は、元気いっぱいで悪気のない仕事熱心なこの後輩を買っていた。男と付き合っているというのを無条件に奨励は出来ないが、江森が後悔するようなことはして欲しくないと思っている。

（男のプライドってなかなか厄介なもんだからなあ）

　若い江森にいきなり人生の真実を突き付けても仕方がないと、まず初歩的なところから話し始める。

「現実には出会った相手の事情が色々あって、二人の生活の形が決まってくるもんだろ？　通勤に都合のいい場所だって何だってそうだろ？　もちろん家賃もそうだけど、何が必要なのか、優先順位ってもんがあるんだよ。幸せに暮らすっていうのは、観念的なもんじゃないからな」

　説得力もある佐々木の言葉に江森も自然に頷く。だが、それならば自分がどうしたらいいのかまではすぐには決められなかった。

　落合も佐々木の言葉を継いで「大事なのは一緒になることで、どこに住むかなんて、二の次だろ？」と言う。

「俺らの親のころは『二人口は食える』って言ったが、今はそんなの、通用しないらしいぞ」

　佐々木が返す。

「もう四畳半に銭湯がよいなんて死語の世界なんだそうだ」

「僕、それならいっそ、それでもいいんです……」

　俯いたまま、江森は想像してみる。

（銭湯は、浩司さんと一緒に入ったら、僕、勃っちゃうから困るけど）

　江森は柴田と一緒なら四畳半でもかまわない。しかし医者の柴田を安アパートなんかに住まわせる訳にはいかない……今のマンションより落ちる所だって駄目だ……そんなの、沽券にかかわる……。

　佐々木は黙り込んでしまった江森をじっと見つめる。

「俺はかみさんが資格を取るまでの二年間、大学を休学して生活費を稼いだんだ。で、かみさんが就職してからは、あいつに食わせて貰った。学費も出して貰ったし。それでメンツが潰れるとかは、思わなかったよ」

　初めて聞く話に、江森は驚いて顔を上げる。すると太縁の眼鏡の中の、実直そうな佐々木の眼に出会った。

「あのな、自分にとって何が一番大事かってことなんじゃないか？」

　その場の仲間達は思い思いに頷く。それでも江森はまだ胸の中のもやもやが晴れず、沈黙を守った。

（何が一番大事って……一番大事なのは、浩司さんに決まってる……でも……）







　別れて寮に帰る前、江森は柴田のマンションまで足を延ばした。

　十一時をとうに過ぎて通りに人影は無く、マンションや家々の窓も明かりは消えて、辺りはすっかり暗い。その中で近くのコンビニだけが光りを集めている。ジーンズやつなぎなどの若者が店内や店の前の歩道に群れ集って、ピッチで声高に話している声も聞こえる。

　その前を通り過ぎて、大きな日本家屋にさしかかる。この間までは玄関先のつつじが満開だったのに、もう散って、替わりに垣根のつるバラが沢山の花をつけていた。

　江森がマンションの玄関先で見上げると、五階の柴田の部屋は暗い。

（まだ、帰ってないんだ……）

　内ポケットから携帯を取り出す。

（メッセージ、入れておこうかな）

　プッシュボタンを押し、コール音が三回鳴ったところで、気が変わって止めた。

（昨日、会ったし、今日は遅くなるって言ってたもんな……明日にしよう！）

　佐々木達に助言されたことで、胸の中の迷いは大きくなっている。

　佐々木は別れ際に「男のプライドなんて、馬鹿みたいなもんだよ」と言った。「お前の一番大事なものは何だ？」とも。

　家に帰り、持ち帰った仕事を片付けながら江森は深く考え込んだ。

（大事なのは浩司さんに決まっている……）

　でも、どういう形で実行すればいいのだろう。

　柴田を熱烈に愛し、求めている。いつだってできるだけ傍にいたかった。柴田の報から言ってくれた今では、一日も早く一緒に暮らしたいに決まっている。

　こんなに深く恋したことはなく、こんなに真剣に求めた人はいない。執着のあまり、嫉妬のブレーキが効かなくなるほどだ。

　誰にも渡したくない……完全に自分のものにしたかった。

　年上で優秀な医師の柴田だが、江森からすれば自分だけに見せてくれる素直な顔がかわいくてたまらないので、守ってあげたいという気持ちも強い。本当に純粋で、時には痛々しいほど繊細で、危なっかしくも見える。

　世間知らずの柴田を支え、庇ってあげたいという思う自分が、柴田の経済力をあてにするようなことをするのは、どうしても気持ちがそぐわなかった。

（二人の生活の形は、出会った相手の事情による、か……）

　佐々木達に言われた通り、幸福に決まった形などはない筈だ。

　自分の家だって、父親が早く亡くなり、母と姉が生計を立てていた。

（浩司さんが女だったら……）

　それはあり得ないことなのだが……江森は思考し続ける。

「却って、気にならなかったかも知れない……」

　働く逞しい女性達を身近に見ていたから。

（僕とおんなじ男だから……だから僕、嫌なのかも……）

　そこまで考えると、江森はドキリとした。

　今までそんなことは考えたこともなかった。

　３高の柴田に対して（背が低いから、２高かな、と江森は訂正する）、無意識にコンプレックスを感じているのだろうか。そんな事はない、と思いたいが……。

　自分の卑屈さに気づいて、江森はちょっと惨めな気分になる。

　バタバタとノートを閉じ、セーブをかけると、コンピュータの電源を切った。

（も、いいや！　とにかく寝よう！　明日、考えられることは、明日、考えよう！）







　暗がりの中、コール音が鳴った。ソファで怯えた小動物のように丸まっていた柴田は、びくりとしてロウテーブルの上の電話を見詰める。しかし三回鳴ったところで切れ、ほっと肩の力を抜く。

　クッションに頭を落とし、出来るだけ足を縮め、両腕で自分を抱える。ぎゅっと眼を瞑り、胎児のような姿勢で浅い眠りが訪れるのを待った。
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　三病棟のナースステーションで、柴田は充血した眼をしばたたかせながらカルテを書いていた。

　金曜の夜で、病棟には多くの見舞い客が訪れて辺りは騒がしい。目的の人物がどの病室にいるのかと看護師に尋ねる人も多く、入院患者達が比較的落ち着いている割に、いつもよりナースステーションはてんてこ舞いだ。

「柴田先生」

　男の声に、びくりと柴田は顔を上げる。

　ナースステーションの戸口に、水泳部の後輩の高柳が立っていた。

「先生、明日もコーチ、来てくださいますよね？」

（……コーチか……ちょっときついけど）

　柴田は無理やり笑顔を作って、「ああ、行く」と答える。

「じゃあ、お待ちしてます」

　高柳が去り、柴田は溜め息をついてカルテを閉じた。

（……今日は帰って休もう）

　今夜こそは、ゆっくり眠りたい……。しかし昨日のオペ患の尿量が少なく、気になっている。先程、利尿剤を増やす指示は出したのだが……。

　ちょうど入って来た近藤師長に「俺、もう帰るんですけど……ポケベル、空いてますか？」と尋ねた。病棟には幾つかオンコール用のポケベルがあり、医者が借りられるようになっているのだ。

　残念ながら全部出払っていて、師長はまじめな顔で「よそから借りて来ましょうか？」と言う。柴田は一瞬迷ったが、そこまでしなくてもと思い、断ることに決めた。

「……いや、いいです」

「でも、どこかお出掛けなんでしょう？」

「……いいえ、家にいます」

（オヤ）と師長は疑問を持つ。

「それじゃあ、連絡はご自宅に電話すればよろしいんじゃないんですか？」

　何か言いたげに柴田の口が動くのが、近藤師長には見えた。しかし柴田は俯くと、「ええ」と一言残し、ナースステーションを出て行く。

「どういうことかしらね……」

　このところ柴田の落ち着きがないのは、三病棟の看護師全員が感じていた。

　疲れた顔をしていて、ポケベルを借りようとする……ということは、江森からの電話に出たくないのでは、と師長は頭の中で素早く推理を展開する。

「また夫婦喧嘩ですかねぇ……」

　これは江森に意見せねば、と師長は思った。







　江森は病院の待合室を速足で歩きながら、腕時計で時間を確かめる。

（うわっ、七時だ、急がなくっちゃ！）

　今夜はこれから整形外科の医局で、徹夜マージャンに付き合わなければならないのだ。講師の赤松以下、医局員は皆マージャン好きで、月に一度は大々的に開かれ、ＭＲ達はしょっちゅう付き合わされていた。

「その前に、あれ、買っておこう！」

　差し入れも兼ねて、病院内の売店でスタミナドリンクを買うことにする。

　一ダース入りのカートンをぶら下げて外へ出ると、なんと三病棟の近藤師長が怖い顔で立っていた。

　江森が院内に姿を現した途端、情報が三病棟にもたらされたのだ。

「えー、江森さん、このところ、いかがですか？」

　端から夫婦喧嘩はいけませんと言う訳にもいかず、師長はまず探りを入れる。

「えっと、まぁまぁです」

　戸惑いながらも江森は明るく笑って答えた。

（……思い過ごしですかねぇ）

　この男はウソをつける程の複雑な頭はしていないのだと、師長は考える。

「まー、それならいいんですけど、柴田先生が今日早く帰りましてね。また何か具合でも悪いのかと心配したんですよ」

　江森はその言葉に急に不安を覚えた。

　今夜は若手医師の勉強会のある日だ。真面目な柴田がそれに出ないで帰るなんて……よっぽど具合が悪いに違いない。

「早く帰ったって、いつです？」

「もう、一時間ぐらい前ですかね」

「僕、すぐに電話してみますよ」

「そうしてあげてください。何かあったら自宅に電話するよう言ってましたから、きっともう帰ってるでしょう」

　師長の方は心底心配そうな江森を確認し、一安心した。

（これなら大丈夫でしょう）

　にっこり笑って江森の背を叩く。

「しっかり、おやんなさいよ！」

　師長と別れた江森は、急いで医局のある研究棟へと向かった。病院棟では携帯使用禁止なのだ。

　ロビーの真ん中で、ちょうどエレベーターから降りて来た痩せた小柄な田辺という年配のＭＲに出くわした。

（あ、田辺さん）

　江森がぺこりとお辞儀をすると「お、いい所で出会ったな！」と田辺の方から口を開く。

　田辺は大手製薬会社のこの地区の営業所長で、もう外回りをする年ではないのだが。特別にＪ医大を担当していた。

　江森の前任者の吉岡は長年Ｊ医大を担当し、学会の手伝いから教授就任のパーティのノウハウまで、生き字引とも言える存在だった。そのため、数年で交替する他社のＭＲから頼りにされていた。吉岡が交替になった時、内科の医局から事情に通じている人がいないと困るという話が出、既に営業から離れていた田辺が特別にＪ医大の内科だけ担当することになったのだ。

　田辺は吉岡とも年が近く、仲が良かった。吉岡には「江森の奴を宜しく頼む」と頼まれており、明るく元気な江森をかわいがっている。このところＭＲ達の間の妙な噂を聞いて、江森に知らせようと思っていた矢先だった。

「江森君、ちょっと」

　田辺は江森の腕を掴んで、ロビーの隅へと行く。

「何ですか、田辺さん」

　田辺は禿げかかった頭をハンカチで拭き、ついでに眼鏡も外して拭く。

「あのな、江森君、君、芝元先生って知ってるか？」

「え？」

　江森は眼を丸くする。無論、その名前は、柴田の口から出たあの男に違いない。

「えっと、お目にかかって挨拶をしたことはありませんけれど、名前だけは。放射線科のドクターでしょう？」

「うん……そうなんだが……」

　知らない相手ならいったいなぜ、と、なおのこと田辺は当惑顔になる。

「君、何かその先生の恨み、かってないかね？」

「ええっ、だって存じ上げてないんですよォ、僕？」

「そうなんだよなー」

　田辺は溜め息をつく。が、この際、はっきり伝えておいた方がいいだろう。

「実はＭＲ達何人もが、その先生に君の動向を聞き出されてるんだよ。今日、どこへ行くのか、とか、明日の予定を教えろ、とかな」

「ええ？」

　ふと江森の頭に柴田の不安そうな顔が浮かぶ。

「明日の予定は？」とか細い声も聞こえたような気がした。

（……まさか？）

　疑惑はまだぼんやりとしてはっきりとした形は取らないが、とにかく今すぐ、柴田に連絡をしようと江森は決心した。

「田辺さんッ、すみませんけど、ちょっとここで待ってて下さいッ」

　目の前の公衆電話に飛びつく。何回かコール音が鳴って、江森の耳に録音された女性の声が聞こえた。

「……ただ今、留守をしております。ピーッという信号音が鳴ったら、お名前とメッセージを入れて下さい」

　聞きながら、江森は『どういうこと？』と思った。

（だって、さっき、師長さんが帰ったって……どこか、出掛けてるのかな？）

　とにかく不在なら仕方がない。ピーという信号音が鳴り、

『メッセージだけ、入れとこう』

　江森は、「浩司さん？　僕だけど……」と喋り始める。すると受話器を取るカチリという音がして、小さな声が聞こえた。

「……お前……だったのか……」

「浩司さん？　いるんじゃないの！　どうしたんだよ、留守電なんかにして！」

「あ……だって」

　柴田の声は今にも泣きそうだ。

「……こ……しとかないと……いつまでも鳴ってるから……」

「なに、訳の分かんないこと言ってるの！　浩司さん！　浩司さん、返事してよ？」

　江森の焦りをよそに、柴田の声はどんどん小さくなる。

「……さつき……も……切る……でないと……また」

「浩司さんッ、今すぐ、そっちいくよッ」

　受話器を置くと、江森は田辺の元へと飛んで行って腕を掴んだ。

「田辺さんッ、お願いですッ、替わりにマージャン大会、出て下さいッ」

　江森の真剣な顔に田辺はつい「いいよ」と答えてしまう。

「ありがとうございますッ、この通りですッ」

　江森は頭が膝に付くほど上体を折り曲げると、持っていたスタミナドリンクのカートンを差し出した。

「一生、恩に着ますッ」

　自分の歳と体力を思い出し、田辺はもう少しで「やっぱり、やめる」と言う所だったが、江森の必死の形相にドリンク剤を受け取った。

（仕方がない……吉岡にも頼まれてるしな）

　いつも率先して大変な仕事を引き受ける江森が代役を頼むのなら、それはよっぽどのっぴきならない事情に違いないのだ。







　マンションのエントランスに駆けつけ、見上げると、五階の柴田の部屋は昨夜と同じに真っ暗だ。

（どういうことなんだ！）

　今までにない不安な気持ちが沸き起こる。

　どこか自分の知らない所で恐ろしいことが起きているのではと、江森は全身が冷たくなった。そういえば最近の柴田の言動も、今にして思えば、おかしかったのだ。

（なんで気が付かなかったんだ！）

　階段を駆け上がり、合鍵で扉を開ける。靴をもぎ取るように脱いで、真っ暗な中、リビングへと走った。

「浩司さん、どこにいるの？」

　窓にはカーテンが引かれ、ロウテーブルに置かれた電話の留守録のランプだけがチカチカ光っている。

「浩司さんッ」

　暗がりに眼が慣れ、ソファに横たわる人影に気づいた。黒い影はピクリと動き、「……さつき」という掠れ声が帰ってくる。

「浩司さん！」

　飛んで行って傍に膝まづき、柴田の身体に手をかけた。

「どうしたのッ、電気も点けないでッ」

　柴田はうっすらと眼を開けた。

「……だって……いるのがわかっちゃうと……沢山、かかってくるんだ……あいつから」

「言ってること、訳、分かんないよ、僕！　どういうことなの、それ！　あいつって誰のことだよ！」

　抱き起こし、頭を抱えた。その瞬間、ロウテーブルの電話が鳴る。柴田はぶるぶると震え始めた。

　留守録のアナウンスが流れ、信号音のあとに、低い男の声がした。

「おい、柴田、江森の奴、今日は整外のマージャン大会だそうだ。でも女に会ってるかも知れないぞ、確かめとけよ？」

　カチリと切れた。

　江森は腹の底から吐き気が込み上げて来た。今まで聞いたことが積み重なって、一つの真実を江森に教えようとしている。

「浩司さん……あいつに嫌がらせをされてるんだね？」

　ぴくりと柴田の肩が震え、肯定をあらわす。

「ずーっと、こうなの？」

　柴田は黙って頷いた。

「いつも、何、言われてるの？」

　か細い声が柴田の口から流れる。

「……お前のこと……何時に、どこで……看護師と話してたとか……女の人と、スナックにいた、とか……ま、毎日、何回も……」

「うそ……」

　信じ難い答えに、江森は怒りで顔を歪ませる。

「それで聞きたくなくて、いても留守電にしてるんだね？」

「……ん……でも……録音されて……」

「電話線、抜いちゃえば良かったのに！」

「……んな訳、いかない……病院からかかってくるかも知れないし」

　電話番号を変えるという考えがすぐ浮かぶ柴田ではないのだ。江森はもっと前に気づいてやればと胸が苦しくなった。

　柴田の身体を抱え直し、顔をこちらへと向ける。

「なんで早く、僕に言わなかったんだ！」

　つい咎めるような口調になってしまい、

「だって……」

　柴田は泣きそうな声になった。

「んなこと気にしてるって言ったら……お前のこと、俺、疑ってるみたいだから……」

　声を震わせる。

「……んなの……俺、嫌で……お、お前のこと、俺、信じてるよ。でも、俺、ほら、ネクラだからさ……バカみてーだよな、じ、じぶんでもいやんなっちゃう」

　言いながら無理やり笑顔を作ろうとするが、却って泣いているようにしか見えない。江森は言葉を失って見詰めるだけだ。黙ったまま胸の中に柴田を抱いた。柴田はぶるぶると震えている。しばらく黙っていたが、胸の中から籠もった声で話し出した。

「ご、ごめんな、俺……こうやってると、へーきだけど……」

　次第に涙声になっていく。

「ひ、ひとりでいると、なんか、心配になっちゃってさ……ほ、ほんとは、いっしょに棲みたくないのかとかさ、……お、おまえがどこか、行っちゃうよーな気がしてさ……」

「大丈夫だよ、浩司さん、僕、どこへも行かないから！」

　江森はぎゅっと抱き締め、背中を摩ってやる。が、柴田の震えは収まらない。

「……し、しってる……けど……お袋も、そー言って……いなくなっちゃったんだ……どっこも行かないって約束したのに……ガ、ガッコから帰ったら、もう……」

　その瞬間、江森の心は決まった。

（僕が悪いんだ、こんなに心配させて！）

　柴田の肩を掴み、胸から引きはがすと、驚いた顔になった柴田を真剣な顔で覗き込む。

「僕、ここに越してくるからね」

「え……こしてくるって」

　言われた事がすぐには理解できず、柴田は口の中で繰り返す。

「で……でも……きょ、きょかは？　会社の許可、貰わなきゃ……でないと評価にさわるから」

　心配そうに口ごもる。

「お前、許可……」

　それは江森が苦し紛れについた嘘なのだ。江森は自分で自分の頭をぶん殴りたくなった。

（この人に、こんな思いをさせて……僕ってサイテーだ！）

　一番大切な物は何か、よく考えろと佐々木も言っていたじゃないか！　最初から答えは決まっていたのに。

「いいんだよ、もう、そんなこと。僕は浩司さんが一番大切だから！」

　きっぱりと宣言する。柴田の顔がくしゃくしゃに歪んだ。

「ほ……ほんとか？　お前、ここに……」

　突然柴田は呻き声をあげて、江森にしがみつく。

「五月ッ、五月ッ、俺……アアッ」

（また発作だ！）

　時折見せる、感情の嵐の発作なのだ。江森は柴田を抱くと、ベッドへと運ぶ。

「大丈夫だよ、浩司さん、僕、ここにいるから」

　苦しむ柴田の耳に口をつけ、大声で話しかける。服を脱がせた。

「愛してるよ、浩司さん！」

　肌と肌を合わせ、深く身体を繋ぎ、自分の熱を与える。注ぎ込まれる愛の確かさに、柴田は歓喜の声を上げ、何度となく熱を放出した。







　江森は柴田の髪を撫でながら、冴え切った眼でじっと暗闇の中の何物かを睨みつけていた。

　柴田はセックスの満足感と久しぶりの安堵から、江森の胸にぴったり頬を寄せ、深く寝入っている。

　先程もう眼も開けられない程疲労しながらも、眠りにつく前に、江森にせがんでリビングの電話を寝室に動かしてもらっていた。

「いいじゃないの、今夜ぐらいは。ちゃんと休まなきゃ、駄目だよ」

　と言っても、

「でも、病院からかかってくることがあるから」

（こういう人だから、何もかも自分で抱え込んでしまうんだよな……）

　溜め息をつきながら、髪を撫で続ける。

（けど、今、病院から呼ばれても腰が立たないよな）

　思いついて、くすりと笑った。

（そうしたら、僕がダッコしてってあげようっと）

　近藤師長はびっくりするだろうが。

　と、サイドテーブルに置いた電話のコール音が鳴った。

「……え」

　深く眠っていた筈の柴田が、びくりと身体を震わせる。

　ピーという信号音が鳴り、また低い男の声が聞こえた。

「柴田、お前、今、一人なんだろ？　ほんとは捨てられたんじゃないのか？」

　無遠慮な笑いが間に入る。

「さみしけりゃ、俺が行ってやろうか、え？」

　カチリと通話が切れ、

「さつき、さつきッ、どこ？」

　柴田は眼を閉じたまま、譫言のように名を呼び始める。

「浩司さん、大丈夫、ここにいるよ？」

　すぐ後ろに熱いモノを与える。

「ね、大丈夫でしょう？　ここにいるよ、ホラね？」

「……あ……んッ」

　柴田は存在を確かめるように、しばらく自分で締め付けていたが、そのうち落ち着いたとみえ、再び眠りに落ちていった。

　江森は体勢を入れ替え、柴田を自分の腹に乗せると、揺らしてやった。固いモノを飲み込んだまま、柴田は揺り籠の中のように揺すられ、微笑みながら眠っている。

（まったく、もう……なんて奴だ）

　柔らかな肉に自分を深く埋め、腰を回し、ほのかな快感を楽しむ一方、江森は怒りを全身にみなぎらせていた。

（あの男……絶対に許さない）







　翌朝、先に起きた江森がシャワーを浴びて戻ってくると、柴田は落ち着いていてベッドの上からはにかんだような笑顔を見せた。

「浩司さん……良かった……」

　江森は嬉しさが込み上げて、傍へ行くと身を屈めて額にキスを落とした。

「……ごめんな、五月」

「何も言わないでよ、浩司さん」

「ううん、俺、もう平気だ」

　柴田はしっかりとした表情で、江森を仰ぐ。

「だから、お前、気にしないでくれ。お前にはお前の事情が……」

　言いかける口を、江森は唇で塞ぐ。しばらく舌を絡めたあと、江森はわざと恐い顔をしてみせる。

「僕には僕の事情があるのは、当たり前だよ。でもねー、一緒に棲もうって決めたんだし、愛し合ってんだから、僕、早く一緒に棲みたいんだよ。とにかく、浩司さんが嫌って言っても、僕、明後日の日曜日に越してくるよ、いいね？」

「……うん」

　柴田はひどく嬉しそうな顔になった。

「それより、浩司さん、立てる？　やり過ぎて、腰、抜けちゃってない？」

「バ、バカッ」

　恥ずかしそうに背を向ける柴田に、江森は覆いかぶさった。

「浩司さん、かわいい……もう一回、いい？」
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　三時を回って土曜日なので放射線科の外来は検査を終了し、ガランとしていた。

　看護師の栗原は検査報告書の整理に余念がない。

　依頼を受けた科別に分け、写真と報告書をセットにして大きな茶色の封筒に入れる。電子化されているとはいえ、紙でも保存して置かねばならないのだ。

「あの、すみませんが」

　大柄な若い男が、廊下から入って来た。

（あら？）

　外来患者であれば、もう終了しましたと言うところだが、男はぴったりとした焦げ茶色のスーツにブリーフケースで、これはもう営業マンとすぐに見当がついた。顔に見覚えもある。

「……江森さんでしたっけ？」

「え？　ああ、そうです」

　江森は名指しされ、ちょっとどぎまぎした。

（なんで僕のこと、知ってるんだろう）

　製薬会社のＭＲはあまり放射線科とは縁がない。フィルム会社や医療器械の営業マンの方が、放射線科とは関係が深いのだ。

　実は栗原が江森を知っているのには訳があった。栗原の親友の看護師が三病棟勤務なのだ。寮の部屋も隣同士で、柴田と江森は茶飲み話によく出ていた。

「何か御用ですかー？」

　栗原はにっこりする。噂のカップルの片割れに接近遭遇出来るなんて、運がいい。少し年上らしいすらりとした機敏そうな看護師にひどく楽しそうに見つめられてしまい、江森としては何だか気になるものがあったが、今はそんなことにかまってはいられないのだ。

「あの……芝元先生はいらっしゃいますでしょうか？　お会いしたいんですが」

　丁寧に言いながら、江森はポケットから名刺を出す。

「放射線科の医局にお邪魔したら、外来の読影室だと伺ったものですから」

　外来師長が奥から出て来て「ええ、いらっしゃいますよ」と名刺を受け取る。名刺を読むと優しそうな丸顔で微笑み、軽く頷く。

「お会い出来るかどうか、聞いてきますね、ちょっとお待ち下さいな」

　師長が中へ入るのとほとんど入れ替わりに、読影室から不機嫌な声が聞こえ、半袖の白衣の医師が姿をあらわした。無論、芝元である。

　芝元は大股で江森に近寄ると「何の用だ！」と怒鳴った。

　近くで見ていた栗原は事情を知らないのでどうしたのかと眼を丸くする。芝元先生は乱暴な男だが、外来診療室でいきなり喧嘩を始める程、バカとは思えない。それが今は、江森の首を締めかねないといった状況だ。

　江森はしかし落ち着いた口調で「芝元先生、個人的なことでお話があります」と応じた。

「俺はねぇな」

「あなたになくても、僕にはあります」

　江森は一歩も引かない。

「何だよ、言ってみろ！」

　江森は二、三回深呼吸をすると「柴田先生に嫌がらせをするのはやめて下さい」と一気に言った。

「何だとォ！」

　太い指が江森のスーツの襟を掴む。江森は「別の所へ行きましょう」と静かに芝元の指を引きはがした。

「地下駐車場はどうですか。あそこなら、邪魔も入らない」

「ああいいとも！　願ったり叶ったりだ！」

　大柄な男が二人、不穏な雰囲気で出て行くと、師長はむっちりした腕を心配そうに前で組んだ。当惑顔で栗原を見る。

「どうしましょう、喧嘩ですかねー」

　元々、真面目で争い事が嫌いなたちである。大きく溜め息をついて、天井を仰いだ。

「誰かに知らせた方がいいかしら……あの巨大な男同士では、血を見るかも知れないわ……でも、ＭＲさんが先生と喧嘩してるなんて言ったら、おおごとになるかも知れないし、どうしましょう」

　栗原が素早く電話に飛びつく。

「私に名案があります。任せて下さい！」

（なんてラッキーなのかしらッ、こんなシーンに出くわすなんてッ）

　浮き浮きしながら、プッシュボタンを押す。電話に出た相手に「えっと、近藤師長さん、お願いしまーす」と弾む声で告げた。



　職員専用の地下駐車場は土曜の午後なので、駐車している車もまばらで人影もない。ちょうど良いと芝元は、ＢＭＷやらベンツやらの外車が並んでいる中を一番奥へと歩いて行く。どんづまりまで行って、振り向いた。腕組みをし、仁王立ちして「何だって」と低い威嚇の声を出す。

　江森は静かに口を開いた。

「柴田先生に嫌がらせの電話をするのは、止めて貰いましょうか。僕の悪口を散々録音するなんて、陰湿な人だ。柴田先生は、精神的にまいってるんです」

「嫌がらせだってぇ？」

　心外という顔で、芝元は江森を睨む。

「バカ言え、あいつの為に、やってることだ！」

　これには江森も呆れた。

「どこがあの人の為なんですか！　あの人をいじめて、何が面白いんです！」

「いじめてる、だと？　冗談じゃない、俺はあいつの親友だぞ？　お前なんかより、ずっとあいつのことは知ってる。なにせ、六年間も傍にいたんだからな！」

　得意げな台詞に、江森はおやと思った。

（なんか、どっかで聞いたような……）

　同じような言葉を、確か柴田も言ってたっけ……。そう、かつて幼なじみの相沢和彦を愛していたと、江森に告白した時に。

　しげしげと芝元の勝ち誇った顔を見る。

　黙っている江森を、恐れ入ったのかと誤解し、芝元はさらに続けた。

「だいたい、お前みたいないいかげんな奴は柴田にはふさわしくない！　親友の俺が、そう言ってるんだよ！」

「僕のどこがいいかげんなんですッ」

　ムッとして江森は言い返す。稼ぎが悪いとでも言われれば事実だから仕方がないが、柴田への気持ちがいいかげんと言われるのは許さない。

「お前は女ったらしで、他の女達とも付き合ってるじゃねぇか！」

　自分を棚に上げた発言であった。

「ふらふら、いつも大勢の女と飲みに行ってるだろうが！」

「それは営業の仕事の上でのことです！」

　きっぱりと江森は否定する。

「僕は他の誰とも付き合ったりなんかしてない！　浩司さんひとすじです！　あの人を愛してる！」

　その言葉に芝元は、プチッと切れた。

（ざけんなよッ、おんなじようなこと、言いやがってッ）

　柴田が「愛している」などとフザケたことを言うのは仕方がない。あいつは世間知らずでトロいから……が、この二枚目で、柴田よりも断然ちゃんと社会人として適応している雰囲気の、この男までがおんなじような世迷い事を口にするなんて……。

「とにかくッ、俺は絶対、認めないッ、あいつから手を引けッ」

　思いッ切り怒鳴った。

「そうか……そうだったのか……」

　今までの言動を繋ぎ合わせ、江森にはようやく目の前にいる男の心が読めてきた。

　そういうことだったのか……。

「浩司さんに嫌がらせをしてた訳じゃないのか……僕をあの人から、引き離そうとしてたんですね」

　問いかけに、芝元は「ああ、そうだ！」と答える。

「お前が邪魔なんだよ！」

「邪魔って、なんの邪魔なんです？　あなたの邪魔ってことですか？」

　追求され、ぐっと詰まったが、芝元は「その通りだよ！」とつい本心を言ってしまった。

「そうじゃないかと思ってたんだ。最初にあなたの話を浩司さんから聞いた時に」

　江森は溜め息をついて天井を仰ぐ。

「浩司さんも自覚がない人だけど、あなたもなんですねぇ」

　呆れたという口ぶりに、芝元は感情を逆なでされ「どういう意味だよ！」と怒鳴った。

「だからつまり、あなたは昔から、浩司さんのことをいじめてたんじゃなくって……かまってたんだ。好きな子をつい、いじめちゃうってタイプですか？」

　江森は言い切る。

「あなたは、浩司さんのことが好きなんだよ」

　芝元は思いもよらぬ言葉に口をパクパクさせた。

「バカ言え！　俺は変態じゃないッ」

「僕だって、変態じゃないです。ただ、浩司さんを愛してるだけだ。あなたもそうなんだよ、自覚がないだけで」

　反論も出来ず、芝元はまた酸素を摂取するために口をパクパクさせなくてはならなかった。

「あなたは僕に嫉妬して、僕達の仲を裂こうとしたんです。そんなことも分からないの？」

　自分だって、初めて会った頃、良く分からない感情の嵐に悩まされていた。それが恋の症状とも知らず。

　自分のあの頃の症状が一つ一つ思い出される。

「いつも傍で見ていたい。何かにつけて浩司さんのことを考えてしまう。浩司さんのことを思うと胸が熱くなる。浩司さんが別の人と仲良くしているのが、我慢出来ない。あなたはそう思ってるんでしょう？」

　芝元は絶句した。

（こッ……こいつッ、なんで知ってるんだよッ）

　江森は蔑みの声できっぱり言い渡してやった。

「お医者さんなら、これが何の症状か分かるでしょう？　これって、恋の病の症状なんじゃないですか？　あなたは恋の病に罹ってるんですよ」

　みるみる芝元は赤鬼のようになった。怒りの為なのか、真実を見透かされた為なのか、もう自分にも分からなくなっている。とにかく目の前の男が現在柴田を独占していることだけは理解出来た。

「浩司さん、浩司さんって、気易く呼ぶんじゃねぇ、ＭＲのくせにッ」

　腹の底から怒りの声を絞り出す。

「医者と付き合おうなんて、百年、早いんだよ、このタイコ持ち！」

　江森は涼しい顔で「その通り、タイコ持ちです」と答える。

「確かにあなたが六年間、浩司さんと一緒にいたのは事実でしょう。だからといって、あの人のことを分かっているとは限りませんよ。浩司さんが地位やお金で人を判断するなんて思うんですか？　浩司さんは職業がどうこうって言う人じゃないですよ」

「浩司さんって呼ぶなって、言ったろ！」

　怒鳴り声と同時に、江森は顎に強烈な痛みを感じた。

　さすが、９０㎏の巨体から繰り出されたパンチだけあって、一瞬気が遠くなったが、数歩下がって、なんとかでかいＢＭＷ７シリーズに寄りかかる。

（これが７シリーズで良かった……）

　ロータスやフェラーリだったら、車高が低すぎて身体を支えられなかったろう。

　切れた唇の端をペロリと舐めると、江森は芝元を振り仰ぐ。

「良かった、先に手を出してくれて」

「なにぃ？」

　バキバキと指の関節を鳴らしながら、江森は背筋を伸ばすと一歩踏み出した。

「これで、あんたを叩きのめす理由が出来た。いや、別に、そんな理由がなくても、叩きのめすつもりだったけど。浩司さんをあんな辛い目に合わせたんだからね」

　スポーツマンの敏捷さで、江森が片足に体重を移動させた瞬間「五月ッ」という叫びとともに、二人の間に白いものが飛び込んで来た。

　柴田は白衣の裾を翻して、振りかぶった江森の腕に飛びつく。

「バカッ、やめろッ、五月ッ」

「浩司さん？」

　江森は拳を降ろす。それを確かめると、柴田は芝元を振り返った。

　いつにない厳しい眼に気づかず、芝元はヘラヘラ笑いながら近づく。

「どうだ、分かったろ？　こいつはいいかげんな野郎なんだよ」

　言い終わる前に、七色の光が芝元の目に炸裂した。

（ええッ？）

　芝元は訳が分からなくなる。

　続いて尻に鈍い衝撃を感じ、尻餅をついたことが分かった。そのあとで、顎が割れそうに痛むことに気づく。眼を開けると、柴田が背中の刺を逆立てたヤマアラシのように、こちらへ怒りのオーラを放射している。

「芝元ッ、俺が相手だッ、江森に手を出したら、許さないッ」

　柴田はいささか短気ではあるが、こんな攻撃的な有り様を見せるのは初めてで、殴られた芝元も見ていた江森も驚いた。

　一度だけ、相沢に殴り掛かるのを見たことはあるが、その時には特別の事情があったし、今のように激しく怒ってはいなかった。

（いざとなったら、やるんだ、この人も……やっぱオトコだな）

「芝元ッ、なんとか、言えーッ」

　もう一度飛びかかりそうになるので、江森は急いで後ろから抱きとめる。

「もういいから、浩司さん、あっちへ行こう？」

「だってッ」

　言い募るのを、かまわず引きずって行く。肩に掛けた手に力を込め「もう大丈夫だよ、浩司さん。あいつ、これからは変なこと、しないと思うよ」と囁いた。

「……んなら、いいけど」

　柴田はほっと力を抜いた。

「にしても、浩司さん、なんでここにいるって分かったの？」

「……近藤師長が教えてくれた、お前が喧嘩してるって」

「うーん……」

　院内にはネットワークが張り巡らされている模様で、どうもさっきの一件はすぐさま全館放送なみに知られてしまいそうだと、江森は覚悟する。

（ま……いいや、何を言われても）

　それより、もう柴田が嫌がらせを受けることがなくなったのだから。

　そっと柴田に「助けに来てくれてありがとう、嬉しかったですよ」と言った。

　柴田は顔を赤くして言い訳にかかる。

「んなんじゃ、ねーけど……でも、お前が負けるって思ったからじゃないよ」

「分かってますよ」

「じゃなくって……」

　肩に置かれた江森の手に、自分の手を重ねた。

「取引先のドクターを殴った、なんてことが表ざたになったら……困ると思ったから」

　小さな声で言う。

「分かってますよ、浩司さん」

　キスしたかったが、さすがにここではと堪える。

　階段室から一階に上がると、江森は「あとで、行くよ」と伝え、駐車場へと戻った。

　先程ちらりと振り返ると、芝元は完璧に呆けて、コンクリートの床にへたりこんでいた。柴田のパンチがそこまで効いたとは思えず、どちらかというと精神的ショックに違いない。敵に塩を贈るつもりはないが、ちょっと可哀そうかなと心配になっていた。なんと言っても、自分だって柴田の傍で手に入れたくて悶々としていた時期があったのだ。

　そう考えながら探していると、さっきと同じ場所にまだ尻餅をついた状態の芝元を発見する。近づくと、どんよりとした眼でこちらを見た。

「先生」

　江森は右手を出す。少し嫌そうに顔を顰めたが、芝元はおとなしく江森の手を借りてなんとか身体を床から持ち上げた。

「最初から、気づいてりゃーな」

　ポツリと言うと、後ろを向く。

（たとえそうでも、浩司さんはあんたの物になんか、ならなかったさ！）

　思ったが、何もそこまで勝利宣言しなくてもと、江森は黙って肩をポンと叩いた。

（とにかく、浩司さんにもう嫌がらせさえしなければいいんだ）

　どんなに悔しがったって、もう柴田は自分の物なのだから。

「それじゃあ」

　芝元を残し、その場を去った。
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「浩司こうじさん、あともう少しで、着くからねー！」

　江森はワンボックスカーの助手席で携帯電話に話しかける。

　翌日曜の午前中、同僚の落合に愛車を借り、引っ越し決行となったのだった。

「今、踏切の前で停まってるとこ。ね？　警報機の音、聞こえるー、浩司さん？」

「分かったからッ、切れっ、運転中は危ないだろッ」

「ううん、僕が運転してるんじゃないから、安心してよ」

「もういいって。切るぞ」

　江森は携帯をポケットに戻すと、窓から首を出した。

　天気は曇りだが幸い西の空は明るく、雨の心配はなさそうだ。

　遮断機が開いて、再び車が走り出す。

　通り過ぎる家々の庭ではバラやシャクナゲが花をつけている。緑濃い垣根や塀越しに、赤やローズピンクの華やかな色が点々と見え、後ろに流れ去って行く。甘い香りが漂い、開いた窓から入ってくる。窓辺に飾られたプランターもマーガレットやらパンジーやらの花で溢れかえっていた。

　まるでウエディングパレードがこれから始まるようで、江森はだんだん気分が高揚してきた。

　先輩の落合と並んで車に乗っているというのに、顔がついほころんでしまう。知らぬ間に口笛も吹いていた。

　だが、新婚一年半の落合も分かってくれているようで、いつも以上ににこやかな顔で、ハンドルを操っている。

　窓から流れ込む大気は暖かく、江森は肉体労働仕様のＴシャツにジーンズという格好だ。

（良かったー、半袖のシャツにして）

　数分後、マンションのエントランスに乗り付けると、既に柴田がチノパンにボタンダウンというこちらもカジュアルな姿で待っていた。

「あれ、ミラージュは？」

　いつもの車ではないので、眼を丸くしている。江森は車から飛び降りて「あのね、落合さんって、先輩に借りたんだよ」と言った。

「それでね、お手伝いもしてくれるって、一緒に乗って来てくれたんだ」

「え……」

　柴田は戸惑ったという顔をする。

「だって……」

「もう、知ってるんだよ、浩司さんのことも」

「……でも」

　下を向いて柴田は、二、三歩、後退りする。ホモセクシュアルに対しての罪の意識はだいぶ薄れてきていたが、大っぴらにするにはまだ抵抗があるのだ。

　運転席から「こんにちわ」と出て来たのは、コアラのような優しい顔をした男だった。

「初めまして、柴田先生」

　にっこり笑うと、細い眼がどこにあるのかわからくなった。柴田は少し安心して江森の横に並んだ。

「浩司さん、落合さんっていう僕の一年先輩の人」

「……初めまして」

　柴田がちゃんと挨拶したので、江森はホッとする。実は道中、落合には「柴田先生は人見知りが激しいから、にこにこしてね」と頼んでおいたのだった。

「江森、荷物、降ろそうぜ」

　落合は淡々と後ろへ行ってハッチを開ける。江森が「はーい」と続くので、柴田もついて後ろへ回った。

　するとステップが電動で降下する、車椅子対応の改造車なのに気づいた。

「……あ、これ……」

　落合と目が合うと、落合は「ええ、私んとこ、車椅子の婆さんがいるもんでして」と、またにっこりした。

「……それは」

「この車、便利ですよー、だから、持ってきたんです」

　江森は「知らなかった、僕」と眼を丸くする。

「んな、言い触らすようなことじゃないだろ？　さ、運ぼうぜ、江森」

　にこにこしながら言う落合に、柴田は胸が熱くなった。

（いー人と働いてんだ……五月は……）

　気恥ずかしさも薄れ、柴田も小さなダンボールを一つ持つ。「こっちです」と先頭に立った。独身男性の引っ越しは簡単なもので、大物はコンピュータだけだ。あっと言う間に荷物は全部運び込まれ、落合は「じゃあな」と言う。

「ありがとうございましたッ」

　頭を下げる江森の腕を、柴田はつつき、「何か……お礼は？」と小声で尋ねた。

「あのね、次に飲みに行くとき、僕が奢るってことになってるんです。浩司さんは心配しなくてもいいですよ」

　これぐらいは自分の懐でやりたいと、江森はきっぱり言う。

「……ん、分かった」

　落合が帰った後は、積み上げられたダンボールの整理だ。

「コンピュータはこっちの部屋に入れようぜ」

　３ＬＤＫの広い間取りで、二部屋はまるで空いているのだ。一つには予備のベッドがあり、「ここ、お前の部屋にする？」と柴田は一応、聞いてみる。

「ううん、だって、浩司さんのベッドに一緒に寝るもの」

　当然の答えが返り、柴田は「……そうだな」と嬉しそうに応じた。

　中身を取り出してクローゼットや戸棚に収めていると、もう昼近くになる。エアコンはまだ早いと入れていなかったが、知らぬ間に天気が回復し、気温は高くなっている。部屋の中は暑く、江森は額の汗を拭った。

「ちょっと休もうか、浩司さん」

「……ん」

　江森はキッチンに行くと、冷蔵庫からポカリを二本持ってくる。プルトップを開け、一本、柴田に差し出した。

「一息、入れてよ」

「……ん」

　しばらく飲んでいると、柴田がぼそっと「……こーなってみると、芝元に礼、言わなきゃな」と漏らす。

「ええッ、それ、どういう意味なの、浩司さん？」

　意外な言葉に、まるで柴田の考えが分からない。江森は冗談だろうと、柴田の顔を覗いた。

（なに、それ？　ブラックジョーク？）

　柴田は真面目な顔で続ける。

「だってさ、結果的にさ……お前が心配してくれて、引っ越してきてくれたんだもの……でなきゃあ、会社の許可が出るまでうーんと待たなきゃなんなかったんだろう？」

「アッ」

　柴田はまだ江森が苦し紛れについた嘘を信じているのだった。江森は顔を赤らめる。本当のことを、いつか言おうとは思っているが……。

（それにしても……）

　芝元先生にあんな目に合わされたのに、と江森は心の中で溜め息をついた。

（これだからな……ホント、トロイんだよ、この人は）

　ポカリを置くと、柴田の肩に手をかけて引き寄せる。

（だから一人にしておけないんだよな……）

　抱き締められて、柴田はどうしたのかという顔で江森を仰いだ。

「五月？　なに？」

「なんでもないよ、浩司さん」

　耳元で囁く。

「汗、かいちゃったね。一緒にシャワー、浴びる？」

「バ、バカッ、昼間だぞッ、まだ！」

　照れる柴田に江森は笑い出した。

「やだなー、浩司さんてば、もうシたいの？　僕、シャワー浴びるだけのつもりだったのに？」

「バカッ」







「さぁって、と！」

　今夜は大事な新婚初夜だ。気合を入れて江森はとっておきのコロンを全身に振りかける。同僚のＯＬが新婚旅行でパリに行った時、頼んで買って来てもらったロエベだ。

　パジャマの袖に腕を通すと、まだ濡れている髪をゴシゴシ拭きながらバスルームを出た。

　ひょいと廊下からリビングを覗くと、先に風呂を使っていた柴田はソファで分厚い医学書を読んでいる。

　明日の月曜、第２外科は手術日だ。いつものように入念に下調べをしているのに違いない。邪魔をしないようにと、そっと江森はコンピュータの置いてある部屋へと向かった。自分も明日までにやっておかねばならない作業があるから丁度いい。数カ所にＥメールを送り、皮膚科の助教授に頼まれていたホテルの予約を取り、文献検索をする。

　一区切りして、気が付くと、そろそろ十二時だ。

（まだ、勉強中かな？）

　足音を忍ばせ、リビングを覗きに行くと、ちょうど顔を上げた柴田と目が会ってしまった。テーブルと膝の上に、まだ本が開いて置かれてある。

（まだなんだ……）

　踵を返す江森に、柴田は急いで声をかける。

「いいんだ、済んだところだから」

　リビングに入ると、柴田は身体を堅くして俯いている。見ているとなんだか江森も緊張してきた。不自然な沈黙を破ろうと、「ビール、飲む？」と江森は誘ってみる。

「……ん」

　しかし並んでソファに座り、ビールを口にしても会話は始まらない。のろのろと時が過ぎ、

「あのさぁ」

「……あの」

　同時に口を切り、ついに二人はぷっと噴き出した。

「な……なんか、変だな」

　柴田は苦笑いしながら言う。

「なに、言おうとしたの、浩司さん？」

「お前は、何？」

「浩司さんからどうぞ」

　柴田は一瞬迷ったが、

「そーか……」

　缶ビールをテーブルに置くと、両手を握って膝に挟んだ。目を伏せ、ぽつりぽつりと話し始める。

「あのさ……俺って、ほら、ネクラだからさ……」

「ええ？」

　何を言うのかと、江森は目を見張った。時折指と指を組み替えながら、柴田は続ける。

「だから、俺……お前が泊まれない日は……ずーっと……いつ帰んのかって……思って……い、一緒にいても、すげぇ暗くなってた……んでもって、泊まれる日は……」

「泊まれる日は？」

　次の言葉を江森は待つ。

（嬉しかったってことなの？）

　が、柴田の口から出たのは正反対の言葉なのだった。

「と、泊まれる日は……もっと、暗くなってたんだ……せ、せっかく、お前といんのにさ……こ、今度はいつになるんだろって思って……う、うんと先だったらどーしようって……ホント、俺、バカみてーだけどさ、なんで喜べないんだろって」

　柴田は泣き笑いの顔を江森に見せる。

「俺って、ダメな奴だから……」

「そんなことないよッ、浩司さん！」

　ううんと柴田は首を振る。

「でも、お前はもう、帰んないから……俺、そんなこと、考えなくてすむ……あ、ありがとうって言おうと思ったんだ、さっき……」

（そんな……）

　儚げに笑う柴田の顔に、江森は胸が苦しくなった。自分は周りの人間の言う通り、ノーテンキで楽天家だ。柴田とのデートが終わる頃はちょっと寂しくはあったが、すぐに「さあ、次の日取りを決めよう！」とルンルンになっていたから……。

（そんなに辛かったんだ、浩司さんは……）

　言葉を失って、柴田を見詰める。

（ごめんね、浩司さん……気づかなくて）

　柴田が求めているのは経済力などではない。立派な部屋でも豪華な家具でもない。何よりも愛情、今そばにいて、決して置いていかずにいてくれることなのだ。

　それがどれほど切実に必要なのか分かっているつもりで、まだ本当には分かっていなかった。

　それは自分にはすぐ出来ることだったのに、出来ないことまで完全にやりとげようと、こだわり過ぎていたのだ……。

　柴田は子供のように首を傾げて、江森を仰いだ。

「五月、お前は何を言おうとしたんだ？」

　江森は優しく柴田の小さな手を取った。

「浩司さんのこと、愛してるって、言おうとしたんだよ……」



　ベッドの中でも柴田はひどく緊張していた。受け入れた固く太いモノは、なんだか知らないもののようで、柴田が馴染むまで江森は動かずに抱き締めてくれていた。

「ごっ、ごめん……」

　柴田は小声で謝る。

「な、なんか俺、変になっちゃったみてー」

「変なんかじゃないよ、浩司さん、上がってるだけなんじゃない？」

「……そーか」

　その言葉で少し落ち着いて柴田は力を抜く。すると先端がゆっくり奥へと進み、なんとか江森は収まることが出来た。

　上がっているのは、実は江森も同じだった。今まで散々身体を重ねて来たのに、今夜は自分を包んでいる熱い粘膜も身体の下で動く長い手足も、初めてのもののようだ……。

　ふと、初めての夜に、無理やり柴田を奪ってしまったことを思い出す。すべてはあの時から始まったのだが、愛の始まりにしてはいささか柴田にとっては辛い経験だったのに違いない。

（とっても嫌がって、泣いてたもんな……）

　そのあと、一生大事にすると誓ったが、今まであった色々な事を考えると、思った程柴田を幸せにしてはいないと江森は感じていた。

（うんと、よくしてあげるから、これからずっと……）

　ゆっくり腰を回し、丁寧に前を愛撫してやる。

（僕の、大事な大事な人……）

　次第に柴田の表情が変化していく。初めは何かを堪えるように眉を寄せ、眼をギュッと瞑っていたが、今は楽しい夢を見ているようにうっすらと瞼を開け、口元には笑みが浮かんでいる。

「良くなってきた？　浩司さん？」

　やがて収縮と弛緩がリズミカルに訪れ始めたのを江森は感じた。もうそろそろなのだ。締まるときに突き、緩む時に腰を引く。濡れて来た先端を指で擦った。

「……あっ、五月ッ、もうッ……」

　タイミングを図って江森は深く突き入れた。熱い滴りが腹に跳ね、同時に自分を包んでいる肉壁が大きく波打つ。続いて根元から先端まで、何度も強く絞られる。オルガスムスの瞬間の柴田をたっぷりと味わった。

「僕もすごくいいよ、浩司さん……」

　まだビクビクと震えている身体を抱き締めてやった。誰も知らない、この瞬間の柴田……それを自分は、後ろも前も、中も外も知っている……全部、自分一人のものだ……上から下まで全部。そう、この前ホテルに泊まった夜、「全部、お前のだ」と柴田は言ってくれたっけ……。

　この瞬間、いつも柴田は自分にかけがえのないものを与えてくれるのだと江森は思った。

（僕も大事なものをあげるよ、あなたに……）

　お金もないし、地位もないし、体力以外にたいして自慢できるものは持っていないけど、でも柴田を愛する心だけは誰よりも強いのだ。

（僕にはそれしか、ないけれど……）

 今、解った。愛は与えるものなのだ。

　何度となく与え合ったあと、微笑みながら眠っている柴田を見詰め、そっと話しかけた。

「でも、これからは毎日、それをあげられるよ……」
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　医学部の入学式で隣になった時から、顔は女々しくて性格は暗そうで気にいらなかった。でも、俺が芝元、あいつが柴田、名簿の関係で結局六年間離れることはなく、実験でも臨床実習でも何でも一緒だった。

　俺と違って背は高い方じゃなかったが、結構綺麗な顔で、医学部に行ってるって言やー女にはモテ放題だったろうにそういう話は全然なくって、バカな奴だと思った。

　ほら、まさかあっちだとは思わなかったからな。

　あんまり人と打ちとけなかったが、いわゆる青白いガリ勉タイプというわけでもなく、変わったことに水泳部に入り、結構記録も出していたみたいだ。プールで泳いでいるのを何回か見たが、均整のとれたいい身体をしていた。中学から水泳部だったそうだからあたりまえか。

　俺の方はデカイ体を生かして、九州出身にもかかわらずアイスホッケーのＧ　　Ｋゴールキーパーをやっていた。

　アイホは華やかでグルーピーも多く、女は抱き放題で、俺が得意そうにそういう話をすると、あいつは露骨に嫌な顔をした。なんて言うか、まるで汚いものでも見るかのように。俺はムカついて、実習中とかもあいつに聞こえるように、わざといやらしい話をしてやった。

　あいつの少し冷たい、綺麗にとりすました顔を見ると、なんかいじめたくなるんだよな。実験レポートを部活があるとかなんとかいって、しょっちゅう押し付けたりもした。

　いっとくが、あいつは手先が器用で実験なんかは誰よりもうまかったから、俺だけじゃない、同じ班の連中は皆、あいつに頼ってた。しかも他のヤツらなんか先に帰っちまうこともあったけど、俺は練習が終わったら必ず顔を出してた。それくらいは仁義ってもんだ。

　俺が缶コーヒーとか肉マンとか買ってってやると、あいつは嬉しそうにお礼を言ったりするトロイところがあって、何だか独りぼっちにさせんのも可哀想だからな。

　九州では『のさる』って言葉がある。標準語にすると説明しづらいが、強く出られると断れない性格っていうか、あいつは『のされやすい』タイプだった。

　そのうち俺は調子に乗って、昼間、女と会うときも代返を頼んだりした。お嬢の女子大生なんかは、昼間の方がマンションに呼び出しやすいんだ。夜は門限があるってこともあるからな。特に『ナントカ女子会館』みたいな寮に入ってると、厳しいのさ。

　そういう場合は、よんどころない事情、とか言ってごまかしていたが、あいつには解ってたんだろうな。なんか潔癖でそういったことには勘が鋭かった。けど、若い男が我慢してられるか？　そうだろ？　俺だけじゃないってのに、あいつはそういうことは一切、しないみたいだった。

　だもんでデートして一発抜いたあと大学に顔を出すと、あいつの眼の冷たさといったら……まるで銀行強盗でもしてきたみたいに、軽蔑の眼差しを俺にぶつけやがって、針のムシロ状態だ。

　しょうがないから俺は機嫌を直してもらうため、いろいろ言うことを聞いてやったり最新のロックのＣＤをプレゼントしたり、飯を御馳走したり、結構気を使った。

　あまりにも代返の回数が度を超すと、相沢にあいつを気安く使うなと文句を言われた。冗談じゃない、イジメのパシリじゃないんだ、そうまで言われるようなことか？　俺はきちんと代価を払ってたんだからさ。

　そうそう、相沢ってのは柴田と中学・高校が同じで、あいつは相沢にだけは心を許しているふうだった。俺はそれもシャクにさわった。

　だってそうだろう？　俺のほうが同じ班でずっと一緒にいる時間が長いんだ。いくら前は一緒だったからって、今は俺を頼ってもいいじゃないか。

　しばらくして噂がたった。同級生の橋爪薫という女生徒が、あの相沢・柴田二人組と仲がいいというのだ。橋爪はどっちが好きなんだろう？　噂の中身はそういったものだった。相沢和彦は背が高くなかなか男前で、柴田の方はチビだがものすごく綺麗な顔だ。

　橋爪薫は大人しい性格で人形のようにかわいらしく、どっちと並んでもお似合いといったところだ。俺はケバくてムネがデカイのが好きだったから、全然タイプじゃなかったが、ネクラの柴田には釣り合っているかもしれない。

　俺はムチャクチャ真相が知りたくなった。

　柴田は橋爪が好きなのか？　あいつが女と幸せそうにしているところが俺には想像出来ない。あいつは一人で実験でもしてりゃいいんだ。で、せいぜい俺が差し入れでもしてやって、嬉しがってるのが合ってるんだ。俺を差し置いて女とうまくやるなんて、許せない。

　秋には恒例の学園祭があるが、その打ち上げの飲み会の時、俺は酔いにまかせて橋爪薫に近付いた。随分女の子に失礼なことを言ったもんだが、そのときは女なんて人間扱いしてなかったし、しかも医学部にくる女なんて女とも思っていなかった。まあ、今だって　女医は女のうちに入らないって思ってるけどな。とにかく、俺は橋爪薫にこう言ったのだ。

「薫ちゃんはどっちが好きなんだ？　柴田か？　相沢か？　それとも３Ｐかよ？」

　視野のはじっこに柴田が近付いてくるのが見えたが、まさか俺を殴るとは思わなかった。俺より小さな男に殴り倒されるなんて初めてだったが、そんなことより橋爪をかばう柴田の真剣な眼のほうが、俺の怒りに火をつけた。女の前で、カッコなんか付けやがって！

　巨体の俺が本気を出せば柴田なんか、イチコロだ。俺はあいつの上に乗っかって、ギューギュー締め上げてやった。

　もう少し回りのヤツの止めるのが遅かったら俺は……柴田をどうしていただろう？　今から考えると……ただその時は、あいつを俺の体の下で思いっきり泣かせてやりたかったんだ。かわいそうに橋爪薫はわんわん泣いちまって、さすがに俺は悪いことをしたと思った。女をいじめるようなことは俺の性には合わない。俺は九州男児だからな。

　酒の上ということでその場はなんとか収まったが、柴田は俺のことが嫌いになったに違いない。俺は酔いが醒めると同時にそれに気づいて、ドーンと落ち込んだ。

　レポートを書いたり代返をしてくれる奴を失うかも知れないんだ。落ち込むのは当然だろ？

　だから次の日俺は柴田にあやまった。心底許して欲しかった。不思議なことに柴田は俺を許してくれた。俺は嬉しくて飛び上がりそうになった。これから先卒業までずっと気まずいのは嫌だったし、無視することも名簿で隣とあっちゃ出来なかったからだ。……そうだ、俺はあいつに無視されたくないのだ。俺はあいつに良い奴と思われたい！　実際、柴田が思ってるようなヒデー男じゃないぜ、俺は。まあ、女にはだらしないかもしれないが、若い男なんて普通、そんなもんだろ？　

　あいつにうんと親切にするようになってから、あいつの態度も軟化した。少しは相沢と話している時みたいに、打ち解けた感じになってきた。

　どうもあいつは乱暴だったり、威張ったり、次から次へと女を取っ代えたりするような男が嫌いなようだった。変な奴だ。そういう男を『男らしい』っていうんだろうに。

　だがそのうち、女を代えんのを何故柴田が嫌うか理由がわかった。

　ある日、マンションに別れた女が会いにきてシュラ場になりそうになった。

　ちょうど試験の資料作りを柴田が手伝いにきてくれていて、隣近所に俺の悪業が知れ渡るところを女を説得してうまいこと返した。

　その時、あいつはこう言った。

「芝元みたいな下劣で最低な男に、これ以上かまうなんて時間のムダだ。君みたいな美人はもっと良い男がふさわしいよ。あんな奴は君から捨てればいいんだ、ゴミみたいな奴なんだから！」

　シュラ場が避けられたのはありがたかったが、柴田の言葉にはムッときていた。女が帰ったあと、俺は柴田を問い詰めた。

「俺のこと、サイテーって思ってんのかよ」

　俺を見上げる柴田の眼は前の冷たい眼に戻っていた。

「ああ、俺のオヤジそっくりだ。オヤジもサイテーの女たらしで、オフクロはそれがいやで、家を出ていったんだ」

　柴田の母親が家出したということは知っていたが、親父の浮気が原因とは初めて聞いた。俺はあいつがそんな家庭に育ったとは思ったこともなかったので、ショックを受けて相沢に確かめた。相沢は俺に、中学に入って柴田と知り合ったころの話をしてくれた。そしたらたまげたことに、柴田のオフクロは柴田が５年生の時、柴田の担任の先生とカケオチしたのだそうだ。

　柴田のオヤジは病院の院長で、名士気取りの女たらしだった。でもはっきりいって田舎の医者にゃよくいるタイプだ。オフクロさんは旦那の度重なる浮気にキレたんだと。にしても、ガキの担任とカケオチなんて大胆なことをしたもんだよな。

　小さな町のこと、オフクロにカケオチされたあと、みんなの噂のネタになっていじめにもあったんだそうだ。それを聞いて俺は頭にきた。

　卑劣な連中だ。俺は九州男児だからそういう卑怯なことは大嫌いだ。そのころ俺が柴田のそばにいたら、イジメから守ってやれたろうに。そうしたら柴田もあんなにネクラにならずにすんだかもしれない。その幼時体験で柴田は俺みたいに沢山の女と付き合う男が嫌いなのだ。

　確かに俺はちょっと女好きだ、それは認める。でもそれだけでサイッテーときめつけるこたないだろ？　俺は柴田にサイテーと思われたくなかったので、少し身辺整理をした。

　学業も部活も忙しくなって女と遊ぶ暇がなくなって来ていたから、ちょうど良かった。その頃、うちのアイスホッケー部は俺の活躍のお陰で、学生選手権の２部リーグで優勝を争うようになっていた。

　優勝すると１部リーグの最下位と入れ換え戦をやる。１部リーグのチームってのはみんな総合大学で、卒業してプロに入る学生がいっぱいいるのだ。

　俺は入れ換え戦を見に来てくれないかと、柴田に言ってみた。あんまり期待はしてなかったが、リンクからあいつの姿を見付けたときは心臓が口から飛び出しそうになった。練習中だったが、スティックをおっぽりだして柴田の所へ駆けつけた。

「来てくれたのか！」

「当たり前だろ、１部リーグに行けるかもしれない大事な試合だもの。仲間として応援してやんなきゃ！」

　俺は女どもを押し分けて、柴田を選手のベンチにいれてやった。

「ここで見てろよ、ほら、寒いから毛布をかけたほうがいい」

「ありがとう」

　そしてあったかい缶コーヒーも持ってってやった。柴田は楽しそうにしていた。あいつがニコニコしているのを見ると気持ちがいい。柴田の前でいい所を見せたい！　俺は獅子奮迅の活躍をした。

　残念ながらリーグ最下位とはいえ１部のチームは強く、昇格の道は遠かった。しかし俺は満足だった。シュートを何本も止めたし、柴田が「惜しかったな！　かっこよかったぞ」と言ってくれたからだ。

　だがそのサイコーの気分も長くは続かなかった。グルーピーの一人が俺に柴田を紹介しろなどと言ってきたのだ。

「あの人、芝元クンの友達でしょ？」

「ああ、そうだよ。なんであんなのがいいんだ？　チビじゃないか」

「えー、すっごく綺麗な顔だしィ、やさしそー」

「ケッ、ネクラな野郎だぜ？」

「バッカねーっ、ちょっと寂しそうな感じが母性本能をくすぐるんじゃないっ」

　柴田が実は結構女に評判がいいのは知っていた。ところがあいつはそういうことをあまり自覚していないようで、誰一人として相手にしなかった。理想が高かったのかもしれない。

　だから俺は得々としてそう言ってやった、あいつはお前達みたいなお軽いのは、相手にしないんだよって。

　「えー、じゃどんなのがいいの？　好みのタイプは？」

　柴田の好み？　どんなのだろう。柴田はどんな女が好きなんだろうか？　考えていたらムカついてきた。

　やっぱり橋爪薫が好きなんだろうか？　あいつは卒業したら橋爪と結婚するかもしれない。柴田はただ一人の女を長く思うタイプなんだろうな。そして結婚したら、その女をとても大切にするんだろう……やっぱり自分と同じくらい、綺麗で華奢な女を選ぶんだろうか、橋爪みたいな。

　俺はイライラして卒試の勉強が手につかないほどだった。

　だがそのうち相沢と橋爪が婚約したという噂が流れて来た。

　柴田のヤツはフラれたのだ！　いい気味だ！　俺より先にうまくいくなんて許せない。俺は国試の準備に追われながらも、柴田の情報を集めた。やっぱり噂は本当で、柴田の奴はだいぶ落ち込んでいるようだった。

　あいつが国試に落ちるのはちょっと可哀想だ。俺は誘い出して、一緒に図書館で勉強を付き合ってやった。まあ俺の方が教わることが多かったが、あいつの為にもなった筈だぜ。俺は友達思いの所も、ちゃあんとあるんだ。

　卒業式のあと、金持ちのボンボンの通うＪ医大は、都内の有名ホテルで謝恩パーティという代物を催す。別にじじいの教授どもに謝恩する気は毛頭ないが、まあ、恒例の打ち上げみたいなもんだ。

　その謝恩パーティーでは、婚約者とかお決まりの相手がいる奴は、お披露目の意味で同伴することが多い。俺にはそういう相手はいなかったが、一人ってのも格好悪いんで、ＳＥＸフレンドを連れて出席した。そしてウの目タカの目状態で、柴田の姿を捜し回った。女はほっぽっておかれたのを怒って帰っちまったが、どーでも良かった。

　確かに橋爪と相沢は仲睦まじそうに一緒にいて、反対に柴田は一人でぽつねんとしていた。

　これは『決まり』ってことだな。

　俺は近付いていって「ネクラでモタモタしてるから他の奴に取られちまうんだぜ」と言ってやった。その時の柴田の顔といったら……本当は心の奥底で良心がチクリと痛んだが、あの叱られて泣きそうな子供のような顔にはゾクゾクきたぜ。

　ま、柴田のことはこれで一安心てことだ。



　卒業後、俺は放射線科に入局した。

　柴田は第２外科だった。あいつは実験やなにかで並外れた器用さを披露していたから、まあ妥当な線だった。柴田と離れたことで、俺はお目付け役がいなくなったように女遊びを再開した。

　ただ同じ病院で働いているから、噂になってまた柴田に「サイテーの男」と言われたくなかったので、別れ際は綺麗にするようにした。そして看護師達から柴田の情報は逐一、手に入れていた。

　そうこうしているうちに、相沢と橋爪薫が結婚してしまった。俺はザマーミロと思ったが、良く考えたら冷汗が出た。だって柴田はこれで完全に失恋して諦めがついたわけで、そうなるとフリーになったも同然だろ？　次の相手が出て来るのは目に見えている。

　俺はチェックを厳しくすることにした。

　そのうち、柴田がＴＶレントゲン室で血管造影をやってる所にでくわした。

　カテーテルが終わったあと、長袖のオペ着を脱ぎ捨てると、広く開いた喉元から覗く胸はすべすべだ。半袖から伸びる腕はすんなりしていて、外科医には特な体毛の少ない腕だった。毛が濃いと、消毒のため、ブラシでうんとゴシゴシ洗わなきゃならない。そして手袋は６半でもちょっと大きいぐらいで、女なみの細くて小さな手なのだ。

　ちなみに俺のサイズは８だ。

　なにげに見ているうちに、俺はミョーなことに気付いた。今日のあいつはなんか艶っぽいのだ。

　俺はこういう勘はよく働く。あいつは女が出来たのだ！　そうに違いない！　あの仕草、あの目付き、昨日までのあいつと違う。

　注意を払って観察していると、夕方、待合い室で公衆電話をかけているところに出くわした。医局や研究室の電話ならタダなんだぜ？　絶対女に連絡しているんだ！

　俺は物陰に隠れて近づき、何をしゃべってるのか探ってみた。

「じゃあ、さつき、いつもの所で」と、あいつは言っていた。さつきというのか、相手の女は…………。

　俺は今度もうまくいかなければいいと思った。そうだ、俺が邪魔してやる！　

　しかし色々探りを入れているうちに、とんでもない事実が判明した。あいつの相手は男だったのだ。しかも、製薬会社のＭＲで江森五月という年下の男だ！

　そうか、あいつはホモだったのか！　今までの謎が解けた。そして俺は何だかミョーに嬉しくなった。だって邪魔をするにしても相手が男だったら、いじめるのに遠慮はいらないし、（ほら、橋爪薫を泣かせちまった時、後味が悪かったからな）いざとなったら相手を殴って柴田から手を引かせればいいのだ。俺は体力には自信がある。

　ところが江森五月という奴は、背が高く結構甘いマスクで、スポーツマンタイプだった。あいつは背が高くてスポーツマンが好みだったのか？　それなら俺だってそうじゃないか！

　俺はあいつとエモリとかいう若造がセックスするところを思い浮かべて、腹が立って仕方がなかった。あいつは俺みたいな男は嫌いだと言ってた筈だろ？　なんでそれでエモリとかいうのはいいんだ！

　土曜日の午後に、俺は大学の体育館で柴田に出会った。あいつは水泳部のコーチをしていたし、俺もアイホの練習に時々出ていたからだ。いや、出会ったというのは正確じゃない、俺がわざわざプールに会いにいったのだ。

　プールサイドにいるあいつは、何年か前に見た通りの引き締まった綺麗な身体をしていた。俺は何気ない風を装ってロッカーに入り、着替えている最中のあいつに近付いてこう言ってやった。

「知らなかったぜ、柴田、お前ホモなんだってな」

　柴田は氷のように冷たい眼を俺に向けた。

「だから何だっていうんだ？　お前には関係ないだろ？」

　関係ない？　六年間一緒にいた俺はお前のなんだったんだ？　俺はカッとなって久々にいじめたくなった。大学時代みたいに、うんとひどいことを言って泣かせてやりたくなった。ジロジロと舐めるように身体を眺めまわし、

「男とのセックスってそんなに良いもんか、え？」

　あいつが嫌がるようにわざと下品に囁いたが、柴田は俺の挑発にはのらず、低いよく通る声で答えた。

「セックスは個人の好みの問題だ。それに愛し合っているもの同志のセックスが、単なる欲望のはけ口のセックスよりどれ程いいものか、お前には永遠に分からないだろうよ」

　昔見た蔑むような眼が俺の神経を逆撫でした。

「青臭いこと言うんじゃねーよ、セックスなんか誰とやったっておんなじさ！　アナにイれてダすだけなんだからな！　男がいーんなら、俺とだって出来るだろ！」

　自分の声が遠くから聞こえて来るようだった。俺は半裸のあいつの手首を嫡んで引き寄せた。俺とあいつは２０㎝も身長差がある。体重差はもっとだろう。気が付くと俺はあいつを床に引き倒していた。

　今までに聞いたどんな声よりも冷たい声がロッカールームに響いた。

「俺は男だからどんな眼にあっても平気だが、お前まさか、思いどおりにいかない女にいつもこんなマネしてんのか？　だとしたら、お前ってつくづくサイテーの男だな」

　俺の身体の下のあいつは引き締まった筋肉を緊張させ、全身で拒絶を表していた。切れ長の眼には脅えた様子は微塵もなく、俺を見詰める蔑みの眼差しは愛されているという自信からくるものだということも分かった。

　そうじゃない、こんなことが聞きたいんじゃない！　こんな冷たい眼がみたいんじゃなかった。夜、実験室に缶コーヒーを持ってった時の、あの時の嬉しそうな顔が俺は見たかったんだ。それなのにいつも俺は思ったことと反対のことばかりしている……。

「バカ言うんじゃねえ、俺には思いどおりにならない女なんか、いないんだ。俺に抱かれたがる女なんて、掃いて捨てるほど寄って来るんだからな！」

　俺は粉々になったプライドのかけらをかき集め、虚勢を張って宣言する。そして柴田の身体を突き放すと、惨めに背中を丸めて外へ出た……。



　その晩、夢を見た。

　柴田が全裸で、がっしりした男の下に横たわっている。そして手足を男の身体に絡み付かせ、女のように喘いでいるのだ。

　あの長くすんなりした腕は背中に回され、細い指は男の髪をまさぐっている。垂れた前髪は汗で額に張り付き、眼はギュッと瞑って、口は僅かに開けられている。粗い息遣いが、耳元で聞こえるようだ。苦しそうに眉を顰めているが、表情は歓喜に満ちている。今まで俺が抱いたどんな女より、欲情をかきたてる顔だった。

　大きな筋肉質の男の下で、柴田の身体はとても華奢で頼りなく見える。

　男は岩のような腰を激しく打ち付け、まるで苛んでいるようだったが、柴田は自分でも細い腰を揺らし、長い足を高く上げ、男を全身で受け入れていた。

　気が付くと、俺の下に柴田がいた。

　昼間のあいつの肉体の感触がリアルに蘇ってきた。柴田は身を捩って、俺から逃れようとしている。

「お前は、サイッテーの男だ！」

　柴田が叫ぶ。

　その言葉で、俺はカッとなってあいつの腰を引き寄せる。

「サイッテーじゃない、サイコーって言わせてやるぜ！」

　俺のモノを後ろにブチ込み、激しく腰を動かした。

　その動きに合わせるように、あいつの端正な顔が歪み、喘ぎが漏れる。のけぞった白い喉がヒクヒク痙攣し、それとともに、俺のモノを飲んでいるあそこもヒクつく。

　俺は夢中で打ち付けながら叫んでいた。

「イイって、言えよ！　俺がイイって言え！」

　………起きた時、俺は何年かぶりで、夢精していた。






　　　　　　　　　　２




　誤解のないように言っとくが、別に俺は、柴田と寝たいわけじゃない、あいつに悪い男と思われるのが我慢できないだけだ。俺を無視して欲しくないだけなのだ。

　そのためにはまず、あのエモリという男を柴田から引き離さくちゃ。

　俺は俺の情報網を使って（一回寝たことのある看護師やなんかだ）、エモリとゆー奴の動向を探った。

「芝元センセ、なんであの二人を別れさせたいのよ？」

　呆れた顔で一人に言われた。

「悪い男にひっかかっちゃ、柴田がかわいそーだろ？」

「柴田センセのことがそんなに心配？」

「当たり前だろ！　俺は六年間もあいつと一緒にいたんだ。親友のことを心配するのは当然さ！」

　とにかくあのエモリという男が俺よりいいとは思えない。まあ、ネクラの柴田には、ああいう明るいヤツが良いように思えるんだろうが、年下では頼りにならないし、俺のほうがずっと頭も良く頼りになる。顔だって負けてない。

　色んなＭＲに探りを入れ、エモリが産科病棟のコンパに協賛として参加するというネタをつかんだ後、柴田に連絡した。

「あ、俺だ、芝元だ、こないだは悪かったな、おわびに奢るから、メシ食わないか？　ヒマだったらの話だけど」

　今日はエモリとは会えないんだからな、と俺は胸の中で付け足した。

　俺は首尾よく柴田を連れ出してメシを食いながら、当たり障りのない思い出話をした。

「俺、今、アイホのコーチしてるだろ？　今年は結構、いいところまで行けそうだぜ」

「ああ、お前が現役でＧＫやってた時は強かったもんな、ほらさ、１部リーグの入れ替え戦やった時さ」

「覚えててくれたのか！」

　俺は思わず叫んだ。柴田がそんなこと覚えててくれたなんて……。

「当たり前だろ、あの試合はすごかったよな、すっかりハマったよ！」

　そう言えばあの後、東医体という医学部間の大会で優勝した時も見にきてくれたのだ。後半、俺は足に怪我をしてベンチに下がった。柴田は腫れた足を一生懸命アイスノンで冷してくれてた……。

　チームは前半のリードを守り切って大会三連覇した。終了のホイッスルと同時に俺は痛む足に構わず、柴田を抱き上げて振り回したっけ………。

　あの頃は俺が柴田の一番ソバにいたんだ。

　これからすることを考え、チクリと胸が痛んだが、エモリをあいつのソバから追い出すためには仕方ない。

　俺は少し酒でも飲もうと言って、エモリやナース達が二次会でいってる筈のスナックへ、柴田を連れてった。

　情報どおり既にだいぶ盛り上がっているようで、俺は柴田がナース達にビールを注いで回っているエモリを見付け、身体を堅くしたのを感じとってほくそ笑んだ。

　向こうからは見えない所に席に座り、俺は酒を注文した。ロックを飲みながら柴田はチラチラとエモリの方を見ている。俺は追い討ちをかけるようにこう言ってやった。

「ま、ＭＲなんてのは口から先に生まれて来たような連中で、サービスが仕事だからな。あの顔じゃ女にもモテるだろうし、お前のことだって、せいぜい自分の会社の薬でも使ってもらおうと思って、ムリして合わせてんじゃねぇのか？　所詮は男芸者だもんな。」

　柴田は黙って俺の顔を見上げ、何も言わずに店の外へ出て行った。俺はそういう反応が返ってくるとは思わなかったので、不意を突かれ、ぼーっと一人残された。急いで支払いを済ませて後を追った。

「おい！　待てよ！」

　肩に手をかけ、振り向かせた。見ると、柴田の顔は今にも泣き出しそうな頼りない子供のようで、自分がやったこととは言え、俺は胸がつまった。なにも意地悪するつもりはないんだ……。こいつのためにやってることで……。

「しっ、芝元、お前の性格が悪いことは知ってたけど、ここまでするとはな」

「どういう意味だ」

「俺がキライなのはいいが、何も俺と、あ、あいつとの仲を裂こうとすることはないだろ？　そんなに俺がキライなのか」

　何言ってんだ、こいつ？　俺がお前をキライ？

「違う、俺はお前の為を思って言ってんだ！　あんな男と拘わると、ロクなことにならないぞ。あんないいかげんな男、やめとけよ！　お前は俺のソバで大人しくしてりゃいいんだ。俺がお前にふさわしいのをそのうち紹介してやるから！」

　俺は柴田の肩を抱き締めた。

　柴田が驚いて身体を堅くしたのが分かったが、かまわず胸に引き寄せた。柴田の身体は本当に小さくて、俺の胸の中にスッポリとあつらえたようにはまり込んだ。女のような柔らかさはなかったが、熱くしなやかな身体だった。

「離せっ、お前は何もわかっちゃいない！　もうお前の顔なんか二度と見たくないッ」

　柴田は力一杯俺の胸を突き放すと、走っていってしまった。

　分かっていないのはあいつの方だ。俺がどんなにあいつのことを心配しているか……それを顔も見たくないだと？　まあいい、ゆっくり分からせてやるさ、エモリがどんないいかげんなヤツか気付けば、それに比べて俺の良さが分かってくるに違いない。

　で、俺は電話を掛けることにした。

「柴田、俺だよ」

「………芝元！　何の用だ！」

「今、お前一人だろ？　あいつがどこにいるか俺、知ってるぞ」

「………っ、誰のことだ！」

「決まってるだろ、エモリのことだよ、あいつ、二丁目の『エスポワール』ってスナックに女といる。ウソだと思ったら見に行ってみな」

　ガチャン！

　思いっきり切られた。

　だが俺はメゲなかった。何時何分にどこでどの看護師としゃべってたとか、どこそこで酒を飲んでたとか、毎日のようにあいつに電話した。

　そのうちあいつの電話は留守電になったが、それでもメッセージに吹き込んでやった。

　何日か経って、俺が外来診察室で症例検討会の報告をタイプしていると、ＭＲが面会に来ているとナースが呼びに来た。

　待合い室にいたのは、江森五月だった。

　ダブルのスーツに身を包んだエモリは若造のくせに、ミョーに落ち着いていて、俺の目をまっすぐ見詰める。看護師たちに甘いハンサムと噂されているだけあって、なかなかの男前で、それがまたシャクにさわった。こいつが柴田を抱くのかと思うと……俺の大事な柴田の中に入れているのかと思うと………。

「話があります」

　俺達はヒト気のない駐車場に出た。

「これ以上、浩司さんへの嫌がらせは止めて下さい」

「嫌がらせだって？」

　エモリの声は低く落ち着いていて、脅しの色はなかったが、きっぱりとした口調だった。

「柴田先生はまいってます。留守禄に毎日のように僕の悪口を吹き込んで……今じゃ電話が鳴っただけでビクッとするんだ！　陰湿ないじめはもうたくさんです」

　まるで自分の物のように柴田の名前を口に出す。こいつにだけは、柴田を渡したくないと、その時心底、思った。

「イジメだと？　俺がいつ柴田をイジメた！　ホントのことを言ってるだけだろ？　お前が女たらしの裏切り者だってことを、教えてやってんだ！」

「僕のどこが女たらしなんですか！　僕は営業として当たり前の接待をしているだけです。僕は柴田先生を裏切ったことなんてない。心の底からあの人を愛しているんですから」

　愛してるだと？　こいつが柴田を？　俺はすっかりキレた。

「お前は柴田を愛する資格なんてナイッ！　俺は六年間あいつと一緒にいたんだ！　俺のほうがずーっとあいつのことわかってる！　お前みたいな男は柴田にふさわしくない！　たかがＭＲのくせして、医者とつきあおうなんて生意気なんだよ！」

　エモリはまっすぐに俺の眼をみつめた。バカにしているのでもない、真剣な、心の底まで見通すような目だった。

「確かに、六年間柴田先生の隣にいたという事実は重いでしょう。でもだからといって、柴田先生のことを分かっているとは限りません。今の発言で、あなたが全くあの人の気持ちを理解していないということが、今の話で良く分かりました。あの人は、地位やお金で人を判断するようなヒトじゃない」

　俺は一言も言い返せなかった。その通りだと分かっていたからだ。

　昔から、俺が誰かをバカにしたりとか、医学生だからいくらでも女を引っ掛けられるとか言うと、いつもあいつは「そういうことを考えて何が楽しいんだ？」と言っていた。

　だがほんの少ししか付き合っていない男に、柴田のことで分かったような口をきかれるのは我慢がならない。

「とにかく、俺は柴田の親友だ！　親友が認めないような男に柴田は渡せないッ」

「親友ですって？　そんな話は聴いていませんよ。あなたは柴田先生のことをさんざん利用して、しかもいつもイヤミを言ったりしてイジメてたそうじゃないですか。どこが親友なんですか！」

「冗談じゃねえッ、俺なりにあいつのことは、大切にしてたッ、今だってそうだ！」

　エモリはしげしげと俺の顔を眺めていた。

　そしてふと足元に視線をそらして言った。

「そうか………やっぱりそういう訳だったんですね。柴田先生から話を聴いたときもそうじゃないかと思ってたけど」

「なんだよッ」

「いじめてたんじゃない、かまってたんだ、あの人を」

「なに？」

　俺はエモリの意外な言葉に目を剥いた。

「だってそういうことでしょ。柴田先生はあなたの大切な人だったんだ……だから……僕達の仲を裂こうとしてるのは、僕に嫉妬してるからですね」

　エモリは顔を上げて俺のことをもういっぺんじろじろと眺め、言った。

「バカなこというんじゃねえッ、俺は別に変態じゃない！　お前なんかに嫉妬するわけないだろ！　ただ柴田をお前に渡したくないだけだ！」

「それって、十分嫉妬だと思いますよ。あなたが自覚してないだけで、あなたは柴田先生のことが好きだったんだ」

　好き？　ああ、そりゃ嫌いじゃなかったよ、好きっていってもいいかもしれない。なんたって友達なんだから、あいつに嫌われたくなかったし……。

「とにかく、あの人を苦しめないで下さい！　これ以上何かしたら、僕が許さない！」

　なめた事をのたまいやがってッ！　なんで俺がお前の許可をもらう必要がある！

「許さないだと？　何様だと思ってるんだ！」

　言葉より先に手が出ていた。　

　俺のパンチはエモリをしっかり捕えていたが、奴は踏み留まった。１９０㎝９０㎏の俺のパンチをだ。

　手の甲で切れた口を拭うと、エモリはニヤリと笑った。

「先に手を出すのを待っていたんですよ。これであんたをたたきのめす十分な理由が出来た。いや、柴田先生を苦しめただけでも、十分な理由ですけどね」

　だが振りかぶったエモリの腕に、一瞬早く柴田が飛び付いていた。俺にエモリのことを知らせたナースが目を丸くして、遠くから見ていた。あいつが柴田にも知らせたのか……でも俺はエモリを止めた柴田を見て、嬉しくなった。結局柴田は俺の味方なんだ……。

　そう思った瞬間、目の前で火が炸裂して、俺は尻餅をついていた。柴田に殴り倒されたのは二度目だった。

「五月、お前が取引先の病院のドクターを殴ったとなりゃ、クビになりかねない！　こんな奴、俺が相手してやる！」

　柴田の眼は炎のようで、橋爪薫を庇ったときとは全然違っていた。あいつが本気で怒ったのを見たのはそれが初めてだった。

　その瞬間、俺は柴田が本当に心の底からエモリを愛していて、俺なんかハナも引っ掛けないのだと悟った。

　俺は心臓に杭を打ち込まれたように感じた。そしてそれは、俺がずっと……多分、初めて会った時からずっと……あいつのことが好きだったという証明だった。自覚症状がなかっただけで。

　俺は九年間片想いをしていた。そしてそのことに気付かないまま、自分でその恋をダメにしてしまったのだ……。

　俺は泣き出すのをこらえるのが精一杯で、何か言おうとしても唇が震えてうまくしゃべれなかった。がくがくする顎に力を入れて、やっと「向こうへ行けよ」と言った。

　エモリはライバルの俺が負けを認めたのを悟ったようで、「浩司さん、もういいですから、あっちへ行ってて下さい」と言い、柴田をどこかへ連れていった。

　そして尻をペタンと付けたまま、フヌケのようにしゃくりあげている俺の前に戻って来ると、黙って手を差し出した。

　俺は惨めだったが、とても一人で立ち上がれそうになかったので、仕方なく手を取って立たせてもらった。

「も……もっと……早く、気付けば良かったんだ」

　俺は鼻を啜りながら言った。エモリに聴かせるのは癪にさわったが、こいつ以外俺の惨めな気持ちを分かってくれる奴はいなかった。

　エモリは親切にも何も言わなかった。そして、ちょっと肩をたたくと行ってしまった。なかなか男らしい優しい奴だ。柴田が選んだだけのことはあるかもしれない。

　顔を洗い、煙草を一本吸ってから医局に帰ると、もう話題になっていた。

　あの一部始終を目撃していたナースが、みんなに尾ヒレを付けて言いふらしたに決まってる。

　俗に恋のさや当てほど女心を満足させるものはないと言うが、その通りで、女達はしばらくその話題で盛り上がり、その中で俺は横恋慕してフラれた大間抜けだった。それは事実だったので、俺は全く否定出来なかった。

　しばらくしてアイホで一緒だった奴と飲む機会があった時、その話をした。そして「九年間ずっと好きだったことに気が付かなかったんだ」と話を締めくくり、慰めの言葉を待った。

　ところが相手は目を丸くして俺を見ると、酒にむせながら大声で笑い出した。

「なんだよっ、いきなり大笑いはないだろーがっ」

「プ……ククク……ハハハ、わ、悪い悪い、ついおかしくってさぁ、いや、悪気はないよ」

「悪気はないって？　十分だよ、悪気がなくたって！」

「いやぁ、まいったなー、お前ってホント、間抜けだなーっ。知らぬは本人ばかりなり、て奴だなー。俺達の間じゃ有名だったぞ、お前が柴田に惣れてるってのは。九州男児ってホモが多いって聞いてたけどホントだな」

「有名だったって？」

「だってさー、お前いつも柴田にちょっかい出して、ホント、ガキが好きな女の子をいじめてるって感じでさー。柴田が他の奴と話してると露骨に嫌な顔するし、練習終わっても『柴田が実験してるから』とか言って、飲みに行くの断ってイソイソ帰るし……試合なんか、女が応援に来ても面倒くさそうに手ェちょっと上げるだけなのに、柴田が来たらもう舞い上がっちゃって、毛布はかけてやるわ、試合のルールはつきっきりで説明するわ……ミエミエだったもん」

　俺はグーの音も出なかった。

　しかしもっとひどい言葉がそいつの口から次に出て来た。

「俺達、いつお前が柴田を落とせるか賭けようと言ってたんだけどサ、お嬢サマの柴田をドンカンアホ男のお前が落とす方に賭ける奴がいなくって、賭けが成立しなかったのサ」

「く……もっと早く言ってくれたら良かったのに」

　俺はやっとそれだけ言った。相手は気の毒そうにこう付け足した。

「ま、一生分からないよりマシだろ？　逃げた魚は大きいって言うが、お前の場合は最初から捕まえられなかったんだからどうにもならないけどね」

　その言葉がトドメだった。

　しかし俺の頭の中でその中の一言が、クワンクワンと反響していた。一生分からないよりマシ……その通りだ。

　少なくとも分かったということは大きな進歩だ、俺のようなドンカンアホバカマヌケ男にとって。

　そうだよ、柴田は優しい男が好きなんだ。六年間、俺が優しくしたから柴田は俺になついたんだ。俺が前非を悔いあらためてもっと優しくなれば、俺のことをうんと好きになるかもしれない。ネバーギブアップだ。俺は体力には自信がある。あっちのほうもバッチリだ。

　よォし、見てろよォ、エモリ！　まだまだ勝負はこれからだッ！




END　　　







　　　　　Morning After 4



　その日のことを柴田ははっきり覚えている。否が応でも失恋の事実を（いや、それまでだって叶わぬ恋という自覚はあったが）目の前に突きつけられたからだ。もちろん江森にはまだ言っていない。笑いながら話せる日が来るのだろうかと柴田は隣でぐっすりと眠っている恋人を見つめながら思った。











　その日、図書館から出たのは閉館間際だった。どうしても明後日までに実験データをまとめなくてはならない。柴田の班は五人構成だが、そのうち二人はテニス部で週末に試合があるというので強化練習に向かい、一人は風邪をひいていて休みだった。

　あとの一人が芝元ときては、これはもう一人でやるしかない、そう決心してその日中に完成させたのだった。

　大学の門のところで、ふと、柴田は相沢のマンションを訪ねることを思いついた。それはとうに花を散らした桜の大木が目に入ったせいかもしれない。

　桜の花を見ると柴田は相沢の顔を思い出すのだ。桜の咲くころに初めて相沢に出会った。以来、終了式・卒業式・そして開花の遅かった年の入学式、それぞれに相沢とともに学校の門をくぐった思い出がある。

　ちょうど相沢から借りていた本を読み終わったところで、会いに行く理由もある。

　柴田は自分のマンションとは反対方向へと歩き出した。相沢が住んでいるのは一駅隣だ。

　ここで携帯から連絡を入れておいたとしたらまた運命は違っていただろうか？

　いや、その頃だって、今だって、柴田は携帯を持っていないのだし、公衆電話からかけたとしたって、運命は変わらなかっただろう。単に事実を知るのが少し遅くなっただけで。

　九時過ぎだったが、訪ねるのに遅すぎると言うほどではない。

　一駅私鉄に乗り、十五分も経たないうちに柴田は「相沢」と表札のかかった扉の前にいた。インターホンを押すと、応答がない。しかし、扉の横の窓からは明かりが漏れている。

　もう一度押すと、「はい？」と相沢の声が返ってきた。

「あー、俺。本、返しに来た」

「柴田か」

　ちょっと困ったような声だったが、柴田にはそのニュアンスが感じ取れずそのまま「本」ともう一度言った。

「わかった、ちょっと待ってろ」

　一分も経たないうちに扉が少しだけ開き、相沢が身体を半分乗り出す。

「あー、面白かった、うん」

　しかし相沢は扉のところで立ったままだ。いつもなら扉を大きく開き、迎え入れてくれるのに、と柴田は戸惑う。鞄から取り出した本が宙をフラフラと泳いだ。

「ええと、返す」

「うん」

　相沢は柴田の手から本をもぎ取る。

　それでもぼーっと立ったままの柴田に、相沢は目を伏せて小声で言った。

「ごめん、今、お客さんが来てるんだ」

　理解するのに数秒かかった。

「え」

「その、だから帰ってくれないかな」

　そこまで言われ、柴田ははっと目を見開く。

「あ、ご、ごめん、悪い、ほんと、俺……気ィつかなくてごめん」

　すると相沢は初めて笑みを見せる。

「いいんだって、謝るのはこっちだよ、わざわざありがとう」

「ん」

　俯くと、柴田の目に扉の隙間から衝撃的なものが飛び込んできた。

　それは相沢の靴の隣に置かれたシャンパンゴールドのヒールだ。華奢な踵を持ち、サイズはとても小さかった。

「あの、ごめん」

　もう一度言うと、柴田はきびすを返した。

（俺って馬鹿だ……だよな、なんて鈍感なんだろ）

　最初に「来客がある」と言われたとき気づくべきだったのに。「客」イコール「女」とまでは思い当たらなかったのだ。

（俺はホモだけど、相沢は違うんだもん、なんで気が付かなかったんだ。この時間にお客さんなんて、女に決まってるよ）

（今まで彼女とか、いるって聞かなかったけど、いるに決まってるじゃないか、ハンサムだし、優しいし、いないわけないって）

　駅までのあいだ、柴田は自分の鈍感さを罵り続けたが、それはショックを隠すためだったのだと今では思える。

　自分のマンションに帰ると、柴田はベッドに転げ込んで頭から毛布を被った。








　医学部の３年生になると臨床系の実習も増えるが、午前中は階段教室での座講がほとんどだ。柴田は翌朝、目を赤くしたまま登校した。相沢にこの顔を見られたくない。わざと階段教室の後ろの扉から入って上から相沢の姿を捜す。相沢の席を確認すると、反対側の階段を使って下の方の席を確保した。講義に集中していると心の動揺が次第に落ち着いてくる。

　90分の授業が終わり、柴田はノートを閉じて辺りを見回した。

　相沢はすでに同じ班の学生と一緒に階段教室の外へ出ていた。

（ふー。やれやれ）

　ほとんど眠れなかった上、朝食どころか水一杯飲んでいなかったので、急に喉が渇いてくる。鞄を手に自分も外へ出た。校舎の裏手には自動販売機が並んでいて、そこで缶コーヒーを買うことにする。ちょうど同じ学年の女子学生が数人、立ち話をしていた。その中に薫と薫の友人の安川の姿を認め、柴田は足を止める。薫はいいのだが、四年生女子大を卒業してから医学部に入学した安川は物怖じしない性格で、柴田のことを薫の数少ない男の友人と認識しており、「友達の友達は友達」と言った論理でやたら馴れ馴れしい。安川が嫌いではないものの、そもそも人とつき合うことが苦手な柴田にとって、特に今日のような日はあまり話したくない相手であった。

　しかし案の定、安川は柴田に気づき、「柴田くぅん」と大きく手を振る。

「なに、今日は。寝坊？　いつも早くに席を取ってるのに。薫ちゃんが心配してたわよ」

「違うわよ、安川さん」

　薫は頬を赤らめて安川の話を遮るが、安川はお構いなしだ。「ね、あたしたちもコーヒー、飲もう？」と集団から離れて柴田に近づく。

　逃げるわけにも行かず、柴田は目を伏せて自販機の方へ身体を向けた。

「なに、飲みます？」

「え、おごってくれるの？　うわあ、ラッキー」

「安川さんったら、ダメよ、柴田くんをいじめちゃ」

　急いで薫がたしなめる。

「はいはい、わかってますってば、薫ちゃんの大事な柴田君だもんね」

「だから、そんなこと言わないでって、もう」

　華やいだ女性のやりとりのあいだに、柴田はコインを投入口へ持っていったが、手が滑って落としてしまった。幸い、コインは転がらずに一回跳ねただけでアスファルトの上に落ち着く。身体をかがめ、コインに指を伸ばした柴田は、シャンパンゴールドのハイヒールが目の前にあることに気づいた。

（え……）

　その瞬間、全てを理解する。

（そうか……だよな、そうだったんだ）

　指が震えてコインを掴めない。

「なに、してるのよぅ。拾ったげるわ、ほら」

　安川が明るく言って、コインを拾う。そのまま自販機の投入口に差し込んだ。

「なに、柴田くん？　コーヒー？　紅茶？」

「……コーヒー」

　俯いたまま、言う。声が震えないよう、必死で気を遣った。安川の手から缶コーヒーを受け取ると、柴田は「じゃあ」と後ろを向く。

「俺、行くから」

「え、もう？」

「だってもう、始まるし」

　言葉の数をなるべく少なくして応じると、柴田は足早にその場を去った。

「んもう、暗いわよねえ」

　安川はため息をつき、薫のほうを見た。

（どこがいいのかしらねえ？　そりゃ顔は綺麗だけど）







「アセトアミノフェン、一般名はアスピリンだがもちろんピリン環はない」

　薬理学の倉内講師は黒板にすらすらと化学構造式を書いていく。

　午後の授業は薬理学実習で、学生たちはアセトアミノフェン合成実験をこれから行おうとしていた。化学実験室はどこもさほど変わりはなく、大きな机に水回りがつき、左右から利用できる器具戸棚が机の中央に設置されている。班に分かれた学生たちは、手順の書かれたノートを片手に準備に取りかかる。

「うーっ、めんどくせえなあ、この年になって化学実験をまたやる羽目になるとは思わなかったよ、高１以来だ」

　芝元は唸りながら大きな身体をいかして戸棚の上部から平底フラスコを取り出した。そして「ほれよ」と柴田へ突き出す。しかし柴田がいつまでも受け取ろうとしないので目を剥いた。

「なんだよ、柴田、ぼーっとして。さっさと終わらせようって、俺は強化練習があるんだからさあ」

　それでも反応がないので、芝元は自分でどんどん準備を始める羽目になった。

「柴田の奴、いつもだったら自分から率先してやるくせに。こりゃあ、昨日レポートを書かせたお返しか？」

　ぶつぶつ独り言を言っていると同じ班の佐竹が「え？　お前、柴田一人にやらせたのか？」と逆に尋ねる。

「一人ってどういうことだよ？　お前らも一緒にやったんじゃないのか？」

「俺ら、強化練習があるからって柴田に頼んだんだ。斉藤は風邪で休んだし。俺ら、お前がいるからと思って」

　なんだって、と芝元は太い眉をつり上げた。

「お前ら、あんまり柴田をこき使うなよ」

「芝元、お前だって昨日、レポート押しつけたんだろ？」

　呆れて佐竹は芝元を睨んだ。

「るせー、俺はいいんだよ、親友なんだからな。とにかく今後は俺の許可を取れ！」







　実験はいつも牽引役の柴田が全く参加しなかったこともあり、終わったのは六時を過ぎていた。

　学生用ロッカーで、芝元は隣でのろのろ白衣をハンガーにかけている柴田を盗み見る。

　入学してから今日まで、これほどまで何を言っても上の空だった柴田を見たことはなかった。

「おい、柴田、なんかあったのか？」

　芝元が尋ねると、柴田は「別に」と呟く。それもまた変だと芝元は思った。いつもだと「うるせー、ほっといてくれ」ぐらいは返ってくるのだ。

（ま、誰だって調子の悪いこともあるか）

　芝元は諦めてさっさと鞄を手にロッカーを出る。ふと、携帯を忘れたことに気づき、再びロッカールームへと戻った。すると、柴田が床にしゃがみ込んでいる。

「おい、どうしたんだよ、病気なのか？」

　柴田は俯いたまま「違う」と言った。

「じゃあ、どうしたんだよ！」

「ちょっとめまいが……」

「しっかりしろよ、医者に連れてってやる」

　しかし柴田は芝元の手を振り払うと、「大丈夫」と見上げた。

「たぶん、腹が減ってるんだと思う」

「たぶん、って、お前な……」

　芝元は呆れてうずくまっている柴田を見下ろした。

「昼は食ったのか？」

「いいや」

「じゃ、朝は？」

「食ってない」

「じゃあ昨日の夜は？」

　ふざけて訊いたのだが、柴田は首を傾げる。

「どうだったかな……」

　いつものことだがと芝元は呆れて今度は天井を仰いだ。

（この鈍感野郎……食ったことぐらい覚えてろっつーの）

　仕方ない、と芝元は腕組みをすると「じゃあ、メシ、食いに行こうぜ」と宣言した。

「え……」

「ちょうど俺も腹が減ってるんだ、一緒に行こう」

　芝元が驚いたことに柴田は小さく肯いて立ち上がった。

（ええっ、行くのか！）

　慌ててどこへ連れて行こうかと考える。

（えっと、駅前の居酒屋じゃ、こいつには似合わないしな、あそこのイタリアンにするか？　いや、いつも女連れで行くから、なんか店の奴に言われてもまずい、じゃあ、フレンチ？　まさかなあ）

　結局連れて行ったのはいつもアイスホッケー部の先輩と行く駅に近い鹿児島料理を看板に掲げた小料理屋だった。居酒屋よりは少しお洒落だが、値段は安く女性客とサラリーマン半々というところだ。デザートのかるかんが女性客には人気だった。

「食えよ」

　芝元はどんどん料理を注文し、柴田に勧める。

「薩摩揚げは定番だけど、このきびなごの刺身がいけるんだ。地鶏もうまいしな。あ、焼酎、飲むだろ？　芋焼酎だけどさ」

　いそいそと氷をグラスに入れ、芝元はたっぷりと薩摩白波を注ぐ。

「ほら、一日ぶりなんだろ、食えって」

　柴田はぼそぼそと刺身を摘んでいたが、ふいに目を上げて芝元を見つめる。その目つきが真剣で、芝元はどきりとした。

「な、なんだよ？」

「……お前、鹿児島出身なのか？」

　いきなり言われ、芝元は頬を赤くした。

「違うけど、なんでだ？」

「だって薩摩料理に詳しいから」

「ああ、それはねえ」

　なぜか胸をなで下ろし、芝元は得々と説明を始める。

「アイホの先輩が鹿児島出身でさ、試合に勝つとここで祝勝会をやるのさ。だから詳しくなっちまって。俺は佐賀県だよ」

「ふうん」

　柴田は目を細め、再び芝元はどきりとした。

「初めてだな、そんなこと、聞くの」

「だ、だなー」

　今度は妙に嬉しくなってきて、芝元はグラスに焼酎をつぎ足す。

「まあ、ゆっくりやろうぜ」

　かちんとグラスを合わせ、芝元はがぶがぶと焼酎を飲む。

「なんか、お前と差しで飲むって初めてだなあ。いつもお前は相沢とばかり仲良くしてるしな」

「そんなこと、ない」

　柴田はぶんと首を振ると、自分もグラスに口を付ける。

「じゃあ、これから飯を誘ってもいいのか」

　すると柴田は細い眉をぎゅっと寄せる。

「お前はいつもお女と一緒だろうが。俺となんか飯を食ってる暇、ねーだろ」

　いつもの態度に戻ったと、芝元は胸をなで下ろした。

（そーそー、こいつはこうでなくちゃ）

　そのうち気づくと芝元は付き合った女の自慢話をしていた。柴田相手だと、なぜか気楽に話せるのだ。

「女って奴はよ、けっこー童話とかが好きだからさ、そんな話をすると喜ぶんだよ。え、俺がなんで知ってるかって？　お前には似合わないって？　俺が自分で読んだことなんかねーよ、お袋が読んでくれてたんだよ〜。小学校に入っても、な。それってマザコンとか言われそうで、女にはぜってー言えねーけどな。女って奴はよ、マザコンが一番嫌いなんだぜ、知ってるか？　あ、おめーみてーなドーテー男は知らないか」

（やべ、こいつにドーテーはタブーか？）

　ドーテー男と言われて切れるかと思いきや、柴田は別の反応を見せる。

「……へぇ、お袋が本、読んでくれたんだ、いいな」

　柴田はグラスを途中で止めると目を細め、じっと芝元を見る。潤んだような目に芝元は再び胸が騒いだ。

　慌てて「よくねーよ」と否定する。

「けっこー、怖い童話もあってさ、トラウマだよ。よく覚えてるけど、トルストイって奴の。ほら、戦争と平和とか」

「それぐらい知ってるよ」

　柴田の目がきつくなったので、芝元はまた胸をなで下ろす。

「なんかさあ、靴屋の親父が森で素っ裸の男を拾ってさあ、そいつがまったく笑わなくて、でも三回笑うと、とか、怖かったぞー」

「はあ？　それだけじゃ誰にも解らないぞ」

　芝元は「ええと」と頭を捻る。

「子供が死んだりするんだって。じゃなかった、他の奴かな、死ぬのは？　死人にスリッパを履かせたりして、こえーのよ。で、最終的に素っ裸の男は天使だったのさ」

「もういい」

　さすがに柴田は呆れ顔になる。

「お前はどうだったんだよ？」

「俺は……」

　柴田はグラスを机に置いた。

「俺は……小さいころはあったかな。けど、小学校の時、俺のお袋はいなくなっちゃったし」

「はあ？」

　今度は芝元が目を細めた。

「いなくなったって、死んだのか？」

「いや……」

　柴田が口ごもったので、芝元は慌てて「いいって、言いたくないなら」と柴田の手に触れた。柴田の手は冷たく、芝元は思わず力を込めて握りそうになった。

「別に言いたくないってほどじゃない。家出しただけだ」

「そ、そうなのか、よかったな」

　口に出したあと、芝元は後悔した。

「悪い、よかったなんて言っちゃって。けど、死んだっていうよりましだと思ったから」

「え？」

　柴田はまじまじと芝元の顔を見つめる。

「……そうだな、そうだよな」

　目尻が少し下がり、芝元は柴田が微笑んだのだと理解した。

「けど、お前と家の話、するなんて初めてだなー。よかったよ、今日誘って」

　そこでアイスホッケーの練習をサボったことを思い出したが、芝元に後悔はなかった。








　しかし数時間後、少しばかり芝元は後悔していた。背中にはへべれけになった柴田を背負いながら。

（こいつ、けっこー酒癖悪いのか……）

　まさかあんなに飲むとは思わなかった。途中で「女にでも振られたのか？」と水を向けたところ、「んなわけ、ねーだろ」と返され、そこから急激にピッチが上がったのだ。

（たぶん、振られたんだろうな……）

　それでもそのほうが芝元には共感できた。今まではお堅い深窓のご令嬢といった風で、まったく自分とは合わないと思っていたからだ。

（男って奴は、それぐらい乗り越えないとな）

　これからはもっと理解し合えるに違いなかった。

　背中で時折柴田は何かを呟くが、声が小さく聞き取れない。

（ま、これが青春てもんだ）

　ショルダーバッグを肩にかけ、さらに柴田を背負い、後ろに回した手には柴田の鞄を持っているので、相当きつかったがなぜか芝元の心は弾んでいた。

「なあ、振られたんだろ？」

　肩ごしにそっと訊いてみる。柴田の頭がこくんと肯くのが感じられ、芝元はさらに気分が良くなった。

「ま、お前にゃ女を扱うのは無理だって。そのうちいいのを紹介してやるよ、俺にまかせとけよ」

　なんとか柴田の案内でマンションに辿り着く。やっと鍵を開け、背負ったまま中へ入ると、芝元は「寝るのか？」と訊いてみた。柴田は再び無言で肯く。

「どっちだよ、寝室は？」

「あっち」

　やっとか細い声があがり、芝元はどかどかとリビングを横切って寝室に入った。さすがに女の子をお姫様だっこでベッドへ運んだときほど丁寧にはせず、背中の荷物をどさりとベッドに横たえる。「うっ」とうめき声が上がったが、かまわず掛け布団を上からかけた。

　やれやれとほっとして辺りを見回す。部屋はがらんとして、何の飾り気もない。

（こいつらしいなあ、まったく）

　自分の部屋にはアイドルやAV女優のポスター、ＮＨＬのステッカーなどが貼ってあるのだ。ベッドの脇にかがみ込み、ぽんぽんと柴田の頭を叩いた。

「お休み、いい夢見ろよ」

「夢なんか見ない」

　ふいに低い声が挙がり、芝元は驚いて顔を寄せた。

「お前、泣いてんのかよー」

　呆れ声を出してまた頭をぽんと叩く。

「っと、しょーがねーなー。忘れろ。もっといい奴、紹介してやるよ」

「んなもん、いらない。あいつじゃないとダメなんだ」

　涙声で反論する柴田に、芝元はちょっといらっと来る。

「んなことねーよ、もっといい奴がそのうち見つかるって」

「みつかんない！」

「だだっ子か、お前は」

　ため息をつくと芝元は立ち上がり、鍵をサイドテーブルに置いた。

「ほんと、しょーがねーなー、お前は。これからは俺が面倒見てやるから」

　その声はすでに寝息を立てていた柴田には届かなかったのだった。








「オハヨ、ご飯、出来たよ」

　柴田は江森の声で瞼を明ける。

　今日は早朝カンファランスの日で、朝のエッチはないと決めている。江森は早く目を覚ましたものの、エッチを我慢してその代わり朝食を作ることに気を紛らわしたのだった。

「ん、ありがと」

「ううん、インスタントのみそ汁とパックの納豆にご飯じゃあ、お礼を言われるほどじゃないですって」

　一緒に箸を取ったところで、ふいに江森は「ねえ、浩司さん」と尋ねる。

「あのさ、この部屋って、相沢センセと僕しか男は入ったことないって言ったよね、前」

「うん」

　江森は納豆をかき混ぜながらしかめ面をする。

「芝元の奴、やっぱ嫌がらせを言ったんだ、僕に！」

　芝元のことは呼び捨ての江森である。

「なんだよ、嫌がらせって？」

「こないだ、僕に近づいてきて、一緒に暮らすことにしたんだってなー、とか言うんですよ。だからそうですよって言ってやったら……」

　芝元は顔をしかめ、「どこに寝るんだ？　あのリビングの隣の部屋で一緒に寝るのか？」と言ったのだ。

「で、間取りを知ってるみたいでさあ。あいつ、ストーカーっぽく、浩司さんの部屋、入ったことあるんじゃないの？」

「んなわけ、ねーって。単なる嫌がらせだって」

「だよね、浩司さんがあんな奴を部屋に入れるわけないものね」

　江森はにっこり微笑むと、納豆に醤油をかけた。

「浩司さん、ちょっと朝早く起きてご飯を食べるのっていいね、これからもそうしようね」

「お前な……」

　いくら早起きしても、そのあといちゃついて遅刻しそうになるのは誰のせいだ、と言いそうになったが柴田は我慢した。

　どんな形であれ、二人で過ごす朝は格別なのだから。

（やっぱ、いいな、一緒の朝は）




（終わり）  
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！









[image: ]


オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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